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お客様へ 
 
この度は SMC サーモクーラ（以下「本製品」といいます）をお買い上げ頂き誠にありがとうございます。 
 
本製品を末永く安全にご利用して頂くために、必ず本取扱説明書（以下「本書」といいます）を読んで、

内容を十分に理解した上でご使用ください。 
 
● 本書に記載してある警告・注意事項は、必ず守ってください。 
 
● 本書は装置の設置および運転について説明しています。本書により基本的な運転方法をよく理解した

上でご使用ください。 
 
● 事前に弊社に承諾を受けずに、本書のいかなる部分も第三者が使用する目的のために複写することを

禁じます。 
 
 
 

注意：本書の内容は予告なしに改訂されることがありますので、あらかじめ 
ご了承願います。 

URL http://www.smcworld.com
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1章 安全について 
 

 

 

 

1.1 本製品をご使用いただく前に 
 本章では、特にお客様が本製品を取扱う上での安全に関して記載していま

す。 

 本製品はタンク内蔵タイプの循環式温調装置です。それ以外の目的で使用

した場合のトラブルについては、弊社に責任はありません。 

 本製品は高電圧下で稼動し、運転中は装置内部には高温になる部品や回転

する部品があります。部品交換、あるいは修理する場合には専門業者に依

頼してください。 

 本製品を運転する人ばかりでなく、メンテナンスや装置に関わる作業を行

う人および装置付近での作業を行うすべての人が、本書の安全に関する記

述をよく読み、十分理解してから作業を行ってください。 

 本書は、安全教育担当者が実施する総合的な安全・衛生マニュアルではあ

りません。 

 本製品または本製品付近で作業する人は、本製品固有の危険性に関する認

識や安全対策に関する十分な訓練を受ける必要があります。 

 安全規準の遵守は管理者にその責務がありますが、日常的な作業を行う上

での安全基準の遵守は、オペレーターやメンテナンス担当者１人１人の責

任で行う必要があります。 

 オペレーターやメンテナンス担当者は、それぞれの作業において安全性を

十分考慮した作業場所や作業環境に配慮する必要があります。 

 装置に関する作業訓練の前には、十分な安全教育を受ける必要があります。

安全教育が不十分な状態での作業訓練は大変危険です。安全性に配慮の無

い作業訓練は絶対に行わないでください。 

 本書は、上記作業者がいつでも読むことが出来るところに大切に保管して

ください。 

 

 

 

 

 

本製品を使用する前に、本書に記載されている重要警告事項を注意深く読

み、よく理解してから使用してください。 
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1.2 本文に記載の危険・警告・注意について 
1.2.1 危険レベル 

本製品の安全で正しい運転および作業者の負傷や装置の損傷を防止すること

を目的として、本取扱説明書は、危険の重大性および緊急度によって「注意」

「警告」「危険」の 3 段階に分けて表示しています。安全に関する重要な事項

を含んでいますので、表示されている箇所の確認、諸注意や警告事項をよく

読み、十分理解してから本製品を取扱ってください。 

「危険」「警告」「注意」は、重大性の順（危険＞警告＞注意）となっていま

す。下記にその内容を説明します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ワンポイント】 
ワンポイントは操作および保守作業上、特に知っておかなければならない情

報や内容、または参考となる情報や内容がある場合に記述します。 

 

1.2.2 「重傷」､「軽傷」の定義 
 「重傷」 

失明、けが、火傷、感電、骨折、中毒などで後遺症が残るもの、および治療

に入院や長期の通院を要するもの。 

 「軽傷」 
治療に入院や長期の通院が必要ないもの。（上記「重傷」以外） 

 

「警告」項目は、本製品の運用中に、作業者が死亡または重傷を負う可能性のある場合に

ついて記述しています。 

「注意」項目は、本製品の運用中に、作業者が軽傷を負う可能性のある場合について記述

しています。 

警告記号のない「注意」項目は、本製品、設備、機器などに損害や故障をひきおこすこと

だけが予想される場合について記述しています。 

「危険」項目は、本製品の運用中に、作業者が死亡または重傷に至る切迫した危険性のあ

る場合について記述しています。 



HRX-OM-H024 
1 章 安全について 

 

HRG シリーズ  1.2 本文に記載の危険・警告・注意について 
 
 1-3

1.2.3 シンボル 
本書では「危険」、「警告」、「注意」、「重要」の表記に併せて次のシン

ボルを付加し、その警告内容をわかりやすく表現しています。 

 電気に関するシンボル 
 

 

 

 

 

 

 熱に関するシンボル 
 

 

 

 

 

 

 回転物に関するシンボル 
 

 

 

 

 

 

 禁止シンボル 
 

 

 

 

 

 

 強制シンボル 
 

 

 

 

 

 

このシンボルは、行ってはいけない「禁止」事項を示し

ます。 

このシンボルは、必ず行っていただく「強制」事項を示

します。 

このシンボルは、感電の危険を警告します。 
 
 

このシンボルは、火傷の危険を警告します。 
 

このシンボルは、回転物によるけがの危険を警告しま

す。 
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1.3 危険分類と危険警告ラベル 
作業員の安全を守るために本製品には、特有の危険分類とそれらを表示する

危険警告ラベルを貼っています。作業する前に、必ず危険分類の内容と危険

警告ラベルの貼付け位置を確認してください。 

1.3.1 危険分類 
 電気に関する危険 

本製品は高電圧下で作動するため、内部で感電するおそれがあります。 

危険警告ラベルには のシンボルが表示されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 高温に関する危険 
本製品は運転中高温になるため、熱により火傷するおそれがあります。 

危険警告ラベルには のシンボルが表示されています。 

 

 

 

 

 

 回転体に関する危険 
本製品は運転中に回転する部品があるため、指を挟んだりけがをするおそれ

があります。 

危険警告ラベルには のシンボルが表示されています。 

 

 

 

 

 

カバーパネルを外したまま本製品を運転しないでください。 
本製品の内部には、カバーパネルで隔離された高電圧のかかった電源供給

部があります。 

電源供給部内で作業や点検を行う場合は、訓練された有資格者が行ってく

ださい。 

本製品は、運転中高温になる部位があり、接触によって火傷する恐れがあ

ります。また、電源を切った後も余熱によって火傷する恐れがありますの

で、高温部の温度が下がるまで作業を行わないでください。 

本製品は、運転中に回転する部位があり、接触によってけがする恐れがあ

ります。また、運転中は回転体が一時的に止まることもありますが、再び

回転しますので運転中は作業を行わないでください。 



HRX-OM-H024 
1 章 安全について 

 

HRG シリーズ  1.3 危険分類と危険警告ラベル 
 
 1-5

1.3.2 危険警告ラベルの種類 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 前面パネル危険警告ラベル 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 1-1  前面パネル危険警告ラベル 

 高電圧部に関する危険警告ラベル 
 

 

 

 

 

 
図 1-2  高電圧部に関する危険警告ラベル 

危険警告ラベルの内容をよく読んで、十分留意してください。 

危険警告ラベルをはがしたり、こすったりしないでください。 
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1.3.3 危険警告ラベル貼付け位置 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 1-3  危険警告ラベル貼付け位置 

1.4 型式銘板 
銘板に記載されている型式（MODEL No.）をご確認ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 1-4  型式銘板貼付け位置 

 危険警告ラベルの貼付け位置をよく確認してください。 
 お客様が、危険警告ラベルの貼付け位置を変更することはできません。

剥がれたり劣化して貼りなおす場合も、必ず同じ位置に貼ってください。

高電圧部に関する

危険警告ラベル 

 

前面パネル 
危険警告ラベル 

前面 

前面 
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1.5 安全対策 
1.5.1 安全に関する注意事項 

本製品は、各種の安全対策が施されていますが、より安全に運用するため、

基本的な安全に関する注意事項を記述します。 
 
 
 
 
 
 
 

 本製品をご使用になる前に、本書をよく読み十分に内容を理解してくださ

い。 

 メンテナンス作業中に装置を操作する場合、必ず周りの作業者全員に声を

かけてください。 

 正しい工具を正しい手順でご使用ください。 

 「1.5.2 保護具」を参照し、正しい方法で着用してください。 

 緊急時の非難方法については、お客様の安全マニュアルに従ってください。 

 20Kg 以上の重い物を持つ場合にはかならず 2 人以上で持つようにしてくだ

さい。 

 作業後は、すべての部品やネジが作業前の状態に戻っていることを確認し

てください。 

 飲酒しての作業や体調の悪い時の作業は事故発生の原因となる可能性があ

りますのでお控えください。 

 本書に許可されている場合を除いて、パネルを外すことはしないでくださ

い。 

本製品を使用する場合、以下の事項を厳守してください。この項目に従わ

ない場合、傷害あるいは災害の発生につながる恐れがあります。 
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1.5.2 保護具 
本書では､作業別に保護具を定めています。 

作業別に下記に示す保護具を着用してください。 
 

 

 

 

 

 運搬、設置および取外し時 
● 保護靴 ● 保護手袋 ● ヘルメット 

 循環液取扱い時 
● 保護靴 ● 保護手袋 ● 保護マスク ● 保護エプロン 

● 保護メガネ 

 運転時 
● 保護靴 ● 保護手袋 

保護具は、使用する前にそれぞれの取扱説明書をよく読み、内容を把握し

た上で使用してください。 
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1.6 緊急措置 
地震、落雷の自然災害や火災などの緊急事態および人員の負傷などの発生に

よって、運転を停止する必要が生じた時は、サーモクーラ前面の操作パネル

の［OFF］スイッチを押してください。 

［OFF］スイッチが押されるとサーモクーラの運転は停止しますが供給電源が

遮断されないため、動力回路は通電状態となっています。 

必ず、最後に元電源（メインブレーカ）を遮断してください。 
 

1. 操作パネルの［OFF］スイッチを押して、サーモクーラの運転を停止させてください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 1-5  本製品の停止 

 

2. 必ず、元電源（お客様の電源設備）のブレーカを OFF してください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 1-6  元電源の遮断（ブレーカの OFF） 

 

 

 

［RUN］ 
ランプ 

［PUMP］ 
ランプ 

［OFF］スイッチ 

1 度押下げる

前面
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1.7 廃棄物の処理について 
1.7.1 冷媒および冷凍機油の回収 

本製品は「フロン回収破壊法第一種特定製品」です。 
本製品には冷媒としてフロン類（HFC）および冷凍機油が使われています。

回収する場合は、下記の注意をよく読み、十分理解してから行ってください。

ご不明な点がございましたら販売店または弊社営業所までご連絡ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ワンポイント】 
フロン類の種類および使用量は、型式銘板に記載されています。 

 

 

冷媒を大気に放出することは、法律で禁じられています。修理時には“冷

媒回収装置”を使用して冷媒を回収した後、破壊業者に回収した冷媒の処

理を依頼してください。 

サービスマンまたは有資格者以外は、本装置のカバーパネルを開けないで

ください。 

冷媒回収作業および冷凍機油回収作業は本製品および付帯の設備装置につ

いて十分な知識と経験を持った人が行ってください。 

冷凍機油を家庭のごみと一緒に廃棄しないでください。また、許可されて

いない焼却炉で焼却しないでください。 

冷凍機油は地方自治体の条例または規則に従って廃棄してください。 
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1.7.2 循環液の廃棄 
循環液にエチレングリコール水溶液を使用した場合、廃棄する際、専門の産

業廃棄物処理業者に内容物を明確にして処理を委託してください。 

 

1.7.3 本製品の廃棄 
本製品を廃棄する場合は「廃棄物の処理および清掃に関する法律」に準拠し、

必ず専門の産業廃棄物処理業者に委託して処理をしてください。 

 

1.8 製品安全データシート（MSDS） 
製品安全データシート（MSDS）は別冊「製品安全データシート（MSDS）」

に記載されています。本製品で使用している化学物質の MSDS が必要なお客

様は、販売店にお申し付けください。 

お客様が購入された化学物質については、MSDS をお客様側でご用意願いま

す。入手した MSDS は本書とともに保管し、全ての作業者がいつでもその内

容を確認でき、危険性を理解できるようにしてください。 
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2章 外観と各部の名称 
2.1 外観 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 2-1  外観（HRG001-A*および HRG002-A*） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 2-2  外観（HRG005-A*） 

前面 

背面 

右側面 

上面 

左側面 

前面 

背面 

右側面 

上面 

左側面 
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2.2 各部の名称 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図 2-3  各部の名称（HRG001-A*および HRG002-A*） 

 

 

 

上面 

前面 左側面 右側面

通風空気出口 通風空気入口 
4-φ13 

（アンカボルト取付穴） 

タンクドレン口 Rc1/2 
（プラグ止め） 

通風空気出口 

オーバーフロー口 Rc1/2 

循環液戻り口 Rc1/2 

バイパスバルブ 

循環液出口 Rc1/2 

液面計 

操作パネル 

電装ボックス 

電源ケーブル取出口 
（膜付グロメット） 

信号ケーブル取出口 
（膜付グロメット） 

タンクフタ 

アイボルト M8 
電源・信号 
接続端子台 

アジャスタ付キャスタ 
（HRG001-A*-A，HRG002-A*-A のみ） 
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図 2-4  各部の名称（HRG005-A*） 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上面 

前面 左側面 右側面 

通風空気入口 

4-φ13 
（アンカボルト取付穴）

タンクドレン口 Rc1/2 
（プラグ止め） 

通風空気出口 

オーバーフロー口 Rc1/2 

循環液戻り口 Rc1/2 

バイパスバルブ 

循環液出口 Rc1/2 

液面計 操作パネル 

電装ボックス 電源ケーブル取出口

（膜付グロメット） 

信号ケーブル取出口 
（膜付グロメット） 

タンクフタ 

アイボルト M12 
電源・信号 
接続端子台 

アジャスタ付キャスタ
（HRG005-A*-A のみ）
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2.3 操作パネル 
本製品の設定温度変更、起動・停止の操作は本操作パネルで行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 2-5  操作パネル 

 
 

表 2-1  操作パネル 
No. 名称 機能 

PV 循環液の温度を表示します。 
① デジタル表示部 PV・SV 

SV 循環液の温度設定値を表示します。 
② ［POWER］ランプ 電源が供給されると点灯します。 
③ ［RUN］ランプ 
④ ［PUMP］ランプ 

［ON］スイッチを押すと点灯します。 

⑤ ［ALARM］ランプ*1) アラーム発生時に点灯します。 
⑥ ［ON］スイッチ 本製品を運転します。 
⑦ ［OFF］スイッチ 本製品を停止します。 
⑧ ［MODE］キー*2) PV・SV 画面の切替えをします。 
⑨ ［DOWN］キー 設定温度を下げます。 
⑩ ［UP］キー 設定温度を上げます。 
⑪ ［FUNC］キー*3) 設定された機能を実行します。 

*1) アラームの内容については「5 章 異常表示と発生時の対処」をご参照ください。 
*2) 正常に運転するために書込まれた各種制御値が表示されますが、変更できないようにキーロックされています。 
*3) ファンクション機能は設定されていません。よってお客様が押しても何も実行されません。 
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3章 運搬と設置 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.1 運搬 
本製品は重量物ですので輸送の際に危険がともないます。 
また本製品の破損や故障を防ぐために本製品を運搬する際は、必ず以下の

内容をお守りください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本製品を正しい方法で使用し、設置、操作、保守および点検中は特に人体

に対する安全に気をつけてください。 

輸送、設置および危険な作業を含む保守は本製品およびシステムに関して

十分な知識と経験を持った人が行ってください。 

フォークリフトを使用して運搬する場合は「3.1.1 フォークリフトおよび吊

下げによる運搬」を参照し正しい位置にフォークを差込み運搬してくださ

い。 

 アイボルトで吊上げる場合は、必ず４点吊で行ってください。 
 各アイボルトの吊角度は、重心の位置に注意し、60°以内としてくださ

い。 

絶対に横倒しにしないでください。 
冷凍機の中の潤滑油が、冷媒配管に出ていくため、潤滑油量が不足し、冷

凍機故障の原因になります。 

配管の残存液をできるだけ抜いてください。残存液がこぼれる場合があり

ます。 

フォークリフトを使用して運搬する場合は、フォークをカバーパネルや配

管接続口に当てないように注意してください。 
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3.1.1 フォークリフトおよび吊下げによる運搬 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 3-1  フォークの差込み位置および吊下げ方法（HRG001-A*および HRG002-A*） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 3-2  フォークの差込み位置および吊下げ方法（HRG005-A*） 

 

フォーク差込面 フォーク差込面 

フォーク差込面 フォーク差込面 

吊下げ位置

60°以内

 

吊下げ位置

60°以内

フォーク差込面 フォーク差込面 

フォーク差込面 フォーク差込面 
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3.1.2 キャスタによる運搬 
＜キャスタ付オプション品をお買い上げの場合（HRG***-A*-A）＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【ワンポイント】 
アジャスタを上げ本製品のコーナーを押してください。キャスタにより移動

できます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

図 3-3  キャスタ付オプション 
 
 
 
 

アジャスタを上げ

て下さい。 

360°回転 

本製品は重量物です｡本製品をキャスタにより運搬する場合は、必ず 2 名以

上で運搬してください｡特に運搬路の途中に勾配がある場合は注意してく

ださい。 

本製品をキャスタにより運搬する場合は､本製品の配管やパネルの取手を

持たないでください。配管やパネルが破損する場合があります。 
 

前面

アジャスタ付 
キャスタ 
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3.2 設置 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.2.1 設置環境 
次の環境で使用または保管しないでください。正常に動作しないばかりでなく、

故障の原因となります。 

 水蒸気・塩水・油などがかかる状況 

 ほこり・粉体がある場所 

 腐食性ガス・溶剤・可燃性ガスがある場所 

 直射日光の当たる場所、放射熱のある場所 

 周囲温度の範囲を超える場所 

 急激な温度変化がある場所 

 強い電磁ノイズが発生する場所（強電界・強磁界・サージが発生する場所） 

 静電気が発生する場所、本体に静電気を放電させる状況 

 強い高周波が発生する場所 

 高度が 1000 メートル以上の場所 

 強い振動・衝撃が伝わる状況 

 本体が変形するような力、重量がかかる状況 

 メンテナンスを行うための十分な場所を確保できない状況 

 通風を行うために必要なスペースを確保できない状況 

本製品を可燃性ガスの漏れるおそれのある場所へは設置しないでくださ

い。万一ガスが漏れて本製品の周囲に溜まると発火の原因になります。 

本製品を屋外で使用しないでください。雨、水等がかかりますと感電・火

災・故障の原因となります。 

本製品の重量に十分耐える丈夫で平らな床に水平になるように設置し転倒

防止の処置をしてください。設置に不備があると水漏れ、転倒・落下によ

るけがなどの原因になることがあります。 

本製品は周囲温度は-5℃～40℃の間で使用してください。-5℃以下で使用

しますと冷凍機故障の原因となります。また 40℃以上で使用しますと凝縮

器の放熱効果が低下して、安全装置が作動し、本製品の運転を停止するこ

とがあります。 
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3.2.2 設置場所 
 

 

 

 

 

 
■ 複数台設置する場合 

隣に設置するサーモクーラからの通風を吸い込まないように、スペースを開けて設置してくださ

い。 
 

■ 屋内設置する場合 

①設置場所が広い建屋（自然換気が十分な建屋）の場合 
高い所および低い所の壁面に換気口を設けて換気してください。 

 
②設置場所が狭い建屋（自然換気が不十分な建屋）の場合 

高い所に換気扇、低い所の壁面に換気口を設けて換気してください。 
 
③ダクトを使用して換気する場合 

建屋内に放熱空気を放出できない場合、もしくは建屋を空調している場合は、サーモクーラの

通風出口に排熱用のダクトを設けて換気してください。ただし、ダクトの入口（フランジ）は、

サーモクーラの通風口に直接取付けず、ダクト径以上の間隔を開けて施工してください。 
このとき、ダクト用換気扇はダクトの抵抗を考慮したものを設置してください。 

 

表 3-1  放熱量と必要換気量 
必要換気量 m3/min 

型式 放熱量 
kW 室内外の温度差 3℃の場合 室内外の温度差 6℃の場合

HRG001-A* 約 2 35 20 
HRG002-A* 約 3.6 60 30 
HRG005-A* 約 7.2 120 60 

 
 

空冷冷凍式のサーモクーラでは、搭載したファンの通風により排熱します。

この状態を放置すると、周囲温度が 40℃を超え過負荷運転となり、サーモ

クーラの性能や寿命に影響を与えます。 
周囲温度の上昇を緩和するため、以下に従い必ず換気してください。 
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3.2.3 設置スペースおよびメンテナンススペース 
「図 3-4」に示すスペースを確保して設置することを推奨します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

図 3-4  推奨設置スペース 
 

【ワンポイント】 
本製品上面にはタンクフタを開け循環液などを注入できるスペースを確保し

てください。 

前面 

温調機に必要な通風が行える設置スペースを確保してください。冷却不良

や停止の原因となります。 
また、保守点検に必要なメンテナンススペースを確保してください。 
 

上面 
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3.2.4 据付 
 

 

 

 

 

 振動の少ない安定した水平な平面に設置してください。 

 本製品の寸法は「7.3 外形寸法」を参照してください。 

 据付要領 

1. 水平なコンクリートの基礎上に施工されたアンカーボルト（基礎ボルト）に、上方から製品を

挿入します。 
 

2. 六角ナットを締付け、本製品を基礎に固定してください。 
 

3. アンカーボルトと基礎にゆるみがないことを確認してください。 
 

【ワンポイント】 

アンカーボルトは、「表 3-2  固定金具（使用例）」に示す基礎ボルトセッ

トをご用意しています。別途ご購入を検討願います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図 3-5  据付要領 
 
 
 

アンカーボルトは床材質に適したものをお客様にてご準備願います。

M10 用が 4 本必要です。アンカーボルト取付け位置は「7.3 外形寸法」

を参照してください。 

アンカーボルト
前面 

基礎コンクリート

ベース部 

六角ナット 

アンカーボルト取付穴（φ13）
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＜キャスタ付オプション品をお買い上げの場合（HRG***-A*-A）＞ 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 
 
 

図 3-6  据付要領 

 固定金具据付要領 

1. 床面に固定する場合は、「表 3-2  固定金具（使用例）」をご用意ください。 
 

表 3-2  固定金具（使用例） 
品名 仕様 

アジャスター押え金具 
品 番：KC-1275-C-4 
材 質：SUS 
メーカ：タキゲン製造（株） 

基礎ボルトセット 

品 番：IDF-AB500 
材 質：SUS 
サイズ：M10X 長さ 50 
メーカ：SMC（株） 
数 量：1 セット／4 本 

 

2. 固定金具でアジャスタ上面を押さえ、P3-7「3.2.4 据付」の「■据付要領」を参照し、アンカ

ーボルト（「表 3-2」 基礎ボルトセット）で床面に固定してください。 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

図 3-7  固定金具据付 

キャスタ付オプション品をお買い上げの場合、据付後必ずアジャスタを

下げて固定してください。 

アジャスタ付キャスタアジャスタを下げ固定

してください。 

六角ナット 

アンカーボルト 

アジャスター押え金具
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3.2.5 電気配線 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 電源ケーブルおよび漏電ブレーカ 
電源ケーブルおよび漏電ブレーカは「表 3-3  電源ケーブルおよび漏電ブレ

ーカ」をご用意ください。 

 
表 3-3  電源ケーブルおよび漏電ブレーカ 

名称 HRG001-A* HRG002-A* HRG005-A* 
サイズ 4 芯 2.0mm2 4 芯 5.5mm2 電源 

ケーブル 丸型圧着端子サイズ 2.0－4S 5.5－4S 
サイズ 6 芯 0.75 mm2 信号 

ケーブル Y 型圧着端子サイズ 1.25Y－3 
漏電ブレーカ容量※ 5A 10A 20A 

※感度電流 30mA を使用してください。 

 

 配線作業は有資格者のみが行ってください。 
 安全のため、配線作業の前には必ず電源を遮断してください。活電状態

では絶対に作業しないでください。 
 配線は、所定のケーブルを使用して確実に接続し、端子接続部にケーブ

ルの外力が伝わらないように確実に固定してください。接続や固定が不

完全な場合は、感電や発熱・火災などの原因になります。 
 電源は安定した所（サージの影響を受けない）から供給してください。

 感電および冷凍機モータ焼損防止のため、「7.1 仕様一覧表」を参照し、

必ず適正な漏電容量と負荷容量をもった適正な漏電ブレーカを取り付け

てください。 
 本装置には、仕様に合った電源を供給してください。 
 安全のため、アース接続は必ず行ってください。 
 アースは水道管、ガス管、避雷針には絶対に接続しないで下さい。 
 タコ足配線は発熱や火災等の原因となり危険です。絶対におやめくださ

い。 

 電源配線を改造して使用しないでください。配線に不備があると感電・

火災などの原因になります。また、改造された場合は保証対象外となり

ます。 
 安全装置の設定値は絶対に変更しないでください。設定値を変えると本

製品の破壊、発火の原因になります。 
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 電気配線要領 
 

 

 
 

1. ビス（4 箇所）をゆるめ前面パネルを取外します。（HRG005-A*は 6 箇所） 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

図 3-8 パネル取外し 
 

2. 電源ケーブルと信号ケーブルを図のように配線し取付けます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図 3-9 配線（HRG001-A*および HRG002-A*） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図 3-10 配線（HRG005-A*） 

信号ケーブル取出口
前面 

電源ケーブル取出口

信号ケーブル 電源ケーブル 

前面パネル 

ビス 

前面 

ビス 

電源ケーブル取出口 

信号ケーブル取出口 
前面 

信号ケーブル 電源ケーブル 

パネルの取外しおよび取付けの際は、パネルのエッで怪我などしないよう

に必ず保護手袋を着用してください。
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 遠隔操作信号配線要領 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

1. 「表 3-4  遠隔操作用 DC 電源（使用例）」をご用意ください。 
 

表 3-4  遠隔操作用 DC 電源（使用例） 

名称 仕様 

DC 電源 
品 番 ：S82K-P00324 
メーカ ：オムロン（株） 
入 力 ：AC100V ~ AC240V 
出 力 ：DC24V, 3W 

スイッチ 
品 番 ：S-1A 
メーカ ：日本開閉器工業（株） 
電源容量：AC250V 6A, DC30V 20A 

 

2. 「3.2.5 電気配線」でご用意いただいた信号ケーブルを本製品の遠隔操作信号入力端子に接続

してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 3-11 遠隔操作信号配線例 

適正サイズのケーブル、端子を用いて配線してください。特に本製品の遠隔操作信号は、

最大 8mA の直流電流が流れます。遠隔操作用の外部接点（例：外部スイッチ）は、充分

な接点容量のものをご準備ください。 

配線作業の前には必ず電源を遮断してください。活電状態では絶対に作業しないでくださ

い。万一循環液注入の前に起動した場合、ポンプが空転し、ポンプの寿命が短くなります

のでご注意ください。 

HRG001-A*および HRG002-A* HRG005-A* 

信号ケーブル電源ケーブル 

スイッチ 

AC100V 
または 

AC200V 

-V +V

信号ケーブル電源ケーブル 

スイッチ 

AC100V 
または 

AC200V 

-V +V

DC 電源 DC 電源 
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 運転信号・異常停止信号配線要領 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1. 「表 3-5  表示灯（使用例）」をご用意ください。 
 

表 3-5  表示灯（使用例） 
 

 

2. 「3.2.5 電気配線」でご用意いただいた信号ケーブルを本製品の運転信号または異常信号出力

端子に接続してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3-12 異常信号配線例(HRG001A*および HRG002A*) 

【ワンポイント】 

HRG005A*の場合は、端子番号がそれぞれ 3→28、4→29 になります。 

名称 仕様 
表示灯 メーカ ：（株）パトライトなど 
リレー 接点構成：2C 
電源 表示灯、リレー入力に適したもの 

本製品側の出力接点は、接点容量に限りがあります。 
表示灯やブザーの専用リレー（接点増幅）の増設をお願いします。その際、本製品の接点

容量に対して充分小さい入力電流のリレーであることをご確認ください。 

本製品電源供給時に、約 5 秒間［ALARM］ランプが点灯しますが、同期して異常停止信

号も出力します。必要に応じて遅延タイマーの追加を行ってください。 

AC100V 
または 

AC200V 

-V +V 

+

DC 電源 

電源線 

信号線 

表示灯 

電源ケーブル 信号ケーブル

リレー

(b 接)

+
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＜通信(RS485)機能付きオプション品をお買い上げの場合（HRG***-A*-C）＞ 

1. 「表 3-6  通信ケーブル（使用例）」をご用意ください。 

 
表 3-6  通信ケーブル（使用例） 

品名 仕様 
サイズ シールドツイストペア線 0.75mm2 

通信ケーブル 
Y 型圧着端子サイズ 1.25Y-3 

 

2. 通信ケーブルを図のように配線し取付けます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 3-13  通信配線（HRG001-A*-C および HRG002-A*-C） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 3-14  通信配線（HRG005-A*-C） 

 

3. 次の変換ユニット（使用例）を準備し､上位コンピュータ（RS232C 端子付）と接続してくだ

さい。 
 

表 3-7  変換ユニット（使用例） 
名称 仕様 

RS232C⇔RS485 変換ユニット 品番 ：KS-485  
メーカ：システムサコム 

接続コネクタ D-sub9 ピン（オス） 

パソコン⇔変換ユニット接続ケーブル 品番 ：AR-305 
メーカ：アーベル 

 

信号ケーブル取出口（通信ケーブル取出口）

通信ケーブル

前面

前面 

通信ケーブル

信号ケーブル取出口（通信ケーブル取出口） 
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4. 上位コンピュータ（1 台）に対し複数台接続する場合は、次の要領で行ってください。 
 

 接続形態 
1:1 または 1:N です。1:N 接続時は、本製品を最大 31 台まで接続する

ことができます。 

 ケーブル長 
合計で最大 500m です。 
但しケーブル径、引き回し等により多少異なります。 

 ケーブル 
シールド付ツイストペア線をご使用ください。 
AWG22（約 0.25mm2）～AWG14（約 2.0mm2）をご使用ください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 3-15  通信配線 

 

【ワンポイント】 
伝送路の両端（エンド局）の指定として、上位コンピュータとエンド局を接

続する必要があります。 
週端子抵抗は、ケーブルの特性インピーダンス（抵抗）と合成して 75Ω以上

にしてください。 

 
 

 

 

上位コンピュータ（親局） 
TRD+

TRD-

SG

終端抵抗
7 or 37(A+) 

8 or 38(B-) 

本製品（子局：1 台目） 

本製品（子局：2 台目） 

本製品（子局：最大 31 台）

終端抵抗

変換ユニット 

7 or 37(A+) 

8 or 38(B-) 

7 or 37(A+) 

8 or 38(B-) 
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 電気配線図 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 3-16  電気配線図（HRG001-A*および HRG002-A*） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 3-17  電気配線図（HRG005-A*） 

 

 電源、信号ケ－ブルおよび接続端子等はお客様にてご用意願います。 
 起動停止命令（遠隔操作）信号配線の接続の際は、DC24V の極性（＋，－）にご注意

願います。 
 本製品の電気回路については、「7.4 電気回路図」を参照してください。 

※1 漏電ブレーカ付オプション品（HRG***-A*-B）の場合 
※2 通信機能付オプション品（HRG***-A*-C）の場合 

運転信号出力回路系

I/O ボ－ド

異常停止信号出力回路系

遠隔操作入力回路系 

FG（フレームグランド）

電気回路へ

サーモクーラ側 
（電装 BOX 内） 

お客様側装置

電源ケ－ブル 

信号ケ－ブル 

ELB／漏電ブレーカ 

電源入力

AC200/200～220V
(50Hz)

遠隔操作信号入力  
DC +24V 入力  
DC 0V 入力  

異常停止信号出力 リレ－接点  
（アラーム消灯時接点閉） 

（アラーム点灯時接点開）（電源遮断時接点閉） 
運転信号出力 リレ－接点  

（運転時接点閉） 
（停止時接点開） 

（電源遮断時接点開） 

(2.0-4S)

(2.0□)

ELB／漏電ブレーカ 

TIC ボ－ド

通信ケ－ブル 

(0.75□)

(0.25~0.75□)

通信送受信 
（RS-485） 通信送受信回路系

(1.25Y-3)

※1

※2

(1.25Y-3)

(1.25Y-3)

運転信号出力回路系

I/O ボ－ド

異常停止信号出力回路系

遠隔操作入力回路系 

FG（フレームグランド）

電気回路へ

サーモクーラ側 
（電装 BOX 内） 

お客様側装置

電源ケ－ブル 

信号ケ－ブル 

ELB／漏電ブレーカ 

遠隔操作信号入力  
DC +24V 入力  
DC 0V 入力  

異常停止信号出力 リレ－接点  
（アラーム消灯時接点閉） 

（アラーム点灯時接点開）（電源遮断時接点閉） 
運転信号出力 リレ－接点  

（運転時接点閉） 
（停止時接点開） 

（電源遮断時接点開） 

(5.5-4S)

(5.5□)

ELB／漏電ブレーカ 

TIC ボ－ド

通信ケ－ブル 

(0.75□)

(0.25~0.75□)

通信送受信 
（RS-485） 通信送受信回路系

(1.25Y-3)

※1

※2

電源入力

AC200/200～220V
(50Hz)

(1.25Y-3)

(1.25Y-3)



HRX-OM-H024 
3 章 運搬と設置   

 

3.2 設置 HRG シリーズ 
 
 3-16  

3.2.6 配管 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 配管口径 
 

表 3-8  配管口径 
配管名称 配管口径 

循環液吐出口 Rc1/2 
循環液戻り口 Rc1/2 
オーバーフロー口 Rc1/2 
タンクドレン口 Rc1/2 

 
 配管要領 

それぞれの配管口をパイプレンチ等で固定し、配管を締め込みます。 

 

 

 

 

 

 

 
 

図 3-18  配管締め込み 
 

【ワンポイント】 

タンクドレン口にバルブ（お客様にてご用意ください）を配管してください。

「6 章 管理と点検・清掃」の循環液の排出および入替え作業が簡単になりま

す。 

 配管を確実に行ってください。給排水などが屋内に浸水し、周囲や設備

などを濡らす原因になることがあります。 
 循環液出入口を間違えないでください。逆に配管しますと性能が発揮さ

れません。 
 配管工事をする際、ゴミ、異物などが水回路などに入らないように注意

してください。 
 配管接続口はパイプレンチ等で固定し、配管を締め込んでください。 

 

配管口 

28~30 N・m 以下 

配管工事は専門業者または充分な知識と経験を持った人が行ってください。

経験のない人が工事を行い不備があると、液漏れや流れないなどの原因に 
なります。 
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 推奨配管フロー 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 3-19  推奨配管フロー 

 
 

表 3-9  配管サイズ 
No. 名称 サイズ 
1 バルブ Rc1/2 
2 Y 型ストレーナ Rc1/2 
3 リリーフ弁 Rc1/2、設定 0～0.5 MPa 
4 圧力計 0～1.0 MPa 
5 流量計 0～50 L/min 

【ワンポイント】 

「図 3-19  推奨配管フロー」に示すリリーフ弁については、「表 3-10  関連

製品（別売付属品）」をご用意しています。別途ご注文頂きご利用ください。 

 
表 3-10  関連製品（別売付属品） 

品番 名称 個数 備考 
HRG-BP001 バイパス（リリーフ弁）配管セット 1 セット HRG001,002 用別売付属品 

HRG-BP005 バイパス（リリーフ弁）配管セット 1 セット HRG005 用別売付属品 
 

負荷装置 

排水ピットへ

循環液吐出口 

循環液戻り口 

タンクドレン口 

オーバーフロー口 
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3.2.7 循環液注入（給水） 
タンクフタを開け液面計の指示範囲内の液面まで循環液を注いでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 
図 3-20  液面計 

  

3.2.8 本製品を再設置する際の注意 
 

 

 

 

 

本製品をご使用（試運転を含む）後、別の場所へ移動、再設置する場合は、

下記の項目および 3 章全体を実施の上、移動、再設置を行ってください。 

 

 電源ケーブルの取外し 
電源ケーブルを取外す場合は、必ず元電源を遮断してください。 

 

 

 

 

 

本製品を別な場所で再設置する場合は、本製品と付帯の設備装置について

十分な知識をもった人が行ってください。また、下記項目は必ず実施して

ください。 

 配線作業は有資格者のみが行ってください。 
 安全のため、配線作業の前には必ず電源を遮断してください。活電状態

では絶対に作業しないでください。 

液面計

指示範囲 

液面計 

HRG001-A*および HRG002-A* HRG005-A* 

指示範囲 

タンク液面は“HIGH”と“LOW”の指示範囲内としてください。指示範囲

を超えると循環液がオーバーフローします。必ず、オーバーフロー口と排

出ピットの配管を行ってください。 
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 配管の取外し 
配管を取外す場合は、事前に循環液，放熱水を排出してください。 
（「6.4 長期間の停止」を参照ください。） 

 

 

 

 

 

液体の取扱い上の注意事項については、メーカから MSDS を入手し、ご確認を

お願いします。 
危険な液体、汚染された液体が残っている場合は、汚染区域の拡大および人災

の恐れがあります。

濡れた手で、電気部品に触れないでください。 
感電の原因になります。 
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4章 起動・停止 
 

 

 

 

 

4.1 起動前の確認項目 
起動を行う前に、次の項目を確認してください。 

4.1.1 設置状態 
 本製品が水平に設置されていることを確認してください。 

 本製品に重量物を載せたり、配管などにより無理な力を掛けないでくださ

い。 

 

4.1.2 電気配線 
電源ケーブル、アースおよび入出力信号用ケーブルが確実に接続されてい

ることを確認してください。 

 

4.1.3 循環液配管 
循環液の出入口配管が、正しく接続されていることを確認してください。 

 

4.1.4 循環液注入（給水） 
液面が、レベル表示の範囲内にあることを確認してください。 

起動・停止運転は、本製品と付帯の設備装置について十分な知識と経験を

持った人が行ってください。 
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4.2 起動準備 
4.2.1 電源供給 

電源を供給してください。 

本製品の操作パネルは、次の状態となります。 

 ［POWER］ランプが点灯します。 
 PV，SV デジタル表示部が約 4 秒間初期画面を表示した後、循環液温度と設定温度を表示します。 
 ［ALARM］ランプが点灯しますが、5 秒後に消灯します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図 4-1  電源投入 
 

［POWER］ランプ ［ALARM］ランプ 

デジタル表示部 SV 

デジタル表示部 PV 
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＜通信(RS485)機能付きオプション品をお買い上げの場合（HRG***-A*-C）＞ 
通信機能により、上位コンピュータから循環液温度の設定（書込み）およ

び確認（読出し）を行うことができますが、あらかじめ上位コンピュータ

と通信を行う速度やデータの長さ（ビット数）などを合わせておく必要が

あります。 
 

表 4-1  通信設定項目一覧 
パラメータ 設定内容 初期値 

通信パラメータの設定を行います。 

 BCC チェック無 

 BCC チェック有 

 データ長７ビット 

 データ長 8 ビット 

 パリティ無 

 奇数パリティ 

 偶数パリティ 

 ストップビット長 1 ビット 

 

 ストップビット長 2 ビット 

BCC チェック機能：有 
データ長：8 ビット 
パリティチェック機能：無 
ストップビット長：2 ビット

通信速度の設定を行います。 

 1200 bps 

 2400 bps 

 4800 bps 

 9600 bps 

 

 19200 bps 

通信速度：9600 dps 

複数台使用する場合、子局毎に通信アド

レスの設定を行います。 

  
： 

 

1～99 局 
1 局 

応答遅延時間の設定を行います。 

  
： 

 
0～250ms 

応答遅延時間：0ms 

通信モードの設定を行います。 

 読出のみ  

 読出/書込 
読出/書込可能 
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 通信設定 
初期値と上位コンピュータの初期値同じ場合 

「表 4-1  通信設定項目一覧」に示す本製品の初期値と上位コンピュータの

初期値が同じ場合「4.2.2 循環液温度の設定」に従い、通信機能を使用し温

度の設定を行ってください。 
 

初期値と上位コンピュータの初期値が異なる場合 

「表 4-1  通信設定項目一覧」に示す本製品の初期値と上位コンピュータの

初期値が異なる場合以下の手順に従い通信設定を行ってください。 
 

1. 「P5-7 ■キーロック解除」を参照し、キーロックを解除してください。 
 

2. 操作パネルの UP キーを 4 回押してください。 

「SEt 6」（通信セット画面）の設定画面に切り替わります。 
 

 

3. MODE キーを 1 回押してください。 

コントローラのデジタル表示部に次の画面が表示されます。 

 

4. UP キーおよび DOUN キーで｢表 4-2［_CoN］設定値一覧｣から通信パラメータを設定してく

ださい。 
表 4-2［_CoN］設定値一覧 

設定値 説明 

 BCC チェック無 

 BCC チェック有 

 データ長７ビット 

 データ長 8 ビット 

 パリティ無 

 奇数パリティ 

 偶数パリティ 

 ストップビット長 1 ビット 

 ストップビット長 2 ビット 
 

5. MODE キーを 1 回押してください。 

コントローラのデジタル表示部に次の画面が表示されます。 
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6. UP キーおよび DOUN キーで｢表 4-3 ［_bPS］設定値一覧｣から通信パラメータを設定してく

ださい。 
表 4-3 ［_bPS］設定値一覧 

設定値 説明 

 1200 bps 

 2400 bps 

 4800 bps 

 9600 bps 

 19200 bps 
 

7. MODE キーを 1 回押してください。 

コントローラのデジタル表示部に次の画面が表示されます。 

 

8. UP キーおよび DOUN キーで通信アドレスを設定してください。 

【ワンポイント】 
設定範囲は 1～99 局です。 

 

9. MODE キーを 1 回押してください。 

コントローラのデジタル表示部に次の画面が表示されます。 

 

10. UP キーおよび DOUN キーで応答遅延時間を設定してください。 

【ワンポイント】 
設定範囲は 0～250ms です。 
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11. MODE キーを 1 回押してください 

コントローラのデジタル表示部に次の画面が表示されます。 

 

12. UP キーおよび DOUN キーで通信モードを設定してください。 
 

表 4-4 ［_Nod］設定値一覧 
設定値 説明 

 読出のみ可能 

 読出/書込可能 
 

13. 「P5-10 ■キーロックの再設定」を参照し、再びキーロックしてください。 
 

14. 「4.2.2 循環液温度の設定」に従い、通信機能を使用し温度の設定を行ってください。 
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4.2.2 循環液温度の設定 
操作パネルの［DOWN］キー、［UP］キーを押しデジタル表示部 SV を希

望の温度に設定してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図 4-2  循環液温度の設定 

【ワンポイント】 

循環液の設定温度範囲は 5℃～35℃です。 

 
＜通信(RS485)機能付きオプション品をお買い上げの場合（HRG***-A*-C）＞ 

上位コンピュータから書込み要求メッセージを送信し、通信によりデジタ

ル表示部 SV をご希望の温度に設定（書込み）することができます。 
具体的には、7 ビットまたは 8 ビットの 16 進数の信号（ASCII コード）を

送受信します。 
通信例（信号の区切りおよびメッセージフレーム）は次のとおりです。 

 

1. お客様の上位コンピュータから本製品へ書込み(W)要求メッセージを送信し、20℃の設定（書

込み）を要求してください。本製品から応答があるまで受信待機の状態でお待ちください。 
 

スタート

コード アドレス 要求 
内容 コマンド デ－タ エンド 

コード BCC 

02H 
(STX) 

30H 
(0) 

31H 
(1) 

57H 
(W) 

53H
(S) 

56H
(V) 

31H
(1) 

30H
(0) 

30H
(0) 

32H
(2) 

30H 
(0) 

30H 
(0) 

03H 
(ETX) 

51H 
 

 

2. 本製品からお客様の上位コンピュータへ、応答(ACK)メッセージを送信し、ご要求の設定を完

了したことを伝えます。 
 

スタート

コード アドレス 応答 
内容 

エンド

コード
BCC 

02H 
(STX) 

30H 
(0) 

31H 
(1) 

06H 
(ACK) 

03H 
(ETX)

06H 
 

 

［DOWN］

キー 

［UP］
キー 

デジタル表示部 SV 
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3. 設定値の確認を行う場合は、再びお客様の上位コンピュータから本製品へ、読出し(R)要求メ

ッセージを送信してください。本製品から応答メッセージがあるまでお待ちください。 
 

スタート

コード アドレス 要求 
内容 コマンド エンド

コード
BCC 

02H 
(STX) 

30H 
(0) 

31H 
(1) 

52H 
(R) 

53H 
(S) 

56H 
(V) 

31H
(1) 

03H 
(ETX)

66H 
 

 

4. 本製品からお客様の上位コンピュータへ、応答(ACK)メッセージを送信し、ご要求の SV 値を

伝えます。ご希望の温度であることをご確認ください。 
 

スタート

コード アドレス 応答 
内容 コマンド デ－タ エンド 

コード BCC 

02H 
(STX) 

30H 
(0) 

31H 
(1) 

06H 
(ACK)

53H 
(S) 

56H 
(V) 

31H
(1) 

30H
(0) 

30H
(0) 

32H
(2) 

30H
(0) 

30H
(0) 

03H 
(ETX) 

00H 
 

 

【ワンポイント】 

BCC（ブロックチェックキャラクタ）は、スタートコード(02H)からエンド

コード(03H)までの値を 1 バイト毎の排他的論理和の XOR 演算値です。 

その他の通信プロトコルコマンドやキャラクタおよび ASCII コード表につい

ては別紙「通信仕様書」をご覧ください。 

 
 通信プログラムについて 

 

 

 

 

ホームページ(http://www.toho-inc.com)から温調器メーカ※の通信プログラム

(comsamp)をダウンロードすることができます。インストールしてご確認く

ださい。 

※東邦電子㈱ 
著作権は東邦電子㈱にあります｡使用権・複製・再配布・改変は可能です

が､プログラムを使用したことによる不具合について、当社は一切の保

証・責任を持ちません。 

通信プログラムをご用意ください。 
上位コンピュータと通信（データの送受信）を行うためには、更に通信プログラムが必要

です。 
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4.2.3 追加注入（追加給水） 
 ［TS］スイッチ（ポンプ単独運転スイッチ※） 

HRG005 には、設置後の初回起動時に循環液回路中のエア抜きを行うための

［TS］スイッチ（ポンプ単独運転スイッチ）が付いています。前面パネルを

取外し、下記の手順でエア抜き作業を行ってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 4-3  ［TS］スイッチ（ポンプ単独運転スイッチ）（※HRG005 のみ） 

 

1. 液面計を見ながら、［TS］スイッチを数秒間押し続けてください。 
配管内のエアが抜け、液面が低下します。 

 

2. 「3.2.7 循環液注入（給水）」により循環液を再給水してください。 

 

 

 

 

この作業中に、外部の配管や各部継手の閉め忘れ等で液漏れが確認された場合はポンプ単

独運転を停止し、漏れ箇所の修復を行ってください。 

［TS］スイッチ 

前面 
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4.3 起動・停止方法 
4.3.1 本製品の起動 

操作パネルの［ON］スイッチを押します。 

本製品を運転し循環液を設定温度にします。 

本製品の操作パネルの［RUN］ランプおよび［PUMP］ランプが点灯します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 4-4  本製品の起動 

4.3.2 本製品の停止 
操作パネルの［OFF］スイッチを押します。 

本製品が停止します。 

本製品の操作パネルの［RUN］ランプおよび［PUMP］ランプが消灯します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 4-5  本製品の停止 

［RUN］

ランプ

［PUMP］
ランプ 

［ON］スイッチ

［RUN］

ランプ

［PUMP］
ランプ 

［OFF］スイッチ
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4.3.3 遠隔操作による本製品の起動・停止 
本製品には、遠隔操作信号（DC24V）を入力すると起動する機能を標準装

備しています。あらかじめ「3.2.5 電気配線」を参照し、遠隔操作信号の配

線を行いご利用ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. お客様に配線していただいた遠隔操作用スイッチを ON(接点閉)し、DC24V を印加(入力)して

ください。 
本製品が起動します。 

本製品の操作パネルの［RUN］ランプおよび［PUMP］ランプが点灯します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 4-6  本製品の遠隔操作起動 

遠隔操作の命令を優先しますので、遠隔操作の前に、必ず現場の状況を確

認してください。メンテナンス中、前面パネルが開放された時に遠隔操作

で起動すると、ポンプやファンが回転し危険です。必ず現場の状況を確認

の上遠隔操作を行ってください。 

操作パネルのキー操作前に、必ず遠隔操作中かどうかを確認してください。 
遠隔操作（起動）中に、操作パネルの OFF ボタンを押すと押している間だけ停止します。

操作パネルの OFF ボタンから指を離すと起動しますので、遠隔操作中の有無を確認後、

現場での操作を行ってください。 

［RUN］

ランプ

［PUMP］
ランプ 遠隔操作用スイッチ

ON 

頻繁に ON，OFF を行わないでください。 
運転を停止させてから次の運転までは 5 分以上の時間をとってください。3 分以内に運転

を再開すると保護回路が作動し、起動できない場合があります。 
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2. お客様に配線していただいた遠隔操作用スイッチを OFF(接点開)し、DC24V を遮断（DC0V）
してください。 
本製品が起動します。 

本製品の操作パネルの［RUN］ランプおよび［PUMP］ランプが点灯します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 4-7  本製品の遠隔操作停止 

 

【ワンポイント】 
遠隔操作と操作パネルの ON，OFF スイッチ操作との優先順位については、

次の「■ 遠隔操作と操作パネルの優先順位」を参照ください。 

 

 遠隔操作と操作パネルの優先順位 
 

 

 

 

 
 操作パネルの OFF ボタンで停止中、遠隔操作用の外部スイッチが閉じられた場合 

通常の遠隔操作による起動方法ですので起動します。 
 

 操作パネルのONボタンが押され既に運転中の状態で遠隔操作用の外部スイッチを開閉した場合 
操作パネルの ON ボタンで運転中に、遠隔操作用の外部スイッチを閉じても運転中のままです

が、その後開くと停止します。（遠隔操作の命令を優先します。） 
 

 遠隔操作用の外部スイッチが「開」の時に操作パネルの ON ボタンを押した場合 
通常の起動方法のとおり起動します。 
 

 遠隔操作用の外部スイッチが「閉」の時に操作パネルの OFF ボタンを押した場合 
操作パネルの OFF ボタンを押している間だけ停止します。 
操作パネルの OFF ボタンから指を離すと、遠隔操作用の接点が「閉」（スイッチ ON）の状態

のため、再び起動すます。（遠隔操作の命令を優先します。） 
 

 

［RUN］ 
ランプ 

［PUMP］ 
ランプ 遠隔操作用スイッチ 

OFF 

基本的に遠隔操作中は、操作パネルのキー（特に ON，OFF ボタン）による、起動停止を

行わないでください。 
キー操作と遠隔操作信号とは異なる操作命令の場合がありますのでご注意ください。 
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4.4 起動中の確認事項 
起動中には下記の項目を確認してください。 

 

 

 

 

 

 循環液配管の漏れがないこと。 

 タンクドレン口から循環液が出ていないこと。 

 循環液圧力が仕様範囲内であること。 

 

 バイパスバルブの扱いについて 
弊社出荷時、バイパスバルブは全開になっています。全閉での起動は、外

部の配管状態によっては循環液圧力が異常高圧になる恐れがあります。設

置後の初回起動時は、必ずバイパスバルブ全開の状態で行ってください。 

その後、外部配管または貴社装置側に取付けられている、圧力計や流量計

を監視し、必要な圧力または流量になるようにバイパスバルブを調整して

使用してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

HRG001 および HRG002                   HRG005 
 

図 4-8  バイパスバルブ 
 

 

異常が確認された場合は、直ちに［OFF］スイッチを押し本装置を停止さ

せ、元電源を OFF してください。 

バイパスバルブ 

右側面 右側面 
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 バイパス（リリーフ弁）配管セットのご紹介 
【ワンポイント】 

「表 3-10  関連製品（別売付属品）」に示すバイパス（リリーフ弁）配管セ

ットをご利用いただくことによって、手動によるバイパスバルブの調整を省

略できます。 

【ワンポイント】 

リリーフ弁機能について 
サーモクーラの循環液出口圧力が設定圧力以上になると、自動的にリリーフ

弁が開き始めます。リリーフ弁が循環液をバイパスすることによって、低流

量時の圧力上昇を防止します。 
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5章 異常表示と発生時の対処 
5.1 異常表示 

異常の場合、本製品は停止します。 

ランプの点灯・消灯及び信号出力は、表 5-1 の状態になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図 5-1  操作パネル 

 

 
表 5-1  異常表示 

ランプ 
（●：点灯、○：消灯） アラーム内容 設定範囲

装置の

状態 
POWER RUN ALARM 

運転 
信号出力 

異常停止

信号出力

電源遮断 － 停止 ○ ○ ○ 接点開 接点閉 
起動不良 － 停止 緑色● ○ 赤色● 接点開 接点開 
ポンプ・冷凍機逆転防止 － 停止 緑色● ○ 赤色● 接点開 接点開 

タンク液面低下 タンク 
水位下限

停止 緑色● ○ 赤色● 接点開 接点開 

ポンプ過負荷 － 停止 緑色● ○ 赤色● 接点開 接点開 
循環液温度高温異常 40℃以上 停止 緑色● ○ 赤色● 接点開 接点開 
冷凍機過負荷 － 停止 緑色● ○ 赤色● 接点開 接点開 
ファンモータ過昇温 
(HRG005-A*のみ) 40℃以上 停止 緑色● ○ 赤色● 接点開 接点開 

  
 

 

［RUN］

ランプ 

［ALARM］ランプ 

［POWER］ランプ 

または

または
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5.2 異常発生時の対処 
アラームの解除方法については「5.3 アラームランプの解除（消灯）方法」

に従ってください。 

 
表 5-2  異常発生時の対処 

ｱﾗｰﾑ解除方法
アラーム内容 発生原因 対処方法 

検出器 

電源が供給されていない。 
元電源を供給してください。 
有資格者が配線してください。 

欠相 
3 相電源（R 相,S 相）を供給してくださ

い。有資格者が配線してください。 
過電流 

電源遮断 

漏電 
サービスを依頼してください。 
ブレーカのレバーを ON してください。 

手動復帰 
※1) 

起動不良 電圧低下 
定格電圧を供給してください。 
有資格者が配線してください。 

- 

ポンプ・ 
冷凍機逆転防止 

電源配線の相順の誤り 
3 相中､2 相の電源ケーブルの配線（相順）

を入れ替えてください。 
有資格者が配線してください。 

自動復帰 
※2) 

タンク液量の不足または消費 循環液を給水してください。 
タンク液面低下 

配管からの液漏れ 有資格者が配管してください。 
自動復帰 

※2) 

循環液出口の圧力上昇 

ポンプ用電磁開閉器(MS1)のリセットボ

タンを押してください。 
循環液流量に適した配管サイズに見直し

てください。 
また、バイパスバルブの開度を調整して

ください。 

ポンプ過負荷 

ポンプの故障 サービスを依頼してください。 

手動復帰 
（青色ボタン）

※1) 

周囲温度の上昇 
換気するなどして、周囲温度を下げてく

ださい。また、直射日光・放射熱がある

場所への設置は避けてください。 
被冷却装置の発熱量が過大 お客様装置の発熱量を下げてください。 

温度調節器の応答不良 
(HRG00*-*5 のみ) 

｢5.3.2 温度調節器の応答性の確認と

PID 値の再入力｣を参照し、PID 値の再入

力を行ってください。 
その他の循環回路異常 

循環液温度高温異常 

冷媒漏れ 
サービスを依頼してください。 

自動復帰 
※2) 

被冷却装置の発熱量が過大 
冷凍機用電磁開閉器(MS2)のリセットボ

タンを押してください。 
お客様装置の発熱量を下げてください。 

冷凍機の故障 
冷凍機過負荷 

その他の冷凍回路異常 
サービスを依頼してください。 

手動復帰 
（青色ボタン）

※1) 

周囲温度の上昇 
換気するなどして、周囲温度を下げてく

ださい。また、直射日光・放射熱がある

場所への設置は避けてください。 
被冷却装置の発熱量が過大 お客様装置の発熱量を下げてください。 

ファンモータ過昇温 
(HRG005-A*のみ) 

ファンモータの故障 サービスを依頼してください。 

自動復帰 
※2) 

 
※1) 手動復帰のアラームの場合、原因（電源遮断，過負荷など）を取除いた後、レバーやリセットボタンなどを手動で

操作することによりアラームランプが解除(消灯)されます。 

※2) 自動復帰のアラームの場合、原因（相順の誤り，タンク液面低下，循環液温度高温異常など）を取除いた後、しば

らく待機することにより、自然にアラームランプが解除(消灯)されます。 
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5.3 アラームランプの解除（消灯）方法 
5.3.1 アラーム内容（自動復帰，手動復帰）の確認および解除方法 

自動復帰のアラームの場合、原因（相順の誤り，タンク液面低下，循環液温度高温異常など）を取

除いた後、しばらく待機することにより、自然にアラームランプが解除（消灯）されます。 
手動復帰のアラームの場合、原因（電源遮断，過負荷など）を取除いた後、レバーやリセットボタ

ンなどを手動で操作することにより、アラームを解除（消灯）することができます。 
手順は次のとおりです。 
 

1. アラームランプが点灯した場合は、発生原因（表 5-2 参照）の有無を確認し、発見された原因

を取除いてください。主な発生原因を下記に示します。 
また、使用方法、使用環境の改善を行ってください。 

 

 3 相電源の相順（R,S,T）の誤りの有無 

 タンク液面低下の有無 

 循環液温度高温（40℃超）の有無 

 周囲温度など、使用環境の確認 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 5-2  アラームランプ点灯時の表示 

 

 手順 1 の解除方法（自動復帰）でアラームランプが消灯した場合 

2. 「4.3 起動・停止方法」に従って再起動を行ってください。 

 

［RUN］

ランプ 

［ALARM］ランプ 

［POWER］ランプ 

または

または
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 手順 1 の解除方法（自動復帰）でアラームランプが消灯しない場合 
（リセットボタンでの解除（手動復帰）が必要な場合） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. ビス（4 箇所）をゆるめ前面パネルを取外してください。（HRG005-W*は 6 箇所） 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
図 5-3  前面パネル取外し 

 

カバーパネルを外したまま本製品を運転しないでください。 
本製品の内部には、カバーパネルで隔離された高電圧のかかった電源供給

部があります。 

電源供給部内で作業や点検を行う場合は、訓練された有資格者が行ってく

ださい。 

本製品は、運転中高温になる部位があり、接触によって火傷する恐れがあ

ります。また、電源を切った後も余熱によって火傷する恐れがありますの

で、高温部の温度が下がるまで作業を行わないでください。 

本製品は、運転中に回転する部位があり、接触によってけがする恐れがあ

ります。また、運転中は回転体が一時的に止まることもありますが、再び

回転しますので運転中は作業を行わないでください。 

前面パネル 

ビス 

前面 

ビス 

パネルの取外しおよび取付けの際は、パネルのエッで怪我などしないよう

に必ず保護手袋を着用してください。
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4. 電装ボックス内（電装盤内）の各検出器のリセットボタンを押します。 
アラームランプが消灯します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 5-4  リセット（手動復帰）ボタンの位置（HRG001-A*、HRG002-A*） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 5-5  リセット（手動復帰）ボタンの位置（HRG005-A*） 
 

5. 必ず前面パネルを取付け後、「4.3 起動・停止方法」に従って再起動を行ってください。 

 

 

ポンプ過負荷リセットボタン 
（青色ボタン） 

冷凍機過負荷リセットボタン 
（青色ボタン） 

前面

 

ポンプ過負荷リセットボタン 
（青色ボタン） 

冷凍機過負荷リセットボタン 
（青色ボタン） 

前面
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5.3.2 温度調節器の応答性の確認と PID 値の再入力 
＜温度安定性±0.5℃タイプをお買い上げの場合（HRG00*-*5）＞ 

「循環液温度高温」の原因として応答（冷却スピード）が遅くなっている場

合があります。サービスを依頼する前に、つぎの方法で「温度調節器の応

答性の確認と PID 値の再入力」を行ってください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

HRG00*-*5 は比例弁の PID 制御にセルフチューニング機能を搭載しています。 
セルフチューニング機能とは、搭載した温度調節器により、能動的に PID 値の

演算を開始し設定する機能です。 
これにより、お客様の使用状況の変化に順応したチューニングを行います。 
しかし、電源供給後、設定温度を変更し本製品を停止したまま長時間放置する

と応答の遅い大きな PID 値が演算され、本製品を運転した際に、冷却スピード

が遅く『循環液温度高温異常』に至る場合がありますのでご注意ください。 
一度、応答の遅い大きな P 値(比例帯)が演算された場合は、比例帯より大きい

温度変更を行わない限りセルフチューニングを開始しません。 
適正な PID 値を、能動的に設定することが困難な状態となります。 
そこで、『循環液温度高温異常』に至った場合は、「5.3.2 温度調節器の応答

性の確認と PID 値の再入力」に従って、PID 値（デフォルト値）の再入力をお

願いします。 
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 キーロックの解除 
 

 

 

 

 

1. 操作パネルの MODE キーを、約 2 秒間長押ししてください。 

温度を表示していた初期の（運転モード画面）が裏画面の（初期セット）の画面に切り替わ

ります。 

 
 

  

2. MODE キーを 7 回押してください。 

PV 表示が「_LoC」（キーロック設定画面），SV 表示が「3」（設定モード値ロック）を表示

します。 

 

3. DOWN キーを３回押してください。 

デフォルト値｢3｣が、「0」（ロック OFF）になります。 

これにより、以下の設定値の書換え（キーロック解除）が可能となります。 
 

4. MODE キーを１回押してください。 

｢SEt 1｣（初期セット）の画面に戻ります。 

【ワンポイント】 

MODE キーを押し過ぎた際は、「SEt 1」が表示するまで、MODE キーを押

して戻ってください｡ 

キーロックを解除した後は速やかに必要な設定値のみ入力し、再びロック

してください。万一その他の設定が誤って書き換わった場合、製品の故障

や温調不良の原因となります。 
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 現在の応答性の確認と PID 値（デフォルト値）の再入力 

1. 続けて UP キーを 1 回押してください。 

｢SEt 2｣(制御セット)の設定モードの画面に切り替わります。 

 

 

2. MODE キーを７回押してください。 

PV 表示が「_tUn」（PID チューニング種類設定画面），SV 表示が｢2｣（セルフチューニング

出力 1）を表示します。 

 

3. DOWN キーを１回押してください。 

デフォルト値｢2｣が、「1」（オートチューニング出力 1）になります。 

これにより、現在の PID 値の読取および書換えが可能となります。 
 

4. MODE キーを３回押してください。 

①PV 表示を （出力１比例帯設定画面）にしてください。 
②ここで、現在の P1 値 （SV 表示値） を記録し、「表 5-3 PID デフォルト値」と比較してく

ださい。 
③比較後、UP キー、DOWN キーを押してデフォルト値を再入力して下さい。 

 
 

表 5-3  PID デフォルト値 
型式 P1 値 (％) I 値 (秒) d 値 (秒) 

HRG001-＊5 20.0 170 42 
HRG002-＊5 9.8 130 32 
HRG005-＊5 4.6 208 52 

注）型式ごとに PID 値(デフォルト値)が異なります。型式を確認して、誤入力に注意して下さい。 
 

5. MODE キーを１回押してください。 

①PV 表示を （積分時間設定画面）にしてください。 
②ここで、現在の I 値（SV 表示値）を記録し、「表 5-3 PID デフォルト値」と比較して下さい。 
③比較後、UP キー、DOWN キーを押してデフォルト値を再入力して下さい。 
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6. MODE キーを１回押してください。 

①PV 表示を （微分時間設定画面）にしてください。 
②ここで、現在の D 値 （SV 表示値） として記録し、「表 5-3 PID デフォルト値」と比較して

下さい。 
③比較後、UP キー、DOWN キーを押してデフォルト値を再入力して下さい。 

 

7. 操作パネルの MODE キーを１２回押してください。 

再び PV 表示に「_tUn」（PID チューニング種類設定画面）が表示されます。 

 

8. UP キーを１回押してください。 

「1」（オートチューニング出力 1）がデフィルト値「2」（セルフチューニング出力 1）に戻り

ます。 

 

9. MODE キーを１０回押してください。 

「SEt 2」（制御セット）の画面に切替わり、PID 値のデフォルト値再設定が完了です。 

【ワンポイント】 

MODE キーを押し過ぎた際は、「SEt 2」が表示するまで、MODE キーを押

して戻ってください｡ 
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 キーロックの再設定 
 

 

 

 

 

1. 続けて DOUN キーを１回押してください。 

｢SEt 1｣（初期セット）の画面に切換わります。 
 

 

2. MODE キーを７回押してください。 

PV 表示が「_LoC」（キーロック設定画面），SV 表示が｢0｣（ロック OFF）を表示します。 

 

3. UP キーを３回押してください。 

SV 表示｢0｣が、デフォルト値「3」（設定モード値ロック）に戻り、設定モード値の書換えが

ロックされます。 

 

4. MODE キーを長押しして下さい（2 秒）。 

操作パネルの表示画面が温度を表示していた初期の（運転モード画面）に戻ります。 

（例：循環液の温度） 
（例：設定温度） 

  

【ワンポイント】 

MODE キーを押し過ぎた際は、「SEt 1」が表示するまで、MODE キーを押

して戻ってください｡ 

 

 再起動 

1. 「4.3 起動・停止方法」に従って再起動を行ってください。 

 
 
 

キーロックを解除した後は速やかに必要な設定値のみ入力し、再びロック

してください。万一その他の設定が誤って書き換わった場合、製品の故障

や温調不良の原因となります。 
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5.4 電源が遮断され、ランプが点灯しない場合の解除方法 
 電源異常の確認 

1. 専門業者に依頼し、電源供給が遮断する原因（漏電、過電流など）を取除いてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 5-6  POWER ランプ消灯時の表示 

 
［POWER］ランプ消灯.......電源供給の異常（遮断） 

 

2. お客様の元電源のブレーカを ON し、［POWER］ランプが点灯することを確認してください。 

 

［RUN］ 
ランプ 

［ALARM］ 
ランプ 

［POWER］ 
ランプ 
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＜漏電ブレーカ付オプション品をお買い上げの場合（HRG***-A*-B）＞ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. ビス（4 箇所）をゆるめ、前面パネルを取外してください。（HRG005-A*は 6 箇所） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 5-7  パネルの取外し方法 

カバーパネルを外したまま本製品を運転しないでください。 
本製品の内部には、カバーパネルで隔離された高電圧のかかった電源供給

部があります。 

電源供給部内で作業や点検を行う場合は、訓練された有資格者が行ってく

ださい。 

本製品は、運転中高温になる部位があり、接触によって火傷する恐れがあ

ります。また、電源を切った後も余熱によって火傷する恐れがありますの

で、高温部の温度が下がるまで作業を行わないでください。 

本製品は、運転中に回転する部位があり、接触によってけがする恐れがあ

ります。また、運転中は回転体が一時的に止まることもありますが、再び

回転しますので運転中は作業を行わないでください。 

 

前面パネル

ビス 

ビス

前面 

パネルの取外しおよび取付けの際は、パネルのエッで怪我などしないよう

に必ず保護手袋を着用してください。
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2. 電装ボックスの電装盤上にある漏電ブレーカを確認してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-8  漏電ブレーカ取付箇所 
 

3. 漏電ブレーカのレバーを、OFF の位置まで一度押下げてください。 
 

 

 

 

 

 

 

 
図 5-9  漏電ブレーカ OFF 位置 

 

4. OFF の位置まで押下げたブレーカのレバーを、ON の位置まで押上げて、［POWER］ランプが

点灯することを確認してください。 
 

 

 

 

 

 

 

 
図 5-10  漏電ブレーカ ON 位置 

 

5. 必ず前面パネルを取付け後、「4.3 起動・停止方法」にしたがって再起動・停止を行ってくだ

さい。 
 

前面 

電装盤

漏電ブレーカ 

1 度押下げる

前面

押上げる

前面
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6章 管理と点検・清掃 
6.1 水質管理について 

 循環液について 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
表 6-1  循環液用清水の水質基準 

 項目 基準値 
pH（25℃） 6.0～8.0 
電気伝導率（25℃）（μs/cm） 100※1～300※2 
塩化物イオン（mgCl-/L） 50 以下 
硫酸イオン（mgSO4

2-/L） 50 以下 
酸消費量（pH4.8）（mgCaCO3/L） 50 以下 
全硬度（mgCaCO3/L） 70 以下 
カルシウム硬度（mgCaCO3/L） 50 以下 

基準項目 

イオン状シリカ（mgSiO2/L） 30 以下 
鉄（mgFe/L） 0.3 以下 
銅（mgCu/L） 0.1 以下 
硫化物イオン（mgS2-/L） 検出されないこと 
アンモニウムイオン（mgNH4

+/L） 0.1 以下 
残留塩素（mgCl/L） 0.3 以下 

参考項目 

遊離炭酸（mgCO2/L） 4.0 以下 
日本冷凍空調工業会 JRA-GL-02-1994「冷却水系-循環式-補給水」 
※1 電気伝導率は、100[μs/cm]以上としてください。 
※2 M[Ω･cm]の場合は、0.003～0.01 になります。 

 

 

 

 

 

 

定期点検の結果、異常が確認されましたら、タンクおよび水回路を洗浄し、

タンク内の水を交換してください。また、異常が確認されなくても、水は

蒸発し、不純物が濃縮しますので、タンク内の水を 3 ヶ月に 1 回交換して

ください。定期点検については、「6.2 点検と清掃」の項を参照してくだ

さい。 

 エチレングリコール水溶液の濃度は 15%以下としてください。 
濃度が高いとポンプが過負荷運転となり、安全保護機器が作動し、運転が

停止する場合があります。また、濃度が低いと、低温時に凍結し、本製品

の故障の原因となります。 
 循環液は水質基準を満たす清水を使用してください。 
「表 6-1」に示す水質基準を満たす清水（エチレングリコール水溶液の希

釈用も含む）を使用してください。  

 循環液には、油やその他の異物を混入させないでください。 
 エチレングリコール水溶液は、防腐剤などの添加物が含まれていないも

のを使用してください。 
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＜HRG001，HRG002 の場合＞ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 純水は使用（給水）可能ですが、電気伝導率を維持することはできません。 
純水を給水する場合は、電気伝導率 1µs/cm 以上，低効率 1MΩ･cm 以下の純水を給水

してください。ただし、接液部の成分が溶け込むため電解質濃度を維持することはでき

ません。 

 循環ポンプとして、マグネットポンプを使用しています。 
特に鉄粉のような金属粉を含む液体は使用できません。
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6.2 点検と清掃 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6.2.1 日常点検 
次の「表 6-2」の各項目を確認し、異常が認められた場合は、運転を停止し

元電源を OFF し、サービスを依頼してください。 

 
表 6-2  日常点検 

項目 点検内容 
装置に重量物を載せたり、配線などに無理な力がかか

っていないこと。 設置状況 設置状況確認 
温度、湿度が仕様範囲内であること。 

液漏れ 配管接続部の確認 配管接続部から循環液漏れがないこと。 
給水 液面計表示確認 液面が表示範囲内にあること。 

表示確認 表示画面の数字が鮮明であること。 
操作パネル 

機能確認 ランプが正常に点灯していること。 
循環液温度 操作パネルでの確認 使用上問題のないこと。 
運転状態 運転状況の確認 異常音、異常振動、異臭、煙の発生がないこと。 

 

 清掃・整備・点検を行う際は、本製品の電源を遮断してください。感電

やけが、火傷などの原因になることがあります。 

本製品に直接水をかけたり、水を使って洗わないでください。感電や火災

などの原因になります。 

濡れた手でスイッチ操作などをしないでください。また、電源プラグなど

の電気部品には触れないでください。感電の原因になります。 

 点検・清掃でパネルを取外した場合は、作業終了後パネルを取付けてく

ださい。パネルを開けたまま、あるいは外したままで運転されますと、

けがや感電の原因になります。 

凝縮器を清掃するときは、フィンに直接手を触れないでください。けがの

原因になることがあります。 
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6.2.2 1 ヶ月毎点検 
 空冷コンデンサ（通風口）の清掃 

 

 

 

フィンを変形させたり傷つけたりしないように、毛の長いブラシまたはエ

アガンを使用し、清掃してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図 6-1  空冷コンデンサ（通風口）の清掃 

【ワンポイント】 
空冷コンデンサのフィン部が汚れて目詰まり状態になるような場所でご使用

の場合は、「表 6.3 消耗部品」に記載している防塵フィルタセット（別売付

属品）の取付けをお奨めします。 

6.2.3 3 ヶ月毎点検 
 循環液の入替え 

 定期的な循環液の入替え 

入替えないで置くと、藻などの水の腐食が発生することがあります。  

状況に応じて定期的に交換してください。 

 タンクの清掃 

タンク内の循環液に汚れ、ぬめり、異物の混入がないか点検し、タンク

の定期的な清掃を行ってください。 

6.2.4 6 ヶ月毎点検 
 ポンプからの液漏れ点検 

パネルを取外し、ポンプメカニカルシールから異常な漏れがあるかどうか

点検してください。漏れが確認された場合は、メカニカルシールの交換が

必要です。販売店または弊社営業所にご連絡ください。 

 

 

 

空冷コンデンサのフィン部がホコリ・チリ等で目詰まりしますと、冷却不能となり、安全

装置が作動して運転が停止する場合があります。

ポンプ（回転機械）の構造上、メカニカルシールからの漏れを完全に無くすことはできま
せん。この漏れ量について、JIS 規格では制定当初の値（普通 3ml/h 以下とする）につい
て解説していますが、本製品では、確認可能な量として 0.3ml/h 以上を、メカニカルシー
ルの交換時期と判断してください。 
また、定期的交換の目安としては 6000～8000 時間（通常 1 年）となります。 

 

毛ブラシによる空冷コンデンサの清掃 エアガンによる空冷コンデンサの清掃 
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6.2.5 冬季期間中の点検 
 循環液の凍結防止 

設置・使用環境（使用時期、気象など）の変化により、凍結の心配がある

場合は、連続運転を行ってください。ポンプの発熱により凍結を防ぐこと

ができます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

6.3 消耗部品 
点検時の消耗状態に応じて交換してください。 

 
表 6-3  消耗部品  

品  番 名  称 個数 備  考 

HRG-FL001 防塵フィルタセット 1 セット HRG001,HRG002 用 

HRG-FL005 防塵フィルタセット 1 セット HRG005 用 

HRG-S0003 メカニカルシールセット※1 1 セット
HRG005 用※2 

～Ser.No.23****** 

HRG-S0211 メカニカルシールセット※1 1 セット
HRG005 用※2 

Ser.No.24******～ 
※1  HRG001，002 はマグネットポンプ使用により、メカニカルシールは不要です。 
※2  ポンプの銘板に記載された上記備考欄の Ser.No.(8 桁)をご確認の上、ご注文願います｡ 

 
 

6.4 長期間の停止 
長時間使用しない場合、または冬期間凍結する場合は下記の作業を行ってく

ださい。 

1. 元電源（電源ブレーカ）を OFF してください。 
 

2. タンクドレン口のプラグまたはバルブを開き、循環液を排出してください。 
 

3. 循環液排出後、製品をビニール等で覆い保管してください。 

専門業者へご相談ください。 
厳寒冷の設置条件下では凍結に対して完全に防止できない場合があります。

他の凍結保護機器（市販テープヒータなど）の追加設置を専門業者へご相 
談ください。 



HRX-OM-H024 
6 章 管理と点検・清掃  

 

6.4 長期間の停止 HRG シリーズ 
 
 6-6  

 

 

 

 



HRX-OM-H024 
7 章 資料 

 

HRG シリーズ  7.1 仕様一覧表 
 
 7-1

7章 資料 
7.1 仕様一覧表 

表 7-1  仕様一覧表 
項目 HRG001-A* HRG002-A* HRG005-A* 
定格周囲温度 32℃（範囲-5～40℃） 

湿度範囲 30～70%RH（但し、結露しないこと） 
使
用
環
境 

設
置
・ 

排熱・換気 「表 3-1  放熱量と必要換気量」参照 

使用流体 清水，純水（電気導電率1μS/cm以上），エチレングリコール水溶液（15%以下） 
又はSUS304，PVCなど接液部を腐食しない液体 

タンク定格容積 10L 20L 

電源電圧 3相 AC200V（50Hz） 3相 AC200～220V（60Hz） 

推奨漏電ブレーカ 
容量，感度電流 5A，30mA 10A，30mA 20A，30mA 

定格運転電流 2.85/2.85（50/60 Hz） 5.0/5.5（50/60 Hz） 8.0/9.5（50/60 Hz） 

定格消費電力 0.56/0.72（50/60 Hz） 1.0/1.25（50/60 Hz） 1.75/2.35（50/60 Hz） 

入
力 

起動停止命令信号 
（遠隔操作信号） DC24V、8 mA印加により遠隔起動、DC0Vで遠隔停止 

定格循環液温度 
温度安定性 

20℃ 
±1.0℃（冷凍機ON/OFFタイプ），±0.5℃（比例弁PID制御タイプ） 

設定温度範囲 5～35℃ 

定格冷却能力 0.9/1.1 kW（50/60 Hz） 1.9/2.3 kW（50/60 Hz） 4.5/4.8 kW（50/60 Hz） 

ポンプ能力 8/10 L/min 
（全揚程8/9 m、50/60 Hz）

10/10 L/min 
（全揚程11/16 m、50/60 Hz）

24/32 L/min 
（全揚程14/15 m、50/60 Hz） 

運転信号 リレ－接点（接点容量AC250V，1A，抵抗負荷） 
運転時接点閉、停止時接点開、電源遮断時接点開 

出
力 

出
力
信
号 異常停止信号 リレ－接点（接点容量AC250V，1A，抵抗負荷） 

アラーム消灯時接点閉、アラーム点灯時接点開、電源遮断時接点閉 

温調制御方式 冷凍機ON･OFF運転方式（HRG00*-*の場合） 
三方比例弁分流開度のPID制御方式（HRG00*-*5の場合） 

操作パネル 7セグメントデジタル表示，0.1℃単位 
PV値（動作温度）：表示４桁緑色 SV値（設定温度）表示４桁赤色，その他各表示ランプ 表

示
部 液面計 タンク（PE）一体（半透明） 

タンク液面低下停止（タンクレベルスイッチ付） 

ポンプ・冷凍機逆転防止（反相リレ－付） 

ポンプ・冷凍機過負荷停止（過電流継電器付） 

― ファンモータ過昇温停止 
（ファンモータ内蔵サーモスタット）

異常停止 

循環液温度高温時停止（温調器設定温度40℃） 

保
護
機
能 

（
検
出
器
・
機
器
等
） 

その他 冷凍機過昇温防止（OLP）、循環液圧力上昇防止（手動バルブ付）、漏水防止（ドレンパン付） 

外観パネル SGCC（マンセル10Y8/0.5アーバンホワイト） 

操作パネル SGCC（DIC183ブルー） 

ベース SECC（塗装マンセル10Y6/0.5アーバングレー） 

接液部 
SUS系（接続出入口など）、BC系（ホース継手，チューブ
継手など）、PE（タンク）、PVC（内部循環液配管ホース）、
PPE（ポンプケーシング，インペラ） 

SUS系（ポンプインペラ，接続出入口
など）、BC系（ポンプケーシング， 
ホース継手など）、PE（タンク）、 
PVC（内部循環液配管ホ－ス） 

内部冷媒配管部 C1220T 

使用冷媒 Ｒ407C（HFC） 

材
質
・
物
質 

冷媒封入量 550±20g 580±20g 1200±20g 

付属品※1 なし 

質量 70kg 75kg 120kg 
※1 電源、信号ケーブルおよび接続端子等はお客様にてご用意願います。 
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7.2 オプション仕様 
 キャスタ仕様 

表 7-2  アジャスタ付キャスタ仕様 
項目 仕様 

適用型式 HRG001-**-A HRG002-**-A HRG005-A*-A 
車輪径 50 mm 
キャスタ旋回範囲 46 mm（単体） 
アジャスタ高さ調整範囲 0～10 mm 

キャスタ本体 SPCC 
車輪 合成ゴム 材質 
キャスタ付ベース SUS304 

許容荷重 200kg（キャスタ 1 個当たり 50kg×4 個） 
製品質量 75kg 80 kg 130 kg 
製品高さ 1017 mm 1217 mm 

 

 漏電ブレーカ仕様 
表 7-3  漏電ブレーカ仕様 

項目 仕様 
適用型式 HRG001-**-B HRG002-**-B HRG005-**-B 
極数 3 極 
定格遮断電流 5 A 10 A 20 A 
定格感度電流 30 mA 
漏電時動作時間 0.1s（定格感度電流地絡時） 
漏電表示方式 機械式ボタン 

 

 通信仕様 
表 7-4  通信仕様 

項目 仕様 
適用型式 HRG001-**-C HRG002-**-C HRG005-**-C 
規格 EIA RS-485 準拠 

ネットワーク マルチドロップ方式 
（最大上位コンピュータ 1 局対本装置 31 局） 

情報の方向 半二重 
同期の方式 調歩同期式 

伝送コード ASCII 7 ビットコード 但 BCC は除く 
（8 ビットコードでは最上位ビット=0） 

BCC 有り※1
，無し（選択設定） 

データ長 7 ビット，8 ビット※1
（選択設定） 

パリティチェック機能 無し※1
，奇数，偶数（選択設定） 

ストップビット長 1 ビット，2 ビット※1
（選択設定） 

スタートビット長 1 ビット固定 
通信速度 1200，2400，4800，9600※1

，19200 bps（選択設定） 
通信アドレス 1※1

～99（選択設定） 
応答遅延時間 0※1

～250（選択設定） 

通信モード RO｢データ読出しのみ可能｣，RW※1
｢データ読出し/書込み可能｣ 

（選択設定） 
リトライ機能 なし 
プロトコル 専用プロトコル（詳細は別紙「通信仕様書」をご覧ください。） 
コネクタ番号 7, 8 37, 38 
コネクタ形式 M3 端子台 

※1   部がデフォルト値です。 
※2 デフォルト値以外を選択設定する方法は、別紙「通信仕様書」をご覧ください。 
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7.3 外形寸法 
7.3.1 HRG001-A*および HRG002-A* 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 7-1  外形寸法（HRG001-A*および HRG002-A*） 

7.3.2 HRG005-A* 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 7-2  外形寸法（HRG005-A*） 

上面 

前面 左側面 右側面 

上面 

前面 左側面 右側面 
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7.4 電気回路図 
7.4.1 HRG001-A*-* 

 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

図 7-3  電気回路図（HRG001-A*-*） 
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7.4.2 HRG002-A*-* 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 

 
 

図 7-4  電気回路図（HRG002-A*-*） 
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7.4.3 HRG005-A*-* 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 7-5  電気回路図（HRG005-A*-*） 
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7.5 フロー図 
7.5.1 HRG001-A*および HRG002-A* 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図 7-6  フロー図（HRG001-A*および HRG002-A*） 
 
 
 

7.5.2 HRG005-A* 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

図 7-7  フロー図（HRG005-A*） 

 記号 名称 

CM 冷凍機 

CD 空冷コンデンサ 

PS ファン用圧力スイッチ

FM ファンモータ 

D 冷媒ドライヤ 

EV 蒸発器（クーラ） 

A アキュームレータ 

R キャピラリーチューブ

CRV 容量調整弁 

冷
媒
回
路 

SV 電磁弁 

T タンク 

LS レベルスイッチ 

LI 液面計 

PM ポンプ 

TI 温度センサ 

BV バイパスバルブ 

循
環
液
回
路 

VM 比例弁※ 

 記号 名称 

CM 冷凍機 

CD 空冷コンデンサ 

FM ファンモータ 

PS1 ファン用圧力スイッチ

D 冷媒ドライヤ 

R キャピラリーチューブ

EV 蒸発器（クーラ） 

A アキュームレータ 

SV 電磁弁 

冷
媒
回
路 

PS2 低圧圧力スイッチ 

T タンク 

LS レベルスイッチ 

PM ポンプ 

BV バイパスバルブ 

LI 液面計 

TI 温度センサ 

循
環
液
回
路 

VM 比例弁※ 

通風 通風 

循環液の流れ

冷媒の流れ

オーバーフロ－

循環液出口

循環液戻り

タンクドレン

HR00*-A5 のみ※ 

通風 通風 

循環液の流れ

冷媒の流れ

オーバーフロ－

循環液出口

循環液戻り

タンクドレン

HR00*-A5 のみ※ 
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保証について 
 
1. 保証の内容 

お買い上げいただいた弊社のサーモクーラに不適合が発生した場合、本内容に示す期間と条件に従っ

て、無償修理いたします。 

無償修理の範囲として当該不適合部品の交換あるいは調整･確認を行います。なお取外した部品は弊

社の所有となります。 

 
2. 保証期間 

弊社製品につていの保証期間は使用開始から 1年以内、もしくは納入後 1.5 年以内です。 

 

3. 保証できない事項 
次に示す場合は保証外となります。 

① 弊社の指定する点検整備（日常点検、定期点検）の未実施による不適合 

② 取扱説明書に示す取扱い方法と異なる使用および弊社が示す仕様の限度を超える使用に起因す

る不適合 

③ 弊社が認めていない改造に起因する不適合 

④ 指定する循環液や放熱水以外の使用に起因する不適合 

⑤ 時の経過で発生する不適合（塗装面、メッキ面などの自然退色等） 

⑥ 機能上影響のない感覚的現象（音、騒音、振動など） 

⑦ 地震、台風、水害などの天災、事故、および火災に起因する不適合 

⑧ 取扱説明書に示す設置環境に起因する不適合 

⑨ 「５.お客様にお守りいただく事項」を守らなかったことに起因する不適合 

 

4. 弊社免責事項 
① 日常点検、定期点検の費用 

② 販売店及び弊社指定業者以外での修理の費用 

③ 本製品の移動、設置及び取外しの費用 

④ 本製品以外の部品や液の交換補充の費用 

⑤ 本製品を使用できなかった事による不便さ及び損失など 

（電話代、休業補償、商業損失など） 

⑥ 「１.保証の内容」に示す以外の費用、補償など 

 

5. お客様にお守りいただく事項 
本製品を安全にご使用いただくためには、お客様の正しい使用と点検が必要です。次のことを必ず守

ってください。守られていない場合は、保証修理をお断りすることがありますので、ご承知ください。 
（１）取扱説明書に示す取扱い方法にしたがって使用すること 

（２）取扱説明書に示す点検整備（日常点検、定期点検）を実施すること 

（３）取扱説明書に示す日常点検シートに点検記録が記載されていること 

 

6. 保証修理の受け方 
保証修理をお受けになる場合は、お買い上げの販売店へご連絡ください。 
これにより保証修理をいたします。 

 

上記にて明示した期間と条件のもとに無償修理をお約束するものです。したがって保証期間経過後に

発生した不適合の修理は原則として有料です。 
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お客様へ 

 
この度は SMC サーモクーラ（以下「本製品」といいます）をお買い上げ頂き誠にありがとうございます。 
 
本製品を末永く安全にご利用して頂くために、必ず本取扱説明書（以下「本書」といいます）を読んで、

内容を十分に理解した上でご使用ください。 
 
● 本書に記載してある警告・注意事項は、必ず守ってください。 
 
● 本書は装置の設置および運転について説明しています。本書により基本的な運転方法をよく理解して

いる者、またはその設置および運転を行う資格を持つ者以外は、作業を行うことができません。 
 
● 事前に弊社に承諾を受けずに、本書のいかなる部分も第三者が使用する目的のために複写することを

禁じます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

注意：本書の内容は予告なしに改訂されることがありますので、あらかじめ

ご了承願います。 
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1章 安全について 
 

 

 

 

1.1 本製品をご使用する前に 
 本章では、特にお客様が本製品を取扱う上での安全に関して記載していま

す。 

 本製品はタンク内蔵タイプの恒温液循環装置です。それ以外の目的で使用

した場合のトラブルについては、弊社に責任はありません。 

 本製品は高電圧下で稼動し、運転中は装置内部には高温になる部品や回転

する部品があります。部品交換あるいは修理する場合には専門業者に依頼

してください。 

 本製品を運転する人ばかりでなく、メンテナンスや装置に関わる作業を行

う人および装置付近での作業を行うすべての人が、本書の安全に関する記

述をよく読み、十分理解してから作業を行ってください。 

 本書は、安全教育担当者が実施する総合的な安全・衛生マニュアルではあ

りません。 

 本製品または本製品付近で作業する人は、本製品固有の危険性に関する認

識や安全対策に関する十分な訓練を受ける必要があります。 

 安全規準の遵守は管理者にその責務がありますが、日常的な作業を行う上

での安全基準の遵守は、オペレーターやメンテナンス担当者１人１人の責

任で行う必要があります。 

 オペレーターやメンテナンス担当者は、それぞれの作業において安全性を

十分考慮した作業場所や作業環境に配慮する必要があります。 

 装置に関する作業訓練の前には、十分な安全教育を受ける必要があります。

安全教育が不十分な状態での作業訓練は大変危険です。安全性に配慮の無

い作業訓練は絶対に行わないでください。 

 本書は、上記作業者がいつでも読むことが出来るところに大切に保管して

ください。 

 

 

 

 

 

本製品を使用する前に、本書に記載されている重要警告事項を注意深く読

み、よく理解してから使用してください。 
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1.2 本文に記載の危険・警告・注意について 
1.2.1 危険レベル 

本製品の安全で正しい運転および作業者の負傷や装置の損傷を防止すること

を目的として、本取扱説明書は、危険の重大性および緊急度によって「注意」

「警告」「危険」の 3 段階に分けて表示しています。安全に関する重要な事項

を含んでいますので、表示されている箇所の確認、諸注意や警告事項をよく

読み、十分理解してから本製品を取扱ってください。 

「危険」「警告」「注意」は、重大性の順（危険＞警告＞注意）となっていま

す。下記にその内容を説明します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ワンポイント】 

ワンポイントは操作および保守作業上、特に知っておかなければならない情

報や内容、または参考となる情報や内容がある場合に記述します。 

 

 

1.2.2 「重傷」、「軽傷」の定義 
 「重傷」 

失明、けが、火傷、感電、骨折、中毒などで後遺症が残るもの、および治療

に入院や長期の通院を要するもの。 

 「軽傷」 
治療に入院や長期の通院が必要ないもの。（上記「重傷」以外） 

 

「警告」項目は、本製品の運用中に、作業者が死亡または重傷を負う可能性のある場合に

ついて記述しています。 

「注意」項目は、本製品の運用中に、作業者が軽傷を負う可能性のある場合について記述

しています。 

警告記号のない「注意」項目は、本製品、設備、機器などに損害や故障をひきおこすこと

だけが予想される場合について記述しています。 

「危険」項目は、本製品の運用中に、作業者が死亡または重傷に至る切迫した危険性のあ

る場合について記述しています。 
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1.2.3 シンボル 
本書では「危険」、「警告」、「注意」、「重要」の表記に併せて次のシン

ボルを付加し、その警告内容をわかりやすく表現しています。 

 電気に関するシンボル 
 

 

 

 

 

 

 熱に関するシンボル 
 

 

 

 

 

 

 回転物に関するシンボル 
 

 

 

 

 

 

 禁止シンボル 
 

 

 

 

 

 

 強制シンボル 
 

 

 

 

 

 

このシンボルは、行ってはいけない「禁止」事項を示し

ます。 

このシンボルは、必ず行っていただく「強制」事項を示

します。 

このシンボルは、感電の危険を警告します。 
 
 

このシンボルは、火傷の危険を警告します。 
 

このシンボルは、回転物によるけがの危険を警告しま

す。 
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1.3 危険分類と危険警告ラベル 
作業員の安全を守るために本製品には、特有の危険分類とそれらを表示する

危険警告ラベルを貼っています。作業する前に、必ず危険分類の内容と危険

警告ラベルの貼付け位置を確認してください。 

1.3.1 危険分類 
 電気に関する危険 

本製品は高電圧下で作動するため、内部で感電するおそれがあります。 

危険警告ラベルには  のシンボルが表示されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 高温に関する危険 
本製品は運転中高温になるため、熱により火傷するおそれがあります。 

危険警告ラベルには  のシンボルが表示されています。 

 

 

 

 

 

 回転体に関する危険 
本製品は運転中に回転する部品があるため、指を挟んだりけがをするおそれ

があります。 

危険警告ラベルには のシンボルが表示されています。 

 

 

 

 

 

カバーパネルを外したまま本製品を運転しないでください。 
本製品の内部には、カバーパネルで隔離された高電圧のかかった電源供給

部があります。 

電源供給部内で作業や点検を行う場合は、訓練された有資格者が行ってく

ださい。 

本製品は、運転中高温になる部位があり、接触によって火傷する恐れがあ

ります。また、電源を切った後も余熱によって火傷する恐れがありますの

で、高温部の温度が下がるまで作業を行わないでください。 

本製品は、運転中に回転する部位があり、接触によってけがする恐れがあ

ります。また、運転中は回転体が一時的に止まることもありますが、再び

回転しますので運転中は作業を行わないでください。 
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1.3.2 危険警告ラベルの種類 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 前面パネル危険警告ラベル 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 1-1  前面パネル危険警告ラベル 

 高電圧部に関する危険警告ラベル 
 

 

 

 

 

 
図 1-2  高電圧部に関する危険警告ラベル 

危険警告ラベルの内容をよく読んで、十分留意してください。 

危険警告ラベルをはがしたり、こすったりしないでください。 
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1.3.3 危険警告ラベル貼付け位置 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 1-3  危険警告ラベル貼付け位置 

 
 

1.4 型式銘板 
銘板に記載されている型式（MODEL No.）をご確認ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 1-4  型式銘板貼付け位置 

 
 

 危険警告ラベルの貼付け位置をよく確認してください。 
 お客様が、危険警告ラベルの貼付け位置を変更することはできません。

剥がれたり劣化して貼りなおす場合も、必ず同じ位置に貼ってください。

高電圧部に関する

危険警告ラベル 

前面パネル 
危険警告ラベル 前面 

前面 
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1.5 安全対策 
1.5.1 安全に関する注意事項 

本製品は、各種の安全対策が施されていますが、より安全に運用するため、

基本的な安全に関する注意事項を記述します。 

 

 

 

 

 

 本製品をご使用になる前に、本書をよく読み十分に内容を理解してくださ

い。 

 メンテナンス作業中に装置を操作する場合、必ず周りの作業者全員に声を

かけてください。 

 正しい工具を正しい手順でご使用ください。 

 「1.5.2 保護具」を参照し、正しい方法で着用してください。 

 緊急時の避難方法については、お客様の安全マニュアルに従ってください。 

 20kg 以上の重い物を持つ場合にはかならず 2 人以上で持つようにしてく

ださい。 

 作業後は、すべての部品やネジがすべて作業前の状態に戻っていることを

確認してください。 

 飲酒しての作業や体調の悪い時の作業は事故発生の原因となる可能性が

ありますのでお控えください。 

 本書に許可されている場合を除いて、パネルを外すことはしないでくださ

い。 

 

 

 

 

本製品を使用する場合、以下の事項を厳守してください。この項目に従わ

ない場合、傷害あるいは災害の発生につながる恐れがあります。 
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1.5.2 保護具 
本書では、作業別に保護具を定めています。 

作業別に下記に示す保護具を着用してください。 

 

 

 

 

 

 

 運搬、設置および取外し時 
● 保護靴 ● 保護手袋 ● ヘルメット 

 循環液取扱い時 

● 保護靴 ● 保護手袋 ● 保護マスク ● 保護エプロン 

● 保護メガネ 

 運転時 

● 保護靴 ● 保護手袋  

 

 

 

保護具は、使用する前にそれぞれの取扱説明書をよく読み、内容を把握し

た上で使用してください。 
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1.6 緊急措置 
地震、落雷の自然災害や火災などの緊急事態および人員の負傷などの発生に

よって、運転を停止する必要が生じた時は、サーモクーラ前面の操作パネル

の［OFF］スイッチを押してください。 

［OFF］スイッチが押されるとサーモクーラの運転は停止しますが供給電源が

遮断されないため、動力回路は通電状態となっています。 

必ず、最後に元電源（メインブレーカ）を遮断してください。 

 

1. 操作パネルの［OFF］スイッチを押して、サーモクーラの運転を停止させてください。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図 1-5  サーモクーラの停止 

 
 

2. 必ず、元電源（お客様の電源設備）のブレーカを OFF してください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 1-6  元電源の遮断（ブレーカの OFF） 

レバー押下げる

前面

  

［RUN］ランプ ［PUMP］ランプ 

［OFF］スイッチ 
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1.7 廃棄物の処理 
1.7.1 冷媒および冷凍機油の回収 

本製品は「フロン回収破壊法第一種特定製品」です。 
本製品には冷媒としてフロン類（HFC）および冷凍機油が使われています。

回収する場合は、下記の注意をよく読み、十分理解してから行ってください。

ご不明な点がございましたら販売店までご連絡ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【ワンポイント】 

フロン類の種類および使用量は、仕様銘板に記載されています。 

 
 

 

冷媒を大気に放出することは、法律で禁じられています。“冷媒回収装置”

を使用して冷媒を回収した後、破壊業者に回収した冷媒の処理を依頼して

ください。 

サービスマンまたは有資格者以外は、本製品のパネルを開けないでくださ

い。 

冷媒回収作業および冷凍機油回収作業は本製品および付帯の設備装置につ

いて十分な知識と経験を持った人が行ってください。 

冷凍機油を家庭のごみと一緒に廃棄しないでください。また、許可されて

いない焼却炉で焼却しないでください。 

冷凍機油は地方自治体の条例または規則に従って廃棄してください。 
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1.7.2 循環液の廃棄 
循環液にエチレングリコール水溶液を使用した場合、廃棄する際、専門の産

業廃棄物処理業者に内容物を明確にして処理を委託してください。 

 

1.7.3 本製品の廃棄 
本製品を廃棄する場合は「廃棄物の処理および清掃に関する法律」に準拠し、

必ず専門の産業廃棄物処理業者に委託して処理をしてください。 

 

1.8 製品安全データシート（MSDS） 
製品安全データシート（MSDS）は別冊「製品安全データシート（MSDS）」

に記載されています。本製品で使用している化学物質の MSDS が必要なお客

様は、販売店にお申し付けください。 

お客様が購入された化学物質については、MSDS をお客様側でご用意願いま

す。入手した MSDS は本書とともに保存し、全ての作業者がいつでもその内

容を確認でき、危険性を理解できるようにしてください。 
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2章 外観と各部の名称 
2.1 外観 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 2-1  外観（HRG010-A*） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 2-2  外観（HRG015-A*） 

 

前面 
右側面 

背面 

上面 

左側面 

 

前面 
右側面 

背面 

上面 

左側面 
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2.2 各部の名称 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 2-3  各部の名称（HRG010-A*） 

 

 

 

上面 

前面 左側面 右側面 

通風空気入口 

4-φ13 
（アンカボルト用） タンクドレン口 Rc1/2 

（プラグ止め） 

通気孔 

オーバーフロー口 Rc1/2 

循環液戻り口 Rc3/4

循環液出口 Rc3/4

操作パネル 

電源ケーブル取出口

（膜付グロメット） 

信号ケーブル取出口

（膜付グロメット）
タンク 

取手 

バイパスバルブ 

自動給水口 Rc1/2

循環液圧力計 
冷媒高圧圧力計 

液面計 

アイボルト M12

通風空気出口 

電源・信号接続端子台

電装ボックス 
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図 2-4  各部の名称（HRG015-A*） 

 
 

 

 

 

上面 

前面 左側面 右側面 

通風空気入口 

4-φ13 
（アンカボルト用） タンクドレン口 Rc1/2 

（プラグ止め） 

通気孔 

オーバーフロー口 Rc1/2 

循環液戻り口 Rc3/4 

循環液出口 Rc3/4 

操作パネル 

電源ケーブル取出口 
（膜付グロメット） 

信号ケーブル取出口 
（膜付グロメット） 

タンク 
取手 

バイパスバルブ  

自動給水口 Rc1/2 

循環液圧力計 
冷媒高圧圧力計 

液面計 

アイボルト M12

通風空気出口 

電源・信号接続端子台

電装ボックス 

通風空気入口 

通風空気入口 
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2.3 操作パネル 
本製品の設定温度変更，起動，停止の操作は、本操作パネルにて行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 2-5  操作パネル 

 
表 2-1  操作パネル 

No. 名称 機能 
PV 循環液の温度を表示します。 1 デジタル表示部 PV・SV SV 循環液の温度設定値を表示します。 

2 ［POWER］ランプ 電源が供給されると点灯します。 
3 ［RUN］ランプ 
4 ［PUMP］ランプ 

［ON］スイッチを押すと点灯します。 

5 ［ALARM1］ランプ*1) アラーム 1 発生時に点灯します。 
6 ［ALARM2］ランプ*1) アラーム 2 発生時に点灯します。 
7 ［ALARM3］ランプ*1) アラーム 3 発生時に点灯します。 
8 ［ON］スイッチ 本製品を運転します。 
9 ［OFF］スイッチ 本製品を停止します。 
10 ［MODE］キー*2) PV・SV 画面の切替えをします。 
11 ［DOWN］キー 設定温度を下げます。 
12 ［UP］キー 設定温度を上げます。 
13 ［FUNC］キー*3) 設定された機能を実行します。 

*1) アラーム 1～3 の内容については「5 章 異常表示と発生時の対処」を参照してください。 
*2) 正常に運転するために書込まれた各種制御値が表示されますが、変更できないようにキーロックされています。 
*3) ファンクション機能は設定されていません。よってお客様が押しても何も実行されません。 
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3章 運搬と設置 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.1 運搬 
本製品は重量物ですので輸送の際に危険がともないます。 
また本製品の破損や故障を防ぐために本製品を運搬する際は、必ず以下の

内容をお守りください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本製品を正しい方法で使用し、設置、操作、保守および点検中は特に人体

に対する安全に気をつけてください。 

輸送、設置および危険な作業を含む保守は本製品およびシステムに関して

十分な知識と経験を持った人が行ってください。 

フォークリフトを使用して運搬する場合は「3.1.1 フォークリフトおよび吊

下げによる運搬」を参照し正しい位置にフォークを差込み運搬してくださ

い。 

 アイボルトで吊上げる場合は、必ず 4 点吊で行ってください。 
 各アイボルトの吊角度は、重心の位置に注意し、60°以内としてくださ

い。 

絶対に横倒しにしないでください。 
冷凍機の中の潤滑油が、冷媒配管に出ていくため、潤滑油量が不足し、冷

凍機故障の原因になります。 

配管の残存液をできるだけ抜いてください。残存液がこぼれる場合があり

ます。 

フォークリフトを使用して運搬する場合は、フォークをカバーパネルや配

管接続口に当てないように注意してください。 
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3.1.1 フォークリフトおよび吊下げによる運搬 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 3-1  フォークリフトの差込み位置および吊下げ方法 

 

フォークリフト差込面 

フォークリフト差込面 前面 

吊下げ位置 

60°以内
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3.1.2 キャスタによる運搬 
＜キャスタ付オプション品をお買い上げの場合（HRG***-A*-A）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ワンポイント】 
アジャスタを上げ本製品のコーナーを押してください。キャスタにより移動

できます。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 3-2  キャスタ付オプション 

本製品は重量物です。本製品のキャスタにより運搬する場合は、必ず 2 名

以上で運搬してください。特に運搬路の途中に勾配がある場合は注意して

ください。 

本製品のキャスタにより運搬する場合は、本製品の配管やパネルの取手を

持たないでください。配管やパネルが破損する場合があります。 
 

配管口 

前面 

360°回転 

アジャスタ付 
キャスタ 

アジャスタを上げ

て下さい。 

取手 
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3.2 設置 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.2.1 設置環境 
次の環境で使用または保管しないでください。正常に動作しないばかりでなく、

故障の原因となります。 

 水蒸気・塩水・油などがかかる状況 

 ほこり・粉体がある場所 

 腐食性ガス・溶剤・可燃性ガスがある場所 

 直射日光の当たる場所、放射熱のある場所 

 周囲温度の範囲を超える場所 

 急激な温度変化がある場所 

 強い電磁ノイズが発生する場所（強電界・強磁界・サージが発生する場所） 

 静電気が発生する場所、本体に静電気を放電させる状況 

 強い高周波が発生する場所 

 高度が 1000 メートル以上の場所 

 強い振動・衝撃が伝わる状況 

 本体が変形するような力、重量がかかる状況 

 メンテナンスを行うための十分な場所を確保できない状況 

 通風を行うために必要なスペースを確保できない状況 

本製品を可燃性ガスの漏れるおそれのある場所へは設置しないでくださ

い。万一ガスが漏れて本製品の周囲に溜まると発火の原因になります。 

本製品を屋外で使用しないでください。雨、水等がかかりますと感電・火

災・故障の原因となります。 

本製品の重量に十分耐える丈夫で平らな床に水平になるように設置し転倒

防止の処置をしてください。設置に不備があると水漏れ、転倒・落下によ

るけがなどの原因になることがあります。 

本製品は周囲温度は-5℃～40℃の間で使用してください。-5℃以下で使用

しますと冷凍機故障の原因となります。また 40℃以上で使用しますと凝縮

器の放熱効果が低下して、安全装置が作動し、本製品の運転を停止するこ

とがあります。 
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3.2.2 設置場所 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■ 複数台設置する場合 

隣に設置するサーモクーラからの通風を吸い込まないように、スペースを開けて設置してくださ

い。 
 

■ 屋内設置する場合 

①設置場所が広い建屋（自然換気が十分な建屋）の場合 
高い所および低い所の壁面に換気口を設けて換気してください。 

 
②設置場所が狭い建屋（自然換気が不十分な建屋）の場合 

高い所に換気扇、低い所の壁面に換気口を設けて換気してください。 
 
③ダクトを使用して換気する場合 

建屋内に放熱空気を放出できない場合、もしくは建屋を空調している場合は、サーモクーラの

通風出口に排熱用のダクトを設けて換気してください。ただし、ダクトの入口（フランジ）は、

サーモクーラの通風口に直接取付けず、ダクト径以上の間隔を開けて施工してください。 
このとき、ダクト用換気扇はダクトの抵抗を考慮したものを設置してください。 

 
 

表 3-1 放熱量と必要換気量 
必要換気量 m3/min 型式 

 
放熱量 

kW 室内外の温度差 3℃の場合 室内外の温度差 6℃の場合 
HRG010-A 約 14 225 113 
HRG015-A 約 21 335 168 

  
 

■ 屋外設置の場合について 

HRG010，HRG015 は保護等級 IPx3 の防雨形構造となっていますが、完全な防水構造ではあり

ません。直接雨や雪が降りかからない場所（例：軒下など）、また直射日光があたらない場所へ

の設置をお願いします。 

 

 

空冷冷凍式のサーモクーラでは、搭載したファンの通風により排熱します。

この状態を放置すると、周囲温度が 40℃を超え過負荷運転となり、サーモ

クーラの性能や寿命に影響を与えます。 
周囲温度の上昇を緩和するため、以下に従い必ず換気してください。 
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3.2.3 設置スペースおよびメンテナンススペース 
「図 3-3」に示すスペースを確保して設置することを推奨します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 3-3  推奨設置スペース 

 

温調機に必要な通風の設置スペースを確保してください。冷却不良や停止

の原因となります。 
また、保守点検に必要なメンテナンススペースを確保してください。 

20
00

m
m

以
上

 
80

0m
m

以
上

 

800mm 以上 800mm 以上 

上面 

前面 



HRX-OM-J042 
3 章  運搬と設置 

HRG シリーズ 3.2 設置 
 
 3-7

3.2.4 据付 
 

 

 

 

 

 振動の少ない安定した水平な平面に設置してください。 

 本製品の寸法は｢7.3 外形寸法｣を参照してください。 

 

 据付要領 

1. 水平なコンクリートの基礎上に施工されたアンカーボルト（基礎ボルト）に、上方から製

品を挿入します。 
 

2. 六角ナットを締付け、本製品を基礎に固定してください。 
 

3. アンカーボルトと基礎にゆるみがないことを確認してください。 

 

【ワンポイント】 

アンカーボルトは、「表 3-2  固定金具（使用例）」に示す基礎ボルトセッ

トをご用意しています。別途ご購入を検討願います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 3-4  据付要領 

アンカーボルトは床材質に適合したものをお客様がご準備ください。

M12 用が 4 本必要です。アンカーボルト取付位置は「7.3 外形寸法」

を参照してください。 

アンカーボルト取付穴（φ13） 

基礎コンクリート 

前面 

アンカーボルト 

六角ナット 

ベース部 
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＜キャスタ付オプション品をお買い上げの場合（HRG***-A*-A）＞ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 3-5  据付要領 

 固定金具据付要領 

1. 床面に固定する場合は、「表 3-2  固定金具（使用例）」をご用意ください。 

 
表 3-2  固定金具（使用例） 

品名 仕様 

アジャスター押え金具 
品 番：KC-1275-C-4 
材 質：SUS 
メーカ：タキゲン製造（株） 

基礎ボルトセット 

品 番：IDF-AB500 
材 質：SUS 
サイズ：M10X 長さ 50 
メーカ：SMC（株） 
数 量：1 セット／4 本 

 

2. 固定金具でアジャスタ上面を押さえ、P3-7「3.2.4 据付」の「■据付要領」を参照し、ア

ンカーボルト（「表 3-2」 基礎ボルトセット）で床面に固定してください。 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

図 3-6  固定金具据付 

六角ナット 

アンカーボルト

アジャスター押え金具

アジャスタ付キャスタアジャスタを下げ固定

してください。 

キャスタ付オプション品をお買い上げの場合、据付後必ずアジャスタを

下げて固定してください。 
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3.2.5 電気配線 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 電源ケーブルおよび漏電ブレーカ 
電源ケーブルおよび漏電ブレーカは下表に示すものを使用してください。 

 
表 3-3  電源ケーブルおよび漏電ブレーカ 

項目 HRG010-A HRG015-A 
サイズ 4 芯 8 mm2 4 芯 14 mm2 

電源ケーブル 
丸型圧着端子サイズ 8－4S 14－5S 

サイズ 6 芯 0.75 mm2 
信号ケーブル 

Y 型圧着端子サイズ 1.25Y－3 
漏電ブレーカ容量※ 40A 60A 

※感度電流 30mA を使用してください。 

 

 

 配線作業は有資格者のみが行ってください。 
 安全のため、配線作業の前には必ず電源を遮断してください。活電状態

では絶対に作業しないでください。 
 配線は、所定のケーブルを使用して確実に接続し、端子接続部にケーブ

ルの外力が伝わらないように確実に固定してください。接続や固定が不

完全な場合は、感電や発熱・火災などの原因になります。 
 電源は安定した所（サージの影響を受けない）から供給してください。

 感電および冷凍機モータ焼損防止のため、「7.1 仕様」を参照し、必ず

適正な漏電容量と負荷容量をもった適正な漏電ブレーカを取り付けてく

ださい。 
 本製品には、仕様に合った電源を供給してください。 
 安全のため、アース接続は必ず行ってください。 
 アースは水道管、ガス管、避雷針には絶対に接続しないで下さい。 
 タコ足配線は発熱や火災等の原因となり危険です。絶対におやめくださ

い。 

 電源配線を改造して使用しないでください。配線に不備があると感電・

火災などの原因になります。また、改造された場合は保証対象外となり

ます。 
 安全装置の設定値は絶対に変更しないでください。設定値を変えると本

製品の破壊、発火の原因になります。 
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 電気配線要領 
 

 

 

 

1. ビス（6 箇所）をゆるめ前面パネルを取外します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

図 3-7  前面パネル取外し 
 

2. 電源ケーブルと信号ケーブルを図のように配線し取付けます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

図 3-8  電気配線 

前面パネル 

ビス 

ビス 

前面 

電装ボックス 

取手 

信号ケーブル取出口 
前面 

電源ケーブル取出口 

信号ケーブル 電源ケーブル 

パネルの取外しおよび取付けの際は、パネルのエッジで怪我などしないよ

うに必ず保護手袋を着用してください。
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 遠隔操作信号配線要領 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

1. 「表 3-4  遠隔操作用 DC 電源（使用例）」をご用意ください。 
 

表 3-4  遠隔操作用 DC 電源（使用例） 

名称 仕様 

DC 電源 
品 番 ：S82K-P00324 
メーカ ：オムロン（株） 
入 力 ：AC100V ~ AC240V 
出 力 ：DC24V, 3W 

スイッチ 
品 番 ：S-1A 
メーカ ：日本開閉器工業（株） 
電源容量：AC250V 6A, DC30V 20A 

 

2. 「3.2.5 電気配線」でご用意いただいた信号ケーブルを本製品の遠隔操作信号入力端子に接

続してください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 3-9 遠隔操作信号配線例 

適正サイズのケーブル、端子を用いて配線してください。特に本製品の遠隔操作信号は、

最大 8mA の直流電流が流れます。遠隔操作用の外部接点（例：外部スイッチ）は、充分

な接点容量のものをご準備ください。 

配線作業の前には必ず電源を遮断してください。活電状態では絶対に作業しないでくださ

い。万一循環液注入の前に起動した場合、ポンプが空転し、ポンプの寿命が短くなります

のでご注意ください。 

 

信号ケーブル電源ケーブル

スイッチ 

AC100V 
または 

AC200V 

-V +V

DC 電源
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 運転信号・異常停止信号配線要領 
 
 
 
 
 
 
 

1. 「表 3-5  表示灯（使用例）」をご用意ください。 
 

表 3-5  表示灯（使用例） 
 

 

2. 「3.2.5 電気配線」でご用意いただいた信号ケーブルを本製品の運転信号または異常信号出

力端子に接続してください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3-10 異常信号配線例 
 
 

 

 

 

 

名称 仕様 
表示灯 メーカ ：（株）パトライトなど 
リレー 接点構成：2C 
電源 表示灯、リレー入力に適したもの 

本製品側の出力接点は、接点容量に限りがあります。 
表示灯やブザーの専用リレー（接点増幅）の増設をお願いします。その際、本製品の接点

容量に対して充分小さい入力電流のリレーであることをご確認ください。 

AC100V 
または 

AC200V 

-V +V 

+

DC 電源 

電源線 

信号線 

表示灯 

電源ケーブル 信号ケーブル

リレー

(b 接)

+
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＜通信(RS485)機能付きオプション品をお買い上げの場合（HRG***-A-C）＞ 

1. 「表 3-6  通信ケーブル（使用例）」をご用意ください。 
 

表 3-6  通信ケーブル（使用例） 
項目 仕様 
サイズ シールドツイストペア線 0.75mm2 

通信ケーブル 
Y 型圧着端子サイズ 1.25Y-3 

 

2. 通信ケーブルを図のように配線し取付けます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 3-11  通信配線 

 

3. 次の変換ユニット（使用例）を準備し、上位コンピュータ（RS232C 端子付）と接続して

ください。 
 

表 3-7  変換ユニット（使用例） 
項目 仕様 

RS232C ⇔ RS485 変換ユニット 品番：KS-485 
メーカ：システムサコム製 

接続コネクタ Dsub9 ピン（オス） 

パソコン⇔変換ユニット接続ケーブル 品番：AR-305 
メーカ：アーベル製 

 

信号ケーブル取出口（通信ケーブル取出口）

通信ケーブル 

前面 
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4. 上位コンピュータ（1 台）に対し複数台接続する場合は、次の要領で行ってください。 

 

 接続形態 
1:1 または 1:N です。1:N 接続時は、本製品を最大 31 台まで接続すること

ができます。 

 ケーブル長 
合計で最大 500m です。 
但しケーブル径、引き回し等により多少異なります。 

 ケーブル 
シールド付ツイストペア線をご使用ください。 
AWG22（約 0.25mm2）～AWG14（約 2.0mm2）をご使用ください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 3-12  通信配線 

 

【ワンポイント】 
伝送路の両端（エンド局）の指定として、上位コンピュータとエンド局を接

続する必要があります。 
週端子抵抗は、ケーブルの特性インピーダンス（抵抗）と合成して 75Ω以上

にしてください。 

 

上位コンピュータ（親局） 
TRD+

TRD-

SG

終端抵抗
37(A+) 

38(B-) 

本製品（子局：1 台目） 

本製品（子局：2 台目） 

本製品（子局：最大 31 台）

終端抵抗

変換ユニット 

37(A+) 

38(B-) 

37(A+) 

38(B-) 
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 電気配線図 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図 3-13  電気配線図（HRG010-A） 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-14  電気配線図（HRG015-A） 

 

 電源、信号ケ－ブルおよび接続端子等はお客様にてご用意願います。 
 起動停止命令（遠隔操作）信号配線の接続の際は、DC24V の極性（＋，－）にご注意

願います。 
 本製品の電気回路については、「7.4 電気回路」を参照してください。 

運転信号出力回路系

I/O ボ－ド 

異常停止信号出力回路

系

遠隔操作入力回路系 

FG（フレームグランド） 

電気回路へ

サーモクーラ側 
（電装 BOX 内） 

お客様側装置

電源ケ－ブル 

信号ケ－ブル 

ELB／漏電ブレーカ 

遠隔操作信号入力  
DC +24V 入力  
DC 0V 入力  

異常停止信号出力 リレ－接点  
（アラーム消灯時接点閉） 

（アラーム点灯時接点開）（電源遮断時接点閉） 
運転信号出力 リレ－接点  

（運転時接点閉） 
（停止時接点開） 

（電源遮断時接点開） 

(14-5S)

(14□)

ELB／漏電ブレーカ 

TIC ボ－ド

通信ケ－ブル 

(0.75□)

(0.25~0.75□)

通信送受信 
（RS-485） 通信送受信回路系

(1.25Y-3
)

※1

※2

電源入力 
AC200/200～220V 

(50Hz) 

(1.25Y-3)

(1.25Y-3)

運転信号出力回路系

I/O ボ－ド

異常停止信号出力回路

系

遠隔操作入力回路系 

FG（フレームグランド）

電気回路へ

サーモクーラ側 
（電装 BOX 内） 

お客様側装置

電源ケ－ブル 

信号ケ－ブル 

ELB／漏電ブレーカ 

遠隔操作信号入力  
DC +24V 入力  
DC 0V 入力  

異常停止信号出力 リレ－接点  
（アラーム消灯時接点閉） 

（アラーム点灯時接点開）（電源遮断時接点閉） 
運転信号出力 リレ－接点  

（運転時接点閉） 
（停止時接点開） 

（電源遮断時接点開） 

(8-4S)

(8□)

ELB／漏電ブレーカ 

TIC ボ－ド

通信ケ－ブル 

(0.75□)

(0.25~0.75□)

通信送受信 
（RS-485） 通信送受信回路系

(1.25Y-3
)

※1

※2

電源入力

AC200/200～220V
(50Hz)

(1.25Y-3)

(1.25Y-3)

※1 漏電ブレーカ付オプション品（HRG***-A*-B）の場合 
※2 通信機能付オプション品（HRG***-A*-C）の場合 
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3.2.6 配管 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 配管口径 
 

表 3-8  配管口径 
配管口径 

配管名称 
HRG010-A HRG015-A

推奨締め付けトルク 

自動給水口 Rc1/2 28～30N・m 
循環液出口 Rc3/4 28～30N・m 
循環液戻り口 Rc3/4 28～30N・m 
オーバーフロー口 Rc1/2 28～30N・m 
タンクドレン口 Rc1/2 28～30N・m 

 配管要領 
それぞれの配管口をパイプレンチ等で固定し、配管を締め込みます。 

 

 

 

 

 

 

 
 

図 3-15  配管締め込み 
 

【ワンポイント】 

タンクドレン口にバルブ（お客様にてご用意ください）を配管してください。

｢6 章 管理と点検・清掃｣の循環液の排出および入替作業が簡単になります。 

 

 配管を確実に行ってください。給排水などが屋内に浸水し、周囲や設備

などを濡らす原因になることがあります。 
 給水圧力は 0.5MPa 以下にしてください。 
 循環液出入口を間違えないでください。逆に配管しますと性能が発揮さ

れません。 
 配管工事をする際、ゴミ、異物などが水回路などに入らないように注意

してください。 
 配管接続口はパイプレンチ等で固定し、配管を締め込んでください。 

配管工事は専門業者または充分な知識と経験を持った人が行ってください｡

経験のない人が工事を行い不備があると、液漏れや流れないなどの原因に

なります。 

配管口 

シール材 
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 推奨配管フロー 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 3-16  推奨配管フロー 

 
表 3-9  推奨配管フロー 

No. 名称 サイズ 
1 バルブ Rc1/2 
2 バルブ Rc3/4 
3 圧力計 0～1.0 MPa 
4 リリーフ弁 Rc3/4、設定 0～0.5 MPa 
5 Y 型ストレーナ Rc3/4 
6 流量計 Rc3/4, 0～100 L/min 

 

 
【ワンポイント】 

｢図 3-16 推奨配管フロー｣に示すリリーフ弁については、下記別売付属品を

ご用意しています。配管システム設計時に別途ご注文していただき、施工時

にご利用ください。  

                                
表 3-10  関連製品 

品  番 名  称 個数 備  考 
HRG-BP010 バイパス(リリーフ弁)配管セット 1 セット HRG010 用別売付属品 
HRG-BP015 バイパス(リリーフ弁)配管セット 1 セット HRG015 用別売付属品 

 

 

負荷装置 

排出ピットへ

循環液出口 

循環液戻り口 

タンクドレン口 

オーバーフロー口 

自動給水口 給水 
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3.2.7 循環液注入（給水） 
配管した給水バルブを開いてください。 

タンク内に装備されたボールタップにより給水が開始し、自動で給水が止まります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図 3-17  液面計 
 

3.2.8 本製品を再設置する際の注意 
 

 

 

 

 

本製品をご使用（試運転を含む）後、別の場所へ移動、再設置する場合は、

下記の項目および 3 章全体を実施の上、移動、再設置を行ってください。 

 

 電源ケーブルの取外し 
電源ケーブルを取外す場合は、必ず元電源を遮断してください。 

 

 

 

 

 

液面計 

表示範囲 

タンク液面は“HIGH”と“LOW”の表示範囲内としてください。 
表示範囲を超えると循環液がオーバーフローします。必ず、オーバーフロ

ー口と排出ピットの配管を行なってください。 

本製品を別な場所で再設置する場合は、本製品と付帯の設備装置について

十分な知識をもった人が行ってください。また、下記項目は必ず実施して

ください。 

 配線作業は有資格者のみが行ってください。 
 安全のため、配線作業の前には必ず電源を遮断してください。活電状態

では絶対に作業しないでください。 



HRX-OM-J042 
3 章  運搬と設置 

HRG シリーズ 3.2 設置 
 
 3-19

 配管の取外し 
配管を取外す場合は、事前に循環液，放熱水を排出してください。 

（「6.4 長期間の停止」を参照ください。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

液体の取扱い上の注意事項については、メーカから MSDS を入手し、ご確認を

お願いします。 
危険な液体、汚染された液体が残っている場合は、汚染区域の拡大および人災

の恐れがあります。

濡れた手で、電気部品に触れないでください。 
感電の原因になります。 
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4章 起動・停止 
 

 

 

 

 

4.1 起動前の確認項目 
起動を行う前に、次の項目を確認してください。 

4.1.1 設置状態 
 本製品が水平に設置されていることを確認してください。 

 本製品に重量物を載せたり、配管などにより無理な力を掛けないでくだ

さい。 

4.1.2 電気配線 

電源ケーブル、アースおよび入出力信号用ケーブルは確実に接続されてい

ることを確認してください。 

4.1.3 循環液配管 

循環液の出入口配管は、正しく接続されていることを確認してください。 

4.1.4 循環液注入（給水） 

液面が、液面計の表示範囲内にあることを確認してください。 

起動・停止運転は、本製品と付帯の設備装置について十分な知識と経験を

持った人が行ってください。 
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4.2 起動準備 
4.2.1 電源供給 

電源を供給してください。 

本製品の操作パネルは、次の状態となります。 

 PV,SV デジタル表示部が、約 4 秒間初期画面を表示した後、循環液温度と設定温度を表示します。 

 ［POWER］ランプが 6 秒後に点灯します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 4-1  電源投入 

 

［POWER］ランプ 

デジタル表示部 SV（設定温度） 

デジタル表示部 PV（循環液温度） 
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＜通信(RS485)機能付きオプション品をお買い上げの場合（HRG***-A-C）＞ 
通信機能により、上位コンピュータから循環液温度の設定（書込み）およ

び確認（読出し）を行うことができますが、あらかじめ上位コンピュータ

と通信を行う速度やデータの長さ（ビット数）などを合わせておく必要が

あります。 
 

表 4-1  通信設定項目一覧 
パラメータ 設定内容 初期値 

通信パラメータの設定を行います。 

 BCC チェック無 

 BCC チェック有 

 データ長７ビット 

 データ長 8 ビット 

 パリティ無 

 奇数パリティ 

 偶数パリティ 

 ストップビット長 1 ビット 

 

 ストップビット長 2 ビット 

BCC チェック機能：有 
データ長：8 ビット 
パリティチェック機能：無 
ストップビット長：2 ビット

通信速度の設定を行います。 

 1200 bps 

 2400 bps 

 4800 bps 

 9600 bps 

 

 19200 bps 

通信速度：9600 dps 

複数台使用する場合、子局毎に通信アド

レスの設定を行います。 

  
： 

 

1～99 局 
1 局 

応答遅延時間の設定を行います。 

  
： 

 
0～250ms 

応答遅延時間：0ms 

通信モードの設定を行います。 

 読出のみ  

 読出/書込 
読出/書込可能 
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 通信設定 
初期値と上位コンピュータの初期値同じ場合 

「表 4-1  通信設定項目一覧」に示す本製品の初期値と上位コンピュータの

初期値が同じ場合「4.2.2 循環液温度の設定」に従い、通信機能を使用し温

度の設定を行ってください。 
 

初期値と上位コンピュータの初期値が異なる場合 

「表 4-1  通信設定項目一覧」に示す本製品の初期値と上位コンピュータの

初期値が異なる場合以下の手順に従い通信設定を行ってください。 
 

1. 操作パネルの MODE キーを、約 2 秒間長押ししてください。 

温度を表示していた初期の（運転モード画面）が裏画面の（初期セット）の画面に切り替わ

ります。 
 

 

2. MODE キーを 7 回押してください。 

PV 表示が「_LoC」（キーロック設定画面），SV 表示が「3」（設定モード値ロック）を表示

します。 

 

3. DOWN キーを３回押してください。 

デフォルト値｢3｣が、「0」（ロック OFF）になります。 

これにより、以下の設定値の書換え（キーロック解除）が可能となります。 
 

4. MODE キーを１回押してください。 

｢SEt 1｣（初期セット）の画面に戻ります。 

【ワンポイント】 

MODE キーを押し過ぎた際は、「SEt 1」が表示するまで、MODE キーを押

して戻ってください｡ 
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5. 操作パネルの UP キーを 4 回押してください。 

「SEt 6」（通信セット画面）の設定画面に切り替わります。 

 
 

  

6. MODE キーを 1 回押してください。 

コントローラのデジタル表示部に次の画面が表示されます。 

 

7. UP キーおよび DOWN キーで｢表 4-2［_CoN］設定値一覧｣から通信パラメータを設定し

てください。 
表 4-2［_CoN］設定値一覧 

設定値 説明 

 BCC チェック無 

 BCC チェック有 

 データ長７ビット 

 データ長 8 ビット 

 パリティ無 

 奇数パリティ 

 偶数パリティ 

 ストップビット長 1 ビット 

 ストップビット長 2 ビット 
 

8. MODE キーを 1 回押してください。 

コントローラのデジタル表示部に次の画面が表示されます。 
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9. UP キーおよび DOWN キーで｢表 4-3 ［_bPS］設定値一覧｣から通信パラメータを設定し

てください。 
表 4-3 ［_bPS］設定値一覧 

設定値 説明 

 1200 bps 

 2400 bps 

 4800 bps 

 9600 bps 

 19200 bps 
 

10. MODE キーを 1 回押してください。 

コントローラのデジタル表示部に次の画面が表示されます。 

 

11. UP キーおよび DOWN キーで通信アドレスを設定してください。 

【ワンポイント】 
設定範囲は 1～99 局です。 

 

12. MODE キーを 1 回押してください。 

コントローラのデジタル表示部に次の画面が表示されます。 

 

13. UP キーおよび DOWN キーで応答遅延時間を設定してください。 

【ワンポイント】 
設定範囲は 0～250ms です。 

 

14. MODE キーを 1 回押してください 

コントローラのデジタル表示部に次の画面が表示されます。 

 

15. UP キーおよび DOWN キーで通信モードを設定してください。 
 

表 4-4 ［_Nod］設定値一覧 
設定値 説明 

 読出のみ可能 

 読出/書込可能 
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16. 続けて DOWN キーを１回押してください。 

｢SEt 1｣（初期セット）の画面に切換わります。 

 
 

  

17. MODE キーを７回押してください。 

PV 表示が「_LoC」（キーロック設定画面），SV 表示が｢0｣（ロック OFF）を表示します。 

 

18. UP キーを３回押してください。 

SV 表示｢0｣が、デフォルト値「3」（設定モード値ロック）に戻り、設定モード値の書換えが

ロックされます。 

 

19. MODE キーを長押しして下さい（2 秒）。 

操作パネルの表示画面が温度を表示していた初期の（運転モード画面）に戻ります。 

（例：循環液の温度） 
（例：設定温度） 

  

【ワンポイント】 

MODE キーを押し過ぎた際は、「SEt 1」が表示するまで、MODE キーを押

して戻ってください｡ 
 

20. 「4.2.2 循環液温度の設定」に従い、通信機能を使用し温度の設定を行ってください。 
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4.2.2 循環液温度の設定 
操作パネルの［DOWN］キー、［UP］キーを押しデジタル表示部 SV を希

望の温度に設定してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図 4-2  循環液温度の設定 

【ワンポイント】 

循環液の設定温度範囲は 5℃～35℃です。 

 
＜通信(RS485)機能付きオプション品をお買い上げの場合（HRG***-A-C）＞ 

上位コンピュータから書込み要求メッセージを送信し、通信によりデジタ

ル表示部 SV をご希望の温度に設定（書込み）することができます。 
具体的には、7 ビットまたは 8 ビットの 16 進数の信号（ASCII コード）を

送受信します。 
通信例（信号の区切りおよびメッセージフレーム）は次のとおりです。 

 

1. お客様の上位コンピュータから本製品へ書込み(W)要求メッセージを送信し、20℃の設定

（書込み）を要求してください。本製品から応答があるまで受信待機の状態でお待ちくだ

さい。 

 
スタート

コード アドレス 要求 
内容 コマンド デ－タ エンド 

コード BCC 

02H 
(STX) 

30H 
(0) 

31H 
(1) 

57H 
(W) 

53H 
(S) 

56H 
(V) 

31H
(1) 

30H
(0) 

30H
(0) 

32H
(2) 

30H
(0) 

30H
(0) 

03H 
(ETX) 

51H 
 

 

2. 本製品からお客様の上位コンピュータへ、応答(ACK)メッセージを送信し、ご要求の設定

を完了したことを伝えます。 

 
スタート

コード アドレス 応答 
内容 

エンド 
コード BCC 

02H 
(STX) 

30H 
(0) 

31H 
(1) 

06H 
(ACK)

03H 
(ETX) 

06H 
 

 

［DOWN］キー ［UP］キー 

デジタル表示部 SV（設定温度） 
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3. 設定値の確認を行う場合は、再びお客様の上位コンピュータから本製品へ、読出し(R)要求

メッセージを送信してください。本製品から応答メッセージがあるまでお待ちください。 

 
スタート

コード アドレス 要求 
内容 コマンド エンド

コード
BCC 

02H 
(STX) 

30H 
(0) 

31H 
(1) 

52H 
(R) 

53H
(S) 

56H
(V) 

31H
(1) 

03H 
(ETX)

66H 
 

 

4. 本製品からお客様の上位コンピュータへ、応答(ACK)メッセージを送信し、ご要求の SV
値を伝えます。ご希望の温度であることをご確認ください。 

 
スタート

コード アドレス 応答 
内容 コマンド デ－タ エンド 

コード BCC 

02H 
(STX) 

30H 
(0) 

31H 
(1) 

06H 
(ACK) 

53H
(S) 

56H
(V) 

31H
(1) 

30H
(0) 

30H
(0) 

32H
(2) 

30H 
(0) 

30H 
(0) 

03H 
(ETX) 

00H 
 

 

【ワンポイント】 

BCC（ブロックチェックキャラクタ）は、スタートコード(02H)からエンド

コード(03H)までの値を 1 バイト毎の排他的論理和の XOR 演算値です。 

その他の通信プロトコルコマンドやキャラクタおよび ASCII コード表につい

ては別紙「通信仕様書」をご覧ください。 

 
 通信プログラムについて 

 

 

 

 

ホームページ(http://www.toho-inc.com)から温調器メーカ※の通信プログラム

(comsamp)をダウンロードすることができます。インストールしてご確認く

ださい。 

※東邦電子㈱ 
著作権は東邦電子㈱にあります｡使用権・複製・再配布・改変は可能です

が､プログラムを使用したことによる不具合について、当社は一切の保

証・責任を持ちません。 

通信プログラムをご用意ください。 
上位コンピュータと通信（データの送受信）を行うためには、更に通信プログラムが必要

です。 
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4.2.3 追加注入（追加給水） 
 ［TS］スイッチ（ポンプ単独運転スイッチ） 

本製品には、設置後の初回起動時に循環液回路中のエア抜きを行うための

［TS］スイッチ（ポンプ単独運転スイッチ）が付いています。前面パネルを

取外し、下記の手順でエア抜き作業を行ってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. 液面計を見ながら、［TS］スイッチを数秒間押し続けてください。 

配管内のエアが抜け、液面が低下します。 

 ［ALARM1］ランプが点灯（異常表示）しますが、循環液を入れ液面計の指示範囲内になれば［RS］

スイッチを押せば解除できます。 

 異常表示について「5 章 異常表示と発生時の対処」を参照してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 4-4  ［RS］リセットスイッチ（黄色ボタン）の位置 

 

2. ｢3.2.7 循環液注入（給水）」により循環液を追加給水してください。 
 

 

 

 

この作業中に外部配管各部継手閉め忘れ等で液漏れが確認された場合は、ポンプ単独運転

を停止し、漏れ箇所の修復を行ってください。 

図 4-3  ［TS］スイッチ（ポンプ単独運転スイッチ） 

［TS］スイッチ 
（緑色ボタン） 

前面 

操作盤 

［RS］リセットスイッチ

（黄色ボタン） 

前面 
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4.3 起動・停止方法 
4.3.1 本製品の起動 

操作パネルの［ON］スイッチを押してください。 

本製品が運転し循環液を設定温度にします。 

本製品の操作パネルの［RUN］ランプおよび［PUMP］ランプが点灯します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 4-5  本製品の起動 

 

4.3.2 本製品の停止 
操作パネルの［OFF］スイッチを押してください。 

本製品が停止します。 

本製品の操作パネルの［RUN］ランプおよび［PUMP］ランプが消灯します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 4-6  本製品の停止 

［RUN］ランプ ［PUMP］ランプ 

［ON］スイッチ 

［RUN］ランプ ［PUMP］ランプ 

［OFF］スイッチ 
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4.3.3 遠隔操作による本製品の起動・停止 
本製品には、遠隔操作信号（DC24V）を入力すると起動する機能を標準装

備しています。あらかじめ「3.2.5 電気配線」を参照し、遠隔操作信号の配

線を行いご利用ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. お客様に配線していただいた遠隔操作用スイッチを ON(接点閉)し、DC24V を印加(入力)
してください。 

本製品が起動します。 

本製品の操作パネルの［RUN］ランプおよび［PUMP］ランプが点灯します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 4-7  本製品の遠隔操作起動 

 

［PUMP］ランプ ［PUMP］ランプ 

遠隔操作の命令を優先しますので、遠隔操作の前に、必ず現場の状況を確

認してください。メンテナンス中、前面パネルが開放された時に遠隔操作

で起動すると、ポンプやファンが回転し危険です。必ず現場の状況を確認

の上遠隔操作を行ってください。 

操作パネルのキー操作前に、必ず遠隔操作中かどうかを確認してください。 
遠隔操作（起動）中に、操作パネルの OFF ボタンを押すと押している間だけ停止します。

操作パネルの OFF ボタンから指を離すと起動しますので、遠隔操作中の有無を確認後、

現場での操作を行ってください。 

遠隔操作用スイッチ 

ON 
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2. お客様に配線していただいた遠隔操作用スイッチを OFF(接点開)し、DC24V を遮断

（DC0V）してください。 

本製品が停止します。 

本製品の操作パネルの［RUN］ランプおよび［PUMP］ランプが消灯します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 4-8  本製品の遠隔操作停止 

 

【ワンポイント】 
遠隔操作と操作パネルの ON，OFF スイッチ操作との優先順位については、

次の「■ 遠隔操作と操作パネルの優先順位」を参照ください。 

 

 遠隔操作と操作パネルの優先順位 
 

 

 

 

 
 操作パネルの OFF ボタンで停止中、遠隔操作用の外部スイッチが閉じられた場合 

通常の遠隔操作による起動方法ですので起動します。 
 

 操作パネルのONボタンが押され既に運転中の状態で遠隔操作用の外部スイッチを開閉した場合 
操作パネルの ON ボタンで運転中に、遠隔操作用の外部スイッチを閉じても運転中のままです

が、その後開くと停止します。（遠隔操作の命令を優先します。） 
 

 遠隔操作用の外部スイッチが「開」の時に操作パネルの ON ボタンを押した場合 
通常の起動方法のとおり起動します。 
 

 遠隔操作用の外部スイッチが「閉」の時に操作パネルの OFF ボタンを押した場合 
操作パネルの OFF ボタンを押している間だけ停止します。 
操作パネルの OFF ボタンから指を離すと、遠隔操作用の接点が「閉」（スイッチ ON）の状態

のため、再び起動すます。（遠隔操作の命令を優先します。） 

［PUMP］ランプ ［PUMP］ランプ 

遠隔操作用スイッチ

OFF 

基本的に遠隔操作中は、操作パネルのキー（特に ON，OFF ボタン）による、起動停止を

行わないでください。 
キー操作と遠隔操作信号とは異なる操作命令の場合がありますのでご注意ください。 
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4.4 起動中の確認事項 
起動中には下記の項目を確認してください。 

 

 

 

 

 

 循環液配管の漏れがないこと。 

 オーバフロー口，タンクドレン口から、循環液が過剰に流出して    

いないこと。 

 循環液圧力が仕様範囲内であること。 

 

 バイパスバルブの扱いについて 

弊社出荷時、バイパスバルブは全開になっています。全閉での起動は、外

部の配管状態によっては循環液圧力が異常高圧になる恐れがあります。設

置後の初回起動時は、必ずバイパスバルブ全開の状態で行ってください。 

外部配管またはお客様装置に取付けられている、圧力計や流量計を監視し、

必要な圧力または流量になるようにバイパスバルブを調整して使用してく

ださい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 4-9  バイパスバルブ 

 

 

 

 

 

 

異常が確認された場合は、直ちに［OFF］スイッチを押し本製品を停止さ

せ、元電源を OFF してください。 

バイパスバルブ 

右側面 
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 バイパス（リリーフ弁）配管セットのご紹介 
 

【ワンポイント】 

｢表 3-7 関連商品｣に示すバイパス(リリーフ弁)配管セットをご利用いただ

くことによって、手動によるバイパスバルブの調整を省略できます。  

                                

【ワンポイント】 

 

サーモクーラの循環液出口圧力が設定圧力以上になると、自動的にリリーフ

弁が開き始めます。リリーフ弁が循環液をバイパスすることによって、低流

量時の圧力上昇を防止します。 

 

リリーフ弁機能について
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5章 異常表示と発生時の対処 
5.1 異常表示 

異常の場合、本製品は停止します。 

ランプの点灯・消灯及び信号出力は、表 5-1 の状態になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 5-1  操作パネル 

 
表 5-1  異常表示 

 

ランプ 
（○：消灯、●：点灯） 

アラーム内容 設定範囲 装置の

状態 
POWER RUN ALARM

1 
ALARM

2 
ALARM

3 

運転 
信号出力

異常停止

信号出力

電源遮断 － 停止 ○ ○ ○ ○ ○ 接点開 接点閉

起動不良 － 停止 緑色● ○ ○ ○ ○ 接点閉 接点閉

ポンプ・ 
冷凍機逆転防止 － 停止 緑色● ○ 赤色● ○ ○ 接点開 接点開

タンク液面低下 タンク 
水位最下限 停止 緑色● ○ 赤色● ○ ○ 接点開 接点開

ポンプ過負荷 － 停止 緑色● ○ ○ 赤色● ○ 接点開 接点開

循環液温度高温

異常 40℃超 停止 緑色● ○ ○ 赤色● ○ 接点開 接点開

冷凍機過負荷 － 停止 緑色● ○ ○ ○ 赤色● 接点開 接点開

ファンモータ 
過昇温 40℃超 停止 緑色● ○ ○ ○ 赤色● 接点開 接点開

または または 

または 

または 

［RUN］ランプ 

［ALARM1］ランプ 

［POWER］ランプ ［ALARM2］ランプ 

［ALARM3］ランプ 
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5.2 異常発生時の対処 
アラームの解除方法については「5.3 アラームランプの解除（消灯）方法」

を参照してください。 

 
表 5-2  異常発生時の対処 

アラーム解除方法 
アラーム内容 発生原因 対処方法 

検出器 HRG 
電源が供給されていな
い。 

元電源を供給してください。      
有資格者が配線してください。 

欠相 3 相電源（R 相、S 相）を供給してくださ
い。有資格者が配線してください。 

－ 

過電流 サービスを依頼してください。ブレーカ
のレバーをオンしてください。 

電源遮断 

漏電 サービスを依頼してください。ブレーカ
のレバーをオンしてください。 

手動復帰 
※1） 

－ 

起動不良 電圧が低すぎる 定格電圧を供給してください。    
有資格者が配線してください。 － － 

ポンプ・ 
冷凍機 
逆転防止 

電源配線の誤り 
3 相中、2 相の電源ケーブルの配線（相順）
を入れ替えてください。有資格者が配線
してください。 

タンク液面 
低下 

タンク水量の不足また
は低下。 循環液（清水）を補給してください。 

自動復帰 
※2） 

手動復帰 
（黄色ボタン）

※3） 

送水圧力上昇 

ポンプ用電磁開閉器（MS1）のリセット
ボタンを押しください。循環液流量に適
した配管サイズに見直してください。ま
たは、手動リリーフバルブの開度を調整
してください。 

ポンプ過負荷 

ポンプモータの故障 サービスを依頼してください。 

手動復帰 
（青色ボタン） 

※1） 

手動復帰 
（黄色ボタン）

※3） 

周囲温度の上昇 
換気するなどして、周囲温度を下げてく
ださい。また、直射日光、放射熱がある
場所への設置は避けてください。 

被冷却装置の発熱量が
過大。 お客様装置の発熱量をさげてください。

その他の循環回路異常 サービスを依頼してください。 

循環液温度高
温異常 

冷媒漏れ サービスを依頼してください。 

自動復帰 
※2） 

手動復帰 
（黄色ボタン）

※3） 

被冷却装置の 
発熱量が過大。 

冷凍機用電磁開閉器（MS2）のリセット
ボタンを押しください。お客様装置の発
熱量をさげてください。 冷凍機過負荷 

冷凍機モータ部の故障 サービスを依頼してください。 

手動復帰 
（青色ボタン） 

※1） 

手動復帰 
（黄色ボタン）

※3） 

周囲温度の上昇 
換気するなどして、周囲温度を下げてく
ださい。また、直射日光，放射熱がある
場所への設置は避けてください。 

被冷却装置の発熱量が
過大。 お客様装置の発熱量をさげてください。

ファンモータ
過昇温 

ファンモータの故障 サービスを依頼してください。 

自動復帰 
※2） 

手動復帰 
（黄色ボタン）

※3） 

※1） 手動復帰のアラームの場合、原因（電源遮断，過負荷など）を取除いた後、レバーやリセットボタンなどを
手動で操作することによりアラームランプが解除(消灯)されます。 

※2） 自動復帰のアラームの場合、原因（相順の誤り，タンク液面低下，循環液温度高温異常など）を取除いた後、
しばらく待機することにより、自然にアラームランプが解除(消灯)されます。 

※3） 作動した検出器が特定され原因を取り除いた後、最後に本製品の電装ボックスのリセットボタン（黄色ボタン）
を押してください。アラームランプが消灯し、再起動が可能な状態に復帰します。 
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5.3 アラームランプの解除（消灯）方法 
 アラーム内容の確認 

1. 点灯しているアラームランプの番号を確認し、発生原因（表 5-2 参照）を取除いてくださ

い。 
また、使用方法、使用環境の改善を行ってください。 

 
［ALARM1］点灯 ................設置状態の異常 
［ALARM2］点灯 ................循環液回路の異常 
［ALARM3］点灯 ................冷凍回路の異常 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 5-2  アラームランプ点灯時の表示 

 

 

［RUN］ランプ 

［ALARM1］ランプ 

［POWER］ランプ ［ALARM2］ランプ 

［ALARM3］ランプ 

または 

または 

または 
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2. ビス（6 箇所）をゆるめ前面パネルを取外してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 5-3  前面パネル取外し 

カバーパネルを外したまま本製品を運転しないでください。 
本製品の内部には、カバーパネルで隔離された高電圧のかかった電源供給

部があります。 

電源供給部内で作業や点検を行う場合は、訓練された有資格者が行ってく

ださい。 

本製品は、運転中高温になる部位があり、接触によって火傷する恐れがあ

ります。また、電源を切った後も余熱によって火傷する恐れがありますの

で、高温部の温度が下がるまで作業を行わないでください。 

本製品は、運転中に回転する部位があり、接触によってけがする恐れがあ

ります。また、運転中は回転体が一時的に止まることもありますが、再び

回転しますので運転中は作業を行わないでください。 

パネルの取外しおよび取付けの際は、パネルのエッジで怪我などしないよ

うに必ず保護手袋を着用してください。 
また、パネルの持ち運びは取手を持って行ってください。 

前面パネル 

ビス 

ビス 

前面 

電装ボックス 

取手 
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3. 操作盤の［RS］リセットスイッチ（黄色ボタン）を押してアラームが消灯するかどうか確

認します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 5-4  ［RS］リセットスイッチ（黄色ボタン）の位置 

 

 手順 1.～3. の解除方法でアラームランプが消灯した場合 

4. 前面パネルを取付けます。 
 

5. 「4.3 起動・停止方法」にしたがって再起動・停止を行います。 
 

 手順 1.～3. の解除方法でアラームランプが消灯しない場合 

6. 電装ボックス内（電装盤内）の各検出器のリセットボタンを押します。 
 

7. 手順 3. の方法で［RS］リセットスイッチ（黄色ボタン）を押します。 

アラームランプが消灯します。 
 

8. 「4.3 起動・停止方法」にしたがって再起動・停止を行います。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 5-5  リセット（手動復帰）ボタンの位置 

操作盤 

［RS］リセットスイッチ

（黄色ボタン） 

前面 

ポンプ過負荷リセットボタン 
（青色ボタン） 

冷凍機過負荷リセットボタン 
（青色ボタン） 

前面 
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5.4 電源遮断の解除（POWER ランプ点灯）方法 
 電源異常の確認 

1. 専門業者に依頼し、電源供給が遮断する原因（漏電、過電流など）を取除いてください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 5-6  POWER ランプ消灯時の表示 

 
［POWER］ランプ消灯 ...... 電源供給の異常（遮断） 

 

2. お客様の元電源のブレーカを ON し、［POWER］ランプが点灯することを確認してくだ

さい。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［RUN］ランプ 

［ALARM1］ランプ 

［POWER］ランプ ［ALARM2］ランプ 

［ALARM3］ランプ 
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＜漏電ブレーカ付オプション品をお買い上げの場合（HRG***-A-B）＞ 

1. ビス（6 箇所）をゆるめ、前面パネルを取外してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 
 

図 5-7  前面パネルの取外し方法 

前面パネル 

ビス 

ビス 

前面 

電装ボックス 

取手 

カバーパネルを外したまま本製品を運転しないでください。 
本製品の内部には、カバーパネルで隔離された高電圧のかかった電源供給

部があります。 

電源供給部内で作業や点検を行う場合は、訓練された有資格者が行ってく

ださい。 

本製品は、運転中高温になる部位があり、接触によって火傷する恐れがあ

ります。また、電源を切った後も余熱によって火傷する恐れがありますの

で、高温部の温度が下がるまで作業を行わないでください。 

本製品は、運転中に回転する部位があり、接触によってけがする恐れがあ

ります。また、運転中は回転体が一時的に止まることもありますが、再び

回転しますので運転中は作業を行わないでください。 

パネルの取外しおよび取付けの際は、パネルのエッジで怪我などしないよ

うに必ず保護手袋を着用してください。 
また、パネルの持ち運びは取手を持って行ってください。 
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2. 電装ボックスの電装盤上にある漏電ブレーカを確認してください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 5-8  漏電ブレーカ取付箇所（漏電ブレーカ付オプション品の場合） 

 

3. 漏電ブレーカのレバーを、OFF の位置まで一度押下げてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 5-9  漏電ブレーカ OFF 位置 

 

4. OFF の位置まで押下げたブレーカのレバーを、ON の位置まで押上げて、［POWER］ラ

ンプが点灯することを確認してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 5-10  漏電ブレーカ ON 位置 

 
 
 
 
 

1 度押下げる 

前面 

押上げる 

前面 

電装盤 

漏電ブレーカ 
（オプション品） 

前面 
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6章 管理と点検・清掃 
6.1 水質管理について 

 

 

 

 

 

 

 

 
表 6-1  清水の水質基準 

 項目 循環液基準値 
pH（25℃） 6.0～8.0 
電気導電率（25℃）（μs/cm） 100*1～300*2 
塩化物イオン（mgCl-/L） 50 以下 
硫酸イオン（mgSO4

2-/L） 50 以下 
酸消費量（pH4.8）（mgCaCO3/L） 50 以下 
全硬度（mgCaCO3/L） 70 以下 
カルシウム硬度（mgCaCO3/L） 50 以下 
イオン状シリカ（mgSiO2/L） 30 以下 
鉄（mgFe/L） 0.3 以下 
銅（mgCu/L） 0.1 以下 
硫化物イオン（mgS2-/L） 検出されないこと

アンモニウムイオン（mgNH4
+/L） 0.1 以下 

残留塩素（mgCl/L） 0.3 以下 
遊離炭酸（mgCO2/L） 4.0 以下 

基準項目 

フィルタレーション（μm） 5 以下 
日本冷凍空調工業会 JRA-GL-02-1994「冷却水系-循環式-補給水」 

（※1） 電気伝導率は 100[μS/cm]以上としてください。 
（※2） M［Ω・cm］の場合は 0.003～0.01 になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

定期点検の結果、異常が確認されましたら、タンクおよび水回路を洗浄し、

タンク内の水を交換してください。また、異常が確認されなくても、水は

蒸発し、不純物が濃縮しますので、タンク内の水を 3 ヶ月に 1 回交換して

ください。定期点検については、「6.2 点検と清掃」の項を参照してくだ

さい。 

本製品で使用する循環液は清水（水道水）です。指定以外の液体を使用し

ますと本製品が破損し、液体が漏れ、感電・漏電の原因になることがあり

ます。 
下表に示す水質基準を満たす清水（水道水）を使用してください。 
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6.2 点検と清掃 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

清掃・整備・点検を行う際は、本製品の電源を遮断してください。感電や

けが、火傷などの原因になることがあります。 

本製品に直接水をかけたり、水を使って洗わないでください。感電や火災

などの原因になります。 

濡れた手でスイッチ操作などをしないでください。また、電源プラグなど

の電気部品には触れないでください。感電の原因になります。 

点検・清掃でパネルを取外した場合は、作業終了後パネルを取付けてくだ

さい。パネルを開けたまま、あるいは外したままで運転されますと、けが

や感電の原因になります。 

凝縮器を清掃するときは、フィンに直接手を触れないでください。けがの

原因になることがあります。 
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6.2.1 日常点検 
次の表 6-2 の各項目を確認し、異常が認められた場合は、運転を停止し元電

源を OFF し、サービスを依頼してください。 

 
表 6-2  日常点検内容 

項目 点検内容 

装置に重量物を載せたり、配管などに無理な力がか

かっていないこと。 
設置状況 設置状況確認 

温度、湿度は仕様範囲内であること。 

液漏れ 配管接続部の確認 配管接続部から循環液漏れがないこと。 

給水 液面計表示確認 液面が表示範囲内にあること。 

表示確認 表示画面の数字が鮮明であること。 
操作パネル 

機能確認 ランプが正常に点灯していること。 

循環液温度 操作パネルで確認 使用上問題のないこと。 

循環液出口圧力 循環液圧力計で確認 使用上問題のないこと。 

冷媒高圧圧力 冷媒高圧圧力計で確認 使用上問題のないこと。 

運転状態 運転状態の確認 異常音、異常振動、異臭、煙の発生がないこと。 
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6.2.2 1 ヶ月毎点検 
 通風口の清掃 

 

 

 

 

フィンを変形させたり傷つけたりしないように、毛の長いブラシ    

またはエアガンを使用し、清掃してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 6-1  空冷コンデンサ清掃 

【ワンポイント】 

空冷コンデンサのフィン部が汚れて目詰まり状態になるような場所でご使用

の場合は、｢表 6-3  消耗部品｣に記載している防塵フィルタセット（別売付

属品）の取付けをお奨めします。 

 

 

6.2.3 3 ヶ月毎点検 
 循環液の入替え 

 

 定期的な循環液(清水)の入替え                            

清水を入れ替えないで置くと、藻などや水の腐食が発生することがあり

ます。状況に応じて定期的に交換してください。 

 タンクの清掃                                 

タンク内の循環液に汚れ、ぬめり、異物の混入がないか点検し、タンク

の定期的な清掃を行なってください。 

空冷コンデンサのフィン部がホコリ・チリ等で目詰まりしますと、冷却不能となり、安全

装置が作動して運転が停止する場合があります。 

 

毛ブラシによる凝縮器の清掃 エアガンによる凝縮器の清掃 

前面 前面 
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6.2.4 6 ヶ月毎点検 
 ポンプからの水漏れ点検 

パネルを取外し、ポンプメカニカルシールから異常な漏れがあるかどうか

点検してください。漏れが確認された場合は、メカニカルシールの交換が

必要です。｢表 6-3  消耗部品｣に記載しているメカニカルシール（サービス

部品）をご注文ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

6.2.5 冬季期間中の点検 
 循環液の凍結防止 

本製品は、冬期中或いは夜間、循環液の凍結を防ぐことができます。   

設置・使用環境（使用時期、気象など）の変化により、凍結の心配がある

場合は、事前に次の操作を行ってください。 

 

1. 電源を通電（POWER ランプを点灯，RUN ランプは消灯）したままにしてください。 
 

2. お客様が配管したバルブなどを全開し、ポンプが自動運転した場合に循環液が循環できる

状態にしてください。 

 

 凍結防止機能（ポンプ自動運転機能）について 
① 上記 1，2 の方法により、循環液温度が３℃以下になるとポンプが自動的に運転します。 

② ポンプが運転すると、ポンプの動力により循環液が加熱されます。             

循環液温度が 5℃以上になると、ポンプが自動的に停止します。 

③ 結果、循環液温度が 3℃～5℃に保たれ、凍結を防止します。 

 

 

 

 

 

 

 

 メカニカルシールの漏れについて 
メカニカルシールは構造上、漏れを完全に無くすことはできません。この漏れ量は JIS
では 3cc/hr 以下（参考値）と記載していますが、本製品では、0.3cc/hr 以上がメカニ

カルシール交換の基準と判断してください。 
また、メカニカルシールの定期的交換の目安としては 6000～8000 時間(通常 1 年)です。

 専門業者へご相談ください。 
厳寒冷の設置条件下では、凍結に対して完全に防止できない場合があり

ます。 
このようなご使用条件では、他の凍結保護機器（市販テープヒータなど）

の追加設置を専門業者へご相談ください。 
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6.3 消耗部品 
点検時の消耗状態に応じて交換してください。 

 
表 6-3  消耗部品 

品  番 名  称 個数 備  考 
HRG-FL010 防塵フィルタセット 1 セット HRG010 用別売付属品 
HRG-FL015 防塵フィルタセット 1 セット HRG015 用別売付属品 
HRG-S0211 メカニカルシールセット 1 セット HRG010 用サービス部品 
HRG-S0035 メカニカルシールセット 1 セット HRG015 用サービス部品 

 

 

 

6.4 長期間の停止 
長期間使用しない場合や冬季期間中凍結する恐れのある場合は、下記の作

業を行ってください。 

6.4.1 循環液の水抜き 
1. 元電源（電源ブレーカ）を OFF してください。 
 

2. お客様にて配管した循環液の出口・戻り口配管を外してください。 
 

3. バイパスバルブを全開にしてください。 
 

4. ドレン口を開けて循環液を排出してください。 
 

5. 前面パネルを外してポンプドレン口のプラグを外し、内部の循環液を排出してください。 
 
 

【ワンポイント】 

ポンプドレン口より循環液が排出されるため、水を受ける容器を用意するか、

ホース等で排水口に導いてください。 

 

6. 循環液の出口・戻り口からエアブローをして、ドレン口とポンプドレン口から循環液を排

出してください。 
 

7. ポンプドレン口に付属のドレンプラグを取り付けてください。 

（この時、ドレンプラグにはシールテープを巻き、循環液が漏れないようにしてください。） 
 

8. 前面パネルを取り付けてください。 
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循環液が配管内に残っている際はエアガンを使用、循環液出口、循環液 
戻り口、タンクドレン口よりブローを行ってください。この時、配管内 
に異物が入らないように注意してください。 

長期間使用しない場合や冬季期間中凍結する恐れのある場合に、循環液を

排出せずに保管しますと、ポンプメカニカルシールの破損や凍結による 
循環液配管の破損によって循環液が漏れる原因となります。 
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7章 資料 
7.1 仕様一覧表 

表 7-1  仕様一覧表 
項目 HRG010-A HRG015-A 

定格周囲温度 32℃（範囲-5～40℃） 

湿度範囲 30～70%RH（但し、結露しないこと） 
設
置
・ 

使
用
環
境 排熱・換気 「表 3-1 放熱量と必要換気量」参照 

使用流体 清水，純水（電気導電率1μS/cm以上），エチレングリコール水溶液（15%以下） 
又はSUS304，PVCなど接液部を腐食しない液体 

タンク定格容積 40L 50L 

電源電圧 3 相  AC200（50Hz），AC200～220V（60Hz） 
推奨漏電ブレーカ容

量，感度電流 40A ，30mA 60A，30mA 

定格運転電流 14.0/16.0－15.0 A 21.0/22.0－22.0A 

定格消費電力 4.0/5.0－5.0 kW 5.5/6.7－6.7kW 

入
力 

起動停止命令信号

(遠隔操作信号)  DC24V、8 mA印加により遠隔起動。DC0Vで遠隔停止 

循環液定格温度･温

度安定性 20±1.0℃（ただし、外乱のない負荷安定時の値） 

循環液 
使用温度範囲 5～35℃ 

定格冷却能力 9.0/9.5 kW 
（50/60 Hz, 出口温度20℃, 流量37/49L/minの時） 

13.0/14.5kW 
（50/60 Hz, 出口温度20℃, 流量42/53L/minの時） 

ポンプ能力 37/49L/min 
（50/60Hz, 全揚程25/25m, 送水圧力0.29/0.33MPa）

42/53L/min 
（50/60Hz, 全揚程25/25m, 送水圧力0.28/0.31MPa）

運転信号 リレ－接点 
（接点容量AC250V、1A、抵抗負荷。運転時接点閉、停止時接点開、電源遮断時接点開） 

出
力 

出

力

信

号 異常停止信号 リレ－接点 
（接点容量AC250V、1A、抵抗負荷。アラーム消灯時接点閉、アラーム点灯時接点開、電源遮断時接点閉）

温調制御方式 冷凍機ON･OFF運転による温度コントロ－ル方式と電磁弁ON･OFF開閉による容量制御の併用 

操作パネル 7セグメントデジタル表示, 0.1℃単位、PV値（動作温度）表示4桁緑色, SV値（設定温度）表示4桁赤色、 
その他各表示ランプ（異常停止表示はALARM1～3の個別表示など） 

冷媒高圧圧力計  圧力レンジ -0.1～3.5 MPa 

循環液圧力計 圧力レンジ 0～1.0 MPa 

表
示
部 

液面計 φ10チュ－ブ TU1065C（透明色, SMC製） 

ALARM1 タンク水位低下停止（タンクレベルスイッチ）、ポンプ・冷凍機逆転防止（反相リレ－） 

ALARM2 ポンプ過負荷停止（過電流継電器）、送水温度高温時停止（温調器設定温度43℃） 

異

常

停

止 ALARM3 冷凍機過負荷停止（過電流継電器）、ファンモータ過昇温停止（ファンモータ内蔵サーモスタット） 

（
機
器
等
）
保
護

機
能 

その他 送水圧力上昇防止（バイパスバルブ付）、凍結防止温調機能（ポンプ自動運転温調機能付） 

外観パネル SGCC（マンセル10Y8/0.5アーバンホワイト） 

操作パネル SGCC（DIC183ブルー） 

ベース SECC（マンセル10Y6/0.5アーバングレー） 

接液部 

SUS系（タンク、ポンプインペラ、循環液出入口等）、

BC系（ポンプケーシング、ホース継手等）、 
PVC、ナイロン12（配管ホース）、 

ポリウレタン（水位計） 

SUS系（タンク、循環液出入口等）、 
BC系（ポンプインペラ、ポンプケーシング、 

ホース継手等）、PVC、ナイロン12（配管ホース）、

ポリウレタン（水位計） 
内部冷媒配管部 C1220T 

使用冷媒 R407C（HFC） 

材
質
・
物
質 

冷媒封入量 1400±20g 1700±20g 

付属品※1 なし 
質量 205kg 230kg 

※1 電源、信号ケーブルおよび接続端子等はお客様にてご用意願います。 
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7.2 オプション仕様 
 キャスタ仕様 

表 7-2  アジャスタ付キャスタ仕様 
項目 仕様 

適用型式 HRG010-A-A HRG015-A-A 
車輪径 63mm 

キャスタ旋回半径 59mm(単体) 
アジャスタ高さ調整範囲 0mm～12.5mm 

キャスタ本体 SPCC 
車輪 ナイロン 材質 

キャスタ付ベース SUS 
許容荷重 520kg（キャスタ 1 個当たり 130kg×4 個） 
製品質量 220kg 245kg 
製品高さ 1383mm（アイボルト高さ 51mm を含まず） 

 漏電ブレーカ仕様 
表 7-3  漏電ブレーカ仕様 

項目 仕様 
適用型式 HRG010-＊-B HRG015-＊-B 

極数 3 
定格遮断電流 40A 60A 
定格感度電流 30mA 

漏電時動作時間 0.04s（定格感度電流地絡時） 
漏電表示方式 機械式ボタン 

 通信仕様 
表 7-4  RS485 通信仕様 

項目 仕様 
適用型式 HRG010-＊-C HRG015-＊-C 
規格 EIA RS-485 準拠 

ネットワーク 
マルチドロップ方式 

（最大上位コンピュータ 1 局対本装置 31 局） 
情報の方向 半二重 
同期の方式 調歩同期式 

伝送コード 
ASCII 7 ビットコード 但 BCC は除く 

（8 ビットコードでは最上位ビット=0） 
BCC 有り※1

，無し（選択設定） 
データ長 7 ビット，8 ビット※1

（選択設定） 
パリティチェック機能 無し※1

，奇数，偶数（選択設定） 
ストップビット長 1 ビット，2 ビット※1

（選択設定） 
スタートビット長 1 ビット固定 
通信速度 1200，2400，4800，9600※1

，19200 bps（選択設定） 
通信アドレス 1※1

～99（選択設定） 
応答遅延時間 0※1

～250（選択設定） 

通信モード 
RO｢データ読出しのみ可能｣，RW※1

｢データ読出し/書込み可能｣ 
（選択設定） 

リトライ機能 なし 
プロトコル 専用プロトコル（詳細は別紙「通信仕様書」をご覧ください。） 
コネクタ番号 37,38 
コネクタ形式 M3 端子台 

※1   部がデフォルト値です。 
※2 デフォルト値以外を選択設定する方法は、別紙「通信仕様書」をご覧ください。 
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7.3 外形寸法 
7.3.1 HRG010-A，HRG010-A-B，HRG010-A-C，HRG010-A-BC 

HRG015-A，HRG015-A-B，HRG015-A-C，HRG015-A-BC 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 7-1  外形寸法 

 

7.3.2 HRG010-A-A□，HRG015-A-A□ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 7-2  外形寸法 
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7.4 電気回路 
7.4.1 HRG010-A，HRG015-A 

 
 

図 7-3  電気回路図（HRG010-A，HRG015-A） 
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7.4.2 HRG010-A-BC，HRG015-A-BC 
 

 
 
 

 
図 7-4  電気回路図（HRG010-A-BC，HRG015-A-BC） 
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7.5 フロー図 
7.5.1 HRG010-A 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 7-5  フロー図（HRG010-A） 

 
 
 

7.5.2 HRG015-A 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 7-6  フロー図（HRG015-A） 

 

 

 

 

 

記号 名称 
CM 冷凍機 
CD 空冷コンデンサ 
FM ファンモータ 
PS1 ファン用圧力スイッチ

D 冷媒ドライヤ 
EXV 温度式膨張弁 
EV 蒸発器（クーラ） 
A アキュームレータ 

SV 電磁弁 
R キャピラリーチューブ

CRV 容量調整弁 

冷
媒
回
路 

P1 冷媒高圧圧力計 
T タンク 

BT ボールタップ 
LS レベルスイッチ 
PM ポンプ 
BV バイパスバルブ 
LI 水位計 
TI 温度センサ 

循
環
液
回
路 

P2 循環液圧力計 

記号 名称 
CM 冷凍機 
CD 空冷コンデンサ 
FM ファンモータ 
PS1 ファン用圧力スイッチ

D 冷媒ドライヤ 
EXV 温度式膨張弁 
EV 蒸発器（クーラ） 
A アキュームレータ 

SV 電磁弁 
R キャピラリーチューブ

CRV 容量調整弁 

冷
媒
回
路 

P1 冷媒高圧圧力計 
T タンク 

BT ボールタップ 
LS レベルスイッチ 
PM ポンプ 
BV バイパスバルブ 
LI 水位計 
TI 温度センサ 

循
環
液
回
路 

P2 循環液圧力計 

通風 通風 

循環液の流れ

冷媒の流れ 

オーバーフロー

タンクドレン 

循環液戻り 

循環液出口 

自動給水 

通風 通風 

循環液の流れ

冷媒の流れ 

オーバーフロー

タンクドレン 

循環液戻り 

循環液出口 

自動給水 

BV

BV
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保証について 
 
１． 保証の内容 

お買い上げいただいた弊社のサーモクーラに不適合が発生した場合、本内容に示す期間と条件に従っ

て、無償修理いたします。 

無償修理の範囲として当該不適合部品の交換あるいは調整･確認を行います。なお取外した部品は弊

社の所有となります。 

 
２． 保証期間 

お買い上げ日から 1年間です。 

 

３． 保証できない事項 

次に示す場合は保証外となります。 

① 弊社の指定する点検整備（日常点検、定期点検）の未実施による不適合 

② 取扱説明書に示す取扱い方法と異なる使用および弊社が示す仕様の限度を超える使用に起因す

る不適合 

③ 弊社が認めていない改造に起因する不適合 

④ 指定する循環液や放熱水以外の使用に起因する不適合 

⑤ 時の経過で発生する不適合（塗装面、メッキ面などの自然退色等） 

⑥ 機能上影響のない感覚的現象（音、騒音、振動など） 

⑦ 地震、台風、水害などの天災、事故、および火災に起因する不適合 

⑧ 取扱説明書に示す設置環境に起因する不適合 

⑨ 「５.お客様にお守りいただく事項」を守らなかったことに起因する不適合 

 

４． 弊社免責事項 

① 日常点検、定期点検の費用 

② 販売店及び弊社指定業者以外での修理の費用 

③ 本製品の移動、設置及び取外しの費用 

④ 本製品以外の部品や液の交換補充の費用 

⑤ 本製品を使用できなかった事による不便さ及び損失など 

（電話代、休業補償、商業損失など） 

⑥ 「１.保証の内容」に示す以外の費用、補償など 

 

５． お客様にお守りいただく事項 

本製品を安全にご使用いただくためには、お客様の正しい使用と点検が必要です。次のことを必ず守

ってください。守られていない場合は、保証修理をお断りすることがありますので、ご承知ください。 
（１）取扱説明書に示す取扱い方法にしたがって使用すること 

（２）取扱説明書に示す点検整備（日常点検、定期点検）を実施すること 

（３）取扱説明書に示す日常点検シートに点検記録が記載されていること 

 

６． 保証修理の受け方 

保証修理をお受けになる場合は、お買い上げの販売店へご連絡ください。 
これにより保証修理をいたします。 

 

上記にて明示した期間と条件のもとに無償修理をお約束するものです。したがって保証期間経過後に発生

した不適合の修理は原則として有料です。 
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お客様へ 
 
この度は SMC サーモクーラ（以下「本製品」といいます）をお買い上げ頂き誠にありがとうございます。 
 
本製品を末永く安全にご利用して頂くために、必ず本取扱説明書（以下「本書」といいます）を読んで、

内容を十分に理解した上でご使用ください。 
 
● 本書に記載してある警告・注意事項は、必ず守ってください。 
 
● 本書は装置の設置および運転について説明しています。本書により基本的な運転方法をよく理解した

上でご使用ください。 
 
● 事前に弊社に承諾を受けずに、本書のいかなる部分も第三者が使用する目的のために複写することを

禁じます。 
 
 
 

注意：本書の内容は予告なしに改訂されることがありますので、あらかじめ 
ご了承願います。 

URL http://www.smcworld.com
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1章 安全について 
 

 

 

 

1.1 本製品をご使用いただく前に 
 本章では、特にお客様が本製品を取扱う上での安全に関して記載していま

す。 

 本製品はタンク内蔵タイプの循環式温調装置です。それ以外の目的で使用

した場合のトラブルについては、弊社に責任はありません。 

 本製品は高電圧下で稼動し、運転中は装置内部には高温になる部品や回転

する部品があります。部品交換、あるいは修理する場合には専門業者に依

頼してください。 

 本製品を運転する人ばかりでなく、メンテナンスや装置に関わる作業を行

う人および装置付近での作業を行うすべての人が、本書の安全に関する記

述をよく読み、十分理解してから作業を行ってください。 

 本書は、安全教育担当者が実施する総合的な安全・衛生マニュアルではあ

りません。 

 本製品または本製品付近で作業する人は、本製品固有の危険性に関する認

識や安全対策に関する十分な訓練を受ける必要があります。 

 安全規準の遵守は管理者にその責務がありますが、日常的な作業を行う上

での安全基準の遵守は、オペレーターやメンテナンス担当者１人１人の責

任で行う必要があります。 

 オペレーターやメンテナンス担当者は、それぞれの作業において安全性を

十分考慮した作業場所や作業環境に配慮する必要があります。 

 装置に関する作業訓練の前には、十分な安全教育を受ける必要があります。

安全教育が不十分な状態での作業訓練は大変危険です。安全性に配慮の無

い作業訓練は絶対に行わないでください。 

 本書は、上記作業者がいつでも読むことが出来るところに大切に保管して

ください。 

 

 

 

 

 

本製品を使用する前に、本書に記載されている重要警告事項を注意深く読

み、よく理解してから使用してください。 
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1.2 本文に記載の危険・警告・注意について 
1.2.1 危険レベル 

本製品の安全で正しい運転および作業者の負傷や装置の損傷を防止すること

を目的として、本取扱説明書は、危険の重大性および緊急度によって「注意」

「警告」「危険」の 3 段階に分けて表示しています。安全に関する重要な事項

を含んでいますので、表示されている箇所の確認、諸注意や警告事項をよく

読み、十分理解してから本製品を取扱ってください。 

「危険」「警告」「注意」は、重大性の順（危険＞警告＞注意）となっていま

す。下記にその内容を説明します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ワンポイント】 
ワンポイントは操作および保守作業上、特に知っておかなければならない情

報や内容、または参考となる情報や内容がある場合に記述します。 

 

1.2.2 「重傷」､「軽傷」の定義 
 「重傷」 

失明、けが、火傷、感電、骨折、中毒などで後遺症が残るもの、および治療

に入院や長期の通院を要するもの。 

 「軽傷」 
治療に入院や長期の通院が必要ないもの。（上記「重傷」以外） 

 

「警告」項目は、本製品の運用中に、作業者が死亡または重傷を負う可能性のある場合に

ついて記述しています。 

「注意」項目は、本製品の運用中に、作業者が軽傷を負う可能性のある場合について記述

しています。 

警告記号のない「注意」項目は、本製品、設備、機器などに損害や故障をひきおこすこと

だけが予想される場合について記述しています。 

「危険」項目は、本製品の運用中に、作業者が死亡または重傷に至る切迫した危険性のあ

る場合について記述しています。 
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1.2.3 シンボル 
本書では「危険」、「警告」、「注意」、「重要」の表記に併せて次のシン

ボルを付加し、その警告内容をわかりやすく表現しています。 

 電気に関するシンボル 
 

 

 

 

 

 

 熱に関するシンボル 
 

 

 

 

 

 

 回転物に関するシンボル 
 

 

 

 

 

 

 禁止シンボル 
 

 

 

 

 

 

 強制シンボル 
 

 

 

 

 

 

このシンボルは、行ってはいけない「禁止」事項を示し

ます。 

このシンボルは、必ず行っていただく「強制」事項を示

します。 

このシンボルは、感電の危険を警告します。 
 
 

このシンボルは、火傷の危険を警告します。 
 

このシンボルは、回転物によるけがの危険を警告しま

す。 
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1.3 危険分類と危険警告ラベル 
作業員の安全を守るために本製品には、特有の危険分類とそれらを表示する

危険警告ラベルを貼っています。作業する前に、必ず危険分類の内容と危険

警告ラベルの貼付け位置を確認してください。 

1.3.1 危険分類 
 電気に関する危険 

本製品は高電圧下で作動するため、内部で感電するおそれがあります。 

危険警告ラベルには のシンボルが表示されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 高温に関する危険 
本製品は運転中高温になるため、熱により火傷するおそれがあります。 

危険警告ラベルには のシンボルが表示されています。 

 

 

 

 

 

 回転体に関する危険 
本製品は運転中に回転する部品があるため、指を挟んだりけがをするおそれ

があります。 

危険警告ラベルには のシンボルが表示されています。 

 

 

 

 

 

カバーパネルを外したまま本製品を運転しないでください。 
本製品の内部には、カバーパネルで隔離された高電圧のかかった電源供給

部があります。 

電源供給部内で作業や点検を行う場合は、訓練された有資格者が行ってく

ださい。 

本製品は、運転中高温になる部位があり、接触によって火傷する恐れがあ

ります。また、電源を切った後も余熱によって火傷する恐れがありますの

で、高温部の温度が下がるまで作業を行わないでください。 

本製品は、運転中に回転する部位があり、接触によってけがする恐れがあ

ります。また、運転中は回転体が一時的に止まることもありますが、再び

回転しますので運転中は作業を行わないでください。 
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1.3.2 危険警告ラベルの種類 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 前面パネル危険警告ラベル 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 1-1  前面パネル危険警告ラベル 

 高電圧部に関する危険警告ラベル 
 

 

 

 

 

 
図 1-2  高電圧部に関する危険警告ラベル 

危険警告ラベルの内容をよく読んで、十分留意してください。 

危険警告ラベルをはがしたり、こすったりしないでください。 
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1.3.3 危険警告ラベル貼付け位置 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 1-3  危険警告ラベル貼付け位置 

1.4 型式銘板 
銘板に記載されている型式（MODEL No.）をご確認ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 1-4  型式銘板貼付け位置 

 危険警告ラベルの貼付け位置をよく確認してください。 
 お客様が、危険警告ラベルの貼付け位置を変更することはできません。

剥がれたり劣化して貼りなおす場合も、必ず同じ位置に貼ってください。

高電圧部に関する

危険警告ラベル 

前面パネル 
危険警告ラベル 

前面

前面 
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1.5 安全対策 
1.5.1 安全に関する注意事項 

本製品は、各種の安全対策が施されていますが、より安全に運用するため、

基本的な安全に関する注意事項を記述します。 
 
 
 
 
 
 
 

 本製品をご使用になる前に、本書をよく読み十分に内容を理解してくださ

い。 

 メンテナンス作業中に装置を操作する場合、必ず周りの作業者全員に声を

かけてください。 

 正しい工具を正しい手順でご使用ください。 

 「1.5.2 保護具」を参照し、正しい方法で着用してください。 

 緊急時の非難方法については、お客様の安全マニュアルに従ってください。 

 20Kg 以上の重い物を持つ場合にはかならず 2 人以上で持つようにしてくだ

さい。 

 作業後は、すべての部品やネジが作業前の状態に戻っていることを確認し

てください。 

 飲酒しての作業や体調の悪い時の作業は事故発生の原因となる可能性があ

りますのでお控えください。 

 本書に許可されている場合を除いて、パネルを外すことはしないでくださ

い。 

本製品を使用する場合、以下の事項を厳守してください。この項目に従わ

ない場合、傷害あるいは災害の発生につながる恐れがあります。 
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1.5.2 保護具 
本書では､作業別に保護具を定めています。 

作業別に下記に示す保護具を着用してください。 
 

 

 

 

 

 運搬、設置および取外し時 
● 保護靴 ● 保護手袋 ● ヘルメット 

 循環液取扱い時 
● 保護靴 ● 保護手袋 ● 保護マスク ● 保護エプロン 

● 保護メガネ 

 運転時 
● 保護靴 ● 保護手袋 

保護具は、使用する前にそれぞれの取扱説明書をよく読み、内容を把握し

た上で使用してください。 
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1.6 緊急措置 
地震、落雷の自然災害や火災などの緊急事態および人員の負傷などの発生に

よって、運転を停止する必要が生じた時は、サーモクーラ前面の操作パネル

の［OFF］スイッチを押してください。 

［OFF］スイッチが押されるとサーモクーラの運転は停止しますが供給電源が

遮断されないため、動力回路は通電状態となっています。 

必ず、最後に元電源（メインブレーカ）を遮断してください。 
 

1. 操作パネルの［OFF］スイッチを押して、サーモクーラの運転を停止させてください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 1-5  本製品の停止 

 

2. 必ず、元電源（お客様の電源設備）のブレーカを OFF してください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 1-6  元電源の遮断（ブレーカの OFF） 

 

 

 

［RUN］ 
ランプ 

［PUMP］ 
ランプ 

［OFF］スイッチ 

1 度押下げる

前面
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1.7 廃棄物の処理について 
1.7.1 冷媒および冷凍機油の回収 

本製品は「フロン回収破壊法第一種特定製品」です。 
本製品には冷媒としてフロン類（HFC）および冷凍機油が使われています。

回収する場合は、下記の注意をよく読み、十分理解してから行ってください。

ご不明な点がございましたら販売店または弊社営業所までご連絡ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ワンポイント】 
フロン類の種類および使用量は、型式銘板に記載されています。 

 

 

冷媒を大気に放出することは、法律で禁じられています。修理時には“冷

媒回収装置”を使用して冷媒を回収した後、破壊業者に回収した冷媒の処

理を依頼してください。 

サービスマンまたは有資格者以外は、本装置のカバーパネルを開けないで

ください。 

冷媒回収作業および冷凍機油回収作業は本製品および付帯の設備装置につ

いて十分な知識と経験を持った人が行ってください。 

冷凍機油を家庭のごみと一緒に廃棄しないでください。また、許可されて

いない焼却炉で焼却しないでください。 

冷凍機油は地方自治体の条例または規則に従って廃棄してください。 
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1.7.2 循環液の廃棄 
循環液にエチレングリコール水溶液を使用した場合、廃棄する際、専門の産

業廃棄物処理業者に内容物を明確にして処理を委託してください。 

 

1.7.3 本製品の廃棄 
本製品を廃棄する場合は「廃棄物の処理および清掃に関する法律」に準拠し、

必ず専門の産業廃棄物処理業者に委託して処理をしてください。 

 

1.8 製品安全データシート（MSDS） 
製品安全データシート（MSDS）は別冊「製品安全データシート（MSDS）」

に記載されています。本製品で使用している化学物質の MSDS が必要なお客

様は、販売店にお申し付けください。 

お客様が購入された化学物質については、MSDS をお客様側でご用意願いま

す。入手した MSDS は本書とともに保管し、全ての作業者がいつでもその内

容を確認でき、危険性を理解できるようにしてください。 
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2章 外観と各部の名称 
2.1 外観 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 2-1  外観（HRG001-W*および HRG002-W*） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 2-2  外観（HRG005-W*） 

前面 

背面 

右側面 

上面 

左側面 

前面 

背面 

右側面 

上面 

左側面 
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2.2 各部の名称 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図 2-3  各部の名称（HRG001-W*および HRG002-W*） 

 

 

 

Y 型ストレーナ 1/2 

上面 

前面 左側面 右側面 

4-φ13 
（アンカボルト取付穴）

タンクドレン口 Rc1/2 

オーバーフロー口 Rc1/2

循環液戻り口 Rc1/2 

バイパスバルブ 

循環液吐出口 Rc1/2 

液面計 

操作パネル

電装ボックス 

電源ケーブル取出口

（膜付グロメット）

信号ケーブル取出口 
（膜付グロメット） 

冷却水出口 Rc1/2 

放熱水入口 Rc1/2 

タンクフタ 

電源・信号 
接続端子台 

アイボルト M8 

アジャスタ付キャスタ 
(HRG001-W*-A, HRG002-W*-A のみ)
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図 2-4  各部の名称（HRG005-W*） 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Y 型ストレーナ 1/2

上面 

前面 左側面 右側面 

4 φ13 
（アンカボルト取付穴）

タンクドレン口 Rc1/2 
（プラグ止め） 

放熱水入口 Rc1/2 

オーバーフロー口 Rc1/2 

バイパスバルブ 

循環液吐出口 Rc1/2 

液面計 操作パネル 

電装ボックス 
電源ケーブル取出口 
（膜付グロメット） 

信号ケーブル取出口

（膜付グロメット）

循環液戻り口 Rc1/2 

アイボルト M12 

放熱水出口 Rc1/2 

タンクフタ 

通風口 
電源・信号 
接続端子台 

アジャスタ付キャスタ 
（HRG00５-W*-A のみ） 
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2.3 操作パネル 
本製品の設定温度変更、起動・停止の操作は本操作パネルで行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 2-5  操作パネル 

 
 

表 2-1  操作パネル 
No. 名称 機能 

PV 循環液の温度を表示します。 
① デジタル表示部 PV・SV 

SV 循環液の温度設定値を表示します。 
② ［POWER］ランプ 電源が供給されると点灯します。 
③ ［RUN］ランプ 
④ ［PUMP］ランプ 

［ON］スイッチを押すと点灯します。 

⑤ ［ALARM］ランプ*1) アラーム発生時に点灯します。 
⑥ ［ON］スイッチ 本製品を運転します。 
⑦ ［OFF］スイッチ 本製品を停止します。 
⑧ ［MODE］キー*2) PV・SV 画面の切替えをします。 
⑨ ［DOWN］キー 設定温度を下げます。 
⑩ ［UP］キー 設定温度を上げます。 
⑪ ［FUNC］キー*3) 設定された機能を実行します。 

*1) アラームの内容については「5 章 異常表示と発生時の対処」をご参照ください。 
*2) 正常に運転するために書込まれた各種制御値が表示されますが、変更できないようにキーロックされています。 
*3) ファンクション機能は設定されていません。よってお客様が押しても何も実行されません。 
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3章 運搬と設置 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.1 運搬 
本製品は重量物ですので輸送の際に危険がともないます。 
また本製品の破損や故障を防ぐために本製品を運搬する際は、必ず以下の

内容をお守りください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本製品を正しい方法で使用し、設置、操作、保守および点検中は特に人体

に対する安全に気をつけてください。 

輸送、設置および危険な作業を含む保守は本製品およびシステムに関して

十分な知識と経験を持った人が行ってください。 

フォークリフトを使用して運搬する場合は「3.1.1 フォークリフトおよび吊

下げによる運搬」を参照し正しい位置にフォークを差込み運搬してくださ

い。 

 アイボルトで吊上げる場合は、必ず４点吊で行ってください。 
 各アイボルトの吊角度は、重心の位置に注意し、60°以内としてくださ

い。 

絶対に横倒しにしないでください。 
冷凍機の中の潤滑油が、冷媒配管に出ていくため、潤滑油量が不足し、冷

凍機故障の原因になります。 

配管の残存液をできるだけ抜いてください。残存液がこぼれる場合があり

ます。 

フォークリフトを使用して運搬する場合は、フォークをカバーパネルや配

管接続口に当てないように注意してください。 
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3.1.1 フォークリフトおよび吊下げによる運搬 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 3-1  フォークの差込み位置および吊下げ方法（HRG001-W*および HRG002-W*） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 3-2  フォークの差込み位置および吊下げ方法（HRG005-W*） 

フォーク差込面 フォーク差込面 

フォーク差込面 フォーク差込面 

吊下げ位置

60°以内

吊下げ位置

60°以内

フォーク差込面 フォーク差込面 

フォーク差込面 フォーク差込面 
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3.1.2 キャスタによる運搬 
＜キャスタ付オプション品をお買い上げの場合（HRG***-W*-A）＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【ワンポイント】 
アジャスタを上げ本製品のコーナーを押してください。キャスタにより移動

できます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

図 3-3  キャスタ付オプション 
 
 
 
 

アジャスタ付

キャスタ 
アジャスタを上げ

てください。 

360°回転 

本製品は重量物です｡本製品をキャスタにより運搬する場合は、必ず 2 名以

上で運搬してください｡特に運搬路の途中に勾配がある場合は注意してく

ださい。 

本製品をキャスタにより運搬する場合は､本製品の配管やパネルの取手を

持たないでください。配管やパネルが破損する場合があります。 
 

前面
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3.2 設置 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.2.1 設置環境 
次の環境で使用または保管しないでください。正常に動作しないばかりでなく、

故障の原因となります。 

 水蒸気・塩水・油などがかかる状況 

 ほこり・粉体がある場所 

 腐食性ガス・溶剤・可燃性ガスがある場所 

 直射日光の当たる場所、放射熱のある場所 

 周囲温度の範囲を超える場所 

 急激な温度変化がある場所 

 強い電磁ノイズが発生する場所（強電界・強磁界・サージが発生する場所） 

 静電気が発生する場所、本体に静電気を放電させる状況 

 強い高周波が発生する場所 

 高度が 1000 メートル以上の場所 

 強い振動・衝撃が伝わる状況 

 本体が変形するような力、重量がかかる状況 

 メンテナンスを行うための十分な場所を確保できない状況 

 通風を行うために必要なスペースを確保できない状況 

本製品を可燃性ガスの漏れるおそれのある場所へは設置しないでくださ

い。万一ガスが漏れて本製品の周囲に溜まると発火の原因になります。 

本製品を屋外で使用しないでください。雨、水等がかかりますと感電・火

災・故障の原因となります。 

本製品の重量に十分耐える丈夫で平らな床に水平になるように設置し転倒

防止の処置をしてください。設置に不備があると水漏れ、転倒・落下によ

るけがなどの原因になることがあります。 

本製品は周囲温度は-5℃～40℃の間で使用してください。-5℃以下で使用

しますと冷凍機故障の原因となります。また 40℃以上で使用しますと凝縮

器の放熱効果が低下して、安全装置が作動し、本製品の運転を停止するこ

とがあります。 
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3.2.2 設置場所 
 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
■ ご準備していただく水源について 
 

表 3-1  放熱量と必要放熱水量 

型式 放熱量 
kW 

放熱水温度範囲 
℃ 必要放熱水水量 

HRG001-W* 約 2 10/12 
HRG002-W* 約 3.6 12/15 
HRG005-W* 約 7.2 

5～32 
（定格 25） 

27/28 
 
 
■ 屋内設置する場合 

①設置場所が広い建屋（自然換気が十分な建屋）の場合 
高い所および低い所の壁面に換気口を設けて換気してください。 

 
②設置場所が狭い建屋（自然換気が不十分な建屋）の場合 

高い所に換気扇、低い所の壁面に換気口を設けて換気してください。 
 

 
 

水冷冷凍式のサーモクーラでは、放熱水により排熱します。 
よって、放熱水を供給していただく必要があります。 
以下の水源をご準備ください。 

放熱水の供給圧力は、0.2～0.5MPa の範囲としてください。供給圧力が高

い場合、漏れの原因になります。 
尚、負圧になるとサーモクーラ内部の放熱水配管が潰れ放熱水流量を正常

にコントロールすることができませんのでご注意ください。 
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3.2.3 設置スペースおよびメンテナンススペース 
「図 3-4」に示すスペースを確保して設置することを推奨します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

図 3-4  推奨設置スペース 
 

【ワンポイント】 
本製品上面にはタンクフタを開け循環液などを注入できるスペースを確保し

てください。 

前面 

温調機に必要な通風が行える設置スペースを確保してください。冷却不良

や停止の原因となります。 
また、保守点検に必要なメンテナンススペースを確保してください。 
 

上面 
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3.2.4 据付 
 

 

 

 

 

 振動の少ない安定した水平な平面に設置してください。 

 本製品の寸法は「7.3 外形寸法」を参照してください。 

 据付要領 

1. 水平なコンクリートの基礎上に施工されたアンカーボルト（基礎ボルト）に、上方から製品を

挿入します。 
 

2. 六角ナットを締付け、本製品を基礎に固定してください。 
 

3. アンカーボルトと基礎にゆるみがないことを確認してください。 
 

【ワンポイント】 

アンカーボルトは、「表 3-2  固定金具（使用例）」に示す基礎ボルトセッ

トをご用意しています。別途ご購入を検討願います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図 3-5  据付要領 
 
 
 

アンカーボルトは床材質に適したものをお客様にてご準備願います。

M10 用が 4 本必要です。アンカーボルト取付け位置は「7.3 外形寸法」

を参照してください。 

アンカーボルト
前面 

基礎コンクリート

ベース部 

六角ナット 

アンカーボルト取付穴（φ13）
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＜キャスタ付オプション品をお買い上げの場合（HRG***-W*-A）＞ 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 
 
 

図 3-6  据付要領 

 固定金具据付要領 

1. 床面に固定する場合は、「表 3-2  固定金具（使用例）」をご用意ください。 
 

表 3-2  固定金具（使用例） 
品名 仕様 

アジャスター押え金具 
品 番：KC-1275-C-4 
材 質：SUS 
メーカ：タキゲン製造（株） 

基礎ボルトセット 

品 番：IDF-AB500 
材 質：SUS 
サイズ：M10X 長さ 50 
メーカ：SMC（株） 
数 量：1 セット／4 本 

 

2. 固定金具でアジャスタ上面を押さえ、P3-7「3.2.4 据付」の「■据付要領」を参照し、アンカ

ーボルト（「表 3-2」 基礎ボルトセット）で床面に固定してください。 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

図 3-7  固定金具据付 

キャスタ付オプション品をお買い上げの場合、据付後必ずアジャスタを

下げて固定してください。 

アジャスタ付キャスタアジャスタを下げ固定

してください。 

 

六角ナット 

アンカーボルト 

アジャスター押え金具
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3.2.5 電気配線 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 電源ケーブルおよび漏電ブレーカ 
電源ケーブルおよび漏電ブレーカは「表 3-3  電源ケーブルおよび漏電ブレ

ーカ」をご用意ください。 

 
表 3-3  電源ケーブルおよび漏電ブレーカ 

名称 HRG001-W* HRG002-W* HRG005-W* 
サイズ 4 芯 2.0mm2 4 芯 5.5mm2 電源 

ケーブル 丸型圧着端子サイズ 2.0－4S 5.5－4S 
サイズ 6 芯 0.75 mm2 信号 

ケーブル Y 型圧着端子サイズ 1.25Y－3 
漏電ブレーカ容量※ 5A 10A 20A 

※感度電流 30mA を使用してください。 

 

 配線作業は有資格者のみが行ってください。 
 安全のため、配線作業の前には必ず電源を遮断してください。活電状態

では絶対に作業しないでください。 
 配線は、所定のケーブルを使用して確実に接続し、端子接続部にケーブ

ルの外力が伝わらないように確実に固定してください。接続や固定が不

完全な場合は、感電や発熱・火災などの原因になります。 
 電源は安定した所（サージの影響を受けない）から供給してください。

 感電および冷凍機モータ焼損防止のため、「7.1 仕様一覧表」を参照し、

必ず適正な漏電容量と負荷容量をもった適正な漏電ブレーカを取り付け

てください。 
 本装置には、仕様に合った電源を供給してください。 
 安全のため、アース接続は必ず行ってください。 
 アースは水道管、ガス管、避雷針には絶対に接続しないで下さい。 
 タコ足配線は発熱や火災等の原因となり危険です。絶対におやめくださ

い。 

 電源配線を改造して使用しないでください。配線に不備があると感電・

火災などの原因になります。また、改造された場合は保証対象外となり

ます。 
 安全装置の設定値は絶対に変更しないでください。設定値を変えると本

製品の破壊、発火の原因になります。 
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 電気配線要領 
 

 

 
 

1. ビス（4 箇所）をゆるめ前面パネルを取外します。（HRG005-W*は 6 箇所） 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

図 3-8 パネル取外し 
 

2. 電源ケーブルと信号ケーブルを図のように配線し取付けます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図 3-9 配線（HRG001-W*および HRG002-W*） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図 3-10 配線（HRG005-W*） 

信号ケーブル取出口
前面 

電源ケーブル取出口

信号ケーブル 電源ケーブル 

前面パネル 

ビス 

前面 

ビス 

電源ケーブル取出口 

信号ケーブル取出口 
前面 

信号ケーブル 電源ケーブル 

パネルの取外しおよび取付けの際は、パネルのエッで怪我などしないよう

に必ず保護手袋を着用してください。
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 遠隔操作信号配線要領 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

1. 「表 3-4  遠隔操作用 DC 電源（使用例）」をご用意ください。 
 

表 3-4  遠隔操作用 DC 電源（使用例） 

名称 仕様 

DC 電源 
品 番 ：S82K-P00324 
メーカ ：オムロン（株） 
入 力 ：AC100V ~ AC240V 
出 力 ：DC24V, 3W 

スイッチ 
品 番 ：S-1A 
メーカ ：日本開閉器工業（株） 
電源容量：AC250V 6A, DC30V 20A 

 

2. 「3.2.5 電気配線」でご用意いただいた信号ケーブルを本製品の遠隔操作信号入力端子に接続

してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 3-11 遠隔操作信号配線例 

適正サイズのケーブル、端子を用いて配線してください。特に本製品の遠隔操作信号は、

最大 8mA の直流電流が流れます。遠隔操作用の外部接点（例：外部スイッチ）は、充分

な接点容量のものをご準備ください。 

配線作業の前には必ず電源を遮断してください。活電状態では絶対に作業しないでくださ

い。万一循環液注入の前に起動した場合、ポンプが空転し、ポンプの寿命が短くなります

のでご注意ください。 

HRG001-A*および HRG002-A* HRG005-A* 

信号ケーブル電源ケーブル 

スイッチ 

AC100V 
または 

AC200V 

-V +V

信号ケーブル電源ケーブル 

スイッチ 

AC100V 
または 

AC200V 

-V +V

DC 電源 DC 電源 
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 運転信号・異常停止信号配線要領 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1. 「表 3-5  表示灯（使用例）」をご用意ください。 
 

表 3-5  表示灯（使用例） 
 

 

2. 「3.2.5 電気配線」でご用意いただいた信号ケーブルを本製品の運転信号または異常信号出力

端子に接続してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3-12 異常信号配線例(HRG001W*および HRG002W*) 

【ワンポイント】 

HRG005W*の場合は、端子番号がそれぞれ 3→28、4→29 になります。 

名称 仕様 
表示灯 メーカ ：（株）パトライトなど 
リレー 接点構成：2C 
電源 表示灯、リレー入力に適したもの 

本製品側の出力接点は、接点容量に限りがあります。 
表示灯やブザーの専用リレー（接点増幅）の増設をお願いします。その際、本製品の接点

容量に対して充分小さい入力電流のリレーであることをご確認ください。 

本製品電源供給時に、約 5 秒間［ALARM］ランプが点灯しますが、同期して異常停止信

号も出力します。必要に応じて遅延タイマーの追加を行ってください。 

AC100V 
または 

AC200V 

-V +V 

+

DC 電源 

電源線 

信号線 

表示灯 

電源ケーブル 信号ケーブル

リレー

(b 接)

+
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＜通信(RS485)機能付きオプション品をお買い上げの場合（HRG***-W*-C）＞ 

1. 「表 3-6  通信ケーブル（使用例）」をご用意ください。 

 
表 3-6  通信ケーブル（使用例） 

品名 仕様 
サイズ シールドツイストペア線 0.75mm2 

通信ケーブル 
Y 型圧着端子サイズ 1.25Y-3 

 

2. 通信ケーブルを図のように配線し取付けます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 3-13  通信配線（HRG001-W*-C および HRG002-W*-C） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 3-14  通信配線（HRG005-W*-C） 

 

3. 次の変換ユニット（使用例）を準備し､上位コンピュータ（RS232C 端子付）と接続してくだ

さい。 
 

表 3-7  変換ユニット（使用例） 
名称 仕様 

RS232C⇔RS485 変換ユニット 品番 ：KS-485  
メーカ：システムサコム 

接続コネクタ D-sub9 ピン（オス） 

パソコン⇔変換ユニット接続ケーブル 品番 ：AR-305 
メーカ：アーベル 

 

信号ケーブル取出口（通信ケーブル取出口）

通信ケーブル

前面

前面 

通信ケーブル

信号ケーブル取出口（通信ケーブル取出口） 
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4. 上位コンピュータ（1 台）に対し複数台接続する場合は、次の要領で行ってください。 
 

 接続形態 
1:1 または 1:N です。1:N 接続時は、本製品を最大 31 台まで接続する

ことができます。 

 ケーブル長 
合計で最大 500m です。 
但しケーブル径、引き回し等により多少異なります。 

 ケーブル 
シールド付ツイストペア線をご使用ください。 
AWG22（約 0.25mm2）～AWG14（約 2.0mm2）をご使用ください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 3-15  通信配線 

 

【ワンポイント】 
伝送路の両端（エンド局）の指定として、上位コンピュータとエンド局を接

続する必要があります。 
週端子抵抗は、ケーブルの特性インピーダンス（抵抗）と合成して 75Ω以上

にしてください。 

 
 

 

 

上位コンピュータ（親局） 
TRD+

TRD-

SG

終端抵抗
7 or 37(A+) 

8 or 38(B-) 

本製品（子局：1 台目） 

本製品（子局：2 台目） 

本製品（子局：最大 31 台）

終端抵抗

変換ユニット 

7 or 37(A+) 

8 or 38(B-) 

7 or 37(A+) 

8 or 38(B-) 
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 電気配線図 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 3-16  電気配線図（HRG001-W*および HRG002-W*） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 3-17  電気配線図（HRG005-W*） 

 

 電源、信号ケ－ブルおよび接続端子等はお客様にてご用意願います。 
 起動停止命令（遠隔操作）信号配線の接続の際は、DC24V の極性（＋，－）にご注意

願います。 
 本製品の電気回路については、「7.4 電気回路図」を参照してください。 

※1 漏電ブレーカ付オプション品（HRG***-W*-B）の場合 
※2 通信機能付オプション品（HRG***-W*-C）の場合 

運転信号出力回路系

I/O ボ－ド

異常停止信号出力回路系

遠隔操作入力回路系 

FG（フレームグランド）

電気回路へ

サーモクーラ側 
（電装 BOX 内） 

お客様側装置

電源ケ－ブル 

信号ケ－ブル 

ELB／漏電ブレーカ 

電源入力

AC200/200～220V
(50Hz)

遠隔操作信号入力  
DC +24V 入力  
DC 0V 入力  

異常停止信号出力 リレ－接点  
（アラーム消灯時接点閉） 

（アラーム点灯時接点開）（電源遮断時接点閉） 
運転信号出力 リレ－接点  

（運転時接点閉） 
（停止時接点開） 

（電源遮断時接点開） 

(2.0-4S)

(2.0□)

ELB／漏電ブレーカ 

TIC ボ－ド

通信ケ－ブル 

(0.75□)

(0.25~0.75□)

通信送受信 
（RS-485） 通信送受信回路系

(1.25Y-3)

※1

※2

(1.25Y-3)

(1.25Y-3)

運転信号出力回路系

I/O ボ－ド

異常停止信号出力回路系

遠隔操作入力回路系 

FG（フレームグランド）

電気回路へ

サーモクーラ側 
（電装 BOX 内） 

お客様側装置

電源ケ－ブル 

信号ケ－ブル 

ELB／漏電ブレーカ 

遠隔操作信号入力  
DC +24V 入力  
DC 0V 入力  

異常停止信号出力 リレ－接点  
（アラーム消灯時接点閉） 

（アラーム点灯時接点開）（電源遮断時接点閉） 
運転信号出力 リレ－接点  

（運転時接点閉） 
（停止時接点開） 

（電源遮断時接点開） 

(5.5-4S)

(5.5□)

ELB／漏電ブレーカ 

TIC ボ－ド

通信ケ－ブル 

(0.75□)

(0.25~0.75□)

通信送受信 
（RS-485） 通信送受信回路系

(1.25Y-3)

※1

※2

電源入力

AC200/200～220V
(50Hz)

(1.25Y-3)

(1.25Y-3)
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3.2.6 配管 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 配管口径 
 

表 3-8  配管口径 
配管名称 配管口径 

放熱水入口 Rc1/2 
放熱水出口 Rc1/2 
循環液吐出口 Rc1/2 
循環液戻り口 Rc1/2 
オーバーフロー口 Rc1/2 
タンクドレン口 Rc1/2 

 配管要領 
それぞれの配管口をパイプレンチ等で固定し、配管を締め込みます。 

 

 

 

 

 

 

 
 

図 3-18  配管締め込み 
 

【ワンポイント】 

タンクドレン口にバルブ（お客様にてご用意ください）を配管してください。

「6 章 管理と点検・清掃」の循環液の排出および入替え作業が簡単になりま

す。 

 配管を確実に行ってください。給排水などが屋内に浸水し、周囲や設備

などを濡らす原因になることがあります。 
 循環液出入口を間違えないでください。逆に配管しますと性能が発揮さ

れません。 
 配管工事をする際、ゴミ、異物などが水回路などに入らないように注意

してください。 
 配管接続口はパイプレンチ等で固定し、配管を締め込んでください。 

 

配管口 

28~30 N・m 以下 

配管工事は専門業者または充分な知識と経験を持った人が行ってください。

経験のない人が工事を行い不備があると、液漏れや流れないなどの原因に 
なります。 
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 推奨配管フロー 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 3-19  推奨配管フロー 

 
 

表 3-9  配管サイズ 
No. 名称 サイズ 
1 バルブ Rc1/2 
2 Y 型ストレーナ Rc1/2 
3 リリーフ弁 Rc1/2、設定 0～0.5 MPa 
4 圧力計 0～1.0 MPa 
5 流量計 0～50 L/min 

【ワンポイント】 

「図 3-19  推奨配管フロー」に示すリリーフ弁については、「表 3-10  関連

製品（別売付属品）」をご用意しています。別途ご注文頂きご利用ください。 

 
表 3-10  関連製品（別売付属品） 

品番 名称 個数 備考 
HRG-BP001 バイパス（リリーフ弁）配管セット 1 セット HRG001,002 用別売付属品 

HRG-BP005 バイパス（リリーフ弁）配管セット 1 セット HRG005 用別売付属品 
 

負荷装置 

排水ピットへ

循環液吐出口 

循環液戻り口 

タンクドレン口 

オーバーフロー口 

放熱水入口 

放熱水出口 
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3.2.7 循環液注入（給水） 
タンクフタを開け液面計の指示範囲内の液面まで循環液を注いでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

図 3-20  液面計 
  

3.2.8 放熱水供給 
 

 

 

 
 
 

3.2.9 本製品を再設置する際の注意 
 
 
 
 
 
 

本製品をご使用（試運転を含む）後、別の場所へ移動、再設置する場合は、

下記の項目および 3 章全体を実施の上、移動、再設置を行ってください。 

 

本製品を別な場所で再設置する場合は、本製品と付帯の設備装置について

十分な知識をもった人が行ってください。また、下記項目は必ず実施して

ください。 

液面計

指示範囲 

液面計 

HRG001-W*および HRG002-W* HRG005-W* 

指示範囲 

タンク液面は“HIGH”と“LOW”の指示範囲内としてください。指示範囲

を超えると循環液がオーバーフローします。必ず、オーバーフロー口と排

出ピットの配管を行ってください。 

起動前に、お客様側の放熱水設備のバルブを開いておいてください。 
起動中、内部に組込まれている制水弁（放熱水コントロールバルブ）が開

き始めたときに放熱水が流れるように起動前にご準備ください。 
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 電源ケーブルの取外し 
電源ケーブルを取外す場合は、必ず元電源を遮断してください。 

 

 

 

 

 

 

 配管の取外し 
配管を取外す場合は、事前に循環液，放熱水を排出してください。 
（「6.4 長期間の停止」を参照ください。） 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 配線作業は有資格者のみが行ってください。 
 安全のため、配線作業の前には必ず電源を遮断してください。活電状態

では絶対に作業しないでください。 

液体の取扱い上の注意事項については、メーカから MSDS を入手し、ご確認を

お願いします。 
危険な液体、汚染された液体が残っている場合は、汚染区域の拡大および人災

の恐れがあります。

濡れた手で、電気部品に触れないでください。 
感電の原因になります。 
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4章 起動・停止 
 

 

 

 

 

4.1 起動前の確認項目 
起動を行う前に、次の項目を確認してください。 

4.1.1 設置状態 
 本製品が水平に設置されていることを確認してください。 

 本製品に重量物を載せたり、配管などにより無理な力を掛けないでくださ

い。 

 

4.1.2 放熱水配管 
放熱水の出入口配管が、正しく接続されていることを確認してください。 

4.1.3 電気配線 
電源ケーブル、アースおよび入出力信号用ケーブルが確実に接続されてい

ることを確認してください。 

 

4.1.4 循環液配管 
循環液の出入口配管が、正しく接続されていることを確認してください。 

 

4.1.5 循環液注入（給水） 
液面が、レベル表示の範囲内にあることを確認してください。 

起動・停止運転は、本製品と付帯の設備装置について十分な知識と経験を

持った人が行ってください。 
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4.2 起動準備 
4.2.1 電源供給 

電源を供給してください。 

本製品の操作パネルは、次の状態となります。 

 ［POWER］ランプが点灯します。 
 PV，SV デジタル表示部が約 4 秒間初期画面を表示した後、循環液温度と設定温度を表示します。 
 ［ALARM］ランプが点灯しますが、5 秒後に消灯します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図 4-1  電源投入 
 

［POWER］ランプ ［ALARM］ランプ 

デジタル表示部 SV 

デジタル表示部 PV 
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＜通信(RS485)機能付きオプション品をお買い上げの場合（HRG***-W*-C）＞ 
通信機能により、上位コンピュータから循環液温度の設定（書込み）およ

び確認（読出し）を行うことができますが、あらかじめ上位コンピュータ

と通信を行う速度やデータの長さ（ビット数）などを合わせておく必要が

あります。 
 

表 4-1  通信設定項目一覧 
パラメータ 設定内容 初期値 

通信パラメータの設定を行います。 

 BCC チェック無 

 BCC チェック有 

 データ長７ビット 

 データ長 8 ビット 

 パリティ無 

 奇数パリティ 

 偶数パリティ 

 ストップビット長 1 ビット 

 

 ストップビット長 2 ビット 

BCC チェック機能：有 
データ長：8 ビット 
パリティチェック機能：無 
ストップビット長：2 ビット

通信速度の設定を行います。 

 1200 bps 

 2400 bps 

 4800 bps 

 9600 bps 

 

 19200 bps 

通信速度：9600 dps 

複数台使用する場合、子局毎に通信アド

レスの設定を行います。 

  
： 

 

1～99 局 
1 局 

応答遅延時間の設定を行います。 

  
： 

 
0～250ms 

応答遅延時間：0ms 

通信モードの設定を行います。 

 読出のみ  

 読出/書込 
読出/書込可能 
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 通信設定 
初期値と上位コンピュータの初期値同じ場合 

「表 4-1  通信設定項目一覧」に示す本製品の初期値と上位コンピュータの

初期値が同じ場合「4.2.2 循環液温度の設定」に従い、通信機能を使用し温

度の設定を行ってください。 
 

初期値と上位コンピュータの初期値が異なる場合 

「表 4-1  通信設定項目一覧」に示す本製品の初期値と上位コンピュータの

初期値が異なる場合以下の手順に従い通信設定を行ってください。 
 

1. 「P5-7 ■キーロック解除」を参照し、キーロックを解除してください。 
 

2. 操作パネルの UP キーを 4 回押してください。 

「SEt 6」（通信セット画面）の設定画面に切り替わります。 
 

 

3. MODE キーを 1 回押してください。 

コントローラのデジタル表示部に次の画面が表示されます。 

 

4. UP キーおよび DOUN キーで｢表 4-2［_CoN］設定値一覧｣から通信パラメータを設定してく

ださい。 
表 4-2［_CoN］設定値一覧 

設定値 説明 

 BCC チェック無 

 BCC チェック有 

 データ長７ビット 

 データ長 8 ビット 

 パリティ無 

 奇数パリティ 

 偶数パリティ 

 ストップビット長 1 ビット 

 ストップビット長 2 ビット 
 

5. MODE キーを 1 回押してください。 

コントローラのデジタル表示部に次の画面が表示されます。 
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6. UP キーおよび DOUN キーで｢表 4-3 ［_bPS］設定値一覧｣から通信パラメータを設定してく

ださい。 
表 4-3 ［_bPS］設定値一覧 

設定値 説明 

 1200 bps 

 2400 bps 

 4800 bps 

 9600 bps 

 19200 bps 
 

7. MODE キーを 1 回押してください。 

コントローラのデジタル表示部に次の画面が表示されます。 

 

8. UP キーおよび DOUN キーで通信アドレスを設定してください。 

【ワンポイント】 
設定範囲は 1～99 局です。 

 

9. MODE キーを 1 回押してください。 

コントローラのデジタル表示部に次の画面が表示されます。 

 

10. UP キーおよび DOUN キーで応答遅延時間を設定してください。 

【ワンポイント】 
設定範囲は 0～250ms です。 
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11. MODE キーを 1 回押してください 

コントローラのデジタル表示部に次の画面が表示されます。 

 

12. UP キーおよび DOUN キーで通信モードを設定してください。 
 

表 4-4 ［_Nod］設定値一覧 
設定値 説明 

 読出のみ可能 

 読出/書込可能 
 

13. 「P5-10 ■キーロックの再設定」を参照し、再びキーロックしてください。 
 

14. 「4.2.2 循環液温度の設定」に従い、通信機能を使用し温度の設定を行ってください。 
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4.2.2 循環液温度の設定 
操作パネルの［DOWN］キー、［UP］キーを押しデジタル表示部 SV を希

望の温度に設定してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図 4-2  循環液温度の設定 

【ワンポイント】 

循環液の設定温度範囲は 5℃～35℃です。 

 
＜通信(RS485)機能付きオプション品をお買い上げの場合（HRG***-W*-C）＞ 

上位コンピュータから書込み要求メッセージを送信し、通信によりデジタ

ル表示部 SV をご希望の温度に設定（書込み）することができます。 
具体的には、7 ビットまたは 8 ビットの 16 進数の信号（ASCII コード）を

送受信します。 
通信例（信号の区切りおよびメッセージフレーム）は次のとおりです。 

 

1. お客様の上位コンピュータから本製品へ書込み(W)要求メッセージを送信し、20℃の設定（書

込み）を要求してください。本製品から応答があるまで受信待機の状態でお待ちください。 
 

スタート

コード アドレス 要求 
内容 コマンド デ－タ エンド 

コード BCC 

02H 
(STX) 

30H 
(0) 

31H 
(1) 

57H 
(W) 

53H
(S) 

56H
(V) 

31H
(1) 

30H
(0) 

30H
(0) 

32H
(2) 

30H 
(0) 

30H 
(0) 

03H 
(ETX) 

51H 
 

 

2. 本製品からお客様の上位コンピュータへ、応答(ACK)メッセージを送信し、ご要求の設定を完

了したことを伝えます。 
 

スタート

コード アドレス 応答 
内容 

エンド

コード
BCC 

02H 
(STX) 

30H 
(0) 

31H 
(1) 

06H 
(ACK) 

03H 
(ETX)

06H 
 

 

［DOWN］

キー 

［UP］
キー 

デジタル表示部 SV 
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3. 設定値の確認を行う場合は、再びお客様の上位コンピュータから本製品へ、読出し(R)要求メ

ッセージを送信してください。本製品から応答メッセージがあるまでお待ちください。 
 

スタート

コード アドレス 要求 
内容 コマンド エンド

コード
BCC 

02H 
(STX) 

30H 
(0) 

31H 
(1) 

52H 
(R) 

53H 
(S) 

56H 
(V) 

31H
(1) 

03H 
(ETX)

66H 
 

 

4. 本製品からお客様の上位コンピュータへ、応答(ACK)メッセージを送信し、ご要求の SV 値を

伝えます。ご希望の温度であることをご確認ください。 
 

スタート

コード アドレス 応答 
内容 コマンド デ－タ エンド 

コード BCC 

02H 
(STX) 

30H 
(0) 

31H 
(1) 

06H 
(ACK)

53H 
(S) 

56H 
(V) 

31H
(1) 

30H
(0) 

30H
(0) 

32H
(2) 

30H
(0) 

30H
(0) 

03H 
(ETX) 

00H 
 

 

【ワンポイント】 

BCC（ブロックチェックキャラクタ）は、スタートコード(02H)からエンド

コード(03H)までの値を 1 バイト毎の排他的論理和の XOR 演算値です。 

その他の通信プロトコルコマンドやキャラクタおよび ASCII コード表につい

ては別紙「通信仕様書」をご覧ください。 

 
 通信プログラムについて 

 

 

 

 

ホームページ(http://www.toho-inc.com)から温調器メーカ※の通信プログラム

(comsamp)をダウンロードすることができます。インストールしてご確認く

ださい。 

※東邦電子㈱ 
著作権は東邦電子㈱にあります｡使用権・複製・再配布・改変は可能です

が､プログラムを使用したことによる不具合について、当社は一切の保

証・責任を持ちません。 

通信プログラムをご用意ください。 
上位コンピュータと通信（データの送受信）を行うためには、更に通信プログラムが必要

です。 
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4.2.3 追加注入（追加給水） 
 ［TS］スイッチ（ポンプ単独運転スイッチ※） 

HRG005 には、設置後の初回起動時に循環液回路中のエア抜きを行うための

［TS］スイッチ（ポンプ単独運転スイッチ）が付いています。前面パネルを

取外し、下記の手順でエア抜き作業を行ってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 4-3  ［TS］スイッチ（ポンプ単独運転スイッチ）（※HRG005 のみ） 

 

1. 液面計を見ながら、［TS］スイッチを数秒間押し続けてください。 
配管内のエアが抜け、液面が低下します。 

 

2. 「3.2.7 循環液注入（給水）」により循環液を再給水してください。 

 

 

 

 

この作業中に、外部の配管や各部継手の閉め忘れ等で液漏れが確認された場合はポンプ単

独運転を停止し、漏れ箇所の修復を行ってください。 

［TS］スイッチ 

前面 



HRX-OM-H033 
4 章 起動・停止   

 

4.3 起動・停止方法 HRG シリーズ 
 
 4-10  

4.3 起動・停止方法 
4.3.1 本製品の起動 

操作パネルの［ON］スイッチを押します。 

本製品を運転し循環液を設定温度にします。 

本製品の操作パネルの［RUN］ランプおよび［PUMP］ランプが点灯します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 4-4  本製品の起動 

4.3.2 本製品の停止 
操作パネルの［OFF］スイッチを押します。 

本製品が停止します。 

本製品の操作パネルの［RUN］ランプおよび［PUMP］ランプが消灯します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 4-5  本製品の停止 

［RUN］

ランプ

［PUMP］
ランプ 

［ON］スイッチ

［RUN］

ランプ

［PUMP］
ランプ 

［OFF］スイッチ
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4.3.3 遠隔操作による本製品の起動・停止 
本製品には、遠隔操作信号（DC24V）を入力すると起動する機能を標準装

備しています。あらかじめ「3.2.5 電気配線」を参照し、遠隔操作信号の配

線を行いご利用ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. お客様に配線していただいた遠隔操作用スイッチを ON(接点閉)し、DC24V を印加(入力)して

ください。 
本製品が起動します。 

本製品の操作パネルの［RUN］ランプおよび［PUMP］ランプが点灯します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 4-6  本製品の遠隔操作起動 

遠隔操作の命令を優先しますので、遠隔操作の前に、必ず現場の状況を確

認してください。メンテナンス中、前面パネルが開放された時に遠隔操作

で起動すると、ポンプが回転し危険です。必ず現場の状況を確認の上遠隔

操作を行ってください。 

操作パネルのキー操作前に、必ず遠隔操作中かどうかを確認してください。 
遠隔操作（起動）中に、操作パネルの OFF ボタンを押すと押している間だけ停止します。

操作パネルの OFF ボタンから指を離すと起動しますので、遠隔操作中の有無を確認後、

現場での操作を行ってください。 

頻繁に ON，OFF を行わないでください。 
運転を停止させてから次の運転までは 5 分以上の時間をとってください。3 分以内に運転

を再開すると保護回路が作動し、起動できない場合があります。 

［RUN］

ランプ

［PUMP］
ランプ 遠隔操作用スイッチ

ON 
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2. お客様に配線していただいた遠隔操作用スイッチを OFF(接点開)し、DC24V を遮断（DC0V）
してください。 
本製品が起動します。 

本製品の操作パネルの［RUN］ランプおよび［PUMP］ランプが点灯します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 4-7  本製品の遠隔操作停止 

 

【ワンポイント】 
遠隔操作と操作パネルの ON，OFF スイッチ操作との優先順位については、

次の「■ 遠隔操作と操作パネルの優先順位」を参照ください。 

 

 遠隔操作と操作パネルの優先順位 
 

 

 

 

 
 操作パネルの OFF ボタンで停止中、遠隔操作用の外部スイッチが閉じられた場合 

通常の遠隔操作による起動方法ですので起動します。 
 

 操作パネルのONボタンが押され既に運転中の状態で遠隔操作用の外部スイッチを開閉した場合 
操作パネルの ON ボタンで運転中に、遠隔操作用の外部スイッチを閉じても運転中のままです

が、その後開くと停止します。（遠隔操作の命令を優先します。） 
 

 遠隔操作用の外部スイッチが「開」の時に操作パネルの ON ボタンを押した場合 
通常の起動方法のとおり起動します。 
 

 遠隔操作用の外部スイッチが「閉」の時に操作パネルの OFF ボタンを押した場合 
操作パネルの OFF ボタンを押している間だけ停止します。 
操作パネルの OFF ボタンから指を離すと、遠隔操作用の接点が「閉」（スイッチ ON）の状態

のため、再び起動すます。（遠隔操作の命令を優先します。） 
 

 

［RUN］ 
ランプ 

［PUMP］ 
ランプ 遠隔操作用スイッチ 

OFF 

基本的に遠隔操作中は、操作パネルのキー（特に ON，OFF ボタン）による、起動停止を

行わないでください。 
キー操作と遠隔操作信号とは異なる操作命令の場合がありますのでご注意ください。 
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4.4 起動中の確認事項 
起動中には下記の項目を確認してください。 

 

 

 

 

 

 循環液配管の漏れがないこと。 

 タンクドレン口から循環液が出ていないこと。 

 循環液圧力が仕様範囲内であること。 

 

 バイパスバルブの扱いについて 
弊社出荷時、バイパスバルブは全開になっています。全閉での起動は、外

部の配管状態によっては循環液圧力が異常高圧になる恐れがあります。設

置後の初回起動時は、必ずバイパスバルブ全開の状態で行ってください。 

その後、外部配管または貴社装置側に取付けられている、圧力計や流量計

を監視し、必要な圧力または流量になるようにバイパスバルブを調整して

使用してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

HRG001 および HRG002                   HRG005 
 

図 4-8  バイパスバルブ 
 

異常が確認された場合は、直ちに［OFF］スイッチを押し本装置を停止さ

せ、元電源を OFF してください。 

バイパスバルブ 

右側面 右側面 
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 バイパス（リリーフ弁）配管セットのご紹介 
【ワンポイント】 

「表 3-10  関連製品（別売付属品）」に示すバイパス（リリーフ弁）配管セ

ットをご利用いただくことによって、手動によるバイパスバルブの調整を省

略できます。 

【ワンポイント】 

リリーフ弁機能について 
サーモクーラの循環液出口圧力が設定圧力以上になると、自動的にリリーフ

弁が開き始めます。リリーフ弁が循環液をバイパスすることによって、低流

量時の圧力上昇を防止します。 

 



HRX-OM-H033 
5 章 異常表示と発生時の対処 

HRG シリーズ  5.1 異常表示 
 
 5-1

5章 異常表示と発生時の対処 
5.1 異常表示 

異常の場合、本製品は停止します。 

ランプの点灯・消灯及び信号出力は、表 5-1 の状態になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図 5-1  操作パネル 

 

 
表 5-1  異常表示 

ランプ 
（●：点灯、○：消灯） アラーム内容 設定範囲

装置の

状態 
POWER RUN ALARM 

運転 
信号出力 

異常停止

信号出力

電源遮断 － 停止 ○ ○ ○ 接点開 接点閉 
起動不良 － 停止 緑色● ○ 赤色● 接点開 接点開 
放熱水異常または断水 － 停止 緑色● ○ 赤色● 接点開 接点開 
ポンプ・冷凍機逆転防止 － 停止 緑色● ○ 赤色● 接点開 接点開 

タンク液面低下 タンク 
水位下限

停止 緑色● ○ 赤色● 接点開 接点開 

ポンプ過負荷 － 停止 緑色● ○ 赤色● 接点開 接点開 
循環液温度高温異常 40℃以上 停止 緑色● ○ 赤色● 接点開 接点開 
冷凍機過負荷 － 停止 緑色● ○ 赤色● 接点開 接点開 

  
 

 

［RUN］

ランプ 

［ALARM］ランプ 

［POWER］ランプ 

または

または
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5.2 異常発生時の対処 
アラームの解除方法については「5.3 アラームランプの解除（消灯）方法」

に従ってください。 

 
表 5-2  異常発生時の対処 

ｱﾗｰﾑ解除方法
アラーム内容 発生原因 対処方法 

検出器 

電源が供給されていない。 
元電源を供給してください。 
有資格者が配線してください。 

欠相 
3 相電源（R 相,S 相）を供給してくださ

い。有資格者が配線してください。 
過電流 

電源遮断 

漏電 
サービスを依頼してください。 
ブレーカのレバーを ON してください。 

手動復帰 
※1) 

起動不良 電圧低下 
定格電圧を供給してください。 
有資格者が配線してください。 

- 

ポンプ 
冷凍機逆転防止 

電源配線の相順の誤り 
3 相中､2 相の電源ケーブルの配線（相順）

を入れ替えてください。 
有資格者が配線してください。 

自動復帰 
※2) 

タンク液量の不足または消費 循環液を給水してください。 
タンク液面低下 

配管からの液漏れ 有資格者が配管してください。 
自動復帰 

※2) 

放熱水異常 
または断水 

仕様範囲内の放熱水が供給さ

れていない 

高圧圧力スイッチのリセットボタンを押

してください。 
5～32℃の放熱水を供給してください。 

手動復帰 
（赤色ボタン）

循環液出口の圧力上昇 

ポンプ用電磁開閉器(MS1)のリセットボ

タンを押してください。 
循環液流量に適した配管サイズに見直し

てください。 
また、バイパスバルブの開度を調整して

ください。 

ポンプ過負荷 

ポンプの故障 サービスを依頼してください。 

手動復帰 
（青色ボタン）

※1) 

周囲温度の上昇 
換気するなどして、周囲温度を下げてく

ださい。また、直射日光・放射熱がある

場所への設置は避けてください。 
被冷却装置の発熱量が過大 お客様装置の発熱量を下げてください。 

温度調節器の応答不良 
(HRG00*-*5 のみ) 

｢5.3.2 温度調節器の応答性の確認と

PID 値の再入力｣を参照し、PID 値の再入

力を行ってください。 
その他の循環回路異常 

循環液温度高温異常 

冷媒漏れ 
サービスを依頼してください。 

自動復帰 
※2) 

被冷却装置の発熱量が過大 
冷凍機用電磁開閉器(MS2)のリセットボ

タンを押してください。 
お客様装置の発熱量を下げてください。 

冷凍機の故障 
冷凍機過負荷 

その他の冷凍回路異常 
サービスを依頼してください。 

手動復帰 
（青色ボタン）

※1) 

 
※1) 手動復帰のアラームの場合、原因（電源遮断，過負荷など）を取除いた後、レバーやリセットボタンなどを手動で

操作することによりアラームランプが解除(消灯)されます。 

※2) 自動復帰のアラームの場合、原因（相順の誤り，タンク液面低下，循環液温度高温異常など）を取除いた後、しば

らく待機することにより、自然にアラームランプが解除(消灯)されます。 
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5.3 アラームランプの解除（消灯）方法 
5.3.1 アラーム内容（自動復帰，手動復帰）の確認および解除方法 

自動復帰のアラームの場合、原因（相順の誤り，タンク液面低下，循環液温度高温異常など）を取

除いた後、しばらく待機することにより、自然にアラームランプが解除（消灯）されます。 
手動復帰のアラームの場合、原因（電源遮断，過負荷など）を取除いた後、レバーやリセットボタ

ンなどを手動で操作することにより、アラームを解除（消灯）することができます。 
手順は次のとおりです。 
 

1. アラームランプが点灯した場合は、発生原因（表 5-2 参照）の有無を確認し、発見された原因

を取除いてください。主な発生原因を下記に示します。 
また、使用方法、使用環境の改善を行ってください。 

 

 3 相電源の相順（R,S,T）の誤りの有無 

 タンク液面低下の有無 

 循環液温度高温（40℃超）の有無 

 周囲温度など、使用環境の確認 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 5-2  アラームランプ点灯時の表示 

 

 手順 1 の解除方法（自動復帰）でアラームランプが消灯した場合 

2. 「4.3 起動・停止方法」に従って再起動を行ってください。 

 

［RUN］

ランプ 

［ALARM］ランプ 

［POWER］ランプ 

または

または
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 手順 1 の解除方法（自動復帰）でアラームランプが消灯しない場合 
（リセットボタンでの解除（手動復帰）が必要な場合） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. ビス（4 箇所）をゆるめ前面パネルを取外してください。（HRG005-W*は 6 箇所） 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
図 5-3  前面パネル取外し 

 

カバーパネルを外したまま本製品を運転しないでください。 
本製品の内部には、カバーパネルで隔離された高電圧のかかった電源供給

部があります。 

電源供給部内で作業や点検を行う場合は、訓練された有資格者が行ってく

ださい。 

本製品は、運転中高温になる部位があり、接触によって火傷する恐れがあ

ります。また、電源を切った後も余熱によって火傷する恐れがありますの

で、高温部の温度が下がるまで作業を行わないでください。 

本製品は、運転中に回転する部位があり、接触によってけがする恐れがあ

ります。また、運転中は回転体が一時的に止まることもありますが、再び

回転しますので運転中は作業を行わないでください。 

前面パネル 

ビス 

前面 

ビス 

パネルの取外しおよび取付けの際は、パネルのエッで怪我などしないよう

に必ず保護手袋を着用してください。
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4. 電装ボックス内（電装盤内）の各検出器のリセットボタンを押します。 
アラームランプが消灯します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 5-4  リセット（手動復帰）ボタンの位置（HRG001-W*、HRG002-W*） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 5-5  リセット（手動復帰）ボタンの位置（HRG005-W*） 
 

5. 必ず前面パネルを取付け後、「4.3 起動・停止方法」に従って再起動を行ってください。 

 

 

ポンプ過負荷リセットボタン 
（青色ボタン） 

冷凍機過負荷リセットボタン 
（青色ボタン） 

前面 

放熱水異常または断水停止

リセットボタン（赤色ボタン）

ポンプ過負荷リセットボタン 
（青色ボタン） 

冷凍機過負荷リセットボタン 
（青色ボタン） 

放熱水異常または断水停止

リセットボタン（赤色ボタン）

前面 
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5.3.2 温度調節器の応答性の確認と PID 値の再入力 
＜温度安定性±0.5℃タイプをお買い上げの場合（HRG00*-*5）＞ 

「循環液温度高温」の原因として応答（冷却スピード）が遅くなっている場

合があります。サービスを依頼する前に、つぎの方法で「温度調節器の応

答性の確認と PID 値の再入力」を行ってください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

HRG00*-*5 は比例弁の PID 制御にセルフチューニング機能を搭載しています。 
セルフチューニング機能とは、搭載した温度調節器により、能動的に PID 値の

演算を開始し設定する機能です。 
これにより、お客様の使用状況の変化に順応したチューニングを行います。 
しかし、電源供給後、設定温度を変更し本製品を停止したまま長時間放置する

と応答の遅い大きな PID 値が演算され、本製品を運転した際に、冷却スピード

が遅く『循環液温度高温異常』に至る場合がありますのでご注意ください。 
一度、応答の遅い大きな P 値(比例帯)が演算された場合は、比例帯より大きい

温度変更を行わない限りセルフチューニングを開始しません。 
適正な PID 値を、能動的に設定することが困難な状態となります。 
そこで、『循環液温度高温異常』に至った場合は、「5.3.2 温度調節器の応答

性の確認と PID 値の再入力」に従って、PID 値（デフォルト値）の再入力をお

願いします。 
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 キーロックの解除 
 

 

 

 

 

1. 操作パネルの MODE キーを、約 2 秒間長押ししてください。 

温度を表示していた初期の（運転モード画面）が裏画面の（初期セット）の画面に切り替わ

ります。 

 
 

  

2. MODE キーを 7 回押してください。 

PV 表示が「_LoC」（キーロック設定画面），SV 表示が「3」（設定モード値ロック）を表示

します。 

 

3. DOWN キーを３回押してください。 

デフォルト値｢3｣が、「0」（ロック OFF）になります。 

これにより、以下の設定値の書換え（キーロック解除）が可能となります。 
 

4. MODE キーを１回押してください。 

｢SEt 1｣（初期セット）の画面に戻ります。 

【ワンポイント】 

MODE キーを押し過ぎた際は、「SEt 1」が表示するまで、MODE キーを押

して戻ってください｡ 

キーロックを解除した後は速やかに必要な設定値のみ入力し、再びロック

してください。万一その他の設定が誤って書き換わった場合、製品の故障

や温調不良の原因となります。 
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 現在の応答性の確認と PID 値（デフォルト値）の再入力 

1. 続けて UP キーを 1 回押してください。 

｢SEt 2｣(制御セット)の設定モードの画面に切り替わります。 

 

 

2. MODE キーを７回押してください。 

PV 表示が「_tUn」（PID チューニング種類設定画面），SV 表示が｢2｣（セルフチューニング

出力 1）を表示します。 

 

3. DOWN キーを１回押してください。 

デフォルト値｢2｣が、「1」（オートチューニング出力 1）になります。 

これにより、現在の PID 値の読取および書換えが可能となります。 
 

4. MODE キーを３回押してください。 

①PV 表示を （出力１比例帯設定画面）にしてください。 
②ここで、現在の P1 値 （SV 表示値） を記録し、「表 5-3 PID デフォルト値」と比較してく

ださい。 
③比較後、UP キー、DOWN キーを押してデフォルト値を再入力して下さい。 

 
 

表 5-3  PID デフォルト値 
型式 P1 値 (％) I 値 (秒) d 値 (秒) 

HRG001-＊5 20.0 170 42 
HRG002-＊5 9.8 130 32 
HRG005-＊5 4.6 208 52 

注）型式ごとに PID 値(デフォルト値)が異なります。型式を確認して、誤入力に注意して下さい。 
 

5. MODE キーを１回押してください。 

①PV 表示を （積分時間設定画面）にしてください。 
②ここで、現在の I 値（SV 表示値）を記録し、「表 5-3 PID デフォルト値」と比較して下さい。 
③比較後、UP キー、DOWN キーを押してデフォルト値を再入力して下さい。 
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6. MODE キーを１回押してください。 

①PV 表示を （微分時間設定画面）にしてください。 
②ここで、現在の D 値 （SV 表示値） として記録し、「表 5-3 PID デフォルト値」と比較して

下さい。 
③比較後、UP キー、DOWN キーを押してデフォルト値を再入力して下さい。 

 

7. 操作パネルの MODE キーを１２回押してください。 

再び PV 表示に「_tUn」（PID チューニング種類設定画面）が表示されます。 

 

8. UP キーを１回押してください。 

「1」（オートチューニング出力 1）がデフィルト値「2」（セルフチューニング出力 1）に戻り

ます。 

 

9. MODE キーを１０回押してください。 

「SEt 2」（制御セット）の画面に切替わり、PID 値のデフォルト値再設定が完了です。 

【ワンポイント】 

MODE キーを押し過ぎた際は、「SEt 2」が表示するまで、MODE キーを押

して戻ってください｡ 
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 キーロックの再設定 
 

 

 

 

 

1. 続けて DOUN キーを１回押してください。 

｢SEt 1｣（初期セット）の画面に切換わります。 
 

 

2. MODE キーを７回押してください。 

PV 表示が「_LoC」（キーロック設定画面），SV 表示が｢0｣（ロック OFF）を表示します。 

 

3. UP キーを３回押してください。 

SV 表示｢0｣が、デフォルト値「3」（設定モード値ロック）に戻り、設定モード値の書換えが

ロックされます。 

 

4. MODE キーを長押しして下さい（2 秒）。 

操作パネルの表示画面が温度を表示していた初期の（運転モード画面）に戻ります。 

（例：循環液の温度） 
（例：設定温度） 

  

【ワンポイント】 

MODE キーを押し過ぎた際は、「SEt 1」が表示するまで、MODE キーを押

して戻ってください｡ 

 

 再起動 

1. 「4.3 起動・停止方法」に従って再起動を行ってください。 

 
 
 

キーロックを解除した後は速やかに必要な設定値のみ入力し、再びロック

してください。万一その他の設定が誤って書き換わった場合、製品の故障

や温調不良の原因となります。 
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5.4 電源が遮断され、ランプが点灯しない場合の解除方法 
 電源異常の確認 

1. 専門業者に依頼し、電源供給が遮断する原因（漏電、過電流など）を取除いてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 5-6  POWER ランプ消灯時の表示 

 
［POWER］ランプ消灯.......電源供給の異常（遮断） 

 

2. お客様の元電源のブレーカを ON し、［POWER］ランプが点灯することを確認してください。 

 

［RUN］ 
ランプ 

［ALARM］ 
ランプ 

［POWER］ 
ランプ 
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＜漏電ブレーカ付オプション品をお買い上げの場合（HRG***-W*-B）＞ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. ビス（4 箇所）をゆるめ、前面パネルを取外してください。（HRG005-W*は 6 箇所） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 5-7  パネルの取外し方法 

カバーパネルを外したまま本製品を運転しないでください。 
本製品の内部には、カバーパネルで隔離された高電圧のかかった電源供給

部があります。 

電源供給部内で作業や点検を行う場合は、訓練された有資格者が行ってく

ださい。 

本製品は、運転中高温になる部位があり、接触によって火傷する恐れがあ

ります。また、電源を切った後も余熱によって火傷する恐れがありますの

で、高温部の温度が下がるまで作業を行わないでください。 

本製品は、運転中に回転する部位があり、接触によってけがする恐れがあ

ります。また、運転中は回転体が一時的に止まることもありますが、再び

回転しますので運転中は作業を行わないでください。 

 

前面パネル

ビス 

ビス

前面 

パネルの取外しおよび取付けの際は、パネルのエッで怪我などしないよう

に必ず保護手袋を着用してください。
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2. 電装ボックスの電装盤上にある漏電ブレーカを確認してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-8  漏電ブレーカ取付箇所 
 

3. 漏電ブレーカのレバーを、OFF の位置まで一度押下げてください。 
 

 

 

 

 

 

 

 
図 5-9  漏電ブレーカ OFF 位置 

 

4. OFF の位置まで押下げたブレーカのレバーを、ON の位置まで押上げて、［POWER］ランプが

点灯することを確認してください。 
 

 

 

 

 

 

 

 
図 5-10  漏電ブレーカ ON 位置 

 

5. 必ず前面パネルを取付け後、「4.3 起動・停止方法」にしたがって再起動・停止を行ってくだ

さい。 
 

前面 

電装盤

漏電ブレーカ 

1 度押下げる

前面

押上げる

前面
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6章 管理と点検・清掃 
6.1 水質管理について 

 循環液について 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
表 6-1  清水（水道水）の水質基準 

 項目 基準値 
pH（25℃） 6.0～8.0 
電気伝導率（25℃）（μs/cm） 100※1～300※2 
塩化物イオン（mgCl-/L） 50 以下 
硫酸イオン（mgSO4

2-/L） 50 以下 
酸消費量（pH4.8）（mgCaCO3/L） 50 以下 
全硬度（mgCaCO3/L） 70 以下 
カルシウム硬度（mgCaCO3/L） 50 以下 

基準項目 

イオン状シリカ（mgSiO2/L） 30 以下 
鉄（mgFe/L） 0.3 以下 
銅（mgCu/L） 0.1 以下 
硫化物イオン（mgS2-/L） 検出されないこと 
アンモニウムイオン（mgNH4

+/L） 0.1 以下 
残留塩素（mgCl/L） 0.3 以下 

参考項目 

遊離炭酸（mgCO2/L） 4.0 以下 
日本冷凍空調工業会 JRA-GL-02-1994「冷却水系-循環式-補給水」 
※1 電気伝導率は、100[μs/cm]以上としてください。 
※2 M[Ω･cm]の場合は、0.003～0.01 になります。 

 

 

 

 

 

 

定期点検の結果、異常が確認されましたら、タンクおよび水回路を洗浄し、

タンク内の水を交換してください。また、異常が確認されなくても、水は

蒸発し、不純物が濃縮しますので、タンク内の水を 3 ヶ月に 1 回交換して

ください。定期点検については、「6.2 点検と清掃」の項を参照してくだ

さい。 

 エチレングリコール水溶液の濃度は 15%以下としてください。 
濃度が高いとポンプが過負荷運転となり、安全保護機器が作動し、運転が

停止する場合があります。また、濃度が低いと、低温時に凍結し、本製品

の故障の原因となります。 
 循環液は水質基準を満たす清水を使用してください。 
「表 6-1」に示す水質基準を満たす清水（エチレングリコール水溶液の希

釈用も含む）を使用してください。  

 循環液には、油やその他の異物を混入させないでください。 
 エチレングリコール水溶液は、防腐剤などの添加物が含まれていないも

のを使用してください。 



HRX-OM-H033 
6 章 管理と点検・清掃  

 

6.1 水質管理について HRG シリーズ 
 
 6-2  

 

 

 

 

 

 

 

 

＜HRG001，HRG002 の場合＞ 
 

 

 

 

 放熱水について 
 

 

 

 

 
表 6-2  放熱水の水質基準 

 項目 基準値 
pH（25℃） 6.5～8.2 
電気伝導率（25℃）（μs/cm） 100※1～800※2 
塩化物イオン（mgCl-/L） 200 以下 
硫酸イオン（mgSO4

2-/L） 200 以下 
酸消費量（pH4.8）（mgCaCO3/L） 100 以下 
全硬度（mgCaCO3/L） 200 以下 
カルシウム硬度（mgCaCO3/L） 150 以下 

基準項目 

イオン状シリカ（mgSiO2/L） 50 以下 
鉄（mgFe/L） 0.1 以下 
銅（mgCu/L） 0.3 以下 
硫化物イオン（mgS2-/L） 検出されないこと 
アンモニウムイオン（mgNH4

+/L） 1.0 以下 
残留塩素（mgCl/L） 0.3 以下 

参考項目 

遊離炭酸（mgCO2/L） 4.0 以下 
日本冷凍空調工業会 JRA-GL-02-1994「冷却水系-循環式-循環」 

※1 電気伝導率は、100[μs/cm]以上としてください。 
※2 M[Ω･cm]の場合は、0.00125～0.01 になります。 

 

 純水は使用（給水）可能ですが、電気伝導率を維持することはできません。 
純水を給水する場合は、電気伝導率 1µs/cm 以上，低効率 1MΩ･cm 以下の純水を給水

してください。ただし、接液部の成分が溶け込むため電解質濃度を維持することはでき

ません。 

 循環ポンプとして、マグネットポンプを使用しています。 
特に鉄粉のような金属粉を含む液体は使用できません。

放熱水は、「表 6-2」に示す水質基準を満たすものを使用してください。 
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6.2 点検と清掃 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6.2.1 日常点検 
次の「表 6-3」の各項目を確認し、異常が認められた場合は、運転を停止し

元電源を OFF し、サービスを依頼してください。 
 

表 6-3  日常点検 
項目 点検内容 

装置に重量物を載せたり、配線などに無理な力がかか

っていないこと。 設置状況 設置状況確認 
温度、湿度が仕様範囲内であること。 

液漏れ 配管接続部の確認 配管接続部から循環液漏れがないこと。 

給水 液面計表示確認 液面が表示範囲内にあること。 

表示確認 表示画面の数字が鮮明であること。 
操作パネル 

機能確認 ランプが正常に点灯していること。 

循環液温度 操作パネルでの確認 使用上問題のないこと。 

運転状態 運転状況の確認 異常音、異常振動、異臭、煙の発生がないこと。 

放熱水 放熱水の状態 温度、流量、圧力が仕様範囲内であること。 
 

 清掃・整備・点検を行う際は、本製品の電源を遮断してください。感電

やけが、火傷などの原因になることがあります。 

本製品に直接水をかけたり、水を使って洗わないでください。感電や火災

などの原因になります。 

濡れた手でスイッチ操作などをしないでください。また、電源プラグなど

の電気部品には触れないでください。感電の原因になります。 

 点検・清掃でパネルを取外した場合は、作業終了後パネルを取付けてく

ださい。パネルを開けたまま、あるいは外したままで運転されますと、

けがや感電の原因になります。 

凝縮器を清掃するときは、フィンに直接手を触れないでください。けがの

原因になることがあります。 
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6.2.2 3 ヶ月毎点検 
 

 循環液の入替え 

 定期的な循環液の入替え 

入替えないで置くと、藻などの水の腐食が発生することがあります。  

状況に応じて定期的に交換してください。 

 タンクの清掃 

タンク内の循環液に汚れ、ぬめり、異物の混入がないか点検し、タンク

の定期的な清掃を行ってください。 

 

 放熱水の清掃 

 放熱水の水質基準が仕様範囲内であることを確認してください。 

 定期的に、放熱水設備の清掃をし、放熱水の入替えを行ってください。 

 

6.2.3 6 ヶ月毎点検 
 

 ポンプからの液漏れ点検 
パネルを取外し、ポンプメカニカルシールから異常な漏れがあるかどうか

点検してください。漏れが確認された場合は、メカニカルシールの交換が

必要です。販売店または弊社営業所にご連絡ください。 

 

 

 

 

 

 

ポンプ（回転機械）の構造上、メカニカルシールからの漏れを完全に無くすことはできま

せん。この漏れ量について、JIS 規格では制定当初の値（普通 3ml/h 以下とする）につい

て解説していますが、本製品では、確認可能な量として 0.3ml/h 以上を、メカニカルシー

ルの交換時期と判断してください。 
また、定期的交換の目安としては 6000～8000 時間（通常 1 年）となります。 
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6.2.4 冬季期間中の点検 
 循環液の凍結防止 

設置・使用環境（使用時期、気象など）の変化により、凍結の心配がある

場合は、連続運転を行ってください。ポンプの発熱により凍結を防ぐこと

ができます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

6.3 消耗部品 
点検時の消耗状態に応じて交換してください。 

 
表 6-4  消耗部品  

品  番 名  称 個数 備  考 

HRG-S0003 メカニカルシールセット※1 1 セット HRG005 用※2 （～Ser.No.23******）

HRG-S0211 メカニカルシールセット※1 1 セット HRG005 用※2 （Ser.No.24******～）

※1  HRG001，002 はマグネットポンプ使用により、メカニカルシールは不要です。 
※2  ポンプの銘板に記載された上記備考欄の Ser.No.(8 桁)をご確認の上、ご注文願います｡ 

 
 

6.4 長期間の停止 
長時間使用しない場合、または冬期間凍結する場合は下記の作業を行ってく

ださい。 

1. 元電源（電源ブレーカ）を OFF してください。 
 

2. タンクドレン口のプラグまたはバルブを開き、循環液および放熱水を排出してください。 
 

3. 循環液排出後、製品をビニール等で覆い保管してください。 
 

専門業者へご相談ください。 
厳寒冷の設置条件下では凍結に対して完全に防止できない場合があります。

他の凍結保護機器（市販テープヒータなど）の追加設置を専門業者へご相 
談ください。 
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7章 資料 
7.1 仕様一覧表 

表 7-1  仕様一覧表 
項目 HRG001-W* HRG002-W* HRG005-W* 
定格周囲温度 32℃（範囲-5～40℃） 

湿度範囲 30～70%RH（但し、結露しないこと） 
使
用
環
境 

設
置
・ 

放熱水 「表 3-1  放熱量と必要放熱水量」参照 

使用流体 清水，純水（電気導電率1μS/cm以上），エチレングリコール水溶液（15%以下） 
又はSUS304，PVCなど接液部を腐食しない液体 

タンク定格容積 10L 20L 

電源電圧 3相 AC200V（50Hz） 3相 AC200～220V（60Hz） 

推奨漏電ブレーカ 
容量，感度電流 5A，30mA 10A，30mA 20A，30mA 

定格運転電流 2.85/2.85（50/60 Hz） 5.0/5.5（50/60 Hz） 8.0/9.5（50/60 Hz） 

定格消費電力 0.56/0.72（50/60 Hz） 1.0/1.25（50/60 Hz） 1.75/2.35（50/60 Hz） 

入
力 

起動停止命令信号 
（遠隔操作信号） DC24V、8 mA印加により遠隔起動、DC0Vで遠隔停止 

定格循環液温度 
温度安定性 

20℃ 
±1.0℃（冷凍機ON/OFFタイプ），±0.5℃（比例弁PID制御タイプ） 

設定温度範囲 5～35℃ 

定格冷却能力 0.9/1.1 kW（50/60 Hz） 1.9/2.3 kW（50/60 Hz） 4.5/4.8 kW（50/60 Hz） 

ポンプ能力 8/10 L/min 
（全揚程8/9 m、50/60 Hz）

10/10 L/min 
（全揚程11/16 m、50/60 Hz）

24/32 L/min 
（全揚程14/15 m、50/60 Hz） 

運転信号 リレ－接点（接点容量AC250V，1A，抵抗負荷） 
運転時接点閉、停止時接点開、電源遮断時接点開 

出
力 

出
力
信
号 異常停止信号 リレ－接点（接点容量AC250V，1A，抵抗負荷） 

アラーム消灯時接点閉、アラーム点灯時接点開、電源遮断時接点閉 

温調制御方式 冷凍機ON･OFF運転方式（HRG00*-*の場合） 
三方比例弁分流開度のPID制御方式（HRG00*-*5の場合） 

操作パネル 7セグメントデジタル表示，0.1℃単位 
PV値（動作温度）：表示４桁緑色 SV値（設定温度）表示４桁赤色，その他各表示ランプ 表

示
部 液面計 タンク（PE）一体（半透明） 

タンク液面低下停止（タンクレベルスイッチ付） 

ポンプ・冷凍機逆転防止（反相リレ－付） 

放熱水異常または断水（高圧遮断用冷媒圧力スイッチ付） 

ポンプ・冷凍機過負荷停止（過電流継電器付） 

異常停止 

循環液温度高温時停止（温調器設定温度40℃） 

保
護
機
能 

（
検
出
器
・
機
器
等
） その他 冷凍機過昇温防止（OLP）、循環液圧力上昇防止（手動バルブ付）、漏水防止（ドレンパン付） 

外観パネル SGCC（マンセル10Y8/0.5アーバンホワイト） 

操作パネル SGCC（DIC183ブルー） 

ベース SECC（塗装マンセル10Y6/0.5アーバングレー） 

接液部 
SUS系（接続出入口など）、BC系（ホース継手，チューブ
継手など）、PE（タンク）、PVC（内部循環液配管ホース）、
PPE（ポンプケーシング，インペラ） 

SUS系（ポンプインペラ，接続出入口
など）、BC系（ポンプケーシング， 
ホース継手など）、PE（タンク）、 
PVC（内部循環液配管ホ－ス） 

内部冷媒配管部 C1220T 

使用冷媒 Ｒ407C（HFC） 

材
質
・
物
質 

冷媒封入量 550±20g 580±20g 1200±20g 

付属品※1 Y型ストレーナ1/2×1個，ストレーナ配管用ニップル1/2X1個 

質量 70kg 75kg 115kg 
※1 電源、信号ケーブルおよび接続端子等はお客様にてご用意願います。 
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7.2 オプション仕様 
 キャスタ仕様 

表 7-2  アジャスタ付キャスタ仕様 
項目 仕様 

適用型式 HRG001-**-A HRG002-**-A HRG005-A*-A 
車輪径 50 mm 
キャスタ旋回範囲 46 mm（単体） 
アジャスタ高さ調整範囲 0～10 mm 

キャスタ本体 SPCC 
車輪 合成ゴム 材質 
キャスタ付ベース SUS304 

許容荷重 200kg（キャスタ 1 個当たり 50kg×4 個） 
製品質量 75kg 80 kg 130 kg 
製品高さ 1017 mm 1217 mm 

 

 漏電ブレーカ仕様 
表 7-3  漏電ブレーカ仕様 

項目 仕様 
適用型式 HRG001-**-B HRG002-**-B HRG005-**-B 
極数 3 極 
定格遮断電流 5 A 10 A 20 A 
定格感度電流 30 mA 
漏電時動作時間 0.1s（定格感度電流地絡時） 
漏電表示方式 機械式ボタン 

 

 通信仕様 
表 7-4  通信仕様 

項目 仕様 
適用型式 HRG001-**-C HRG002-**-C HRG005-**-C 
規格 EIA RS-485 準拠 

ネットワーク マルチドロップ方式 
（最大上位コンピュータ 1 局対本装置 31 局） 

情報の方向 半二重 
同期の方式 調歩同期式 

伝送コード ASCII 7 ビットコード 但 BCC は除く 
（8 ビットコードでは最上位ビット=0） 

BCC 有り※1
，無し（選択設定） 

データ長 7 ビット，8 ビット※1
（選択設定） 

パリティチェック機能 無し※1
，奇数，偶数（選択設定） 

ストップビット長 1 ビット，2 ビット※1
（選択設定） 

スタートビット長 1 ビット固定 
通信速度 1200，2400，4800，9600※1

，19200 bps（選択設定） 
通信アドレス 1※1

～99（選択設定） 
応答遅延時間 0※1

～250（選択設定） 

通信モード RO｢データ読出しのみ可能｣，RW※1
｢データ読出し/書込み可能｣ 

（選択設定） 
リトライ機能 なし 
プロトコル 専用プロトコル（詳細は別紙「通信仕様書」をご覧ください。） 
コネクタ番号 7, 8 37, 38 
コネクタ形式 M3 端子台 

※1   部がデフォルト値です。 
※2 デフォルト値以外を選択設定する方法は、別紙「通信仕様書」をご覧ください。 
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7.3 外形寸法 
7.3.1 HRG001-W*および HRG002-W* 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 7-1  外形寸法（HRG001-W*および HRG002-W*） 

7.3.2 HRG005-W* 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 7-2  外形寸法（HRG005-W*） 

上面 

前面 左側面 右側面 

上面 

前面 左側面 右側面 
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7.4 電気回路図 
7.4.1 HRG001-W*-* 

 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

図 7-3  電気回路図（HRG001-W*-*） 
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7.4.2 HRG002-W*-* 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 

 
 

図 7-4  電気回路図（HRG002-W*-*） 
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7.4.3 HRG005-W*-* 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 7-5  電気回路図（HRG005-W*-*） 
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7.5 フロー図 
7.5.1 HRG001-W*および HRG002-W* 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図 7-6  フロー図（HRG001-W*および HRG002-W*） 
 
 
 

7.5.2 HRG005-W* 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

図 7-7  フロー図（HRG005-W*） 

 記号 名称 
PV 圧力式制水弁 放

熱
水 S ストレーナ 

CM 冷凍機 

CD 水冷コンデンサ 

HPS 高圧圧力スイッチ 

D 冷媒ドライヤ 

EV 蒸発器（クーラ） 

A アキュームレータ 

R キャピラリーチューブ

SV 電磁弁 

冷
媒
回
路 

CRV 容量調整弁 

T タンク 

LS レベルスイッチ 

LI 水位計 

PM ポンプ 

TI 温度センサ 

BV 手動バルブ 

循
環
液
回
路 

VM 比例弁※ 

 記号 名称 
PV 圧力式制水弁 放

熱
水 S ストレーナ 

CM 冷凍機 

CD 水冷コンデンサ 

HPS 高圧圧力スイッチ 

D 冷媒ドライヤ 

EV 蒸発器（クーラ） 

A アキュームレータ 

SV 電磁弁 

R キャピラリーチューブ

CRV 容量調整弁 

冷
媒
回
路 

PS2 低圧圧力スイッチ 

T タンク 

LS レベルスイッチ 

LI 水位計 

PM ポンプ 

TI 温度センサ 

BV 手動バルブ 

循
環
液
回
路 

VM 比例弁※ 

放熱水，循環液の流れ

冷媒の流れ

HR00*-W5 のみ

循環液出口

循環液戻り

タンクドレン

オーバーフロー

放熱水入口 

放熱水出口 

※ 

放熱水，循環液の流れ

冷媒の流れ

HR00*-W5 のみ

循環液出口

循環液戻り

タンクドレン

オーバーフロー

放熱水入口 

放熱水出口 

※ 
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保証について 
 
1. 保証の内容 

お買い上げいただいた弊社のサーモクーラに不適合が発生した場合、本内容に示す期間と条件に従っ

て、無償修理いたします。 

無償修理の範囲として当該不適合部品の交換あるいは調整･確認を行います。なお取外した部品は弊

社の所有となります。 

 
2. 保証期間 

弊社製品につていの保証期間は使用開始から 1年以内、もしくは納入後 1.5 年以内です。 

 

3. 保証できない事項 
次に示す場合は保証外となります。 

① 弊社の指定する点検整備（日常点検、定期点検）の未実施による不適合 

② 取扱説明書に示す取扱い方法と異なる使用および弊社が示す仕様の限度を超える使用に起因す

る不適合 

③ 弊社が認めていない改造に起因する不適合 

④ 指定する循環液や放熱水以外の使用に起因する不適合 

⑤ 時の経過で発生する不適合（塗装面、メッキ面などの自然退色等） 

⑥ 機能上影響のない感覚的現象（音、騒音、振動など） 

⑦ 地震、台風、水害などの天災、事故、および火災に起因する不適合 

⑧ 取扱説明書に示す設置環境に起因する不適合 

⑨ 「５.お客様にお守りいただく事項」を守らなかったことに起因する不適合 

 

4. 弊社免責事項 
① 日常点検、定期点検の費用 

② 販売店及び弊社指定業者以外での修理の費用 

③ 本製品の移動、設置及び取外しの費用 

④ 本製品以外の部品や液の交換補充の費用 

⑤ 本製品を使用できなかった事による不便さ及び損失など 

（電話代、休業補償、商業損失など） 

⑥ 「１.保証の内容」に示す以外の費用、補償など 

 

5. お客様にお守りいただく事項 
本製品を安全にご使用いただくためには、お客様の正しい使用と点検が必要です。次のことを必ず守

ってください。守られていない場合は、保証修理をお断りすることがありますので、ご承知ください。 
（１）取扱説明書に示す取扱い方法にしたがって使用すること 

（２）取扱説明書に示す点検整備（日常点検、定期点検）を実施すること 

（３）取扱説明書に示す日常点検シートに点検記録が記載されていること 

 

6. 保証修理の受け方 
保証修理をお受けになる場合は、お買い上げの販売店へご連絡ください。 
これにより保証修理をいたします。 

 

上記にて明示した期間と条件のもとに無償修理をお約束するものです。したがって保証期間経過後に

発生した不適合の修理は原則として有料です。 
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お客様へ 

 
この度は SMC サーモクーラ（以下「本製品」といいます）をお買い上げ頂き誠にありがとうございます。 
 
本製品を末永く安全にご利用して頂くために、必ず本取扱説明書（以下「本書」といいます）を読んで、

内容を十分に理解した上でご使用ください。 
 
● 本書に記載してある警告・注意事項は、必ず守ってください。 
 
● 本書は装置の設置および運転について説明しています。本書により基本的な運転方法をよく理解した

上で作業を行ってください。 
 
● 事前に弊社に承諾を受けずに、本書のいかなる部分も第三者が使用する目的のために複写することを

禁じます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

注意：本書の内容は予告なしに改訂されることがありますので、あらかじめ

ご了承願います。 
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1章 安全について 
 

 

 

 

1.1 本製品をご使用する前に 
 本章では、特にお客様が本製品を取扱う上での安全に関して記載していま

す。 

 本製品はタンク内蔵タイプの恒温液循環装置です。それ以外の目的で使用

した場合のトラブルについては、弊社に責任はありません。 

 本製品は高電圧下で稼動し、運転中は装置内部には高温になる部品や回転

する部品があります。部品交換、あるいは修理する場合には専門業者に依

頼してください。 

 本製品を運転する人ばかりでなく、メンテナンスや装置に関わる作業を行

う人および装置付近での作業を行うすべての人が、本書の安全に関する記

述をよく読み、十分理解してから作業を行ってください。 

 本書は、安全教育担当者が実施する総合的な安全・衛生マニュアルではあ

りません。 

 本製品または本製品付近で作業する人は、本製品固有の危険性に関する認

識や安全対策に関する十分な訓練を受ける必要があります。 

 安全規準の遵守は管理者にその責務がありますが、日常的な作業を行う上

での安全基準の遵守は、オペレーターやメンテナンス担当者１人１人の責

任で行う必要があります。 

 オペレーターやメンテナンス担当者は、それぞれの作業において安全性を

十分考慮した作業場所や作業環境に配慮する必要があります。 

 装置に関する作業訓練の前には、十分な安全教育を受ける必要があります。

安全教育が不十分な状態での作業訓練は大変危険です。安全性に配慮の無

い作業訓練は絶対に行わないでください。 

 本書は、上記作業者がいつでも読むことが出来るところに大切に保管して

ください。 

 

 

 

 

 

本製品を使用する前に、本書に記載されている重要警告事項を注意深く読

み、よく理解してから使用してください。 
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1.2 本文に記載の危険・警告・注意について 
1.2.1 危険レベル 

本製品の安全で正しい運転および作業者の負傷や装置の損傷を防止すること

を目的として、本取扱説明書は、危険の重大性および緊急度によって「注意」

「警告」「危険」の 3 段階に分けて表示しています。安全に関する重要な事項

を含んでいますので、表示されている箇所の確認、諸注意や警告事項をよく

読み、十分理解してから本製品を取扱ってください。 

「危険」「警告」「注意」は、重大性の順（危険＞警告＞注意）となっていま

す。下記にその内容を説明します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ワンポイント】 

ワンポイントは操作および保守作業上、特に知っておかなければならない情

報や内容、または参考となる情報や内容がある場合に記述します。 

 

 

1.2.2 「重傷」、「軽傷」の定義 
 「重傷」 

失明、けが、火傷、感電、骨折、中毒などで後遺症が残るもの、および治療

に入院や長期の通院を要するもの。 

 「軽傷」 
治療に入院や長期の通院が必要ないもの。（上記「重傷」以外） 

 

「警告」項目は、本製品の運用中に、作業者が死亡または重傷を負う可能性のある場合に

ついて記述しています。 

「注意」項目は、本製品の運用中に、作業者が軽傷を負う可能性のある場合について記述

しています。 

警告記号のない「注意」項目は、本製品、設備、機器などに損害や故障をひきおこすこと

だけが予想される場合について記述しています。 

「危険」項目は、本製品の運用中に、作業者が死亡または重傷に至る切迫した危険性のあ

る場合について記述しています。 
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1.2.3 シンボル 
本書では「危険」、「警告」、「注意」、「重要」の表記に併せて次のシン

ボルを付加し、その警告内容をわかりやすく表現しています。 

 電気に関するシンボル 
 

 

 

 

 

 

 熱に関するシンボル 
 

 

 

 

 

 

 回転物に関するシンボル 
 

 

 

 

 

 

 禁止シンボル 
 

 

 

 

 

 

 強制シンボル 
 

 

 

 

 

 

このシンボルは、行ってはいけない「禁止」事項を示し

ます。 

このシンボルは、必ず行っていただく「強制」事項を示

します。 

このシンボルは、感電の危険を警告します。 
 
 

このシンボルは、火傷の危険を警告します。 
 

このシンボルは、回転物によるけがの危険を警告しま

す。 
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1.3 危険分類と危険警告ラベル 
作業員の安全を守るために本製品には、特有の危険分類とそれらを表示する

危険警告ラベルを貼っています。作業する前に、必ず危険分類の内容と危険

警告ラベルの貼付け位置を確認してください。 

1.3.1 危険分類 
 電気に関する危険 

本製品は高電圧下で作動するため、内部で感電するおそれがあります。 

危険警告ラベルには  のシンボルが表示されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 高温に関する危険 
本製品は運転中高温になるため、熱により火傷するおそれがあります。 

危険警告ラベルには  のシンボルが表示されています。 

 

 

 

 

 

 回転体に関する危険 
本製品は運転中に回転する部品があるため、指を挟んだりけがをするおそれ

があります。 

危険警告ラベルには のシンボルが表示されています。 

 

 

 

 

 

カバーパネルを外したまま本製品を運転しないでください。 
本製品の内部には、カバーパネルで隔離された高電圧のかかった電源供給

部があります。 

電源供給部内で作業や点検を行う場合は、訓練された有資格者が行ってく

ださい。 

本製品は、運転中高温になる部位があり、接触によって火傷する恐れがあ

ります。また、電源を切った後も余熱によって火傷する恐れがありますの

で、高温部の温度が 50℃以下に下がるまで作業を行わないでください。 

本製品は、運転中に回転する部位があり、接触によってけがする恐れがあ

ります。また、運転中は回転体が一時的に止まることもありますが、再び

回転しますので運転中は作業を行わないでください。 
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1.3.2 危険警告ラベルの種類 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 前面パネル危険警告ラベル 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 1-1  前面パネル危険警告ラベル 

 高電圧部に関する危険警告ラベル 
 

 

 

 

 

 
図 1-2  高電圧部に関する危険警告ラベル 

危険警告ラベルの内容をよく読んで、十分留意してください。 

危険警告ラベルをはがしたり、こすったりしないでください。 
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1.3.3 危険警告ラベル貼付け位置 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 1-3  危険警告ラベル貼付け位置 

 
 

1.4 型式銘板 
銘板に記載されている型式（MODEL No.）をご確認ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 1-4  型式銘板貼付け位置 

高電圧部に関する

危険警告ラベル 

前面パネル 
危険警告ラベル 前面 

 危険警告ラベルの貼付け位置をよく確認してください。 
 お客様が、危険警告ラベルの貼付け位置を変更することはできません。

剥がれたり劣化して貼りなおす場合も、必ず同じ位置に貼ってください。

前面 
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1.5 安全対策 
1.5.1 安全に関する注意事項 

本製品は、各種の安全対策が施されていますが、より安全に運用するため、

基本的な安全に関する注意事項を記述します。 

 

 

 

 

 

 本製品をご使用になる前に、本書をよく読み十分に内容を理解してくださ

い。 

 メンテナンス作業中に装置を操作する場合、必ず周りの作業者全員に声を

かけてください。 

 正しい工具を正しい手順でご使用ください。 

 ｢1.5.2 保護具｣（P1-8）を参照し、正しい方法で着用してください。 

 緊急時の避難方法については、お客様の安全マニュアルに従ってください。 

 20kg 以上の重い物を持つ場合にはかならず 2 人以上で持つようにしてく

ださい。 

 作業後は、すべての部品やネジがすべて作業前の状態に戻っていることを

確認してください。 

 飲酒しての作業や体調の悪い時の作業は事故発生の原因となる可能性が

ありますのでお控えください。 

 本書に許可されている場合を除いて、パネルを外すことはしないでくださ

い。 

 

 

 

 

本製品を使用する場合、以下の事項を厳守してください。この項目に従わ

ない場合、傷害あるいは災害の発生につながる恐れがあります。 
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1.5.2 保護具 
本書では、作業別に保護具を定めています。 

作業別に下記に示す保護具を着用してください。 

 

 

 

 

 

 

 運搬、設置および取外し時 
● 保護靴 ● 保護手袋 ● ヘルメット 

 循環液取扱い時 

● 保護靴 ● 保護手袋 ● 保護マスク ● 保護エプロン 

● 保護メガネ 

 運転時 

● 保護靴 ● 保護手袋  

 

保護具は、使用する前にそれぞれの取扱説明書をよく読み、内容を把握し

た上で使用してください。 
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1.6 緊急措置 
地震、落雷の自然災害や火災などの緊急事態および人員の負傷などの発生に

よって、運転を停止する必要が生じた時は、サーモクーラ前面の操作パネル

の［OFF］スイッチを押してください。                     

［OFF］スイッチが押されるとサーモクーラの運転は停止しますが供給電源が

遮断されないため、動力回路は通電状態となっています。             

必ず、最後に元電源（メインブレーカ）を遮断してください。 

 

1. 操作パネルの［OFF］スイッチを押して、サーモクーラの運転を停止させてください。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図 1-5  サーモクーラの停止 

 
 

2. 必ず、元電源（お客様の電源設備）のブレーカを OFF してください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 1-6  元電源の遮断（ブレーカの OFF） 

 

レバー押下げる

前面

  

［RUN］ランプ ［PUMP］ランプ 

［OFF］スイッチ 
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1.7 廃棄物の処理 
1.7.1 冷媒および冷凍機油の回収 

本製品は「フロン回収破壊法第一種特定製品」です。 
本製品には冷媒としてフロン類（HFC）および冷凍機油が使われています。

回収する場合は、下記の注意をよく読み、十分理解してから行ってください。

ご不明な点がございましたら販売店までご連絡ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【ワンポイント】 

フロン類の種類および使用量は、仕様銘板に記載されています。 

 
 

 

冷媒を大気に放出することは、法律で禁じられています。“冷媒回収装置”

を使用して冷媒を回収した後、破壊業者に回収した冷媒の処理を依頼して

ください。 

サービスマンまたは有資格者以外は、本製品のパネルを開けないでくださ

い。 

アジャスター押え金具 
冷媒回収作業および冷凍機油回収作業は本製品および付帯の設備装置につ

いて十分な知識と経験を持った人が行ってください。 

冷凍機油を家庭のごみと一緒に廃棄しないでください。また、許可されて

いない焼却炉で焼却しないでください。 

冷凍機油は地方自治体の条例または規則に従って廃棄してください。 
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1.7.2 循環液の廃棄 
循環液にエチレングリコール水溶液を使用した場合、廃棄する際、専門の産

業廃棄物処理業者に内容物を明確にして処理を委託してください。 

 

1.7.3 本製品の廃棄 
本製品を廃棄する場合は「廃棄物の処理および清掃に関する法律」に準拠し、

必ず専門の産業廃棄物処理業者に委託して処理をしてください。 

 

 

 

1.8 製品安全データシート（MSDS） 
製品安全データシート（MSDS）は別冊「製品安全データシート（MSDS）」

に記載されています。本製品で使用している化学物質の MSDS が必要なお客

様は、販売店にお申し付けください。 

お客様が購入された化学物質については、MSDS をお客様側でご用意願いま

す。入手した MSDS は本書とともに保存し、全ての作業者がいつでもその内

容を確認でき、危険性を理解できるようにしてください。 
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2章  外観と各部の名称 
2.1 外観 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 2-1  HRG010-W*外観 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 2-2  HRG015-W*外観 

 

前面 
右側面 

背面 

左側面 

 

前面 
右側面 

背面 

上面 

左側面 

上面 
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2.2 各部の名称 
2.2.1 HRG010-W* 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 2-3  各部の名称（HRG010-W*） 

 

 

上面 

前面 左側面 右側面 

4-φ13 
（アンカボルト用） タンクドレン口 Rc1/2 

（プラグ止め） 

通気孔 

オーバーフロー口 Rc1/2 

循環液戻り口 Rc3/4

循環液出口 Rc3/4

操作パネル 

電源ケーブル取出口

（膜付グロメット） 

信号ケーブル取出口

（膜付グロメット）
タンク 

取手 

バイパスバルブ

自動給水口 Rc1/2

循環液圧力計 
冷媒高圧圧力計 

液面計 

アイボルト M12電源・信号接続端子台 

電装ボックス 

放熱水出口 Rc1/2

放熱水入口 Rc1/2

Y 型ストレーナ Rc1/2 
（付属品） 
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2.2.2 HRG015-W* 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 2-4  各部の名称（HRG015-W*） 

 

上面 

前面 左側面 右側面 

4-φ13 
（アンカボルト用） タンクドレン口 Rc1/2 

（プラグ止め） 

オーバーフロー口 Rc1/2 

循環液戻り口 Rc3/4 

循環液出口 Rc3/4 

操作パネル 

電源ケーブル取出口 
（膜付グロメット） 

信号ケーブル取出口 
（膜付グロメット） タンク 

取手 

バイパスバルブ 

自動給水口 Rc1/2 

冷媒高圧圧力計 

液面計 

アイボルト M12電源・信号接続端子台

電装ボックス 

放熱水出口 Rc3/4 

放熱水入口 Rc3/4 

Y 型ストレーナ Rc3/4 
（付属品） 

通気孔 

循環液圧力計 
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2.3 操作パネル 
本製品の設定温度変更，起動，停止の操作は、本操作パネルにて行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 2-5  操作パネル 

 
表 2-1  操作パネル 

No. 名称 機能 
PV 循環液の温度を表示します。 1 デジタル表示部 PV・SV SV 循環液の温度設定値を表示します。 

2 ［POWER］ランプ 電源が供給されると点灯します。 
3 ［RUN］ランプ 
4 ［PUMP］ランプ 

［ON］スイッチを押すと点灯します。 

5 ［ALARM1］ランプ*1) アラーム 1 発生時に点灯します。 
6 ［ALARM2］ランプ*1) アラーム 2 発生時に点灯します。 
7 ［ALARM3］ランプ*1) アラーム 3 発生時に点灯します。 
8 ［ON］スイッチ 本製品を運転します。 
9 ［OFF］スイッチ 本製品を停止します。 
10 ［MODE］キー*2) PV・SV 画面の切替えをします。 
11 ［DOWN］キー 設定温度を下げます。 
12 ［UP］キー 設定温度を上げます。 
13 ［FUNC］キー*3) 設定された機能を実行します。 

*1) アラーム 1～3 の内容については「5 章 異常表示と発生時の対処」を参照してください。 
*2) 正常に運転するために書込まれた各種制御値が表示されますが、変更できないようにキーロックされています。 
*3) ファンクション機能は設定されていません。よってお客様が押しても何も実行されません。 
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3章 運搬と設置 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.1 運搬 
本製品は重量物ですので輸送の際に危険がともないます。 
また本製品の破損や故障を防ぐために本製品を運搬する際は、必ず以下の

内容をお守りください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本製品を正しい方法にて使用し、本製品の設置および操作、保守、点検中

は特に人体に対する安全に気をつけてください。 

輸送、設置および危険な作業を含む保守は本製品およびシステムに関して

十分な知識と経験を持った人のが行ってください。 

フォークリフトを使用して運搬する場合は「3.1.1 １フォークリフトおよび

吊下げによる運搬」を参照し正しい位置にフォークを差込み運搬してくだ

さい。 

 アイボルトで吊上げる場合は、必ず４点吊で行ってください。 
 各アイボルトの吊角度は、重心の位置に注意し、60o以内としてください。

絶対に横倒しにしないでください。 
冷凍機の中の潤滑油が、冷媒配管に出ていくため、潤滑油量が不足し、冷

凍機故障の原因になります。 

配管の残存液をできるだけ抜いてください。残存液がこぼれる場合があり

ます。 

フォークリフトを使用して運搬する場合は、フォークをカバーパネルや配

管接続口に当てないように注意してください。 
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3.1.1 フォークリフトおよび吊下げによる運搬 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 3-1  フォークリフトの差込み位置および吊下げ方法 

フォークリフト差込面 

フォークリフト差込面 

前面 

吊下げ位置 

60o
以内 
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3.1.2 キャスタによる運搬 
＜キャスタ付オプション品をお買い上げの場合（HRG***-W-A）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ワンポイント】 
アジャスタを上げ本製品のコーナーを押してください。キャスタにより移動

できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 3-2  キャスタ付オプション 

本製品は重量物です。本製品のキャスタにより運搬する場合は、必ず 2 名

以上で運搬してください。特に運搬路の途中に勾配がある場合は注意して

ください。 

本製品のキャスタにより運搬する場合は、本製品の配管やパネルの取手を

持たないでください。 
配管やパネルが破損する場合があります。 

配管口 

前面 

360°回転 

アジャスタ付キャスタ 

アジャスタを上げてください。 
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3.2 設置 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.2.1 設置環境 
次の環境で使用または保管しないでください。正常に動作しないばかりでなく、

故障の原因となります。 

 水蒸気・塩水・油などがかかる状況 

 ほこり・粉体がある場所 

 腐食性ガス・溶剤・可燃性ガスがある場所 

 直射日光の当たる場所、放射熱のある場所 

 周囲温度の範囲を超える場所 

 急激な温度変化がある場所 

 強い電磁ノイズが発生する場所（強電界・強磁界・サージが発生する場所） 

 静電気が発生する場所、本体に静電気を放電させる状況 

 強い高周波が発生する場所 

 高度が 1000 メートル以上の場所 

 強い振動・衝撃が伝わる状況 

 本体が変形するような力、重量がかかる状況 

 メンテナンスを行うための十分な場所を確保できない状況 

 通風を行うために必要なスペースを確保できない状況 

本製品を可燃性ガスの漏れるおそれのある場所へは設置しないでくださ

い。万一ガスが漏れて本製品の周囲に溜まると発火の原因になります。 

本製品を屋外で使用しないでください。雨、水等がかかりますと感電・火

災・故障の原因となります。 

本製品の重量に十分耐える丈夫で平らな床に水平になるように設置し転倒

防止の処置をしてください。設置に不備があると水漏れ、転倒・落下によ

るけがなどの原因になることがあります。 

本製品は周囲温度は-5℃～40℃の間で使用してください。-5℃以下で使用

しますと冷凍機故障の原因となります。また 40℃以上で使用しますと凝縮

器の放熱効果が低下して、安全装置が作動し、本製品の運転を停止するこ

とがあります。 
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3.2.2 設置場所 
 

 

 

 

 

 
■ ご準備していただく水源について 

 
表 3-1 放熱量と必要放熱水量 

型式 
 

放熱量 
kW 

放熱水温度範囲

℃ 
必要放熱水水量 

l/min 
HRG010-W 約 16 34 

HRG015-W 約 23 
5～32 

(定格 25) 40 

  

 
■ 屋内設置する場合 

①設置場所が広い建屋（自然換気が十分な建屋）の場合 
高い所および低い所の壁面に換気口を設けて換気してください。 

 
②設置場所が狭い建屋（自然換気が不十分な建屋）の場合 

高い所に換気扇、低い所の壁面に換気口を設けて換気してください。 
 

■ 屋外設置の場合について 
  HRG010，HRG015 は保護等級 IPx3 の防雨形構造となっていますが、完全な防水構造 

ではありません。直接雨や雪が降りかからない場所（例：軒下など）、また直射日光が 

あたらない場所への設置をお願いします。 

 

水冷冷凍式サーモクーラでは、放熱水により排熱します。 
よって、放熱水を供給していただく必要があります。 
以下の水源をご準備ください。 
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3.2.3 設置スペースおよびメンテナンススペース 
図 3-3 に示すスペースを確保して設置することを推奨します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 3-3  推奨設置スペース 

 

温調機に必要な通風の設置スペースを確保してください。冷却不良や停止

の原因となります。 
また、保守点検に必要なメンテナンススペースを確保してください。 

60
m

m
 

80
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m
以
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800mm 以上 800mm 以上 

上面 

前面 
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3.2.4 据付 
 

 

 

 

 

 振動の少ない安定した水平な平面に設置してください。 

 本製品の寸法は｢7.3 外形寸法｣を参照してください。 

 

 据付要領 

1. 水平なコンクリートの基礎上に施工されたアンカーボルト（基礎ボルト）に、上方から本

製品を挿入します。 
 

2. 六角ナットを締付け、本製品を基礎に固定してください。 
 

3. アンカーボルトと基礎にゆるみがないことを確認してください。 

【ワンポイント】 

アンカーボルトは、「表 3-2  固定金具（使用例）」に示す基礎ボルトセッ

トをご用意しています。別途ご購入を検討願います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 3-4  据付要領 

アンカーボルト取付穴（φ13） 

基礎コンクリート

前面 

アンカーボルト 

六角ナット 

ベース部 

アンカーボルトは床材質に適合したものをお客様がご準備ください。  

M12 用が 4 個必要です。アンカーボルト取付位置は｢7.3 外形寸法｣を  

参照してください。 
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＜キャスタ付オプション品をお買い上げの場合（HRG***-W-A）＞ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 3-5  据付要領 

 固定金具据付要領 

1. 床面に固定する場合は、「表 3-2  固定金具（使用例）」をご用意ください。 

 
表 3-2  固定金具（使用例） 

品名 仕様 

アジャスター押え金具 
品 番：KC-1275-C-4 
材 質：SUS 
メーカ：タキゲン製造（株） 

基礎ボルトセット 

品 番：IDF-AB500 
材 質：SUS 
サイズ：M10X 長さ 50 
メーカ：SMC（株） 
数 量：1 セット／4 本 

 

2. 固定金具でアジャスタ上面を押さえ、P3-7「3.2.4 据付」の「■据付要領」を参照し、ア

ンカーボルト（「表 3-2」 基礎ボルトセット）で床面に固定してください。 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

図 3-6  固定金具据付 

アジャスタ付きキャスタアジャスタを下げ固定

してください。 

キャスタ付オプション品をお買い上げの場合、据付後必ずアジャスタを下

げて固定してください。 

六角ナット 

アンカーボルト
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3.2.5 電気配線 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 電源ケーブルおよび漏電ブレーカ 
電源ケーブルおよび漏電ブレーカは下表に示すものを使用してください。 

 
表 3-3  電源ケーブルおよび漏電ブレーカ 

項目 HRG010-W* HRG015-W* 
サイズ 4 芯 8 mm2 4 芯 14 mm2 

電源ケーブル 
丸型圧着端子サイズ 8－4S 14－5S 

サイズ 6 芯 0.75 mm2 
信号ケーブル 

Y 型圧着端子サイズ 1.25Y－3 
漏電ブレーカ容量※ 40A 60A 

※感度電流 30mA を使用してください。 

 

 

 配線作業は有資格者のみが行ってください。 
 安全のため、配線作業の前には必ず電源を遮断してください。活電状態

では絶対に作業しないでください。 
 配線は、所定のケーブルを使用して確実に接続し、端子接続部にケーブ

ルの外力が伝わらないように確実に固定してください。接続や固定が不

完全な場合は、感電や発熱・火災などの原因になります。 
 電源は安定した所（サージの影響を受けない）から供給してください。

 感電および冷凍機モータ焼損防止のため、「7.1 基本形仕様」を参照し、

必ず適正な漏電容量と負荷容量をもった適正な漏電ブレーカを取り付け

てください。 
 本製品には、仕様に合った電源を供給してください。 
 安全のため、アース接続は必ず行ってください。 
 アースは水道管、ガス管、避雷針には絶対に接続しないで下さい。 
 タコ足配線は発熱や火災等の原因となり危険です。絶対におやめくださ

い。 

 電源配線を改造して使用しないでください。配線に不備があると感電・

火災などの原因になります。また、改造された場合は保証対象外となり

ます。 
 安全装置の設定値は絶対に変更しないでください。設定値を変えると本

製品の破壊、発火の原因になります。 
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 電気配線要領 
 

 

 

 

1. ビス（6 箇所）をゆるめ前面パネルを取外します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 3-7  前面パネル取外し 

 

2. 電源ケーブルと信号ケーブルを図のように配線し取付けます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 3-8  電気配線 

信号ケーブル取出口 
前面 

電源ケーブル取出口 

信号ケーブル 電源ケーブル 

前面パネル 

ビス 

ビス 

前面 

電装ボックス 

パネルの取外しおよび取付けの際は、パネルのエッジで怪我などしないよ

うに必ず保護手袋を着用してください。 

取手 
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 遠隔操作信号配線要領 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

1. 「表 3-4  遠隔操作用 DC 電源（使用例）」をご用意ください。 
 

表 3-4  遠隔操作用 DC 電源（使用例） 

名称 仕様 

DC 電源 
品 番 ：S82K-P00324 
メーカ ：オムロン（株） 
入 力 ：AC100V ~ AC240V 
出 力 ：DC24V, 3W 

スイッチ 
品 番 ：S-1A 
メーカ ：日本開閉器工業（株） 
電源容量：AC250V 6A, DC30V 20A 

 

2. 「3.2.5 電気配線」でご用意いただいた信号ケーブルを本製品の遠隔操作信号入力端子に接

続してください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 3-9 遠隔操作信号配線例 

適正サイズのケーブル、端子を用いて配線してください。特に本製品の遠隔操作信号は、

最大 8mA の直流電流が流れます。遠隔操作用の外部接点（例：外部スイッチ）は、充分

な接点容量のものをご準備ください。 

配線作業の前には必ず電源を遮断してください。活電状態では絶対に作業しないでくださ

い。万一循環液注入の前に起動した場合、ポンプが空転し、ポンプの寿命が短くなります

のでご注意ください。 

 

信号ケーブル電源ケーブル

スイッチ 

AC100V 
または 

AC200V 

-V +V

DC 電源
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 運転信号・異常停止信号配線要領 
 
 
 
 
 
 
 

1. 「表 3-5  表示灯（使用例）」をご用意ください。 
 

表 3-5  表示灯（使用例） 
 

 

2. 「3.2.5 電気配線」でご用意いただいた信号ケーブルを本製品の運転信号または異常信号出

力端子に接続してください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 3-10 異常信号配線例 

名称 仕様 
表示灯 メーカ ：（株）パトライトなど 
リレー 接点構成：2C 
電源 表示灯、リレー入力に適したもの 

本製品側の出力接点は、接点容量に限りがあります。 
表示灯やブザーの専用リレー（接点増幅）の増設をお願いします。その際、本製品の接点

容量に対して充分小さい入力電流のリレーであることをご確認ください。 

AC100V 
または 

AC200V 

-V +V 

+

DC 電源 

電源線 
信号線 

表示灯 

電源ケーブル 信号ケーブル

リレー

(b 接)

+
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＜通信(RS485)機能付きオプション品をお買い上げの場合（HRG***-W-C）＞ 

1. 「表 3-6  通信ケーブル（使用例）」をご用意ください。 
 

表 3-6  通信ケーブル（使用例） 
項目 仕様 
サイズ シールドツイストペア線 0.75mm2 

通信ケーブル 
Y 型圧着端子サイズ 1.25Y-3 

 

2. 通信ケーブルを図のように配線し取付けます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 3-11  通信配線 

 

3. 次の変換ユニット（使用例）を準備し、上位コンピュータ（RS232C 端子付）と接続して

ください。 
 

表 3-7  変換ユニット（使用例） 
項目 仕様 

RS232C ⇔ RS485 変換ユニット 品番：KS-485 
メーカ：システムサコム製 

接続コネクタ Dsub9 ピン（オス） 

パソコン⇔変換ユニット接続ケーブル 品番：AR-305 
メーカ：アーベル製 

 

 

信号ケーブル取出口（通信ケーブル取出口）

通信ケーブル 

前面 
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4. 上位コンピュータ（1 台）に対し複数台接続する場合は、次の要領で行ってください。 

 

 接続形態 
1:1 または 1:N です。1:N 接続時は、本製品を最大 31 台まで接続すること

ができます。 

 ケーブル長 
合計で最大 500m です。 
但しケーブル径、引き回し等により多少異なります。 

 ケーブル 
シールド付ツイストペア線をご使用ください。 
AWG22（約 0.25mm2）～AWG14（約 2.0mm2）をご使用ください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 3-12  通信配線 

 

【ワンポイント】 
伝送路の両端（エンド局）の指定として、上位コンピュータとエンド局を接

続する必要があります。 
週端子抵抗は、ケーブルの特性インピーダンス（抵抗）と合成して 75Ω以上

にしてください。 

 

上位コンピュータ（親局） 
TRD+

TRD-

SG

終端抵抗
37(A+) 

38(B-) 

本製品（子局：1 台目） 

本製品（子局：2 台目） 

本製品（子局：最大 31 台）

終端抵抗

変換ユニット 

37(A+) 

38(B-) 

37(A+) 

38(B-) 
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 電気配線図 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図 3-13  電気配線図（HRG010-W*） 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-14  電気配線図（HRG015-W*） 

 

 電源、信号ケ－ブルおよび接続端子等はお客様にてご用意願います。 
 起動停止命令（遠隔操作）信号配線の接続の際は、DC24V の極性（＋，－）にご注意

願います。 
 本製品の電気回路については、「7.4 電気回路」を参照してください。 

運転信号出力回路系

I/O ボ－ド

異常停止信号出力回路系

遠隔操作入力回路系 

FG（フレームグランド）

電気回路へ

サーモクーラ側 
（電装 BOX 内） 

お客様側装置

電源ケ－ブル 

信号ケ－ブル 

ELB／漏電ブレーカ 

遠隔操作信号入力  
DC +24V 入力  
DC 0V 入力  

異常停止信号出力 リレ－接点  
（アラーム消灯時接点閉） 

（アラーム点灯時接点開）（電源遮断時接点閉） 
運転信号出力 リレ－接点  

（運転時接点閉） 
（停止時接点開） 

（電源遮断時接点開） 

(14-5S)

(14□)

ELB／漏電ブレーカ 

TIC ボ－ド

通信ケ－ブル 

(0.75□)

(0.25~0.75□)

通信送受信 
（RS-485） 通信送受信回路系

(1.25Y-3)

※1

※2

電源入力

AC200/200～220V
(50Hz)

(1.25Y-3)

(1.25Y-3)

運転信号出力回路系

I/O ボ－ド

異常停止信号出力回路系

遠隔操作入力回路系 

FG（フレームグランド）

電気回路へ

サーモクーラ側 
（電装 BOX 内） 

お客様側装置

電源ケ－ブル 

信号ケ－ブル 

ELB／漏電ブレーカ 

遠隔操作信号入力  
DC +24V 入力  
DC 0V 入力  

異常停止信号出力 リレ－接点  
（アラーム消灯時接点閉） 

（アラーム点灯時接点開）（電源遮断時接点閉） 
運転信号出力 リレ－接点  

（運転時接点閉） 
（停止時接点開） 

（電源遮断時接点開） 

(8-4S)

(8□)

ELB／漏電ブレーカ 

TIC ボ－ド

通信ケ－ブル 

(0.75□)

(0.25~0.75□)

通信送受信 
（RS-485） 通信送受信回路系

(1.25Y-3)

※1

※2

電源入力

AC200/200～220V
(50Hz)

(1.25Y-3)

(1.25Y-3)

※1 漏電ブレーカ付オプション品（HRG***-W*-B）の場合 
※2 通信機能付オプション品（HRG***-W*-C）の場合 
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3.2.6 配管 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 配管口径 
表 3-8  配管口径 
配管口径 

配管名称 
HRG010-W* HRG015-W*

推奨締め付けトルク 

放熱水入口 Rc1/2 Rc3/4 28～30N・m 
放熱水出口 Rc1/2 Rc3/4 28～30N・m 
自動給水口 Rc1/2 28～30N・m 
循環液出口 Rc3/4 28～30N・m 
循環液戻り口 Rc3/4 28～30N・m 
オーバーフロー口 Rc1/2 28～30N・m 
タンクドレン口 Rc1/2 28～30N・m 

 配管要領 
それぞれの配管口をパイプレンチ等で固定し、配管を締め込みます。 

 

 

 

ｓ 

 

 

 
図 3-15  配管締め込み 

ワンポイント】 

タンクドレン口にバルブ（お客様にてご用意ください）を配管してください。

「6 章 管理と点検・清掃｣の循環液の排出および入替作業が簡単になります。 

 

 配管を確実に行ってください。給排水などが屋内に浸水し、周囲や設備

などを濡らす原因になることがあります。 
 給水圧力は 0.5MPa 以下にしてください。 
 循環液出入口を間違えないでください。逆に配管しますと性能が発揮さ

れません。 
 配管工事をする際、ゴミ、異物などが水回路などに入らないように注意

してください。 
 配管接続口はパイプレンチ等で固定し、配管を締め込んでください。 

配管工事は専門業者または充分な知識と経験を持った人が行ってください｡

経験のない人が工事を行い不備があると、液漏れや流れないなどの原因に

なります。 

 

配管口 

シール材 
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 推奨配管フロー 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図 3-16  推奨配管フロー 

 
 

表 3-9  推奨配管フロー 
サイズ 

No. 名称 
HRG010-W HRG015-W 

1 バルブ Rc1/2 Rc3/4 
2 Y 型ストレーナ Rc1/2 Rc3/4 
3 圧力計 0～1.0 MPa 
4 バルブ Rc3/4 
5 リリーフ弁 Rc3/4、設定 0～0.5 MPa 
6 Y 型ストレーナ Rc3/4 
7 流量計 Rc3/4、0～100 L/min 

 
【ワンポイント】 

｢図 3-16  推奨配管フロー｣に示すリリーフ弁については、下記別売付属品を

ご用意しています。配管システム設計時に別途ご注文していただき、施工時

にご利用ください。  

                                
表 3-10  関連製品 

品  番 名  称 個数 備  考 
HRG-BP010 バイパス(リリーフ弁)配管セット 1 セット HRG010 用別売付属品 
HRG-RP015 バイパス(リリーフ弁)配管セット 1 セット HRG015 用別売付属品 

 

 

負荷装置 

排出ピットへ

循環液出口 

循環液戻り口 

タンクドレン口 

オーバーフロー口 

放熱水入口 

放熱水出口 

自動給水口 

放熱水 

給水 
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3.2.7 循環液注入（給水） 
配管した給水バルブを開いてください。 

タンク内に装備されたボールタップにより給水が開始し、自動で給水が止まります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図 3-17  液面計 
 

3.2.8 本製品を再設置する際の注意 
 

 

 

 

 

本製品をご使用（試運転を含む）後、別の場所へ移動、再設置する場合は、

下記の項目および 3 章全体を実施の上、移動、再設置を行ってください。 

 

 電源ケーブルの取外し 
電源ケーブルを取外す場合は、必ず元電源を遮断してください。 

 

 

 

 

 

 

液面計 

表示範囲 

タンク液面は“HIGH”と“LOW”の表示範囲内としてください。 
表示範囲を超えると循環液がオーバーフローします。必ず、オーバーフロ

ー口と排出ピットの配管を行なってください。 

本製品を別な場所で再設置する場合は、本製品と付帯の設備装置について

十分な知識をもった人が行ってください。また、下記項目は必ず実施して

ください。 

 配線作業は有資格者のみが行ってください。 
 安全のため、配線作業の前には必ず電源を遮断してください。活電状態

では絶対に作業しないでください。 
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 配管の取外し 
配管を取外す場合は、事前に循環液，放熱水を排出してください。 

（「6.4 長期間の停止」を参照ください。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

液体の取扱い上の注意事項については、メーカから MSDS を入手し、ご確認を

お願いします。 
危険な液体、汚染された液体が残っている場合は、汚染区域の拡大および人災

の恐れがあります。

濡れた手で、電気部品に触れないでください。 
感電の原因になります。 
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4章 起動・停止 
 

 

 

 

4.1 起動前の確認項目 
起動を行う前に、次の項目を確認してください。 

4.1.1 設置状態 

 本製品が水平に設置されていることを確認してください。 

 本製品に重量物を載せたり、配管などにより無理な力を掛けないでくだ

さい。 

4.1.2 電気配線 

電源ケーブル、アースおよび入出力信号用ケーブルが確実に接続されてい

ることを確認してください。 

4.1.3 放熱水配管 

放熱水の出入口配管が、正しく接続されていることを確認してください。 

4.1.4 循環液配管 

循環液の出入口配管が、正しく接続されていることを確認してください。 

4.1.5 循環液注入（給水） 

液面が、液面計の表示範囲内にあることを確認してください。 

起動・停止運転は、本製品と付帯の設備装置について十分な知識と経験を

持った人が行ってください。 
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4.2 起動準備 
4.2.1 電源供給 

電源を供給してください。 

本製品の操作パネルは、次の状態となります。 

 PV,SVデジタル表示部が、約 4秒間初期画面を表示した後、循環液温度と設定温度を表示します。 

 ［POWER］ランプが 6 秒後に点灯します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図 4-1  電源投入 
 

［POWER］ランプ 

デジタル表示部 SV（設定温度） 

デジタル表示部 PV（循環液温度） 
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＜通信(RS485)機能付きオプション品をお買い上げの場合（HRG***-W-C）＞ 
通信機能により、上位コンピュータから循環液温度の設定（書込み）およ

び確認（読出し）を行うことができますが、あらかじめ上位コンピュータ

と通信を行う速度やデータの長さ（ビット数）などを合わせておく必要が

あります。 
 

表 4-1  通信設定項目一覧 
パラメータ 設定内容 初期値 

通信パラメータの設定を行います。 

 BCC チェック無 

 BCC チェック有 

 データ長７ビット 

 データ長 8 ビット 

 パリティ無 

 奇数パリティ 

 偶数パリティ 

 ストップビット長 1 ビット 

 

 ストップビット長 2 ビット 

BCC チェック機能：有 
データ長：8 ビット 
パリティチェック機能：無 
ストップビット長：2 ビット

通信速度の設定を行います。 

 1200 bps 

 2400 bps 

 4800 bps 

 9600 bps 

 

 19200 bps 

通信速度：9600 dps 

複数台使用する場合、子局毎に通信アド

レスの設定を行います。 

  
： 

 

1～99 局 
1 局 

応答遅延時間の設定を行います。 

  
： 

 
0～250ms 

応答遅延時間：0ms 

通信モードの設定を行います。 

 読出のみ  

 読出/書込 
読出/書込可能 
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 通信設定 
初期値と上位コンピュータの初期値同じ場合 

「表 4-1  通信設定項目一覧」に示す本製品の初期値と上位コンピュータの

初期値が同じ場合「4.2.2 循環液温度の設定」に従い、通信機能を使用し温

度の設定を行ってください。 
 

初期値と上位コンピュータの初期値が異なる場合 

「表 4-1  通信設定項目一覧」に示す本製品の初期値と上位コンピュータの

初期値が異なる場合以下の手順に従い通信設定を行ってください。 
 

1. 操作パネルの MODE キーを、約 2 秒間長押ししてください。 

温度を表示していた初期の（運転モード画面）が裏画面の（初期セット）の画面に切り替わ

ります。 
 

 

2. MODE キーを 7 回押してください。 

PV 表示が「_LoC」（キーロック設定画面），SV 表示が「3」（設定モード値ロック）を表示

します。 

 

3. DOWN キーを３回押してください。 

デフォルト値｢3｣が、「0」（ロック OFF）になります。 

これにより、以下の設定値の書換え（キーロック解除）が可能となります。 
 

4. MODE キーを１回押してください。 

｢SEt 1｣（初期セット）の画面に戻ります。 

【ワンポイント】 

MODE キーを押し過ぎた際は、「SEt 1」が表示するまで、MODE キーを押

して戻ってください｡ 
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5. 操作パネルの UP キーを 4 回押してください。 

「SEt 6」（通信セット画面）の設定画面に切り替わります。 

 
 

  

6. MODE キーを 1 回押してください。 

コントローラのデジタル表示部に次の画面が表示されます。 

 

7. UP キーおよび DOWN キーで｢表 4-2［_CoN］設定値一覧｣から通信パラメータを設定し

てください。 
表 4-2［_CoN］設定値一覧 

設定値 説明 

 BCC チェック無 

 BCC チェック有 

 データ長７ビット 

 データ長 8 ビット 

 パリティ無 

 奇数パリティ 

 偶数パリティ 

 ストップビット長 1 ビット 

 ストップビット長 2 ビット 
 

8. MODE キーを 1 回押してください。 

コントローラのデジタル表示部に次の画面が表示されます。 
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9. UP キーおよび DOWN キーで｢表 4-3 ［_bPS］設定値一覧｣から通信パラメータを設定し

てください。 
表 4-3 ［_bPS］設定値一覧 

設定値 説明 

 1200 bps 

 2400 bps 

 4800 bps 

 9600 bps 

 19200 bps 
 

10. MODE キーを 1 回押してください。 

コントローラのデジタル表示部に次の画面が表示されます。 

 

11. UP キーおよび DOWN キーで通信アドレスを設定してください。 

【ワンポイント】 
設定範囲は 1～99 局です。 

 

12. MODE キーを 1 回押してください。 

コントローラのデジタル表示部に次の画面が表示されます。 

 

13. UP キーおよび DOWN キーで応答遅延時間を設定してください。 

【ワンポイント】 
設定範囲は 0～250ms です。 

 

14. MODE キーを 1 回押してください 

コントローラのデジタル表示部に次の画面が表示されます。 

 

15. UP キーおよび DOWN キーで通信モードを設定してください。 
 

表 4-4 ［_Nod］設定値一覧 
設定値 説明 

 読出のみ可能 

 読出/書込可能 
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16. 続けて DOWN キーを１回押してください。 

｢SEt 1｣（初期セット）の画面に切換わります。 

 
 

  

17. MODE キーを７回押してください。 

PV 表示が「_LoC」（キーロック設定画面），SV 表示が｢0｣（ロック OFF）を表示します。 

 

18. UP キーを３回押してください。 

SV 表示｢0｣が、デフォルト値「3」（設定モード値ロック）に戻り、設定モード値の書換えが

ロックされます。 

 

19. MODE キーを長押しして下さい（2 秒）。 

操作パネルの表示画面が温度を表示していた初期の（運転モード画面）に戻ります。 

（例：循環液の温度） 
（例：設定温度） 

  

【ワンポイント】 

MODE キーを押し過ぎた際は、「SEt 1」が表示するまで、MODE キーを押

して戻ってください｡ 
 

20. 「4.2.2 循環液温度の設定」に従い、通信機能を使用し温度の設定を行ってください。 
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4.2.2 循環液温度の設定 
操作パネルの［DOWN］キー、［UP］キーを押しデジタル表示部 SV を希

望の温度に設定してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図 4-2  循環液温度の設定 

【ワンポイント】 

循環液の設定温度範囲は 5℃～35℃です。 

 
＜通信(RS485)機能付きオプション品をお買い上げの場合（HRG***-W-C）＞ 

上位コンピュータから書込み要求メッセージを送信し、通信によりデジタ

ル表示部 SV をご希望の温度に設定（書込み）することができます。 
具体的には、7 ビットまたは 8 ビットの 16 進数の信号（ASCII コード）を

送受信します。 
通信例（信号の区切りおよびメッセージフレーム）は次のとおりです。 

 

1. お客様の上位コンピュータから本製品へ書込み(W)要求メッセージを送信し、20℃の設定

（書込み）を要求してください。本製品から応答があるまで受信待機の状態でお待ちくだ

さい。 

 
スタート

コード アドレス 要求 
内容 コマンド デ－タ エンド 

コード BCC 

02H 
(STX) 

30H 
(0) 

31H 
(1) 

57H 
(W) 

53H 
(S) 

56H 
(V) 

31H
(1) 

30H
(0) 

30H
(0) 

32H
(2) 

30H
(0) 

30H
(0) 

03H 
(ETX) 

51H 
 

 

2. 本製品からお客様の上位コンピュータへ、応答(ACK)メッセージを送信し、ご要求の設定

を完了したことを伝えます。 

 
スタート

コード アドレス 応答 
内容 

エンド 
コード BCC 

02H 
(STX) 

30H 
(0) 

31H 
(1) 

06H 
(ACK)

03H 
(ETX) 

06H 
 

 

［DOWN］キー ［UP］キー 

デジタル表示部 SV（設定温度） 
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3. 設定値の確認を行う場合は、再びお客様の上位コンピュータから本製品へ、読出し(R)要求

メッセージを送信してください。本製品から応答メッセージがあるまでお待ちください。 

 
スタート

コード アドレス 要求 
内容 コマンド エンド

コード
BCC 

02H 
(STX) 

30H 
(0) 

31H 
(1) 

52H 
(R) 

53H
(S) 

56H
(V) 

31H
(1) 

03H 
(ETX)

66H 
 

 

4. 本製品からお客様の上位コンピュータへ、応答(ACK)メッセージを送信し、ご要求の SV
値を伝えます。ご希望の温度であることをご確認ください。 

 
スタート

コード アドレス 応答 
内容 コマンド デ－タ エンド 

コード BCC 

02H 
(STX) 

30H 
(0) 

31H 
(1) 

06H 
(ACK) 

53H
(S) 

56H
(V) 

31H
(1) 

30H
(0) 

30H
(0) 

32H
(2) 

30H 
(0) 

30H 
(0) 

03H 
(ETX) 

00H 
 

 

【ワンポイント】 

BCC（ブロックチェックキャラクタ）は、スタートコード(02H)からエンド

コード(03H)までの値を 1 バイト毎の排他的論理和の XOR 演算値です。 

その他の通信プロトコルコマンドやキャラクタおよび ASCII コード表につい

ては別紙「通信仕様書」をご覧ください。 

 
 通信プログラムについて 

 

 

 

 

ホームページ(http://www.toho-inc.com)から温調器メーカ※の通信プログラム

(comsamp)をダウンロードすることができます。インストールしてご確認く

ださい。 

※東邦電子㈱ 
著作権は東邦電子㈱にあります｡使用権・複製・再配布・改変は可能です

が､プログラムを使用したことによる不具合について、当社は一切の保

証・責任を持ちません。 

 

通信プログラムをご用意ください。 
上位コンピュータと通信（データの送受信）を行うためには、更に通信プログラムが必要

です。 
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4.2.3 追加注入（追加給水） 
 ［TS］スイッチ（ポンプ単独運転スイッチ） 

本製品には、設置後の初回起動時に循環液回路中のエア抜きを行うための

［TS］スイッチ（ポンプ単独運転スイッチ）が付いています。前面パネルを

取外し、下記の手順でエア抜き作業を行ってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図 4-3  ［TS］スイッチ（ポンプ単独運転スイッチ） 

 

1. 液面計を見ながら、［TS］スイッチを数秒間押し続けてください。 

配管内のエアが抜け、液面が低下します。 

 ［ALARM1］ランプが点灯（異常表示）しますが、循環液を入れ液面計の指示範囲内になれば［RS］
スイッチを押せば解除できます。 

 異常表示については「5 章 異常表示と発生時の対処」を参照してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 4-4  ［RS］リセットスイッチ（黄色ボタン）の位置 

 

2. ｢3.2.7 循環液注入（給水）」により循環液を追加給水してください。 
 

 

 

 

この作業中に外部配管各部継手閉め忘れ等で液漏れが確認された場合は、ポンプ単独運転

を停止し、漏れ箇所の修復を行ってください。 

［TS］スイッチ 
（緑色ボタン） 

前面 

操作盤 

［RS］リセットスイッチ

（黄色ボタン） 

前面 
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4.3 起動・停止方法 
4.3.1 本製品の起動 

操作パネルの［ON］スイッチを押してください。 

本製品が運転し循環液を設定温度にします。 

本製品の操作パネルの［RUN］ランプおよび［PUMP］ランプが点灯します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 4-5  本製品の起動 

 

4.3.2 本製品の停止 
操作パネルの［OFF］スイッチを押して ください。 

本製品が停止します。 

本製品の操作パネルの［RUN］ランプおよび［PUMP］ランプが消灯します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 4-6  本製品の停止 

［RUN］ランプ ［PUMP］ランプ 

［ON］スイッチ 

［RUN］ランプ ［PUMP］ランプ 

［OFF］スイッチ 
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4.3.3 遠隔操作による本製品の起動・停止 
本製品には、遠隔操作信号（DC24V）を入力すると起動する機能を標準装

備しています。あらかじめ「3.2.5 電気配線」を参照し、遠隔操作信号の配

線を行いご利用ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. お客様に配線していただいた遠隔操作用スイッチを ON(接点閉)し、DC24V を印加(入力)
してください。 

本製品が起動します。 

本製品の操作パネルの［RUN］ランプおよび［PUMP］ランプが点灯します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 4-7  本製品の遠隔操作起動 

 

［PUMP］ランプ ［PUMP］ランプ 

遠隔操作の命令を優先しますので、遠隔操作の前に、必ず現場の状況を確

認してください。メンテナンス中、前面パネルが開放された時に遠隔操作

で起動すると、ポンプが回転し危険です。必ず現場の状況を確認の上遠隔

操作を行ってください。 

操作パネルのキー操作前に、必ず遠隔操作中かどうかを確認してください。 
遠隔操作（起動）中に、操作パネルの OFF ボタンを押すと押している間だけ停止します。

操作パネルの OFF ボタンから指を離すと起動しますので、遠隔操作中の有無を確認後、

現場での操作を行ってください。 

遠隔操作用スイッチ 

ON 
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2. お客様に配線していただいた遠隔操作用スイッチを OFF(接点開)し、DC24V を遮断

（DC0V）してください。 

本製品が停止します。 

本製品の操作パネルの［RUN］ランプおよび［PUMP］ランプが消灯します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 4-8  本製品の遠隔操作停止 

 

【ワンポイント】 
遠隔操作と操作パネルの ON，OFF スイッチ操作との優先順位については、

次の「■ 遠隔操作と操作パネルの優先順位」を参照ください。 

 

 遠隔操作と操作パネルの優先順位 
 

 

 

 

 
 操作パネルの OFF ボタンで停止中、遠隔操作用の外部スイッチが閉じられた場合 

通常の遠隔操作による起動方法ですので起動します。 
 

 操作パネルのONボタンが押され既に運転中の状態で遠隔操作用の外部スイッチを開閉した場合 
操作パネルの ON ボタンで運転中に、遠隔操作用の外部スイッチを閉じても運転中のままです

が、その後開くと停止します。（遠隔操作の命令を優先します。） 
 

 遠隔操作用の外部スイッチが「開」の時に操作パネルの ON ボタンを押した場合 
通常の起動方法のとおり起動します。 
 

 遠隔操作用の外部スイッチが「閉」の時に操作パネルの OFF ボタンを押した場合 
操作パネルの OFF ボタンを押している間だけ停止します。 
操作パネルの OFF ボタンから指を離すと、遠隔操作用の接点が「閉」（スイッチ ON）の状態

のため、再び起動すます。（遠隔操作の命令を優先します。） 
 

［PUMP］ランプ ［PUMP］ランプ 

遠隔操作用スイッチ

OFF 

基本的に遠隔操作中は、操作パネルのキー（特に ON，OFF ボタン）による、起動停止を

行わないでください。 
キー操作と遠隔操作信号とは異なる操作命令の場合がありますのでご注意ください。 
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4.4 起動中の確認事項 
起動中には下記の項目を確認してください。 

 

 

 

 

 循環液配管の漏れがないこと。 

 オーバフロー口，タンクドレン口から、循環液が過剰に流出して    

いないこと。 

 循環液圧力が仕様範囲内であること。 

 

 バイパスバルブの扱いについて 
弊社出荷時、バイパスバルブは全開になっています。全閉での起動は、外

部の配管状態によっては循環液圧力が異常高圧になる恐れがあります。設

置後の初回起動時は、必ずバイパスバルブ全開の状態で行ってください。 

外部配管またはお客様装置に取付けられている、圧力計や流量計を監視し、

必要な圧力または流量になるようにバイパスバルブを調整して使用してく

ださい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 4-9  バイパスバルブ 

 

 バイパス（リリーフ弁）配管セットのご紹介 
【ワンポイント】 

｢表 3-7 関連商品｣に示すバイパス(リリーフ弁)配管セットをご利用いただ

くことによって、手動によるバイパスバルブの調整を省略できます。  

【ワンポイント】 

 

サーモクーラの循環液出口圧力が設定圧力以上になると、自動的にリリーフ

弁が開き始めます。リリーフ弁が循環液をバイパスすることによって、低流

量時の圧力上昇を防止します。 

異常が確認された場合は、直ちに［OFF］スイッチを押し本製品を停止さ

せ、元電源を OFF してください。 

バイパスバルブ 

右側面 

リリーフ弁機能について



HRX-OM-J043 
5 章  異常表示と発生時の対処 

 

HRG Series 5.1 異常表示 
 
 5-1

5章 異常表示と発生時の対処 
5.1 異常表示 

異常の場合、本製品は停止します。 

ランプの点灯・消灯及び信号出力は、表 5-1 の状態になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 5-1  操作パネル 

 
表 5-1  異常表示 

ランプ 
（○：消灯、●：点灯） アラーム内容 設定範囲 装置の

状態 
POWER RUN ALARM

1 
ALARM

2 
ALARM

3 

運転 
信号出力

異常停止

信号出力

電源遮断 － 停止 ○ ○ ○ ○ ○ 接点開 接点閉

起動不良 － 停止 緑色● ○ ○ ○ ○ 接点閉 接点閉

ポンプ・ 
冷凍機逆転防止 － 停止 緑色● ○ 赤色● ○ ○ 接点開 接点開

タンク液面低下 タンク 
液面最下限 停止 緑色● ○ 赤色● ○ ○ 接点開 接点開

放熱水断水 － 停止 緑色● ○ 赤色● ○ ○ 接点開 接点開

ポンプ過負荷 － 停止 緑色● ○ ○ 赤色● ○ 接点開 接点開

循環液温度高温

異常 40℃超 停止 緑色● ○ ○ 赤色● ○ 接点開 接点開

冷凍機過負荷 － 停止 緑色● ○ ○ ○ 赤色● 接点開 接点開

 

または または 

または 

または 

［RUN］ランプ 

［ALARM1］ランプ 

［POWER］ランプ ［ALARM2］ランプ 

［ALARM3］ランプ 
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5.2 異常発生時の対処 
アラームの解除方法については「5.3 アラームランプの解除（消灯）方法」

を参照してください。 

 
表 5-2  異常発生時の対処 

アラーム解除方法 
アラーム内容 原因 対処方法 

検出器 HRG 

電源が供給されてない。 元
．
電源を供給してください。 

有資格者が配線してください。 

欠相 3 相電源（R 相、S 相）を供給してくださ
い。有資格者が配線してください。 

－ 

過電流 

電源遮断 

漏電 
サービスを依頼してください。ブレーカ
のレバーをオンしてください。 

手動復帰 
※1） 

－ 

起動不良 電圧が低すぎる 定格電圧を供給してください。 
有資格者が配線してください。 － － 

ポンプ・ 
冷凍機 
逆転防止 

電源配線の誤り 
3 相中、2 相の電源ケーブルの配線（相順）
を入れ替えてください。有資格者が配線
してください。 

タンク水位 
低下 

タンク水量の不足また
は低下。 循環液（清水）を補給してください。 

自動復帰 
※2） 

手動復帰 
（黄色ボタン）

※3） 

放熱水断水 使用範囲内の放熱水が 
供給されていない。 

高圧圧力スイッチのリセットボタンを 
押しください。 
5～32℃の放熱水を供給してください 

手動復帰 
（赤色ボタン） 

※1） 

手動復帰 
（黄色ボタン）

※3） 

送水圧力上昇 

ポンプ用電磁開閉器（MS1）のリセット
ボタンを押しください。循環液流量に適
した配管サイズに見直してください。ま
たは、手動リリーフバルブの開度を調整
してください。 

ポンプ過負荷 

ポンプモータの故障 サービスを依頼してください。 

手動復帰 
（青色ボタン） 

※1） 

手動復帰 
（黄色ボタン）

※3） 

周囲温度の上昇 
換気するなどして、周囲温度を下げてく
ださい。また、直射日光、放射熱がある
場所への設置は避けてください。 

被冷却装置の発熱量が
過大。 お客様装置の発熱量をさげてください。

その他の循環回路 
異常 

循環液温度 
高温異常 

冷媒漏れ 
サービスを依頼してください。 

自動復帰 
※2） 

手動復帰 
（黄色ボタン）

※3） 

被冷却装置の 
発熱量が過大。 

冷凍機用電磁開閉器（MS2）のリセット
ボタンを押しください。お客様装置の発
熱量をさげてください。 冷凍機過負荷 

冷凍機モータ部の 
故障 サービスを依頼してください。 

手動復帰 
（青色ボタン） 

※1） 

手動復帰 
（黄色ボタン）

※3） 

※1） 手動復帰のアラームの場合、原因（電源遮断，過負荷など）を取除いた後、レバーやリセットボタンなどを
手動で操作することによりアラームランプが解除(消灯)されます。 

※2） 自動復帰のアラームの場合、原因（相順の誤り，タンク液面低下，循環液温度高温異常など）を取除いた後、
しばらく待機することにより、自然にアラームランプが解除(消灯)されます。 

※3） 作動した検出器が特定され原因を取り除いた後、最後に本製品の電装ボックスのリセットボタン（黄色ボタン）
を押してください。アラームランプが消灯し、再起動が可能な状態に復帰します。 
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5.3 アラームランプの解除（消灯）方法 
 アラーム内容の確認 

1. 点灯しているアラームランプの番号を確認し、発生原因(表 5-2 参照)を取除いてください。 
また、使用方法、使用環境の改善を行ってください。 

 
［ALARM1］点灯 ................設置状態の異常 
［ALARM2］点灯 ................循環液回路の異常 
［ALARM3］点灯 ................冷凍回路の異常 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 5-2  アラームランプ点灯時の表示 

 

 

 

［RUN］ランプ 

［ALARM1］ランプ 

［POWER］ランプ ［ALARM2］ランプ 

［ALARM3］ランプ 

または 

または 

または 
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2. ビス（6 箇所）をゆるめ前面パネルを取外してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図 5-3  前面パネル取外し 

カバーパネルを外したまま本製品を運転しないでください。 
本製品の内部には、カバーパネルで隔離された高電圧のかかった電源供給

部があります。 

電源供給部内で作業や点検を行う場合は、訓練された有資格者が行ってく

ださい。 

本製品は、運転中高温になる部位があり、接触によって火傷する恐れがあ

ります。また、電源を切った後も余熱によって火傷する恐れがありますの

で、高温部の温度が下がるまで作業を行わないでください。 

本製品は、運転中に回転する部位があり、接触によってけがする恐れがあ

ります。また、運転中は回転体が一時的に止まることもありますが、再び

回転しますので運転中は作業を行わないでください。 

パネルの取外しおよび取付けの際は、パネルのエッジで怪我などしないよ

うに必ず保護手袋を着用してください。 
また、パネルの持ち運びは取手を持って行ってください。 

前面パネル 

ビス 

ビス 

前面 

電装ボックス 

取手 
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3. 操作盤の［RS］リセットスイッチ（黄色ボタン）を押してアラームが消灯するかどうか確

認します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 5-4  ［RS］リセットスイッチ（黄色ボタン）の位置 

 

 手順 1.～3. の解除方法でアラームランプが消灯した場合 

1. 前面パネルを取付けます。 
 

2. 「4.3 起動・停止方法」にしたがって再起動・停止を行います。 
 

 

 手順 1.～3. の解除方法でアラームランプが消灯しない場合 

1. 電装ボックス内（電装盤内）の各検出器のリセットボタンを押します。 
 

2. 手順 3. の方法で［RS］リセットスイッチ（黄色ボタン）を押します。 

アラームランプが消灯します。 
 

3. 「4.3 起動・停止方法」にしたがって再起動・停止を行います。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 5-5  リセット（手動復帰）ボタンの位置 

操作盤 

［RS］リセットスイッチ

（黄色ボタン） 

前面 

ポンプ過負荷リセットボタン 
（青色ボタン） 

冷凍機過負荷リセットボタン 
（青色ボタン） 

前面 
放熱水断水停止リセットボタン 
（赤色ボタン） 
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5.4 電源遮断の解除（POWER ランプ点灯）方法 
 電源異常の確認 

1. 専門業者に依頼し、電源供給が遮断する原因（漏電、過電流など）を取除いてください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 5-6  POWER ランプ消灯時の表示 

 
［POWER］ランプ消灯 ...... 電源供給の異常（遮断） 

 

2. お客様の元電源のブレーカを ON し、［POWER］ランプが点灯することを確認してくだ

さい。 
 

［RUN］ランプ 

［ALARM1］ランプ 

［POWER］ランプ ［ALARM2］ランプ 

［ALARM3］ランプ 
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＜漏電ブレーカ付オプション品をお買い上げの場合（HRG***-W-B）＞ 

1. ビス（6 箇所）をゆるめ、前面パネルを取外してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 5-7  前面パネルの取外し方法 

前面パネル 

ビス 

ビス 

前面 

電装ボックス 

カバーパネルを外したまま本製品を運転しないでください。 
本製品の内部には、カバーパネルで隔離された高電圧のかかった電源供給

部があります。 

電源供給部内で作業や点検を行う場合は、訓練された有資格者が行ってく

ださい。 

本製品は、運転中高温になる部位があり、接触によって火傷する恐れがあ

ります。また、電源を切った後も余熱によって火傷する恐れがありますの

で、高温部の温度が下がるまで作業を行わないでください。 

本製品は、運転中に回転する部位があり、接触によってけがする恐れがあ

ります。また、運転中は回転体が一時的に止まることもありますが、再び

回転しますので運転中は作業を行わないでください。 

パネルの取外しおよび取付けの際は、パネルのエッジで怪我などしないよ

うに必ず保護手袋を着用してください。 
また、パネルの持ち運びは取手を持って行ってください。 

取手 
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2. 電装ボックスの電装盤上にある漏電ブレーカを確認してください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 5-8  漏電ブレーカ取付箇所（漏電ブレーカ付オプション品の場合） 

 

3. 漏電ブレーカのレバーを、OFF の位置まで一度押下げてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 5-9  漏電ブレーカ OFF 位置 

 

4. OFF の位置まで押下げたブレーカのレバーを、ON の位置まで押上げて、［POWER］ラ

ンプが点灯することを確認してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 5-10  漏電ブレーカ ON 位置 

1 度押下げる 

前面 

押上げる 

前面 

電装盤 

漏電ブレーカ 
（オプション品） 

前面 
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6章 管理と点検・清掃 
6.1 水質管理について 

 

 

 

 

 

 

 

 
表 6-1  清水の水質基準 

 項目 放熱水基準値 循環液基準値 
pH（25℃） 6.5～8.2 6.0～8.0 
電気導電率（25℃）（μs/cm） 100*1～800 100*1～300*2 
塩化物イオン（mgCl-/L） 200 以下 50 以下 
硫酸イオン（mgSO4

2-/L） 200 以下 50 以下 
酸消費量（pH4.8）（mgCaCO3/L） 100 以下 50 以下 
全硬度（mgCaCO3/L） 200 以下 70 以下 
カルシウム硬度（mgCaCO3/L） 150 以下 50 以下 
イオン状シリカ（mgSiO2/L） 50 以下 30 以下 
鉄（mgFe/L） 1.0 以下 0.3 以下 
銅（mgCu/L） 0.3 以下 0.1 以下 
硫化物イオン（mgS2-/L） 検出されないこと 
アンモニウムイオン（mgNH4

+/L） 1.0 以下 0.1 以下 
残留塩素（mgCl/L） 0.3 以下 0.3 以下 
遊離炭酸（mgCO2/L） 4.0 以下 4.0 以下 

基準項目 

フィルタレーション（μm） 5 以下 
日本冷凍空調工業会 JRA-GL-02-1994「冷却水系-循環式-補給水」 
（※1） 電気伝導率は 100[μS/cm]以上としてください。 
（※2） M[Ω・cm]の場合は 0.003～0.01 になります。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

定期点検の結果、異常が確認されましたら、タンクおよび水回路を洗浄し、

タンク内の水を交換してください。また、異常が確認されなくても、水は

蒸発し、不純物が濃縮しますので、タンク内の水を 3 ヶ月に 1 回交換して

ください。定期点検については、「6.2 点検と清掃」の項を参照してくだ

さい。 

本製品で使用する循環液は清水（水道水）です。指定以外の液体を使用し

ますと本製品が破損し、液体が漏れ、感電・漏電の原因になることがあり

ます。 
下表に示す水質基準を満たす清水（水道水）を使用してください。 
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6.2 点検と清掃 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

清掃・整備・点検を行う際は、本製品の電源を遮断してください。感電や

けが、火傷などの原因になることがあります。 

本製品に直接水をかけたり、水を使って洗わないでください。感電や火災

などの原因になります。 

濡れた手でスイッチ操作などをしないでください。また、電源プラグなど

の電気部品には触れないでください。感電の原因になります。 

点検・清掃でパネルを取外した場合は、作業終了後パネルを取付けてくだ

さい。パネルを開けたまま、あるいは外したままで運転されますと、けが

や感電の原因になります。 
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6.2.1 日常点検 
次の表 6-2 の各項目を確認し、異常が認められた場合は、運転を停止し元

電源を OFF し、サービスを依頼してください。 

 
表 6-2  日常点検内容 

項目 点検内容 

装置に重量物を載せたり、配管などに無理な力がか

かっていないこと。 
設置状況 設置状況確認 

温度、湿度は仕様範囲内であること。 

液漏れ 配管接続部の確認 配管接続部から放熱水漏れ，循環液漏れがないこと。

給水 液面計表示確認 液面が表示範囲内にあること。 

表示確認 表示画面の数字が鮮明であること。 
操作パネル 

機能確認 ランプが正常に点灯していること。 

循環液温度 操作パネルで確認 使用上問題のないこと。 

循環液出口圧力 循環液圧力計で確認 使用上問題のないこと。 

冷媒高圧圧力 冷媒高圧圧力計で確認 使用上問題のないこと。 

運転状態 運転状態の確認 異常音、異常振動、異臭、煙の発生がないこと。 

放熱水 放熱水の状態 温度、流量、圧力が仕様範囲内であること。 
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6.2.2 3 ヶ月毎点検 
 循環液の入替え 

 定期的な循環液(清水)の入替え                            

清水を入れ替えないで置くと、藻などや水の腐食が発生することがあり

ます。状況に応じて定期的に交換してください。 

 タンクの清掃                                 

タンク内の循環液に汚れ、ぬめり、異物の混入がないか点検し、タンク

の定期的な清掃を行なってください。 

 

 放熱水の清掃 

 放熱水の水質基準が仕様範囲内であることを確認してください。 

 定期的に、放熱水設備の清掃をし、放熱水の入替えを行なってください。 

 

 

6.2.3 6 ヶ月毎点検 
 ポンプからの水漏れ点検 

パネルを取外し、ポンプメカニカルシールから異常な漏れがあるかどうか

点検してください。漏れが確認された場合は、メカニカルシールの交換が

必要です。販売店または弊社営業所にご連絡ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 メカニカルシールの漏れについて 
メカニカルシールは構造上、漏れを完全に無くすことはできません。この漏れ量は JIS
では 3cc/hr 以下（参考値）と記載していますが、本製品では、0.3cc/hr 以上がメカニ

カルシール交換の基準と判断してください。 
また、メカニカルシールの定期的交換の目安としては 6000～8000 時間（通常 1 年）で

す。 
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6.2.4 冬季期間中の点検 
 循環液の凍結防止 

本製品は、冬期中或いは夜間、循環液の凍結を防ぐことができます。   

設置・使用環境（使用時期、気象など）の変化により、凍結の心配がある

場合は、事前に次の操作を行ってください。 

 

1. 電源を通電（POWER ランプを点灯，RUN ランプは消灯）したままにしてください。 
 

2. お客様が配管したバルブなどを全開し、ポンプが自動運転した場合に循環液が循環できる

状態にしてください。 

 

 凍結防止機能（ポンプ自動運転機能）について 
① 上記 1，2 の方法により、循環液温度が 3℃以下になるとポンプが自動的に運転します。 

② ポンプが運転すると、ポンプの出力により循環液が加熱されます。             

循環液温度が 5℃以上になると自動的に停止します。 

③ 結果、循環液温度が 3℃～5℃に保たれ、凍結を防止します。 

 

 

 

 

 

 

 

 専門業者へご相談ください。 
厳寒冷の設置条件下では、凍結に対して完全に防止できない場合があり

ます。 
このようなご使用条件では、他の凍結保護機器（市販テープヒータなど）

の追加設置を専門業者へご相談ください。 
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6.3 消耗部品 
点検時の消耗状態に応じて交換してください。 

 
表 6-3  消耗部品 

品  番 名  称 個数 備  考 
HRG-S0211 メカニカルシールセット 1 セット HRG010 用サービス部品 
HRG-S0035 メカニカルシールセット 1 セット HRG015 用サービス部品 

 

 

 

6.4 長期間の停止 
長期間使用しない場合や冬季期間中凍結する恐れのある場合は、下記の作

業を行ってください。 

6.4.1 循環液の水抜き 
1. 元電源（電源ブレーカ）を OFF してください。 
 

2. お客様にて配管した循環液の出口・戻り口配管を外してください。 
 

3. バイパスバルブを全開にしてください。 
 

4. ドレン口を開けて循環液を排出してください。 
 

5. 前面パネルを外してポンプドレン口のプラグを外し、内部の循環液を排出してください。 
 
 

【ワンポイント】 

ポンプドレン口より循環液が排出されるため、水を受ける容器を用意するか、

ホース等で排水口に導いてください。 

6. 循環液の出口・戻り口からエアブローをして、ドレン口とポンプドレン口から循環液を排

出してください 
 

7. ポンプドレン口に付属のドレンプラグを取り付けてください。 

（この時、ドレンプラグにはシールテープを巻き、循環液が漏れないようにしてください。） 
 

8. 前面パネルを取り付けてください。 
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図 6-1  各継手位置 

循環液が配管内に残っている際はエアガンを使用、循環液出口、循環液 
戻り口、タンクドレン口よりブローを行ってください。この時、配管内 
に異物が入らないように注意してください。 

長期間使用しない場合や冬季期間中凍結する恐れのある場合に、循環液を

排出せずに保管しますと、ポンプメカニカルシールの破損や凍結による 
循環液配管の破損によって循環液が漏れる原因となります。 
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6.4.2 放熱水の水抜き 
1. 元電源（電源ブレーカ）を OFF してください。 
 

2. お客様にて配管した放熱水の出口・入口配管を外してください。 
 

3. リアパネルを外し、ボールバルブを空けて内部の放熱水を抜いてください。 
 

【ワンポイント】 

放熱水が排出されるため、水を受ける容器を用意するか、ホース等で排水口

に導いてください。 

4. 放熱水の出口側からエアブローをして、内部の水を排出してください。 
 

5. ボールバルブを締めて、リアパネルを取り付けてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 6-2  各継手位置 
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7章 資料 
7.1 基本形仕様 

表 7-1  基本形仕様 
項目 HRG010-W HRG015-W 
定格周囲温度 32℃（範囲-5～40℃） 

湿度範囲 30～70%RH（但し、結露しないこと） 
設置 
使用 
環境 放熱水 「表 3-1 放熱量と必要放熱水量」参照 

使用流体 清水，純水（電気導電率1μS/cm以上），エチレングリコール水溶液（15%以下） 
又はSUS304，PVCなど接液部を腐食しない液体 

タンク定格容積 40L 50L 
電源電圧 3 相  AC200（50Hz），AC200～220V（60Hz） 

推奨漏電ブレーカ

容量，感度電流 40A ，30mA 60A，30mA 

定格運転電流 12.0/12.5－12.5A 18.0/19.0－19.0A 
定格消費電力 3.2/3.8－3.8 kW 4.7/5.8－5.8 kW 

放熱水 
供給温度25℃(範囲5～32℃), 水量33/34L/min以下, 

出入口差圧0.25/0.2MPa以下 
最大供給圧力0.3～0.5MPa, 排熱量約16kW 

供給温度25℃(範囲5～32℃)、水量38/40L/min以下,
出入口差圧0.25/0.2MPa以下 

最大供給圧力0.3～0.5MPa, 排熱量約23kW 

入
力 

起動停止命令信号 
(遠隔操作信号)  DC24V、8 mA印加により遠隔起動。DC0Vで遠隔停止 

循環液定格温度･ 
温度安定性 20±1.0℃（ただし、外乱のない負荷安定時の値） 

循環液使用温度範囲 5～35℃ 

定格冷却能力 10.0/11.0kW 
（50/60 Hz, 出口温度20℃, 流量37/49L/minの時）

14.5/16.5kW 
（50/60 Hz, 出口温度20℃, 流量42/53L/minの時）

ポンプ能力 
37/49L/min 

（50/60Hz, 全揚程25/25m, 循環液圧力

0.29/0.33MPa） 

42/53L/min 
（50/60Hz, 全揚程25/25m, 循環液圧力 

0.28/0.31MPa） 

運転信号 リレ－接点 
（接点容量AC250V、1A、抵抗負荷。運転時接点閉、停止時接点開、電源遮断時接点開） 

出
力 

出力 
信号 異常停止 

信号 
リレ－接点 

（接点容量AC250V、1A、抵抗負荷。アラーム消灯時接点閉、アラーム点灯時接点開、電源遮断時接点閉）

温調制御方式 冷凍機ON･OFF運転による温度コントロ－ル方式と電磁弁ON･OFF開閉による容量制御の併用 

操作パネル 7セグメントデジタル表示、0.1℃単位、PV値（動作温度）表示4桁緑色, SV値（設定温度）表示4桁赤色、

その他各表示ランプ（異常停止表示はALARM1～3の個別表示など） 
冷媒高圧圧力計  圧力レンジ -0.1～3.5MPa 
冷媒液圧力計 圧力レンジ 0～1.0MPa 

表示部 

液面計 φ10チュ－ブ TU1065C（透明色, SMC製） 

ALARM1 タンク液面低下停止（タンクレベルスイッチ）、ポンプ・冷凍機逆転防止（反相リレ－）、 
冷媒圧力上昇停止（高圧圧力スイッチ 設定圧力3.0MPa） 

ALARM2 ポンプ過負荷停止（過電流継電器）、循環液温度高温時停止（温調器設定温度43℃） 
異常 
停止 

ALARM3 冷凍機過負荷停止（過電流継電器） 

（
機
器
等
） 

保
護
機
能 

その他 循環液圧力上昇防止（バイパスバルブ付）、凍結防止温調機能（ポンプ自動運転温調機能付） 
外観パネル SGCC（マンセル10Y8/0.5アーバンホワイト） 
操作パネル SGCC（DIC183ブルー） 
ベース SECC（マンセル10Y6/0.5アーバングレー） 

接液部 

SUS系（タンク、ポンプインペラ、循環液出入口等）、

BC系（ポンプケーシング、ホース継手等）、 
PVC、ナイロン12、合成ゴム（配管ホース）、 

ポリウレタン（水位計） 

SUS系（タンク、循環液出入口等）、 
BC系（ポンプインペラ、ポンプケーシング、 

ホース継手等）、PVC、ナイロン12、 
合成ゴム（配管ホース）、ポリウレタン（水位計）

内部冷媒配管部 C1220T 
使用冷媒 R407C（HFC） 

材
質
・
物
質 

冷媒封入量 1400±20g 1700±20g 

付属品※1 Y型ストレーナ1/2x1個、 
ストレーナ配管用ニップル1/2x1個 

Y型ストレーナ3/4x1個、 
ストレーナ配管用ニップル3/4x1個 

質量 200kg 220kg 
※1 電源、信号ケーブルおよび接続端子等はお客様にてご用意願います。 
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7.2 オプション仕様 
 キャスタ仕様 

表 7-2  アジャスタ付キャスタ仕様 
項目 仕様 

適用型式 HRG010-W-A HRG015-W-A 
車輪径 63mm 

キャスタ旋回半径 59mm(単体) 
アジャスタ高さ調整範囲 0mm～12.5mm 

キャスタ本体 SPCC 
車輪 ナイロン 材質 

キャスタ付ベース SUS 
許容荷重 520kg（キャスタ 1 個当たり 130kg×4 個） 
製品質量 215kg 235kg 
製品高さ 1383mm（アイボルト高さ 51mm を含まず） 

 漏電ブレーカ仕様 
表 7-3  漏電ブレーカ仕様 

項目 仕様 
適用型式 HRG010-＊-B HRG015-＊-B 

極数 3 
定格遮断電流 40A 60A 
定格感度電流 30mA 

漏電時動作時間 0.04s（定格感度電流地絡時） 
漏電表示方式 機械式ボタン 

 通信仕様 
表 7-4  RS485 通信仕様 

項目 仕様 
適用型式 HRG010-＊-C HRG015-＊-C 
規格 EIA RS-485 準拠 

ネットワーク 
マルチドロップ方式 

（最大上位コンピュータ 1 局対本装置 31 局） 
情報の方向 半二重 
同期の方式 調歩同期式 

伝送コード 
ASCII 7 ビットコード 但 BCC は除く 

（8 ビットコードでは最上位ビット=0） 
BCC 有り※1

，無し（選択設定） 
データ長 7 ビット，8 ビット※1

（選択設定） 
パリティチェック機能 無し※1

，奇数，偶数（選択設定） 
ストップビット長 1 ビット，2 ビット※1

（選択設定） 
スタートビット長 1 ビット固定 
通信速度 1200，2400，4800，9600※1

，19200 bps（選択設定） 
通信アドレス 1※1

～99（選択設定） 
応答遅延時間 0※1

～250（選択設定） 

通信モード 
RO｢データ読出しのみ可能｣，RW※1

｢データ読出し/書込み可能｣ 
（選択設定） 

リトライ機能 なし 
プロトコル 専用プロトコル（詳細は別紙「通信仕様書」をご覧ください。） 
コネクタ番号 37,38 
コネクタ形式 M3 端子台 

※1   部がデフォルト値です。 
※2 デフォルト値以外を選択設定する方法は、別紙「通信仕様書」をご覧ください。 
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7.3 外形寸法 
7.3.1 HRG010-W，HRG010-W-B，HRG010-W-C，HRG010-W-BC 

HRG015-W，HRG015-W-B，HRG015-W-C，HRG015-W-BC 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 7-1  外形寸法 

 

7.3.2 HRG010-W-A*，HRG015-W-A* 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 7-2  外形寸法 
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7.4 電気回路 
7.4.1 HRG010-W，HRG015-W 

 
 

図 7-3  電気回路（HRG010-W，HRG015-W） 
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7.4.2 HRG010-W-BC，HRG015-W-BC 
 

 
 
 

図 7-4  電気回路（HRG010-W-BC，HRG015-W-BC） 
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7.5 フロー図 
 HRG010-W*，HRG015-W* 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 7-5  フロー図（HRG010-W*，HRG015-W*） 

 記号 名称 

PV 圧力式制水弁 放
熱
水 S ストレーナ 

CM 冷凍機 
CD 水冷コンデンサ 

HPS 高圧圧力スイッチ 
D 冷媒ドライヤ 

EXV 温度式膨張弁 
EV 蒸発器（クーラ） 
A アキュームレータ 

SV 電磁弁 
R キャピラリーチューブ

CRV 容量調整弁 

冷
媒
回
路 

P1 冷媒高圧圧力計 
T タンク 

BT ボールタップ 
LS レベルスイッチ 
PM ポンプ 
BV バイパスバルブ 
LI 液面計 
TI 温度センサ 

循
環
液
回
路 

P2 循環液圧力計 

放熱水入口 

放熱水・循環液の流れ

冷媒の流れ 

オーバーフロー

タンクドレン 
循環液戻り 

循環液出口 

自動給水 

放熱水出口 

BV



HRX-OM-J043 
7 章  資料 

 

HRG Series 7.6 日常点検シート 
 
 7-7

7.6 日常点検シート 
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保証について 
 
１． 保証の内容 

お買い上げいただいた弊社のサーモクーラに不適合が発生した場合、本内容に示す期間と条件に従っ

て、無償修理いたします。 

無償修理の範囲として当該不適合部品の交換あるいは調整･確認を行います。なお取外した部品は弊

社の所有となります。 

 
２． 保証期間 

お買い上げ日から 1年間です。 

 

３． 保証できない事項 

次に示す場合は保証外となります。 

① 弊社の指定する点検整備（日常点検、定期点検）の未実施による不適合 

② 取扱説明書に示す取扱い方法と異なる使用および弊社が示す仕様の限度を超える使用に起因す

る不適合 

③ 弊社が認めていない改造に起因する不適合 

④ 指定する循環液や放熱水以外の使用に起因する不適合 

⑤ 時の経過で発生する不適合（塗装面、メッキ面などの自然退色等） 

⑥ 機能上影響のない感覚的現象（音、騒音、振動など） 

⑦ 地震、台風、水害などの天災、事故、および火災に起因する不適合 

⑧ 取扱説明書に示す設置環境に起因する不適合 

⑨ 「５.お客様にお守りいただく事項」を守らなかったことに起因する不適合 

 

４． 弊社免責事項 

① 日常点検、定期点検の費用 

② 販売店及び弊社指定業者以外での修理の費用 

③ 本製品の移動、設置及び取外しの費用 

④ 本製品以外の部品や液の交換補充の費用 

⑤ 本製品を使用できなかった事による不便さ及び損失など 

（電話代、休業補償、商業損失など） 

⑥ 「１.保証の内容」に示す以外の費用、補償など 

 

５． お客様にお守りいただく事項 

本製品を安全にご使用いただくためには、お客様の正しい使用と点検が必要です。次のことを必ず守

ってください。守られていない場合は、保証修理をお断りすることがありますので、ご承知ください。 
（１）取扱説明書に示す取扱い方法にしたがって使用すること 

（２）取扱説明書に示す点検整備（日常点検、定期点検）を実施すること 

（３）取扱説明書に示す日常点検シートに点検記録が記載されていること 

 

６． 保証修理の受け方 

保証修理をお受けになる場合は、お買い上げの販売店へご連絡ください。 
これにより保証修理をいたします。 

 

上記にて明示した期間と条件のもとに無償修理をお約束するものです。したがって保証期間経過後に発生

した不適合の修理は原則として有料です。 



 

  
 



 

 

 

 

  URL http://www.smcworld.com 
東京営業所 TEL.03-5207-8206 名古屋営業所 TEL.052-461-3400 大阪営業所 TEL.06-6459-5160 

 
 
 ㊟ この内容は予告なしに変更する場合がありますので、あらかじめご了承ください。 
  本取扱説明書掲載の商品の名称はそれぞれ各社が商標として使用している場合があります。 
 © 2011 SMC Corporation All Rights Reserved 
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お客様へ 
 
この度は SMCサーモクーラ（以下「本製品」といいます）をお買い上げ頂き誠にありがとうございます。 
 
本製品を末永く安全にご利用して頂くために、必ず本取扱説明書（以下「本書」といいます）を読んで、
内容を十分に理解した上でご使用下さい。 
 
● 本書に記載してある警告・注意事項は、必ず守って下さい。 
 
● 本書は本製品の設置および運転について説明しています。本書により基本的な運転方法をよく理解し
ている者、またはその設置および運転を行う工業装置の取扱について基本的な知識および能力を持つ
人以外は、作業を行うことができません。 

 
● 本製品に付属している本書やその他の書類の内容は、契約条項の一部分になったり、既存の合意や約
束または関係が修正･変更されるものではありません。 

 
● 事前に弊社に承諾を受けずに、本書のいかなる部分も第三者が使用する目的のために複写することを
禁じます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

注意：本書の内容は予告なしに改訂されることがありますので、あらかじめ
ご了承願います。 

 

 URL http://www.smcworld.com 
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1章 安全について 

 

1.1 本製品をご使用する前に 
 本章では、特にお客様が本製品を取扱う上での安全に関して記載してい
ます。 

 本製品は循環式水冷却装置です。それ以外の目的で使用した場合のトラ
ブルについては、弊社に責任はありません。 

 本製品は屋内仕様です。屋外での仕様は出来ません。 

 本製品はクリーンルーム仕様ではありません。製品内部のポンプやファ
ンモータ（空冷のみ）等から発塵があります。 

 本製品は高電圧下で稼動し、運転中は装置内部には高温になる部品や回
転する部品があります。部品交換、あるいは修理する場合には専門業者
に依頼して下さい。 

 本製品を運転する人ばかりでなく、メンテナンスや装置に関わる作業を
行う人および装置付近での作業を行うすべての人が、本書の安全に関す
る記述をよく読み、十分理解してから作業を行って下さい。 

 使用上での安全基準の遵守は、オペレーターやメンテナンス担当者 1人
1人の責任で行う必要があります。 

 本書は、上記作業者がいつでも読むことが出来るところに大切に保管し
て下さい。 

 

1.2 本書をお読みになる前に 
本書では、設置、運転およびメンテナンス時の重要な指示事項について下
記のシンボルを併記しています。 

 

本製品を使用する前に、本書に記載されている重要警告事項を注意深く読
み、よく理解してから使用してください。 

このシンボルは、必ず行っていただく「強制」事項を示
します。  

このシンボルは、行ってはいけない「禁止」事項を示し
ます。 



HRX-OM-L012 
1章  安全について 

 

1.3 危険分類 HRGC Series 
 
 1-2  

1.3 危険分類 
1.3.1 危険レベル 

本製品の安全で正しい運転および作業者の負傷や装置の損傷を防止するこ
とを目的として、本取扱説明書は、危険の重大性および緊急度によって「注
意」「警告」「危険」の 3段階に分けて表示しています。安全に関する重
要な事項を含んでいますので、表示されている箇所の確認、諸注意や警告
事項をよく読み、十分理解してから本製品を取扱って下さい。 

「危険」「警告」「注意」は、重大性の順（危険＞警告＞注意）となってい
ます。下記にその内容を説明します。 

 

 

1.3.2 「重傷」、「軽傷」の定義 
 

 「重傷」 
失明、けが、火傷、感電、骨折、中毒などで後遺症が残るもの、および治
療に入院や長期の通院を要するもの。 

 「軽傷」 
治療に入院や長期の通院が必要ないもの。（上記「重傷」以外） 

 

「警告」項目は、本製品の運用中に、作業者が死亡または重傷を負う可能性のある場合に
ついて記述しています。 

「注意」項目は、本製品の運用中に、作業者が軽傷を負う可能性のある場合について記述
しています。 

警告記号のない「注意」項目は、本製品、設備、機器などに損害や故障をひきおこすこと
だけが予想される場合について記述しています。 

「危険」項目は、本製品の運用中に、作業者が死亡または重傷に至る切迫した危険性のあ
る場合について記述しています。 
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1.3.3 危険警告ラベル 
作業員の安全を守るために本製品には、特有の危険分類とそれらを表示す
る危険警告ラベルを貼っています。作業をする前に、危険分類の内容と危
険警告ラベルを確認して下さい。 

 電気に関する危険 

 高温に関する危険 

 回転体に関する危険 

 その他の危険 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

このシンボルは、感電の危険を警告します。 
 
本製品の内部には、高電圧のかかった、カバーのされていない端子部があり
ます。 

 カバーパネルを外した状態で本製品を運転しないでください。 
 訓練された有資格者以外は内部での作業を行わないでください。 

このシンボルは、回転物による指や手の切断や挟み込みの危険を警告しま
す。 
本製品は、運転中にファンが回転します（空冷冷凍式の場合）。また、運
転中も一時的にファンが停止することがありますが、再び回転します。 

 カバーパネルを外した状態で本製品を運転しないでください。 

このシンボルは、火傷の危険を警告します。 
 
本製品は、運転中高温になる部位があり、接触によって火傷するおそれが
あります。また、電源を切った後も余熱によって火傷するおそれがありま
す。 

 カバーパネルを外した状態で本製品を運転しないでください。  
高温部の温度が下がるまで内部での作業を行わないでください。

このシンボルは、その他の危険を警告します。 
本装置には 2つの異なる意味で本ラベルが使用されています。 

1. 内部危険警告 
高温 –本製品は、高温部がカバーパネル内部にあります。 
回転ファン –本製品は、回転物がカバーパネル内部にあります。
（空冷冷凍式の場合） 
高圧 – 本製品は、高圧の液体部がカバーパネル内部にあります。
• カバーパネルを外した状態で本製品を運転しないでください。

2. 吊り下げ警告 
• アイボルトを使用して本製品を吊り下げる場合は、本書の手順
に必ず従ってください。(HRGC005-※の場合) 
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1.3.4 危険警告ラベル貼り付け位置 
本製品の危険警告ラベル貼り付け位置を確認して下さい。 

 

 
図 1-1  危険警告ラベル貼り付け位置（HRGC001-※および HRGC002-※） 

 

 
図 1-2  危険警告ラベル貼り付け位置（HRGC001-※および HRGC002-※） 

前面 
（内部危険警告） 

 

背面 

（内部危険警告） （HRGC00※-A※のみ） 
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図 1-3  危険警告ラベル貼り付け位置（HRGC005-※） 

 

 
図 1-4  危険警告ラベル貼り付け位置（HRGC005-※） 

前面 

（吊り下げ警告） 

（内部危険警告） 

 

背面 

（内部危険警告） 

（HRGC005-A※のみ）
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1.4 その他ラベル 
1.4.1 型式銘板 

販売店宛の連絡には装置の製造番号（SERIAL No.）および型式（MODEL 
No.）をお知らせ下さい。製造番号（SERIAL No.）および型式（MODEL No.）
は下図の位置に記されています。 

 
図 1-5  型式銘板貼り付け位置 

 

1.5 安全対策 
1.5.1 安全に関する注意事項 

 本製品をご使用になる前に、本書をよく読み十分に内容を理解して下さ
い。 

 メンテナンス作業中に装置を操作する場合、必ず周りの作業者全員に声
をかけて下さい。 

 本製品をメンテナンスする場合は、元電源（お客様の電源設備）のブレ
ーカを必ずロックアウトおよびタグアウトして下さい。 

 正しい工具を正しい手順でご使用下さい。 

 ｢1.5.2 保護具｣（P1-7）を参照し、正しい方法で着用して下さい。 

 作業後は、すべての部品やネジがすべて作業前の状態に戻っていること
を確認して下さい。 

 飲酒しての作業や体調の悪い時の作業は事故発生の原因となる可能性が
ありますのでお控え下さい。 

 本書に許可されている場合を除いて、パネルを外すことはしないで下さ
い。 

 本製品を運転中は、パネルを外さないで下さい。 

本製品を使用する場合、以下の事項を厳守してください。この項目に従わ
ない場合、傷害あるいは災害の発生につながるおそれがあります。 

 

前面 

製造番号（SERIAL No.） 
型式（MODEL No.） 
冷媒の種類・使用量（REFRIGERANT） 
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1.5.2 保護具 
本書では、作業別に保護具を定めています。 

 

 運搬、設置および取外し時 

 

 循環液取扱い時 

 

 運転時 

 

保護靴、保護手袋、ヘルメットを着用してください。 

保護靴、保護手袋、保護マスク、保護エプロン、保護メガネを着用してく
ださい。 
 

保護靴、保護手袋を着用してください。 
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1.6 緊急措置 
自然災害や火災、地震などの緊急事態あるいは人員の負傷などが発生した
時は電源スイッチを OFFにして下さい。電源スイッチは本製品前面にあり
ます。 

 

1. 装置前面の電源スイッチを OFFにして、サーモクーラの運転を停止させて下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 1-6  電源スイッチ設置場所 

 

2. 必ず、元電源（お客様の電源設備）のブレーカを OFFしてください。 

 
図 1-7  元電源の遮断 

 

電源スイッチを OFFにしても、元電源（お客様の電源設備）を遮断しない
かぎり動力回路は一部通電状態となっています。 
必ず、最後に元電源（お客様の電源設備）のブレーカを遮断してください。

前面 

OFF 

1度押下げる 

前面 
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1.7 廃棄物の処理 
1.7.1 冷媒および冷凍機油の回収 

本製品は「フロン回収破壊法第一種特定製品」です。 
本製品には冷媒としてフロン類（HFC）および冷凍機油が使われています。 

フロン類の種類および使用量は、型式銘板（P1-6）に記載されています。 

回収する場合は、下記の注意をよく読み、十分理解してから行って下さい。
ご不明な点がございましたら販売店までご連絡下さい。 

 

 

 

1.7.2 本製品の廃棄 
本製品を廃棄する場合は「廃棄物の処理および清掃に関する法律」に準拠
し、必ず専門の産業廃棄物処理業者に委託して処理をして下さい。 

 

1.8 製品安全データシート（MSDS） 
本製品で使用している化学物質の MSDSが必要なお客様は、販売店にお申
し付け下さい。 

お客様が購入された化学物質については、MSDSをお客様側でご用意願い
ます。 

 サービスマンまたは有資格者以外は、本製品のパネルを開けないでくだ
さい。 

 冷凍機油を家庭のごみと一緒に廃棄しないでください。また、許可され
ていない焼却炉で焼却しないでください。 

 冷凍機油、及び冷媒は各国の法律、または各規則に従って廃棄してくだ
さい。 

 冷媒を大気に放出することは、法律で禁じられています。“冷媒回収装
置”を使用して冷媒を回収した後、破壊業者に回収した冷媒の処理を依
頼してください。 

 冷媒回収作業および冷凍機油回収作業は本製品および付帯の設備装置に
ついて十分な知識と経験を持った人が行ってください。 
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2章 各部の名称と機能 
2.1 本製品の品番について 

本製品の品番体系は以下の様になります。 
該当する品番により、取扱い方法が異なりますので、「1.4.1 型式銘板」を参照
し、本製品の品番を確認して下さい。 

※1 オプションは複数選択可能です。 
※2 複数選択時のオプション記号はアルファベット順になります。 
   例：HRGC001-Aにオプション B,T,Yを付けると、HRGC001-A-BTYになります。 
 

図 2-1  品番体系 
 

A001

001 冷却能力0.9/1.1kW (50/60Hz) 無記号 なし

002 冷却能力1.9/2.3kW (50/60Hz)

005 冷却能力4.5/4.8kW (50/60Hz)

B 漏電ブレーカ付

C 通信機能(RS-485)付

E 漏水センサ付

H ヒータ付

J 自動給水付

K 外部スイッチ取込付

M 循環液接液部ステンレス仕様

S 通信機能(RS-232C)付

T 高揚程ポンプ

Y DI制御キット付

HRGC

A 空冷冷凍式

W 水冷冷凍式

無記号 ±1.0℃

5 ±0.5℃

無記号 Rc

G G (PT-G変換継手を付属)

N NPT (PT-NPT変換継手を付属)

①冷却能力

②冷却方式

③温度安定性

④配管ネジ種類

⑤オプション

- -

※1
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2.2 本製品のオプションについて 
本製品のオプションの一覧及び組み合わせについては「表 2-1 オプション組合
せ表」を参照下さい。 
 

表 2-1 オプション組合せ表 

※1 通信機能 RS-485付（オプション記号：C）と通信機能 RS-232C付（オプション記号：S）は組み合わせ出来ません。 
※2 循環液接液部ステンレス仕様（オプション記号：M）と DＩ制御キット付（オプション記号：Y）は組み合わせ出来ません。 
   ヒータ付（オプション記号：H）と組合せた場合、循環液温度範囲は 5～35℃になります。 
※3 外部スイッチ取込付（オプション記号：K）と通信機能 RS-232C付（オプション記号：S）は組み合わせ出来ません。 

オプション及び組合せ表
記号 B C S E H J K M T Y

※1 ※1　※3 ※2 ※3 ※2 ※2

サイズ

● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● － ● ● － ● －

● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● － ● ● － ● －

● ● ● ● ● ● ● ● － ●

● ● ● ● － ● ● － － －

自動給水付

HRGC005-□
（温度安定性±1.0℃仕様）

HRGC005-□5
（温度安定性±0.5℃仕様）

漏電
ブレーカ付

HRGC001-□
（温度安定性±1.0℃仕様）

HRGC001-□5
（温度安定性±0.5℃仕様）

HRGC002-□
（温度安定性±1.0℃仕様）

HRGC002-□5
（温度安定性±0.5℃仕様）

DI制御
キット付

オプション
内容

外部
スイッチ
取込付

循環液接液部
ステンレス

仕様

通信機能
（RS-232C)

付

高揚程
ポンプ
仕様

通信機能
（RS-485）

付

漏水
センサ付

ヒータ付
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2.2.1 漏電ブレーカ付（オプション記号：B） 
漏電ブレーカ内蔵のオプションです。 

 
表 2-2 漏電ブレーカ付オプション仕様 

※1 以下のオプションのどちらかまたは両方を含む場合 
・ヒータ付オプション（オプション記号：H） 
・高揚程ポンプオプション（オプション記号：T） 

 
4h

2h

1h

30min
20min
14min
10min

6min
4min

2min

1min

30s
20s

10s

5s

2s

1s

0.5s

0.2s

0.1s

0.05s

0.02s

0.01s
100 130 200 300 400 500 600700 1000 1500 2000 3000 4000

電流（チラーメインブレーカ容量に対する％）

動
　

作
　

時
　

間

最小

最大

 
 

図 2-2  ブレーカ動作特性曲線 

型式 HRGC001-※-B HRGC002-※-B HRGC005-※-B 
15 15 ブレーカ容量 [A] 20※1 20※1 30 

漏電感度電流 [A] 30 30 30 
注意事項 本装置は、機種により以下の動作特性のブレーカが取付けられて

います。お客様側（一次側）のブレーカは以下と同等またはこれ
より動作時間の長い特性をもったブレーカに接続してください。
動作時間が短いブレーカに接続されますと本製品内部モータの
突入電流などにより誤遮断する可能性があります。 
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2.2.2 RS-485通信付（オプション記号：C） 
RS-485通信により、お客様システムから以下の項目の書込み、読み出しが行えます。 
＜書込み＞  ・循環液温度設定 ・循環液電気抵抗率設定※1 
＜読み出し＞ ・循環液温度   ・循環液電気抵抗率※1 

 
表 2-3 RS-485通信付オプション仕様※2 

※1 DI制御キット付オプション（オプション記号：Y）の場合 
※2 本オプションは、RS-232C通信付オプション（オプション記号：S）と組合せできません。 
 

2.2.3 RS-232C通信付（オプション記号：S） 
RS-232C通信により、お客様システムから以下の項目の書込み、読み出しが行えます。 
＜書込み＞  ・循環液温度設定 ・循環液電気抵抗率設定※1 
＜読み出し＞ ・循環液温度   ・循環液電気抵抗率※1 

 
表 2-4 RS-232C通信付オプション仕様※2 

型式 HRGC001-※-S HRGC002-※-S HRGC005-※-S 
通信規格 EIA規格 RS-232C準拠 
通信方式 
ネットワーク 上位ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ 1局 対 本製品最大 1局 
情報の方向 半二重 
同期の方式 調歩同期式 

 

伝送コード ASCII 7ビットコード（BCCデータは除く） 
インターフェイス 
 通信速度 [bps] 1200／2400／4800／9600／19200から選択 
※1 DI制御キット付オプション（オプション記号：Y）の場合 
※2 本オプションは、RS-485通信付オプション（オプション記号：C）と組合せできません。 
 

2.2.4 漏水センサ付（オプション記号：E） 
内蔵の漏水センサにより、本製品内での液漏れを感知し、製品を停止させることができま

す。 
表 2-5 漏水センサ付オプション仕様 

型式 HRGC001-※-E HRGC002-※-E HRGC005-※-E 
保護機能 
（異常発生時運転停止） 

漏水停止（漏水センサ内蔵） 

 

型式 HRGC001-※-C HRGC002-※-C HRGC005-※-C 
通信規格 EIA規格 RS-485準拠 
通信方式 

ネットワーク マルチドロップ方式 
上位ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ 1局 対 本製品最大 31局 

情報の方向 半二重 
同期の方式 調歩同期式 

 

伝送コード ASCII 7ビットコード（BCCデータは除く） 
インターフェイス 
 通信速度 [bps] 1200／2400／4800／9600／19200から選択 
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2.2.5 ヒータ付（オプション記号：H） 
内蔵のヒータにより、循環液の加熱が可能になります。 

 
表 2-6 ヒータ付オプション仕様 

型式 HRGC001-※-H HRGC002-※-H HRGC005-※-H 
ヒータ能力 [kW] 0.6 

温度制御方式 － 比例弁ＰＩＤ制御、ヒータＰ制御の加熱冷却制御 
または 冷凍機、ヒータの ON-OFF制御 

設定温度範囲 [℃] 

5～60 
5～35※1 

8～35※2 

8～60※3 

5～35 

温度安定性 

[℃] 

±1.0※4 
※下記条件時 
・循環液流量が定格流量 
・設置環境、電源、負荷が仕様範囲内で且つ安定している状態 
・循環液吐出口と戻り口を直結時の循環液吐出温度 

タンク水温高温（温度ヒューズ内蔵） 保護機能 
（異常発生時運転停止） 送水温度高温 

（設定温度 65℃または 40℃※1） 
送水温度高温 

（設定温度 40℃）
※1 循環液接液部ステンレス仕様（オプション記号：M）または、DI制御キット付（オプション記号：Y）を含む場合。 
※2 循環液接液部ステンレス仕様（オプション記号：M）または、DI制御キット付（オプション記号：Y）のどちらか一方及び、 

高揚程ポンプオプション（オプション記号：T）を含む場合 
※3 循環液接液部ステンレス仕様（オプション記号：M）または、DI制御キット付（オプション記号：Y）のどちらも含まず、 

高揚程ポンプオプション（オプション記号：T）を含む場合 
※4 本オプションと温度安定性±0.5℃仕様は組合せできません。 
 

2.2.6 自動給水付（オプション記号：J） 
自動給水口へ配管することで、内蔵の給水用ボールタップにより、本製品への循環液の供

給が簡単に行なえます。 
表 2-7 自動給水付オプション仕様 

型式 HRGC001-※-J HRGC002-※-J HRGC005-※-J 
給水方式 自動給水用ボールタップ内蔵 
給水圧力 0.2～0.5MPa 
給水能力 2L/min以上（0.2MPa時） 
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2.2.7 外部スイッチ取込付（オプション記号：K） 
フロースイッチなどの保護機器への電源供給及び、保護機器からの信号により、本製品か

ら異常信号を出力させることができます。 
 

表 2-8 外部スイッチ取込付オプション仕様※1 
型式 HRGC001-※-K HRGC002-※-K HRGC005-※-K 

外部スイッチ信号入力 接点信号入力 または ＰＮＰオープンコレクタ入力 
（OFF時電圧 DC24V、ON時電流 35mA以下） 

保護機能 
（運転継続） 

ON（閉）時、Warning信号接点出力開、 
[WARN]ランプ点灯（運転は継続） 

外部スイッチ用電源出力※2 DC24V±10% 20W以下※3 
DC24V±10% 15W以下※4 

DC24V±10% 10W以下※5 

DC24V±10% 5W以下※6 
※1 本オプションは RS-232C通信付オプションと組合せできません。 
※2 誘導負荷には使用できません。 
※3 ヒータ付オプション（オプション記号：H）、DI制御キット付オプション（オプション記号：Y）のどちらも含まない場合。 
※4 DI制御キット付オプション（オプション記号：Y）を含まず、ヒータ付オプション（オプション記号：H）を含む場合。 
※5 ヒータ付オプション（オプション記号：H）を含まず、DI制御キット付オプション（オプション記号：Y）を含む場合。 
※6 ヒータ付オプション（オプション記号：H）、DI制御キット付オプション（オプション記号：Y）の両方を含む場合。 
 

2.2.8 循環液接液部ステンレス仕様（オプション記号：M） 
循環液接液部に使用している銅系素材をステンレスに変更することにより、循環液に 
2MΩ･cm以下（0.5μS･cm以上）の純水を使用することができます。 

 
表 2-9 循環液接液部ステンレス仕様オプション仕様※1 

型式 HRGC001-A-M HRGC002-A-M HRGC005-A-M 
設定温度範囲 [℃] 5～35※2 

温度安定性 [℃] 

±1.0※3 
※下記条件時 
・循環液流量が定格流量 
・設置環境、電源、負荷が仕様範囲内で且つ安定している状態 
・循環液吐出口と戻り口を直結時の循環液吐出温度 

循環液液種 清水、純水（2MΩ･cm以下）、エチレングリコール水溶液 15%
循環液接液部材質 SUS、銅ﾌﾞﾚｰｼﾞﾝｸﾞ(熱交換器)※4、PVC 
※1 本オプションは DI制御キット付オプション（オプション記号：Y）と組合せできません。 
※2 ヒータ付オプション（オプション記号：H）と組合わせた場合も、設定温度範囲は 5～35℃になります。 
※3 本オプションと温度安定性±0.5℃仕様は組合せできません。 
※4 熱交換器は銅ブレージングになります。 
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2.2.9 高揚程ポンプ（オプション記号：T） 
配管にあわせて、高揚程のポンプを選択することが可能です。 

 
表 2-10 高揚程ポンプオプション仕様 

型式 HRGC001-A-T HRGC002-A-T 
冷却能力 (50/60Hz) 
（下記条件時） [kW] 0.6／0.6 1.6／1.8 

 循環液温度 [℃] 20 
 周囲温度 [℃] 32 
 循環液流量 [L/min] 18／22 
 注意事項 冷却能力は、上記条件において本装置の循環液回路に発熱源を直結した場合

の数値です。 
下記のような場合には冷却能力が減少します。 
・お客様システム側（負荷）までの配管が長い場合 
→配管からの吸熱により使用可能な冷却能力が減少します。 
・周囲温度が 32℃を超える場合。 
→装置の外部排熱能力が減少し、使用可能な冷却能力が減少します。 

※M,Y以外 SUS、青銅、真鍮、銅ﾌﾞﾚｰｼﾞﾝｸﾞ(熱交換器)、PVC 循環液接液部材質 
※Mまたは Y SUS、銅ﾌﾞﾚｰｼﾞﾝｸﾞ(熱交換器)、PVC 

ﾎﾟﾝﾌﾟ能力 (50 / 60Hz) 
(循環液温度：20℃) [MPa] 0.31／0.41(10L/min時) 

定格流量 (50 / 60Hz) [L/min] 18／22 
 冷却能力、温度安定性を維持する為に必要な流量です。 

定格流量を下回る場合には、製品内部のバイパスバルブを開いて流量を調整
してください。 

※M,Y以外･･･循環液接液部ステンレス仕様オプション（オプション記号：M）、DI制御キット付オプション（オプション記号：Y） 
のどちらも含まない場合。 

※Mまたは Y･･･循環液接液部ステンレス仕様オプション（オプション記号：M）または、DI制御キット付オプション、 
（オプション記号：Y）を含む場合。 
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2.2.10 DI制御キット付（オプション記号 Y） 
循環液接液部ステンレス仕様に、循環液の電気抵抗率（DIレベル）を一定に保つ機能を追
加したオプションです。 
DIレベルを制御するには、別途 DIフィルタ（当社品番：HRZ-DF001）が必要です。 

 
表 2-11 DI制御キット付オプション仕様※1 

型式 HRGC001-A-Y HRGC002-A-Y HRGC005-A-Y 
使用流体 純水（2MΩ･cm以下）、エチレングリコール水溶液 15% 
DIレベル表示範囲※1 [MΩ･cm] 0~20※2 
DIレベル設定範囲※3 [MΩ･cm] 0.00~2.00 
DI回路定格流量 [L/min] 1.5 
DIレベルアラーム DIレベル上限、DIレベル下限、DIレベル上下限から選択可能※4 

DIレベルアラーム動作 アラーム発生時、製品停止、運転継続から選択可能※4 
接液部材質 SUS、銅ﾌﾞﾚｰｼﾞﾝｸﾞ(熱交換器) ※5、PVC 
設定温度範囲 [℃] 5～35※6 
温度安定性 

[℃] 

±1.0※7 
※下記条件時 
・循環液流量が定格流量 
・設置環境、電源、負荷が仕様範囲内で且つ安定している状態 
・循環液吐出口と戻り口を直結時の循環液吐出温度 

※1 DIレベル表示値は温度補正されていない値です。 
※2 DIレベル設定値の上限は 2MΩ･cmになります。 
※3 DIレベルを制御するには、別途 DIフィルタが必要です。（当社品番：HRZ-DF001） 
※4 設定項目・設定方法については取扱説明書を参照下さい。 
※5 熱交換器は銅ブレージングになります。 
※6 ヒータ付オプション（オプション記号：H）を含む場合も、設定温度範囲は 5～35℃になります。 
※7 本オプションと温度安定性±0.5℃仕様は組合せできません。 
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2.3 各部の名称 

 
図 2-3  各部の名称（HRGC001-A※,HRGC002-A※） 

 
 

図 2-4  各部の名称（HRGC001-W※,HRGC002-W※） 
 

※1・・・ヒータ付オプション（オプション記号：H）の場合 
※2・・・DI 制御キット付オプション（オプション記号：Y）の場合
※3・・・自動給水付オプション（オプション記号：J）の場合 

※1・・・ヒータ付オプション（オプション記号：H）の場合 
※2・・・DI 制御キット付オプション（オプション記号：Y）の場合
※3・・・自動給水付オプション（オプション記号：J）の場合 
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図 2-5  各部の名称（HRGC005-A※） 
 

図 2-6  各部の名称（HRGC005-W※） 

※1・・・ヒータ付オプション（オプション記号：H）の場合 
※2・・・DI 制御キット付オプション（オプション記号：Y）の場合
※3・・・自動給水付オプション（オプション記号：J）の場合 

※1・・・ヒータ付オプション（オプション記号：H）の場合 
※2・・・DI 制御キット付オプション（オプション記号：Y）の場合
※3・・・自動給水付オプション（オプション記号：J）の場合 
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2.4 各部の機能 
各部の機能は以下になります。 
 

表 2-12 各部の機能 
名称 機能 

操作パネル 本製品の運転停止、循環液温度の設定などの操作を行います。 
詳細は「2.5 操作パネル」を参照下さい。 

電源スイッチ 本製品の内部機器に供給されている電源を遮断します。 
（本製品内部には通電されています。） 

型式銘板 本製品の製品品番が記載されております。 
詳細は「1.4.1 型式銘板」を参照下さい。 

オーバーフロー口 
お客様配管より、循環液が逆流した場合、本製品のタンクからあふれ出ない
よう、循環液を外部に排出するポートです。 
排水ピットなどに配管してください。 

予備ポート 
（オプション※1） 

予備ポートです。 
（工場出荷時にはプラグが配管されています。） 

自動給水口 
（オプション※3） 

内蔵のボールタップにより、本製品に自動で給水を行う配管ポートです。 
詳細は「3.4 配管」を参照下さい。 

DIセンサ/ 
電磁弁コネクタ 
（オプション※2） 

循環液の電気抵抗率を制御する為のセンサ及び電磁弁の接続コネクタです。

循環液出口 本ポートから循環液が圧送されます。 
循環液戻り口 本ポートへ循環液が戻るよう配管してください。 

手動バイパスバルブ 本バルブを開けることにより、本製品内で循環液がバイパスされ、循環液出
口から吐出される循環液流量を調整することが出来ます。 

ドレン口 本ポートから、タンク内の循環液を排出します。 
（工場出荷時にはプラグが配管されています。） 

放熱水入口 
（水冷冷凍式の場合） 

本ポートに放熱水が送水されるよう、配管してください。 
放熱水圧力は 0.3～0.5MPaの範囲内で供給してください。 

放熱水出口 
（水冷冷凍式の場合） 

本ポートからお客様設備へ放熱水が戻るよう、配管してください。 
配管の負圧にならないよう、バイパス配管を設置してください。 

※1 ヒータ付オプション（オプション記号：H）を含み、自動給水口付オプション（オプション記号：J）を含まない場合。 
※2 DI制御キット付オプション（オプション記号：Y）の場合。 
※3 自動給水口付オプション（オプション記号：J）の場合 
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2.5 操作パネル 
本製品の基本的な操作は、本製品前面の操作パネルにて行います。 
操作パネルは全型式とも共通です。 

図 2-7  操作パネル 
 

表 2-13  操作パネル 
No. 名称 機能 

PV 

【PVランプ点灯時】循環液の温度を表示します。 
【PVランプ消灯時】循環液の電気抵抗率※1（単位：[MΩ･cm]） 
を表示します。 
【アラーム発生時】アラーム番号と PV値の交互表示を行います。 
【機能設定時】設定する項目（キャラクタ）を表示します。 

1 デジタル表示部 
PV・SV 

SV 【通常時】循環液の温度設定値を表示します。 
【機能設定時】各項目（キャラクタ）の設定値を表示します。 

2 [POWER]ランプ 電源が供給されると点灯します。 
3 [RUN]ランプ [START]キーを押すと点灯します。 
4 [PUMP]ランプ ポンプ運転時に点灯します。 

5 [PV]ランプ 【点灯時】デジタル表示部 PVが循環液温度を表示します。 
【消灯時】デジタル表示部 PVが循環液の電気抵抗率を表示します。 

6 [FAULT]ランプ 製品停止の異常発生時に点灯します。 
7 [WARN]ランプ 製品停止をしない異常発生時に点灯します。 
8 [START]キー 本製品を運転します。 
9 [STOP]キー 本製品を停止します。 

10 [RESET]キー アラームの解除時に使用します。 

11 [MODE]キー 温度アラームの追加等の設定変更時に使用します。 
循環液の電気抵抗率の設定変更時に使用します。※1 

12 [DOWN]キー 設定温度（設定値）を下げます。 
13 [UP]キー 設定温度（設定値）を上げます。 
14 [FUNC]キー 循環液温度と循環液抵抗率※1の表示切替に使用します。 
15 [PUMP]キー 押している間、ポンプ単独運転を行います。 
※1 DI制御キット付オプション（オプション記号：Y）の場合
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3章 運搬と設置 
 

 

3.1 運搬 
本製品は重量物ですので輸送の際に危険がともないます。また本製品の破
損や故障を防ぐために本製品を運搬する際は、必ず以下の内容をお守り下
さい。 

 

 

 

 輸送および設置は本製品およびシステムに関して十分な知識と経験を持
った人が行ってください。 

 特に人体に対する安全に気をつけてください。 

 フォークリフトを使用して運搬する場合は「図 3-1 フォークの差込み位
置および吊下げ要領」を参照し正しい位置にフォークを差込み運搬して
ください。その際キャスタにフォークが接触しない様、注意してくださ
い。 

 アイボルトで吊上げる場合は、必ず 4点吊で行ってください。 
 各アイボルトの吊角度は、重心の位置に注意し、45°～60°としてくだ
さい。 

絶対に横倒しにしないでください。 
冷凍機の中の潤滑油が、冷媒配管に出ていくため、潤滑油量が不足し、冷
凍機故障の原因になります。 

 配管の残存液をできるだけ抜いてください。残存液がこぼれる場合があ
ります。 

 フォークリフトを使用して運搬する場合は、フォークをカバーパネルや
配管接続口に当てないように注意してください。 
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3.1.1 フォークリフト及び吊り下げによる運搬 

図 3-1  フォークの差込み位置および吊下げ要領 
 

 

 

フォーク差込面 フォーク差込面 

フォーク差込面 
フォーク差込面 

吊下げ位置（HRGC005-※※のみ） 

約 60°約 60° 

HRGC005-※※重心位置 

 アイボルトは本製品の付属品です。（HRGC005-※のみ） 
吊り下げが必要な場合は必ず、本製品に付属しているアイボルトを使用
して下さい。 
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3.1.2 キャスタによる運搬 

 
 

1. アジャスタフットを上限まで上げてください。 
 

2. 本製品のコーナ部を押し、目的の場所まで移動します。 

 

図 3-2  キャスタによる運搬 

本製品は重量物です｡本製品をキャスタにより運搬する場合は、必ず 2名以
上で運搬してください｡特に運搬路の途中に勾配がある場合は注意してく
ださい。 

アジャスタフット キャスタ 
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3.2 設置 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3.2.1 設置環境 
次の環境で使用または保管しないで下さい。正常に動作しないばかりでな
く、故障の原因となります。 

また、本製品はクリーンルーム仕様ではありません。ポンプ及び冷却ファ
ンから発塵があります。 

 屋外 

 水・水蒸気・塩水・油などがかかる状況 

 ほこり・粉体がある場所 

 腐食性ガス・有機溶剤・化学薬品溶液・可燃性ガスがある場所 
 （本製品は防爆構造になっていません。） 

 周囲温度が以下の範囲外の場所 
 輸送･保管時  0～50℃（但し、配管内部に水または循環液がないこと） 
 運転時    5～40℃ 

 周囲湿度が以下の範囲外の場所、結露する場所 
 輸送・保管時 15～85% 
 運転時    30～70% 

 直射日光が当たる場所、放射熱のある場所 

 周囲に熱源がある、風とおりの悪い場所 

 温度変化が急激な場所 

 強い電磁ノイズが発生する場所（強電界･強磁界･サージが発生する場所） 
 静電気が発生する場所、本体に静電気を放電させる状況 

 強い高周波が発生する場所 

 雷の被害が予想される場所 

 高度が 1000メートル以上の場所（保管・輸送時は除く） 

 強い振動・衝撃が伝わる状況 

 本体が変形するような力、重量がかかる状況 

 メンテナンスを行うための十分な場所を確保できない状況 

 本製品を可燃性ガスの漏れるおそれのある場所へは設置しないでくださ
い。万一ガスが漏れて本製品の周囲に溜まると発火の原因になります。

 本製品を屋外で使用しないでください。雨、水等がかかりますと感電・
火災・故障の原因となります。 

 本製品の重量に十分耐える丈夫で平らな床に水平になるように設置し転
倒防止の処置をしてください。設置に不備があると水漏れ、転倒・落下
によるけがなどの原因になることがあります。 

 本製品は周囲温度は 5℃～40℃の間で使用してください。周囲温度の範
囲外で使用しますと本製品故障の原因となります。また 40℃以上で使用
しますと凝縮器の放熱効果が低下して、安全装置が作動し、本製品の運
転を停止することがあります。 
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3.2.2 設置場所（必要換気量及び放熱水源） 

 

 複数台を設置する場合について 
隣に設置するサーモクーラ（空冷式）からの通風を吸い込まないように、スペースを開
けて設置して下さい。 
 

 設置場所の換気について（空冷冷凍式の場合） 
① 設置場所が広い建屋（自然換気が十分な建屋）の場合 

高い所の壁面に排気口、低い所の壁面に吸気口を設けて換気して下さい。 
 

② 設置場所が狭い建屋（自然換気が不十分な建屋）の場合 
高い所の壁面に排気口，換気扇，低い所の壁面に吸気口を設けて換気して下さい。 

 
③ ダクトを使用して換気する場合 

建屋内に放熱空気を放出できない場合、もしくは建屋を空調している場合はサーモクー
ラの通風出口に排熱用のダクトを設けて換気して下さい。 
ただし、ダクトの入口（フランジ）は、サーモクーラの通風口に直接取付けず、ダクト
径以上の間隔を開けて施工して下さい。 
このとき、ダクト用換気扇はダクトの抵抗を考慮したものを設置して下さい。 

 
表 3-1  放熱量と必要換気量 

必要換気量 m3/min 
型式 放熱量 

kW 室内外の温度差 3℃の場合 室内外の温度差 6℃の場合
HRGC001-A※ 約 2 40 20 
HRGC002-A※ 約 4 70 40 
HRGC005-A※ 約 8 140 70 

空冷冷凍式のサーモクーラでは、搭載したファンの通風により排熱します。
換気が不十分な状態で放置すると、周囲温度が 40℃を超え過負荷運転とな
り、サーモクーラの性能や寿命に影響を与えます。 
周囲温度の上昇を緩和するため、以下に従い必ず換気してください。 

本製品は、「3.2.1 設置環境」に記載されている場所では使用できません。
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 ご準備していただく放熱水源（水冷冷凍式の場合） 

 
表 3-2 放熱量と必要放熱水量 

製品品番 放熱量
kW 

放熱水温度範囲
℃ 

必要放熱水水量 
l/min 

HRGC001-W※ 約 2 12 
HRGC002-W※ 約 4 12 
HRGC005-W※ 約 8 

5～32 
(定格 25) 

28 
 

3.2.3 設置スペースおよびメンテナンススペース 
図 3-3に示すメンテナンススペースを確保して設置することを推奨します。 

 

 
図 3-3  メンテナンススペース 

 

前面

水冷冷凍式サーモクーラでは、放熱水により排熱します。 
よって、放熱水を供給していただく必要があります。 
以下の水源をご準備ください。 
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3.3 設置手順 
3.3.1 据付 

 振動の少ない安定した水平な平面に設置して下さい。 

 本製品の寸法は「8.2  外形寸法図」を参照して下さい。 

 

 〈据付要領〉 

1. 本製品を設置場所まで移動します。 
 

2. アジャスタフットを調整して下さい。 

対辺 17mmのスパナが必要です。 
 

 水平器などを使用して水平にして下さい。 

 アジャスタフットは、4本とも床に完全に接地して下さい。 

 キャスタは接地していても構いません。 

 
 

図 3-4  据付要領 
 

アジャスタを下げ固定して
ください。 

アジャスタ付キャスタ 
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 〈アジャスタフット固定要領〉 
床面にアジャスタフットを固定する場合は、以下の要領で行ってください。 

1. 下表に示す固定金具をご用意下さい。 
 

表 3-3 固定金具（使用例） 
項目 仕様 

アジャスタフット固定金具 
品 番：KC-1275-C-4 
材 質：SUS 
メーカ：タキゲン製造（株） 

基礎ボルトセット 
品 番：IDF-AB500 
材 質：SUS M10X長さ 50×4本 
メーカ：SMC（株） 

 

2. 水平なコンクリートの基礎に基礎ボルトセット（M10×4本）を施工して下さい。 

図 3-5  基礎ボルトセット施工寸法 
 

3. アジャスタ押さえ金具でアジャスタ上面を押さえアンカーボルト、六角ナットで床面に固
定してください。 

 
図 3-6  アジャスタフットの固定 

（565）

（392）
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（486）

HRGC001,002の場合 

固定金具 

HRGC005の場合 

六角ボルト 

アンカーボルト

アジャスタフット固定金具 
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3.3.2 電気配線 

 

 

 〈電源仕様、電源ケーブルおよび漏電ブレーカ〉 
下表に示す電源をご準備下さい。本製品と電源の接続の際には下表に示す
電源ケーブル、および漏電ブレーカを使用してください。 
お客様装置との信号のやり取りが必要な場合は下表に示す信号ケーブルを
使用して下さい。 

 
表 3-4  電源ケーブルおよび漏電ブレーカ 

項目 HRGC001, HRGC002 HRGC005 
電源電圧 単相 AC200~230V±10% 50/60±1Hz 

サイズ 14AWG 12AWG 電源 
ケーブル 端子台ネジ径 M4 

サイズ 14AWG 12AWG アース 
ケーブル 端子台ネジ径 M8 

サイズ 18AWG 信号 
ケーブル 端子台ネジ径 M3 

負荷容量 15A 20A※1 30A 漏電 
ブレーカ 漏電感度電流 30mA 30mA 
※1 ヒータ付オプション（オプション記号：H）又は、高揚程ポンプオプション（オプション記号：T）のどちらか一方、 

もしくは両方を含む場合 

 本製品内部の電源配線を改造して使用しないでください。配線に不備が
あると感電・火災などの原因になります。また、改造された場合は保証
対象外となります。 

 サーマルスイッチ等の安全装置の設定値は絶対に変更しないでくださ
い。設定値を変えると本製品の破壊、発火の原因になります。 

 アースは水道管、ガス管、避雷針には絶対に接続しないで下さい。 

 配線作業は有資格者のみが行ってください。 
 安全のため、配線作業の前には必ず元電源を遮断してください。活電状
態では絶対に作業しないでください。 

 配線は、表 3-4 の仕様を満たすケーブルを使用して確実に接続し、端子
接続部にケーブルの外力が伝わらないように確実に固定してください。
接続や固定が不完全な場合は、感電や発熱・火災などの原因になります。

 サージの影響を受けない安定した電源を供給してください。 
 感電および冷凍機モータ等の焼損防止のため、表 3-4 の仕様を満たす漏
電容量と負荷容量をもった適正な漏電ブレーカを取り付けてください。

 本装置には、仕様に合った電源を供給してください。 
 安全のため、アース接続は必ず行ってください。 
 ロックアウトが可能な元電源を使用してください。 
 元電源への配線は本製品単動で行ってください。他の機器との混合配線
は、発熱や火災等の原因となり危険です。絶対におやめください。 
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3.3.3 電源ケーブルの配線 

 

1. ビス（6箇所）をゆるめ前面パネルを取外します。（HRGC005は 8箇所） 

 
図 3-7  パネルの取り外し 

 

2. 電源ケーブル、アースケーブルを図のように配線し取付けます。 

 
図 3-8  電源ケーブル、アースケーブルの配線 

配線作業の前には必ず元電源（お客様の電源設備）のブレーカを遮断し、
ロックアウト及びタグアウトを行ってください。 

電源ケーブルの配線は必ず本製品側から行い、最後に元電源（お客様の電
源設備）のブレーカに配線してください。 

パネルの取外しおよび取付けの際は、パネルのエッジで怪我などしないよ
うに必ず保護手袋を着用してください。

前面パネル 

ビス 

ビス 

前面 

アースケーブル 

電源ケーブル 

電源ケーブル取出口

前面 
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3.3.4 遠隔操作信号入力の配線 
遠隔操作信号入力は、本製品に、接点信号入力を印加することにより、 
本製品の運転／停止を遠隔操作することが出来ます。 

遠隔操作信号入力の接点が開(open)→閉(close)になると本製品が運転を開
始します。接点信号入力が閉(close)の間運転を継続し、接点信号入力が開
(open)になると運転を停止します。 

 

1. 遠隔操作信号を使用する場合は、以下の仕様の接点（スイッチ）を準備してください。 
表 3-5 遠隔操作信号接点仕様 
項目 仕様 
電源電圧 DC24V±10% 
接点容量 35mA以上 
最小負荷電流 5ｍＡ 

 

2. 1.で準備した接点（スイッチ）に「3.3.3 電源ケーブルの配線」を参照し、遠隔操作信号
ケーブルを以下のように配線してください。 

 
図 3-9  遠隔操作信号接点入力の配線 

適正サイズのケーブル、端子を用いて配線してください。遠隔操作用の外部接点（例：外
部スイッチ）は、充分な接点容量のものをご準備ください。 
 

配線作業の前には必ず元電源（お客様の電源設備）のブレーカを遮断し、
ロックアウト及びタグアウトを行ってください。 

スイッチ 
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3.3.5 運転信号出力、異常（警報）信号出力の配線 
運転信号出力及び異常（警報）信号出力は、本製品の状態を接点信号で出
力します。 

本信号出力を利用して、表示灯等を動作させることができます。 

 

1. 各信号出力の接点仕様は以下のようになります。 
表 3-6 信号出力接点仕様 

接点出力 接点仕様 動作 

運転信号出力 
（端子番号 5,6番） 

接点容量：AC250V 1A(抵抗負荷) 
最小負荷電流：DC5V 100mA 

運転時：接点閉(close） 
停止時：接点開(open) 
電源遮断時：接点開(open) 

異常停止信号出力 
（端子番号 3,4番） 

接点容量：AC250V 1A(抵抗負荷) 
最小負荷電流：DC5V 10mA 

FAULT ﾗﾝﾌﾟ消灯時：接点閉(close）
FAULT ﾗﾝﾌﾟ点灯時：接点開(open) 
電源遮断時：接点閉(close) 

警報信号出力※1 
（端子番号 7,8番） 

接点容量：AC250V 1A(抵抗負荷) 
最小負荷電流：DC5V 10mA 

WARN ﾗﾝﾌﾟ消灯時：接点閉(close）
WARN ﾗﾝﾌﾟ点灯時：接点開(open) 
電源遮断時：接点閉(close) 

※1 工場出荷時の設定では、出力されません。 
 

【ワンポイント】 

警報信号出力を利用して、循環液の温度が使用範囲内に入った事をお客様装
置に接点信号出力として出力することができます。 

警報信号出力の設定の方法は、「5.3 温度アラームの追加」を参照下さい。 

 

本製品側の出力接点は、接点容量に限りがあります。接点容量が不足する場合には、リレ
ー（接点増幅）等の増設をお願いします。その際、本製品の接点容量に対して充分小さい
入力電流のリレーであることをご確認ください。 

配線作業の前には必ず元電源（お客様の電源設備）のブレーカを遮断し、
ロックアウト及びタグアウトを行ってください。 
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2. 以下に異常接点信号出力を用いて、表示灯を動作させる場合の配線例を示します。 

 
 

図 3-10  異常接点出力使用時の配線例 
 

AC100V 
または 

AC200V 

-V +V

+

DC電源 

電源線 

信号線 

表示灯 

電源ケーブル 信号ケーブル

リレー
(b接)

+ 
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3.3.6 RS-485通信配線（RS-485通信機能付オプションの場合） 
本製品は、RS-485通信機能付オプション（オプション記号：C）を準備し
ております。本オプションにより、循環液温度の設定及び読み込みが、遠
隔操作にて行うことが可能です。 

オプションの確認は「2.1 本製品の品番について」を参照下さい。 

 

 インターフェース 
上位コンピュータ(例：パソコン)とは、RS-485に準拠した通信を行います。 

 

 通信ケーブルの配線 

 

1. 以下の通信ケーブルを準備してください。 
 

表 3-7 通信ケーブル 
品名 仕様 

サイズ シールドツイストペア線 0.75mm2 
通信ケーブル 

圧着端子サイズ 1.25-3 
 

2. 通信ケーブルを図のように配線し取付けます。 

 
図 3-11  RS-485通信配線 

 
表 3-8 通信接続端子台番号 

適用型式 HRGC001-※※-C HRGC002-※※-C HRGC005-※※-C 
端子番号 9 {SD+}，10 {SD-} 
接続線径 シールド付ツイストペア線 AWG22～AWG14 

端子台ネジサイズ M3 
推奨締付トルク 0.6～1.0 [N･m] 

配線作業の前には必ず元電源（お客様の電源設備）のブレーカを遮断し、
ロックアウト及びタグアウトを行ってください。 

通信ケーブル 

信号ケーブル取出口（通信ケーブル取出口）

電源ケーブル取出口
前面 
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3. 次の変換ユニット（使用例）を準備し､上位コンピュータ（RS232C 端子付）と接続して
ください。 

名称 仕様 

RS232C⇔RS485変換ユニット 品番 ：KS-485  
メーカ：システムサコム 

接続コネクタ D-sub9ピン（オス） 

パソコン⇔変換ユニット接続ケーブル 品番 ：AR-305 
メーカ：アーベル 

 

4. 上位コンピュータに複数台接続する場合は以下の要領で行ってください。 

 

 接続形態 
上位コンピュータ 1台：本製品 1台、または、上位コンピュータ 1台：本製品 N台です。 
1:N接続時は、本製品を最大 31台まで接続することができます。 

 ケーブル長 
合計で最大 500mです。但しケーブル径、引き回し等により多少異なります。 

図 3-12 RS-485通信接続方法 
 

【ワンポイント】 

伝送路の両端（エンド局）の指定として、上位コンピュータとエンド局を接
続する必要があります。 

終端抵抗は、ケーブルの特性インピーダンス（抵抗）と合成して 75Ω以上に
してください。 

上位コンピュータ（親局） 
SD+

SD-

SG

終端抵抗
9(SD+) 

10(SD-) 

本製品（子局：1台目）

本製品（子局：2台目）

本製品（子局：最大 31台）

終端抵抗

変換ユニット 

9(SD+) 

10(SD-) 

9(SD+) 

10(SD-) 
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3.3.7 RS-232C通信配線（RS-232C通信機能付オプションの場合） 
本製品は、RS-232C通信機能付オプション（オプション記号：S）を準備
しております。本オプションにより、循環液温度の設定及び読み込みが、
遠隔操作にて行うことが可能です。 

オプションの確認は「2.1 本製品の品番について」を参照下さい。 
 

 インターフェース 
上位コンピュータ（例：パソコン）とは、RS-232Cに準拠した通信を行い
ます。 

 

 通信ケーブルの配線 

 

1. 以下の通信ケーブルを準備してください。 
表 3-9 通信ケーブル 

品名 仕様 
サイズ シールドツイストペア線 0.75mm2 

通信ケーブル 
Y型圧着端子サイズ 1.25Y-3 

 

2. 通信ケーブルを図のように配線し取付けます。 

 
図 3-13  RS-232C通信配線 

 
表 3-10 通信接続端子台番号 

適用型式 HRGC001-※※-S HRGC002-※※-S HRGC005-※※-S 
端子番号 9 {RD(RxD)}，10 {SD(TxD)}，11 {SG} 
接続線径 シールド付ツイストペア線 AWG22～AWG14 

端子台ネジサイズ M3 
推奨締付トルク 0.6～1.0 [N･m] 

配線作業の前には必ず元電源（お客様の電源設備）のブレーカを遮断し、
ロックアウト及びタグアウトを行ってください。 

通信ケーブル 

信号ケーブル取出口（通信ケーブル取出口）

電源ケーブル取出口
前面 
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3. 上位コンピュータとの接続は、以下の要領で行ってください。 

 接続形態 
上位コンピュータ 1台：本製品 1台です。 

 ケーブル長 
合計で最大 15mです。但しケーブル径、引き回し等により多少異なります。 

 
 

図 3-14 RS-232C通信接続方法 
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3.3.8 外部スイッチの配線（外部スイッチ取込付オプションの場合） 
本製品は、外部スイッチ取込付オプション（オプション記号：K）を準備し
ております。本オプションにより、外部のフロースイッチ等への電源供給、
警報信号の取り込みが可能です。 

オプションの確認は「2.1 本製品の品番について」を参照下さい。 
 

 外部スイッチ取り込み機能について 
本オプションはお客様が準備したスイッチに DC24Vの電源供給と警報信
号の取込を行います。 

お客様が準備したスイッチが異常を検出（接点が開：open）すると、本製
品は以下の状態になります。 

 [WARN]ランプが点灯します。 

 本製品循環液温度表示部にアラーム No.()を循環液温度と交互
に表示します。 

 製品運転時は運転を継続します。製品停止時は運転の開始が可能です。。 

 警報信号出力の接点が開きます。 
 

 
図 3-15 アラーム表示 
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 外部スイッチの配線 

 

1. 工場出荷時の場合、ジャンパ線が配線されています。外部スイッチを使用する場合、ジャ
ンパ線を取外して下さい。 

 
図 3-16  ジャンパ線の取り外し 

 

2. 外部スイッチ用入出力の仕様は、以下になります。 
表 3-11 外部スイッチ入出力仕様 

名称 端子番号 仕様 
11 (DC24V) 

外部スイッチ用電源出力 
12 (24VCOM) 

DC24V±10% 
電源容量※1 ：20W※2, 15W※3, 10W※4, 5W※5, 

13 (DC24V) 
外部スイッチ用接点入力 

14 (出力側) 
接点入力または PNPオープンコレクタ入力 
OFF時電圧 DC24V±10%,ON時電流 35mA 

※1 付属するオプションにより電源容量が異なります。 
※2 ヒータ付オプション(オプション記号：H)、DI制御キット付オプション(オプション記号：Y)のどちらも含まない場合。 
※3 ヒータ付オプション(オプション記号：H)を含む場合。 
※4 DI制御キット付オプション(オプション記号：Y)を含む場合。 
※5 ヒータ付オプション(オプション記号：H)及び DI制御キット付オプション(オプション記号：Y)の両方を含む場合。 

 

 

配線作業の前には必ず元電源（お客様の電源設備）のブレーカを遮断し、
ロックアウト及びタグアウトを行ってください。 

本電源は誘導負荷には使用できません。 

ジャンパ線を取り外す 

電源ケーブル取出口 前面 
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3. 外部スイッチ用ケーブルを図のように配線し取付けます。 

外部スイッチ信号入力（端子 No.「13」と「14」）に、接点入力又は、PNPオープンコレクタ
入力を接続して下さい。 
電源入力が必要なセンサを使用する場合、外部スイッチ用電源（端子 No.「11」と「12」）よ
り電源を供給して下さい。 

 
図 3-17  外部スイッチ配線 

 

4. 以下にフローセンサ（PNPオープンコレクタ入力）を用いて、流量異常警報出力を出力さ
せる方法を示します。 

表 3-12 外部スイッチ仕様 
名称 品番 仕様 

PF2W720-67-M 
メーカ：SMC 
流量表示範囲：1.7~17.0 [L/min] 
設定流量範囲：1.7~17.0 [L/min] 

フローセンサ 

PF2W740-67-M 
メーカ：SMC 
流量表示範囲：3.5~45.0 [L/min] 
設定流量範囲：3.5~45.0 [L/min] 

 

 
図 3-18  外部スイッチ使用例 

お客様接続側 

信号ケーブル取出口

電源ケーブル取出口

前面 
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3.4 配管 

 

 

 配管口径 
配管口径は全型式とも共通です。 

 
表 3-13  配管口径 

配管名称 配管口径※1 推奨締め付けトルク 推奨配管耐圧 
循環液吐出口 Rc1/2 28～30N･m 0.8MPa以上 
循環液戻り口 Rc1/2 28～30N･m 0.8MPa以上 
オーバーフロー口 Rc1/2 28～30N･m － 

自動給水口※2 Rc1/2 28～30N･m 0.5MPa以上 
（給水圧力 0.2～0.5MPa） 

タンクドレン口 Rc1/4 12～14N･m － 
放熱水入口※3 Rc1/2 28～30N･m 
放熱水出口※3 Rc1/2 28～30N･m 

1.0MPa以上 
（放熱水圧力 0.3～0.5MPa）

※1 NPT, Gネジの配管を使用する場合は付属の変換コネクタを使用して下さい。 
※2 自動給水口付オプション（オプション記号：J）の場合。 
※3 水冷冷凍式の場合。 
 

 配管を確実に行ってください。配管から漏れがあると浸水し、本製品だ
けでなく周囲の設備の故障の原因になります。 

 循環液出入口及び放熱水出入口（水冷冷凍式の場合）を間違えないでく
ださい。逆に配管しますと性能が発揮されません。 

 配管工事をする際、ゴミ、異物などが水回路などに入らないように注意
してください。 

 配管接続口はパイプレンチ等で固定し、配管を締め込んでください。 
 配管は締切圧力、温度に対する適合性をよく考慮して選んでください。
適合性が十分でない場合、使用中に配管が破裂する恐れがあります。 

 配管を行う前に「1.4.1 型式銘板」を参照し、本製品の型式を確認してく
ださい。 
型式が HRGC00※-※Nの場合 
Rc→NPT変換コネクタが付属品として同梱されています。 
NPTの配管を行う場合は、必ず本コネクタを使用してください。 
型式が HRGC00※-※Fの場合 
Rc→Gネジ変換コネクタが付属品として同梱されています。 
Gネジの配管を行う場合は、必ず本コネクタを使用してください。 
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 配管要領 
配管口をパイプレンチ等で固定し、配管を締め込みます。 

図 3-19  配管締め込み 

 推奨配管フロー 

 
図 3-20  推奨配管フロー 

 
No. 名称 サイズ 
1 バルブ Rc1/2 
2 バルブ Rc1/4 
3 Y型ストレーナ又はフィルタ Rc1/2 (#1000) Rc1/2 (50μm) 
4 Y型ストレーナ（付属品） Rc1/2 
5 リリーフ弁 Rc1/2、設定 0～0.5 MPa 
6 圧力計 0～1.0 MPa 
7 流量計 0～50 L/min 
8 その他(パイプ・ホース等) 内径 φ15以上 

【ワンポイント】 

オーバフロー口以外の各配管口に、バルブ（お客様にてご用意して下さい）
を配管すると、循環液・放熱水等の排出の際便利です。 

 

配管口 

シール材 

放熱水入口には、必ず、付属の Y型ストレーナを配管してください。 
（水冷冷凍式の場合） 
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3.5 給水 
タンクフタを開けて循環液を入れ液面計の指示範囲内の液面にします。 

 

【ワンポイント】 

循環液の注入直後は、液面計内の循環液内に混入した空気により、液レベル
が正確に表示されない場合があります。 
この場合、液面計を数回たたいて液面形内の空気を排出させてください。 

 

 
図 3-21  タンクフタ開 

 

 

図 3-22  液面計 

タンクフタ 

液面計 
前面 

タンク液面は“HIGH”と“LOW”の指示範囲内としてください。指示範囲
を超えると循環液がオーバーフローするおそれがあります。また、指示範
囲を下回ると、装置が停止します。 
 

HIGH

LOW

HIGH

LOW

液面監視開口部

指示範囲 指示範囲 

液面監視開口部 

HRGC001-※および HRGC002-※

HRGC005-※ 
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3.5.1 本製品を再設置する際の注意 

 

 配線作業は有資格者のみが行ってください。 
 安全のため、配線作業の前には必ず元電源を遮断してください。活電状
態では絶対に作業しないでください。 

本製品内の循環液を全て抜いてから再設置を行ってください。 
再設置の際には、本製品と付帯の設備装置について十分な知識をもった人
が行ってください。 
また、3章全体を熟読した上で、移動・再設置を行ってください。 
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放熱水は「7 章 管理と点検・清掃 7.1 水質管理について」（P7-1）の水質
基準および「8章 資料 8.1 仕様一覧表」（P 8-1）の条件を満たしているか
確認してください。 

4章 本製品の起動 

 

4.1 起動前の確認項目 
起動を行う前に、次の項目を確認して下さい。 

 設置状態 

 本製品が水平に設置されていることを確認して下さい。 

 本製品に重量物が載っていないこと、配管などにより無理な力がかかっ
ていないことを確認して下さい。 

 配線 

 電源ケーブル、アースおよび入出力信号用ケーブルが確実に接続されて
いることを確認して下さい。 

 循環液配管 

 循環液出入口配管が、正しく接続されていることを確認して下さい。 

 放熱水配管（水冷冷凍式の場合） 

 放熱水出入口配管が、正しく接続されていることを確認して下さい。 

 放熱水供給設備が稼動していることを確認してください。 

 放熱水回路が、バルブ等で遮断されていないか確認して下さい。。 

 液面計 

 液面が、レベル表示の範囲内にあることを確認して下さい。 
 

 

【ワンポイント】 

本製品内部には、制水弁が設置されています。本製品を運転しないと放熱水
が流れないことがあります。 

 

起動・停止運転は、本製品と付帯の設備装置について十分な知識と経験を
持った人が行ってください。 
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4.2 起動準備 
4.2.1 電源供給 

漏電ブレーカ付オプション（オプション記号：B）の場合は、1.～3.の手順
に従い作業を行って下さい。 

上記以外に関しては、3.より作業を行って下さい。 
 

1. ビス（6箇所）をゆるめ前面パネルを取外します。（HRGC005は 8箇所） 

 
図 4-1  前面パネルの取外し方法 

 

2. 電装ボックスの電装盤上に漏電ブレーカを設置しています。 

電源を供給し漏電ブレーカのレバーを上げて下さい。 

 
図 4-2  漏電ブレーカの操作 

ビス

ビス 

前面パネル 

前面 

漏電ブレーカ
（パネル内部）

電装盤
（パネル内部）

前面 

 

 漏電ブレーカ 
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3. 電源を供給し電源スイッチを ONにして下さい。 

正常に電源が入ると、本製品の操作パネルは次の状態となります。 

 ［POWER］ランプが点灯します。 

 デジタル表示部 SVに、循環液の温度設定値を表示します。 

 デジタル表示部 PVに、循環液の温度を表示します。 

 ［PV］ランプが点灯します。 

 
図 4-3  電源スイッチ 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図 4-4  電源投入 
 

電源スイッチ 

ON 

前面 

［POWER］ランプ 

［PV］ランプ デジタル表示部 PV（循環液温度） 

デジタル表示部 SV（設定温度） 
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4.2.2 循環液温度の設定 
操作パネルの［DOWN］キー、［UP］キーを押しデジタル表示部 SVを希
望の温度に設定して下さい。 

 
図 4-5  循環液温度の設定 

 

［UP］キー 

デジタル表示部 SV（設定温度） 

［DOWN］キー 



HRX-OM-L012 
4章  本製品の起動 

 

HRGC Series 4.2 起動準備 
 
 4-5

4.2.3 通信での循環液温度の設定（通信機能付オプションの場合） 
 通信機能の設定 

本製品は、RS-485通信機能付オプション（オプション記号 C）及び RS-232C
通信機能付オプション（オプション記号 S）を準備しております。 
本オプションにより、循環液温度の設定及び読み込みが、遠隔操作にて行
うことが可能です。 

オプションの確認は「2.1 本製品の品番について」を参照下さい。 

通信機能を使用する際には、あらかじめ上位コンピュータと本製品の通信
設定を合わせる必要があります。 

5.4 通信機能設定を参照し、以下の通信設定項目の設定を行ってください。 
 

表 4-1  通信設定項目一覧 
パラメー
タ 設定内容 初期値 

通信パラメータの設定を行います。 

 BCCチェック無 

 BCCチェック有 

 データ長７ビット 

 データ長 8ビット 

 パリティ無 

 奇数パリティ 

 偶数パリティ 

 ストップビット長 1ビット 

 

 ストップビット長 2ビット 

BCCチェック機能：有 
データ長：8ビット 
パリティチェック機能：無 
ストップビット長：2ビット

通信速度の設定を行います。 

 1200 bps 

 2400 bps 

 4800 bps 

 9600 bps 

 

 19200 bps 

通信速度：9600 dps 

複数台使用する場合、子局毎に通信アドレス
の設定を行います。 

  
： 

 

1～99局 
1局 

通信モードの設定を行います。 

 読出のみ  

 読出/書込 
読出/書込可能 
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 通信での温度設定 
以下の手順で循環液の設定温度を 20℃に設定します。 
 

1. 4.2.3 通信での循環液温度の設定（通信機能付オプションの場合）及び 5.4 通信機能設定
を参照し、お客様の上位コンピュータと本製品の通信設定を合わせてください。 

 

2. お客様の上位コンピュータから本製品へ以下の書込みメッセージを送信し、20℃の設定
（書込み）を要求してください。 

本製品から応答があるまで受信待機の状態でお待ちください。 
スタート
コード アドレス 要求 

内容 コマンド デ－タ エンド 
コード BCC 

02H 
(STX) 

30H 
(0) 

31H 
(1) 

57H 
(W) 

53H 
(S) 

56H
(V) 

31H
(1) 

30H
(0) 

30H
(0) 

32H
(2) 

30H
(0) 

30H
(0) 

03H 
(ETX) 

51H 
 

 

3. 本製品からお客様の上位コンピュータへ、応答(ACK)メッセージを送信し、ご要求の設定
を完了したことを伝えます。 

スタート
コード アドレス 応答 

内容 
エンド
コード

BCC

02H 
(STX) 

30H 
(0) 

31H
(1) 

06H 
(ACK)

03H 
(ETX)

06H 
 

 

4. 設定値の確認を行う場合は、再びお客様の上位コンピュータから本製品へ、読出し(R)要求
メッセージを送信してください。 

本製品から応答メッセージがあるまでお待ちください。 
スタート
コード アドレス 要求 

内容 コマンド エンド
コード

BCC

02H 
(STX) 

30H 
(0) 

31H 
(1) 

52H 
(R) 

53H
(S) 

56H
(V) 

31H
(1) 

03H 
(ETX)

66H 
 

 

5. 本製品からお客様の上位コンピュータへ、応答(ACK)メッセージを送信し、ご要求の SV
値を伝えます。 

ご希望の温度であることをご確認ください。 
スタート
コード アドレス 応答 

内容 コマンド デ－タ エンド 
コード BCC 

02H 
(STX) 

30H 
(0) 

31H 
(1) 

06H 
(ACK) 

53H 
(S) 

56H
(V) 

31H
(1) 

30H
(0) 

30H
(0) 

32H
(2) 

30H
(0) 

30H
(0) 

03H 
(ETX) 

00H 
 

【ワンポイント】 

BCC（ブロックチェックキャラクタ）は、スタートコード(02H)からエンド
コード(03H)までの値を 1バイト毎の排他的論理和の XOR演算値です。 

その他の通信プロトコルコマンドやキャラクタおよび ASCIIコード表につい
ては別紙「通信仕様書」をご覧ください。 
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4.3 追加給水 
製品設置時には本製品の内部にのみ循環液が供給されています。この状態
で運転を開始すると本製品の循環液がお客様装置および配管に供給され本
製品の循環液の液位が低下し、追加給水が必要になります。以下の手順に
従い、追加給水を行って下さい。 

 

1. 操作パネルの［PUMP］キーを押して下さい。 

［PUMP］ランプが点灯し、ポンプ単独運転を行いタンク内の循環液がお客様の装置および配
管に供給されます。 
タンク内の水位が下限に達するとデジタル表示部 PVにアラーム番号“AL04（タンク水位低下）”
が表示し［FAULT］ランプが点灯し、ポンプ単独運転ができなくなります。 

 
 

図 4-6  ［PUMP］キーおよび［PUMP］ランプ 
 

［FAULT］ランプ デジタル表示部PV（AL04）

FAULT

 
図 4-7  デジタル表示部 PVおよび［FAULT］ランプ 

［PUMP］ランプ 

［PUMP］キー 

この作業中に外部配管各部継手閉め忘れ等で液漏れが確認された場合は、ポンプ単独運転
を停止し、漏れ箇所の修復を行ってください。 
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2. タンクフタを開けて循環液を入れ液面計の指示範囲内の液面にします。 

 
図 4-8  タンクフタ開 

 

 

 

 

 
 

3. ［RESET］キーを押します。 

アラーム（タンク水位低下）が解除され、再び［PUMP］キーによりポンプ単独運転を行えま
す。 

図 4-9 ［RESET］キー 
 

4. 1.～3. を繰り返しお客様の装置および配管に循環液を給水し、本装置はタンク液面計の指
示範囲内の液面にします。 

 

タンクフタ

液面計 
前面 

タンク液面は“HIGH”と“LOW”の指示範囲内としてください。指示範囲
を超えると循環液がオーバーフローするおそれがあります。また、指示範
囲を下回ると、装置が停止します。 
 

［RESET］キー 
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4.4 起動・停止方法 
4.4.1 本製品の起動 

 

起動前に「4.1 起動前の確認項目」を確認下さい。 

アラームランプが点灯している場合は、「6章 異常表示と発生時の対処」
を参照し、該当するアラームを解除して下さい。 

操作パネルの［START］キーを押します。 

 本製品が運転し、循環液を設定温度にします。 

 本製品の操作パネルの［RUN］ランプおよび［PUMP］ランプが点灯し
ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 4-10  本製品の起動 

［PUMP］ランプ ［RUN］ランプ 

［START］キー 

本製品を再起動する場合には、本製品の停止から再起動までの間隔を 5分
以上おいて下さい。 
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4.4.2 本製品の停止 
1. 操作パネルの［STOP］キーを押します。 

本製品が停止します。 
本製品の操作パネルの［RUN］ランプおよび［PUMP］ランプが消灯します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 4-11  本製品の停止 

 

2. 電源スイッチを OFFにして下さい。 

すべてのランプが消灯します。 
 

 

［RUN］ランプ ［PUMP］ランプ 

［STOP］キー 

本製品を長時間運転しない場合は、必ず元電源（お客様の電源設備）のブ
レーカを遮断し、ロックアウト及びタグアウトを行ってください。 
また、7.4.1 循環液及び放熱水の排出を参照し、本製品内の循環液等を排出
し、保管してください。



HRX-OM-L012 
4章  本製品の起動 

 

HRGC Series 4.5 起動中の確認事項 
 
 4-11

4.5 起動中の確認事項 
起動中には下記の項目を確認して下さい。 

 配管からの漏れがないこと。 

 タンクドレン口から循環液が出ていないこと。 

 循環液圧力が仕様範囲内であること。 

 液面計レベルが範囲内であること。 

 

4.6 循環液流量の調整 
 手動バイパスバルブでの流量調整 

流量の調整は、お客様装置側にて、圧力や流量を監視し、必要な圧力また
は流量になるように手動バイパスバルブを調整して行って下さい。手動バ
イパスバルブを全開にしてもお客様が必要な流量以上に流れてしまう場合、
本製品吐出口に圧力調整用のバルブを設置し、調整して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 4-12  手動バイパスバルブ（HRGC001-※および HRGC002-※） 図 4-13  手動バイパスバルブ（HRGC005-※） 

 

手動バイパスバルブは全閉にしないで下さい。送水圧力が異常高圧になり、
ポンプやお客様装置の破損のおそれがあります。設置後の初回起動時は、
必ず、手動バイパスバルブは全開の状態で行ってください。 
 

異常が確認された場合は、［STOP］キーを押したのち電源スイッチを OFF
にし本装置を停止させ、元電源（お客様の電源設備）のブレーカを OFFし
てください。 

手動バイパスバルブ
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5章 各種機能の設定 

本製品は以下の設定を行うことができます。 

 表示温度のオフセット 
温度測定値と温度表示値をオフセットすることが出来ます。 
他の温度表示器との温度合わせに本機能を使用することが可能です。 
（設定方法は「5.2 表示温度のオフセット」を参照下さい。） 

 温度アラームの追加 
お客様独自の温度アラームを設定することが出来ます。 
（設定方法は「5.3 温度アラームの追加」を参照下さい。） 

 通信設定（RS-485または RS-232C通信機能付オプションの場合） 
上位コンピュータやシーケンサ等と通信を行う場合は、通信設定を合わ
せる必要があります。 
（設定方法は「5.4 通信機能設定」を参照下さい。） 

 

5.1 ロック機能の解除 
本製品は、コントローラの設定値にロックがかかっており、工場出荷時の
設定では、設定値の変更ができません。 

各種設定を行う場合、以下の手順に従い、ロック機能を解除して下さい。 
 

1. 操作パネルの［MODE］キーを長押して下さい（2秒）。 

コントローラデジタル表示部に 
 
 
 
 
 
が表示されます。 

 

2. コントローラデジタル表示部に 

 
 
 
 
 
が表示されるまで［MODE］キーを数回押して下さい。 

設定を変更する前に、本書及をよく読み十分に内容を理解して下さい。 
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3. ［DOWN］キーを 3回押して“”に設定して下さい。 

パラメータのロックが解除されます。 
表 5-1   設定値一覧 

説明 
設定値 種類 

設定温度の変更 設定値の変更 
 ロック全解除 変更可能 変更可能 
 全ロック 変更不可 変更不可 
 温度設定ロック 変更不可 変更可能 
 温度設定以外ロック 変更可能 変更不可 

 

4. ［MODE］キーを長押しして下さい（2秒）。 

コントローラデジタル表示部に 
 
 
 
 
 
が表示され、初期の画面表示に戻ります。 

 

各種設定後は、「5.5 パラメータのロック方法」を参照し、必ずロックを
かけて下さい。 
操作者の誤操作等により、設定が変更され、装置の故障、制御不良の原因とな
ります。 
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5.2 表示温度のオフセット 
5.2.1 オフセット機能について 

本製品では、補正値を入力することにより、循環液表示温度をオフセット
することが出来ます。補正値を入力すると、循環液表示温度は下記のよう
になります。 

補正後の循環液表示温度＝測定温度+補正値 
 

5.2.2 オフセット値の入力方法 
本製品は、コントローラの設定値にロックがかかっており、工場出荷時の
設定では、設定値の変更ができません。 

オフセット値の入力の前には、「5.1 ロック機能の解除」を参照し、ロック
機能を解除して下さい。 

 

1. 操作パネルの［MODE］キーを長押して下さい（2秒）。 

コントローラデジタル表示部に 
 
 
 
 
 
が表示されます。 

 

2. 操作パネルの［UP］キーと[DOWN]キーを同時に長押して下さい（6秒）。 

コントローラデジタル表示部に 
 
 
 
 
 
が表示されます。 
 

 

3. ［MODE］キーを 1回押してください。 

コントローラデジタル表示部に 
 
 
 
 
 
が表示されます。 
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4. ［DOWN］キーを 1回押してください。 

コントローラデジタル表示部に 
 
 
 
 
 
が表示され、値が表示されるようになります。 

 

5. 操作パネルの［MODE］キーを長押して下さい（2秒）。 

コントローラデジタル表示部に 
 
 
 
 
 
が表示され、初期の状態に戻ります。 

 

6. 操作パネルの［MODE］キーを長押して下さい（2秒）。 

コントローラデジタル表示部に 
 
 
 
 
 
が表示されます。 

 

7. コントローラデジタル表示部に 

 
 
 
 
 
が表示されるまで［MODE］キーを数回押して下さい。 

 

8. ［DOWN］キーを及び［UP］キーを使用し、値（補正値）を入力して下さい。 

※下式の様に温度が補正されます。 
 また、本製品は出荷時にそれぞれ個別の値が設定されています。 

 オフセット後温度＝測定温度＋値 

※ 製品毎に設定値が異なります。 

設定値は±１℃の範囲内で使用してください。 
循環液の凍結及び装置の過負荷等、本製品故障の原因となります。 
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9. 操作パネルの［MODE］キーを長押して下さい（2秒）。 

コントローラデジタル表示部に 
 
 
 
 
 
が表示され、初期の状態に戻ります。 

 

10. 操作パネルの［MODE］キーを長押して下さい（2秒）。 

コントローラデジタル表示部に 
 
 
 
 
 
が表示されます。 

 

11. 操作パネルの［UP］キーと[DOWN]キーを同時に長押して下さい（6秒）。 

コントローラデジタル表示部に 
 
 
 
 
 
が表示されます。 

 

12. ［MODE］キーを 1回押してください。 

コントローラデジタル表示部に 
 
 
 
 
 
が表示されます。 

 

13. ［UP］キーを 1回押してください。 

コントローラデジタル表示部に 
 
 
 
 
 
が表示されます。 
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14. 操作パネルの［MODE］キーを長押して下さい（2秒）。 

コントローラデジタル表示部に 
 
 
 
 
 
が表示され、初期の状態に戻ります。 
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5.3 温度アラームの追加 
5.3.1 温度アラームの設定項目について 

本製品は、お客様任意の設定値の温度アラームを追加することができます。 

温度アラームの追加の際、変更するパラメータ、初期値及び説明を下表に
示します。 
 

表 5-2  温度アラーム設定項目一覧 

※1 設定値の一の位が、、の場合は表示されません。 
※2 設定値の一の位が、、の場合は表示されません。 

 

パラメータ パラメータ説明 初期値 設定値 説明 
 温度アラームの追加をしません。 
 温度アラームの追加をします。 

 温度アラームを 
追加する／しない の設定を行います。 

 

 DI（循環液抵抗率）アラームの追加をします。 
 アラーム発生時に本製品を停止し、異常信号接点出力

を出力します。 
 アラーム発生時、本製品を 

停止する／しない の設定を行います。
 

 アラームが発生しても本製品を停止ししません。 
十の位  
□ アラーム付加機能なし 
□ アラーム自己保持機能付 
□ アラーム待機モード付 

（電源投入時または設定変更時に異常値でも、一旦正
常値に戻るまでアラームを発生させません。） 

一の位  
□ 循環液温度(PV値) ＞ 温度設定値(SV値)＋

循環液温度(PV値) ＜ 温度設定値(SV値)－
でアラームが発生します。 

□ 循環液温度(PV値) ＞ 温度設定値(SV値)＋
でアラームが発生します。 

□ 循環液温度(PV値) ＜ 温度設定値(SV値)－
でアラームが発生します。 

□ 使用しないでください。 
□ 循環液温度(PV値) ＞  

循環液温度(PV値) ＜  
でアラームが発生します。 

□ 循環液温度(PV値) ＞  
でアラームが発生します。 

□ 循環液温度(PV値) ＜  
でアラームが発生します。 

 アラームの種類を設定します。 
十の位の値： 
アラーム付加機能を設定します。 
 
一の位の値： 
アラームの種類を設定します。 

 

□ 使用しないでください。 
※

1 アラームの上限温度を設定します。 
 

  設定値の一の位が、、の場合、 
（設定温度＋） 
設定値の一の位が、、の場合、は表示さ
れません 

※
2 アラームの下限温度を設定します。 

 
  設定値の一の位が、、の場合、 

設定温度－ 
 アラームから復帰する為のヒステリシス

（復帰温度）を設定します。 
  アラーム設定値から 

上限アラームの場合 上限温度から、－ ℃ 
下限アラームの場合 下限温度から、＋ ℃ 
変化するとアラームから復帰します。 

 アラームのディレータイマ（遅延時間）
を設定します。 

  アラームの状態が”” 秒以上続いた場合にア
ラームを発生します。 
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5.3.2 温度アラームの動作範囲 
アラームの動作フローを以下に示します。 

 
 設定温度（SV値）を基準にしたアラーム（偏差アラーム）の動作範囲 

図 5-1  アラーム動作フロー 

① 電源投入時、循環液温度（PV値）は、アラーム下限値以下（設定温度－【】℃
以下）にあります。 
・アラーム待機機能を使用しない場合 
 アラームのディレータイマが設定されているため、アラームは発生しません。 
・アラーム待機機能を使用した場合 
 電源投入後、正常範囲に入っていない為、アラームは発生しません。 

② 循環液温度（PV値）は、【】秒以上、アラーム下限値以下（設定温度－【
】℃以下）にあります。 
・アラーム待機機能を使用しない場合 
 循環液温度（PV値）が異常範囲に【】秒以上続いた為、アラームを発生し
ます。 
・アラーム待機機能を使用した場合は 
 電源投入後、正常範囲に入っていない為、アラームは発生しません。 

③ 循環液温度（PV値）が、アラーム下限設定値から【】値上昇したため、アラ
ームが解除されます。 

④ 循環液温度は、アラーム上限設定値を超え、アラームの範囲内ですが、アラームのデ
ィレータイマが設定されている為、アラームは発生しません。 

⑤ 循環液温度（PV値）は、【】秒以上、アラーム下限値以下（設定温度－【
】℃以下）にあります。 
アラーム待機機能を使用している場合でも電源投入後、正常範囲に入っている為、ア
ラームを出力します。 

 

異常

正常

設定温度（SV値)

アラーム待機機能
を使用した場合

異常

正常

アラーム待機機能
を使用しない場合

循環液温度

異
常
範
囲







 

 時間

循環液温度
（PV値）

異
常
範
囲
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5.3.3 温度アラームの設定方法 
本製品は、コントローラの設定値が容易に変更できないよう、ロックがか
かっております。「5.1 ロック機能の解除」を参照し、ロックを解除した後、
以下の手順に従い温度アラームの設定を行って下さい。 

 

1. 操作パネルの［MODE］キーを長押して下さい（2秒）。 

コントローラデジタル表示部に 
 
 
 
 
 
が表示されます。 

 

2. コントローラデジタル表示部に 

 
 
 
 
 
が表示されるまで［UP］キーを数回押して下さい。 

 

3. ［MODE］キーを 1回押して下さい。 

コントローラデジタル表示部に 
 
 
 
 
 
が表示されます。 

 

4. ［UP］キーを 1回押して、“”に設定して下さい。 
表 5-3   設定値一覧 

設定値 説明 
 温度アラームを使用しない 
 温度アラームを使用する 
 なし 

 

5. ［MODE］キーを 1回押して下さい。 

コントローラデジタル表示部に 
 
 
 
 
 
が表示されます。 
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6. ［UP］キー及び［DOWN］キーで下表からアラーム発生時の動作を設定して下さい。 
表 5-4   設定値一覧 

 

7. ［MODE］キーを 1回押して下さい。 

コントローラデジタル表示部に 
 
 
 
 
 
が表示されます。 

 

8. ［UP］キー及び［DOWN］キーで下表からアラームの種類を設定して下さい。 
表 5-5   設定値一覧 

 

9. ［MODE］キーを 1回押して下さい。 

コントローラデジタル表示部に 
 
 
 
 
が表示されます。 
※ 下限設定のみの場合は表示されません。 

異常発生時の状態 
設定値 アラーム種類 

運転状態 ランプ 接点出力 アラーム番号 

 FAULT 製品停止 FAULT 
ランプ点灯

接点出力番号 
5,6が接点開  

 WARNING 運転継続 WARN 
ランプ点灯

接点出力番号 
7,8が接点開  

設定値 アラーム機能 説明 
□ 偏差上下限 偏差上限及び偏差下限の両方設定できます。 
□ 偏差上限 PV値（現在温度）が、（SV値＋アラーム設定値）を上回るとアラーム

を出力します。 
□ 偏差下限 PV値（現在温度）が、（SV値－アラーム設定値）を下回るとアラーム

を出力します。 
□ － 使用しないで下さい。 
□ 絶対値上下限 絶対値上限及び絶対値下限の両方設定できます。 
□ 絶対値上限 PV値（現在温度）が、アラーム設定値を上回るとアラームを出力します。
□ 絶対値下限 PV値（現在温度）が、アラーム設定値を下回るとアラームを出力します。
□ － 使用しないで下さい。 
□  なし なし 
□  自己保持機能付 正常な状態になってもアラーム状態を保持します。 

□  待機機能付 電源投入時または設定変更時に異常の範囲内であっても、 
一度正常な範囲に入るまでアラームを出力しません。 
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10. ［UP］キー及び［DOWN］キーで上限温度を設定して下さい。 
 

11. ［MODE］キーを 1回押して下さい。 

コントローラデジタル表示部に 
 
 
 
 
 
が表示されます。 
※ 上限設定のみの場合は表示されません。 

 

12. ［UP］キー及び［DOWN］キーで下限温度を設定して下さい。 
 

13. ［MODE］キーを 1回押して下さい。 

コントローラデジタル表示部に 
 
 
 
 
 
が表示されます。 

 

14. ［UP］キー及び［DOWN］キーでアラーム解除温度を設定して下さい。 
 

15. ［MODE］キーを 1回押して下さい。 

コントローラデジタル表示部に 
 
 
 
 
 
が表示されます。 

 

16. ［UP］キー及び［DOWN］キーでアラームディレータイマを設定して下さい。 
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5.4 通信機能設定 
本製品は、RS-485通信機能付オプション（オプション記号 C）、及び
RS-232C通信機能付オプション（オプション記号 S）を準備しております。 
通信機能付オプションの場合、以下の方法で通信の設定が行えます。 

オプションの確認は「2.1 本製品の品番について」を参照下さい。 

配線方法は、 
「3.3.6 RS-485通信配線（RS-485通信機能付オプションの場合）」または
「3.3.7 RS-232C通信配線（RS-232C通信機能付オプションの場合）」 
を参照下さい。 

 

5.4.1 通信機能設定項目一覧 
本製品で設定できる通信設定項目の初期値及び説明を下表に示します。 

 
表 5-6  通信設定項目一覧 

 

パラメータ 説明 初期値 初期値の意味 
 通信パラメータの設定を行います。 

□□□ ：BCCチェック機能 無し に設定します 
□□□ ：BCCチェック機能 有り に設定します。 
□ □□ ：データ長 7ビット に設定します。 
□ □□ ：データ長 8ビット に設定します。 
□□ □ ：パリティチェック機能 無し に設定します。
□□ □ ：パリティチェック機能 偶数 に設定します。
□□ □ ：パリティチェック機能 奇数 に設定します。
□□□：ストップビット長 1ビット に設定します。
□□□：ストップビット長 2ビット に設定します。

 BCCチェック機能 ：有り 
データ長 ： 8ビット 
パリティチェック機能 ： 
無し 
ストップビット長 ： 2ビッ
ト 

 通信のボーレートの設定を行います。 
 ： 1,200bps 
 ： 2,400bps 
 ： 4,800bps 
 ： 9,600bps 
 ： 19,200bps 

 ボーレート：9,600bps 

 通信アドレスの設定を行います。 
～局まで設定が可能です。 

 1 ［局］ 

 通信モードの設定を行います。 
 ： リードオンリー 
 ： リード/ライト可能 

  ： リード/ライト可能
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5.4.2 通信機能の設定方法 
本製品は、コントローラの設定値が容易に変更できないよう、ロックがか
かっております。「5.1 ロック機能の解除」を参照し、ロックを解除した後、
以下の手順に従い通信機能の設定を行って下さい。 

 

1. 操作パネルの［MODE］キーを長押して下さい（2秒）。 

コントローラデジタル表示部に 
 
 
 
 
 
が表示されます。 

 

2. ［UP］キーをコントローラデジタル表示部に 

 
 
 
 
 
が表示されるまで数回押して下さい。 

 

3. ［MODE］キーをキーを 1回押して下さい。 

コントローラデジタル表示部に 
 
 
 
 
 
が表示されます。 

 

4. ［UP］キー及び［DOWN］キーで下表から通信機能を設定して下さい。 
表 5-7   設定値一覧 

設定値 説明 

□□□  
□□□  

BCCチェック機能 無し に設定します 
BCCチェック機能 有り に設定します。 

□ □□  
□ □□  

データ長 7ビット に設定します。 
データ長 8ビット に設定します。 

□□ □  
□□ □  
□□ □  

パリティチェック機能 無し に設定します。 
パリティチェック機能 偶数 に設定します。 
パリティチェック機能 奇数 に設定します・ 

□□□ 
□□□ 

ストップビット長 1ビット に設定します。 
ストップビット長 2ビット に設定します。 
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5. ［MODE］キーを 1回押して下さい。 

コントローラデジタル表示部に 
 
 
 
 
 
が表示されます。 

 

6. ［UP］キー及び［DOWN］キーで下表からボーレートを設定して下さい。 
表 5-8   設定値一覧 

設定値 説明 
 1,200bps 
 2,400bps 
 4,800bps 
 9,600bps  
 19,200bps 

 

7. ［MODE］キーを 1回押して下さい。 

コントローラデジタル表示部に 
 
 
 
 
 
が表示されます。 

 

8. ［UP］キー及び［DOWN］キーで通信アドレスを設定して下さい。 

※設定範囲は 1~99局になります。 
 

9. ［MODE］キーをキーを 1回押して下さい。 

コントローラデジタル表示部に 
 
 
 
 
 
が表示されます。 

 

10. ［UP］キー及び［DOWN］キーで下表から通信モードを設定してください。 
表 5-9   設定値一覧 

設定値 説明 
 リードオンリー 
 リード/ライト可能 



HRX-OM-L012 
5章  各種機能の設定 

 

HRGC Series 5.5 パラメータのロック方法 
 
 5-15

5.5 パラメータのロック方法 
 

1. 操作パネルの［MODE］キーを長押して下さい（2秒）。 

コントローラデジタル表示部に 
 
 
 
 
 
が表示されます。 

 

2. コントローラデジタル表示部に 

 
 
 
 
 
が表示されるまで［MODE］キーを数回押して下さい。 

 

3. ［UP］キーを 3回押して“”に設定して下さい。 

パラメータにロックがかかります。 
表 5-10   設定値一覧 

説明 
設定値 種類 

設定温度の変更 パラメータの変更 
 ロック全解除 変更可能 変更可能 
 全ロック 変更不可 変更不可 
 温度設定ロック 変更不可 変更可能 
 温度設定以外ロック 変更可能 変更不可 

 

4. ［MODE］キーを長押しして下さい（2秒）。 

コントローラデジタル表示部に 
 
 
 
 
 
が表示され、初期の画面表示に戻ります。 

パラメータの変更後は、必ずロックをかけて下さい。 
操作者の誤操作等により、設定が変更され、装置の故障、制御不良の原因とな
ります。 
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6章 異常表示と発生時の対処 
6.1 異常表示 

異常が発生した場合、本製品は下記のようになります。 

 [FAULT]ランプが点灯した場合 

 製品が停止し、[RUN]ランプが消灯します。 
（アラームの解除をしないと運転が再開できません。） 

 運転信号出力の接点が開きます。 

 異常停止信号出力の接点が開きます。 

 デジタル表示部 PVにアラーム番号が表示されます。 
（アラーム番号と現在温度との交互表示になります。） 

アラーム番号、ランプの点灯・消灯及び信号出力は、表 6-1の状態になり
ます。 

 
図 6-1  操作パネル（FAULTランプ点灯時） 
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 [WARN]ランプが点灯した場合 

 製品を停止せず、運転を継続します。 

 警報信号出力の接点が開きます。 

 デジタル表示部 PVにアラーム番号が表示されます。 
（アラーム番号と現在温度との交互表示になります。） 

アラーム番号、ランプの点灯・消灯及び信号出力は、表 6-1の状態になり
ます。 

本アラームは工場出荷時には設定されておりません。 

本アラームが点灯するのは、以下の場合になります。 

 外部スイッチ取込付オプションの場合 
「2.2.7 外部スイッチ取込付（オプション記号：K）」を参照下さい。 

 お客様で温度アラーム等を追加した場合 
「5.3 温度アラームの追加」を参照下さい。 

 

 
図 6-2  操作パネル（WARNランプ点灯時） 
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表 6-1  異常表示 

ランプ 
（○：消灯、●：点灯） アラー

ム番号 
アラーム 
内容 設定値 装置の 

状態 
POWER RUN FAULT WARN 

運転 
信号 
出力 

異常 
停止 
信号 
出力 

警告 
信号 
出力 

AL02 ポンプ過負荷 － 停止 
AL03 冷凍機過負荷 － 停止 

AL04 タンク水位低下 タンク 
水位下限 停止 

AL05 冷媒圧力上昇 － 停止 
AL06 送水温度高温 40℃以上 停止 

○ 赤色● ○ 接点開 接点開 接点閉

運転※6 緑色● ○ 黄色● 接点閉 接点閉 接点開
AL07※1 送水温度異常 お客様任意の 

設定値 停止※6 ○ 赤色● ○ 接点開 接点開 接点閉

運転※6 緑色● ○ 黄色● 接点閉 接点閉 接点開
AL09※2 DIレベル異常 お客様任意の 

設定値 停止※6 
AL11※3 タンク水温高温 65℃以上※1 停止 
AL12※4 漏水異常 － 停止 

○ 赤色● ○ 接点開 接点開 接点閉

AL14※5 外部スイッチ異常 － 運転 
（運転継続）

緑色● 

緑色● 赤色○ 黄色● 接点閉 接点閉 接点開

※1 工場出荷時は、設定されておりません。設定の方法は「5.3 温度アラームの追加」を参照下さい。 
※2 DI制御機能付オプション（オプション記号：Y）の場合 
※3 ヒータ付オプション（オプション記号：H）の場合 
※4 漏水センサ付オプション（オプション記号：E）の場合 
※5 外部スイッチ取込付オプション（オプション記号：K）の場合 
※6 お客様任意で選択可能です。 
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6.2 異常発生時の対処 
表 6-2  異常発生時の対処 

アラーム 
番号 

アラーム内容 
（保護機器） 主な原因 対処方法 

供給電源の異常 本製品の仕様範囲内の電圧を供給して下さい。 
供給電源の容量を見直して下さい。 

送水圧力の異常上昇 手動バイパスバルブの開度を調整し、本製品の送水圧力を下げて下さい。 
ポンプの異常故障 ポンプの交換が必要です。 

AL02 ポンプ過負荷 
(ポンプサーマルリレー) 

サーマルリレーの異常故障 サーマルリレーの交換が必要です。 

電源電圧の低下 本製品の仕様範囲内の電圧を供給して下さい。 
供給電源の容量を見直して下さい。 

コンデンサの目詰まり※1 コンデンサを清掃して下さい 

周囲温度上昇 本製品の周囲の温度を本製品の仕様範囲内にして下さい。 
設置場所に換気・空調設備を追加して下さい。 

冷却能力オーバー お客様装置の発熱量が、本製品の使用範囲内かどうかを確認して下さい。 
冷媒漏れ 漏れ箇所の修復、冷媒ガスの注入が必要です。 
冷凍機の異常故障 冷凍機の交換が必要です。 

AL03 冷凍機過負荷 
(冷凍機サーマルリレー) 

サーマルリレーの故障 サーマルリレーの交換が必要です。 
循環液の蒸発 循環液を補充して下さい。 
循環液の漏れ 漏れ箇所を修復し、循環液を補充して下さい。 
ポンプメカニカルシールの 
寿命による漏れ※2※8 メカニカルシールを交換して下さい。 

AL04 タンク水位低下 
(レベルスイッチ) 

レベルスイッチの故障 レベルスイッチの交換が必要です。 
コンデンサの目詰まり※1 コンデンサを清掃して下さい 

周囲温度の上昇※1 
本製品の周囲の温度を本製品の仕様範囲内にして下さい。 
本製品の排気に必要なスペースを確保して下さい。 
設置場所に換気・空調設備を追加して下さい。 

放熱水が流れていない※3 
本製品に放熱水を供給して下さい。 
放熱水回路がバルブ等で遮断されていないか確認して下さい。 
放熱水設備を見直して下さい。 

冷却能力オーバー お客様装置の発熱量が、本製品の使用範囲内かどうかを確認して下さい。 

AL05 冷媒圧力上昇 
(圧力スイッチ) 

圧力スイッチ故障 圧力スイッチの交換が必要です。 

周囲温度の上昇 
本製品の周囲の温度を本製品の仕様範囲内にして下さい。 
本製品の排気に必要なスペースを確保して下さい。 
設置場所に換気・空調設備を追加して下さい。 

冷却能力オーバー お客様装置の発熱量が、本製品の使用範囲内かどうかを確認して下さい。 
循環液回路の遮断 手動バイパスバルブの開度を調整して下さい。 
冷媒漏れ 漏れ箇所の修復、冷媒ガスの注入が必要です。 
冷媒電磁弁の故障 電磁弁の交換が必要です。 
冷凍機の異常故障 冷凍機の交換が必要です。 
その他の冷凍回路異常 冷凍回路の交換が必要です。 
コントローラの故障 コントローラの交換が必要です。 

AL06 送水温度高温 
(コントローラ) 

比例弁の動作不良・故障※4 比例弁の交換が必要です。 
AL07※1 送水温度異常 設定不良 「5.3 温度アラームの追加」を参照し、設定を変更して下さい。 

電磁弁が閉まらない 電磁弁の交換が必要です。 
DIフィルタへの流量過剰 DIチューブに付属のボールバルブで流量を調整してください。 
DIレベルアラーム 
の設定値不良 HRX-OM-L033を参照し、DIレベルアラームを確認して下さい。 

コントローラ出力の異常 コントローラの交換が必要です。 

DIレベル上限異常 

抵抗率計の異常 抵抗率計の交換が必要です。 
電磁弁が開かない 電磁弁の交換が必要です。 
DIフィルタへの流量不足 DIチューブに付属のボールバルブで流量を調整してください。 
DIレベルアラーム 
の設定値不良 HRX-OM-L033を参照し、DIレベルアラームを確認して下さい。 

DIフィルタの消耗 DIフィルタを交換して下さい。 
コントローラ出力の異常 コントローラの交換が必要です。 

AL09 

DIレベル下限異常 

抵抗率計の異常 抵抗率計の交換が必要です。 
コントローラの故障 コントローラの交換が必要です。 
SSRの故障 SSRの交換が必要です。 AL11※5 タンク水温高温 
電磁接触器の故障 電磁接触器の交換が必要です。 
コントローラの故障 コントローラの交換が必要です。 
循環液の漏れ 漏れ箇所の修復が必要です。 
ポンプメカニカルシールの 
寿命による漏れ※2※8 メカニカルシールを交換して下さい。 

AL12※6 漏水異常 

漏水センサの故障 漏水センサの交換が必要です。 
コントローラの故障 コントローラの交換が必要です。 AL14※7 外部スイッチ信号異常 
外部スイッチ異常 設置した外部スイッチの異常発生原因を取り除いてください。 

※1 空冷冷凍式の場合 
※2 HRGC005-※の場合 
※3 水冷冷凍式の場合 
※4 HRGC00※-※5の場合 

※5 ヒータ付オプション（オプション記号：H）の場合 
※6 漏水センサ付オプション（オプション記号：E）の場合 
※7 外部スイッチ取込付オプション（オプション記号：K）の場合 
※8 高揚程ポンプオプション（オプション記号：T）の場合 
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6.3 アラームの解除方法 
6.3.1 ［RESET］キーでの解除 
1. デジタル表示部 PVのアラーム番号を確認し、発生原因（表 6-2参照）を取除いて下さい。 

また、使用方法、使用環境の改善を行って下さい。 

 

 ポンプ過負荷（AL02）、冷凍機過負荷（AL03）は［RESET］キーのみでは解除できません。
6.3.2へ進んで下さい。 

 タンク水温高温（AL11）は［RESET］キーのみでは解除できません。6.3.3へ進んで下さい。 

 漏水異常（AL12）は［RESET］キーのみでは解除できません。6.3.4へ進んで下さい。 

 外部スイッチ信号異常（AL14）は［RESET］キーのみでは解除できません。6.3.5へ進んで
下さい。 

図 6-3  アラーム番号の表示 

［POWER］ランプ 

［RUN］ランプ 

［FAULT］ランプ 

［WARN］ランプ 

デジタル表示部 PV（アラーム番号）
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［RESET］キー 

2. ［RESET］キーを押します。 

アラームが解除されます。 

図 6-4  ［RESET］キー 

6.3.2 ポンプ過負荷（AL02）、冷凍機過負荷（AL03）の解除 

 

1. ビス（6箇所）をゆるめ前面パネルを取外します。（HRGC005は 8箇所） 

 
図 6-5  前面パネル取外し 

本製品の内部には、高電圧のかかった、カバーのされていない端子部があ
ります。 

 カバーパネルを外した状態で本製品を運転しないでください。 
 訓練された有資格者以外は内部での作業を行わないでください。 

本製品は、運転中高温になる部位があり、接触によって火傷するおそれが
あります。また、電源を切った後も余熱によって火傷するおそれがありま
す。 

 カバーパネルを外した状態で本製品を運転しないでください。 
 高温部の温度が下がるまで内部での作業を行わないでください。  

前面パネル 

ビス 

ビス 

前面 



HRX-OM-L012 
6章  異常表示と発生時の対処 

 

HRGC Series 6.3 アラームの解除方法 
 
 6-7

2. 電装ボックス内（電装盤内）の各検出器のリセットボタンを押します。 
“カチッ”という操作音がなるまで押して下さい。 

 
図 6-6  リセット（手動復帰）ボタンの位置（HRGC001-Aおよび HRGC002-A） 

 
図 6-7  リセット（手動復帰）ボタンの位置（HRGC005-A） 

 

3. ［RESET］キーを押します。 

アラームが解除されます。 
 

 

ポンプ過負荷（AL02）リセットボタン 
（青色ボタン） 

冷凍機過負荷（AL03）リセットボタン 
（青色ボタン） 

前面 

ポンプ過負荷（AL02）リセットボタン 
（青色ボタン） 

冷凍機過負荷（AL03）リセットボタン 
（青色ボタン） 

前面 
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6.3.3 タンク水温高温（AL11）の解除（ヒータ付オプションの場合） 
本アラームが発生した場合、温度ヒューズ、SSR、電磁接触器及び 
コントローラ等の交換が必要です。 

温度ヒューズ、コントローラ交換の方法は別紙メンテナンスマニュアル
（HRX-MM-L011）を参照下さい。 

 

6.3.4 漏水異常（AL12）の解除（漏水センサ付オプションの場合） 

 

1. ビス（6箇所）をゆるめ前面パネルを取外します。（HRGC005は 8箇所） 

 

図 6-8  前面パネル取外し 
 

前面パネル 

ビス 

ビス 

前面 

本製品の内部には、高電圧のかかった、カバーのされていない端子部があ
ります。 

 カバーパネルを外した状態で本製品を運転しないでください。 
 訓練された有資格者以外は内部での作業を行わないでください。 

本製品は、運転中高温になる部位があり、接触によって火傷するおそれが
あります。また、電源を切った後も余熱によって火傷するおそれがありま
す。 

 カバーパネルを外した状態で本製品を運転しないでください。 
 高温部の温度が下がるまで内部での作業を行わないでください。  
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［RESET］キー 

 

2. 漏れ箇所の修繕を行い、漏水センサ周りの液をウェス等で取り除いて下さい。 
 

3. 漏水センサの表示灯が、赤色（漏水時）から緑色（正常時）に点灯することを確認して下
さい。 

 
図 6-9  漏水センサ 

 

4. ［RESET］キーを押します。 

アラームが解除されます。 

図 6-10  ［RESET］キー 
 

6.3.5 外部スイッチ信号異常（AL14）の解除 
（外部スイッチ取込付オプションの場合） 

本アラームは、お客様にて設置した異常検出器が検出した異常です。 
異常検出器の仕様、設定などを確認し、異常の発生原因を取除いて下さい。 
 

前面 

 

漏水センサ 

表示灯 
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6.4 その他の異常 
 その他の異常の確認 

アラーム番号が表示されない異常の発生原因及び対策を表 6-3に示します。 

 
表 6-3  アラーム番号が表示されない異常の原因及び対処方法 

異常内容 発生原因 対策方法 

電源スイッチが「ON」になっていない。 電源スイッチを「ON」にして下さい。

電源スイッチの故障 電源スイッチの交換が必要です。 

漏電ブレーカが「ON」になっていない。 漏電ブレーカを「ON」にして下さい。

電源が供給されていない。 
（供給電源のブレーカが ONになってい
ない。） 

電源を供給して下さい。 
 

ブレーカ容量の不足。 表 3-2を参照し、適正なブレーカを
設置して下さい。 

短絡・漏電によるブレーカの作動。 短絡部分､漏電部分の修理が必要で
す。 

［POWER］ランプの故障。 コントローラの交換が必要です。 

［POWER］ラ
ンプが点灯し
ない。 

DC電源の故障 DC電源の交換が必要です。 

[RUN］ランプの故障。 コントローラの交換が必要です。 [START]キー押
しても、 

［RUN］ランプ
が点灯しない。 

[START]キーの故障。 コントローラの交換が必要です。 
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6.5 漏電ブレーカ作動時の解除方法（漏電ブレーカ付オプションの場合） 
 

1. 漏電ブレーカが作動した場合、すべてのランプが消灯します。 

漏電ブレーカが作動する原因（漏電、過電流など）を取り除いてください。 
 

2. ビス（6箇所）をゆるめ前面パネルを取外します。（HRGC005は 8箇所） 

 
図 6-11  前面パネルの取外し方法 

 

3. 漏電ブレーカのレバーを、OFFの位置まで一度押下げてください。 

図 6-12  漏電ブレーカ OFF位置 
 

4. OFFの位置まで押下げたブレーカのレバーを、ONの位置まで押上げてください。 

電源スイッチをＯＮにして、［POWER］ランプが点灯することを確認してください。 

図 6-13  漏電ブレーカ ON位置 

押上げる

前

ビス 

ビス 

前面パネル 

前面

一度下げる

前
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7章 管理と点検・清掃 
7.1 水質管理について 

 
表 7-1  清水（水道水）の水質基準 

基準値  項目 単位 
循環液系 冷却水系 

pH（25℃） － 6.0～8.0 6.5～8.2 
電気導電率（25℃） [μS/cm] 100～300 100～800 
塩化物イオン [mg/L] 50以下 200以下 
硫酸イオン [mg/L] 50以下 200以下 
酸消費量（at pH4.8） [mg/L] 50以下 100以下 
全硬度 [mg/L] 70以下 200以下 
カルシウム硬度 [mg/L] 50以下 150以下 

基準項目 

イオン状シリカ [mg/L] 30以下 50以下 
鉄分 [mg/L] 0.3以下 1.0以下 
銅 [mg/L] 0.1以下 0.3以下 
硫化物イオン [mg/L] 検出されないこと 検出されないこと 
アンモニウムイオン [mg/L] 0.1以下 1.0以下 
残留塩素 [mg/L] 0.3以下 0.3以下 

参考項目 

遊離炭酸 [mg/L] 4.0以下 4.0以下 
※日本冷凍空調工業会 JRA-GL-02-1994より抜粋 

 

 

指定以外の液体を使用しますと本製品が破損し、液体が漏れ、感電・漏電
の原因になることがあります。 
清水（水道水）を使用する場合は、下表に示す水質基準を満たしてくださ
い。 

定期点検の結果、異常が確認されましたら、タンクおよび水回路を洗浄し、
タンク内の水を交換してください。また、異常が確認されなくても、水は
蒸発し、不純物が濃縮しますので、タンク内の水を 3ヶ月に 1回交換して
ください。定期点検については、「7.2 点検と清掃」の項を参照してくだ
さい。 
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7.2 点検と清掃 

 

 

7.2.1 日常点検 
次の各項目を確認し、異常が認められた場合は、運転を停止し元電源を OFF
し、サービスを依頼して下さい。 

 
表 7-2  日常点検内容 

項目 点検内容 

装置に重量物を載せたり、配管などに無理な力が
かかっていないこと。 

設置状況 設置状況確認 
温度、湿度は仕様範囲内であること。 

液漏れ 配管接続部の確認 配管接続部から液漏れがないこと。 

循環液液量 液面計表示確認 液面が表示範囲内にあること。 

表示確認 表示画面の数字が鮮明であること。 
[POWER]ランプが正常に点灯していること。 

操作パネル 
機能確認 [START]キー、[STOP]キー及び、 

各キーが正常に動作すること。 

循環液温度 操作パネルで確認 使用上問題のないこと。 

運転状態 運転状態の確認 異常音、異常振動、異臭、煙の発生がないこと。

放熱水※1 放熱水の状態 温度、流量、圧力が仕様範囲内であること。 

※1 水冷冷凍式の場合 

 清掃・整備・点検を行う際は、本製品の電源を遮断してください。感電
やけが、火傷などの原因になることがあります。 

 点検・清掃でパネルを取外した場合は、作業終了後パネルを取付けてく
ださい。パネルを開けたまま、あるいは外したままで運転されますと、
けがや感電の原因になります。 

 濡れた手でスイッチ操作などをしないでください。また、電源プラグな
どの電気部品には触れないでください。感電の原因になります。 

 本製品に直接水をかけたり、水を使って洗わないでください。感電や火
災などの原因になります。 

 凝縮器を清掃するときは、フィンに直接手を触れないでください。けが
の原因になることがあります。 
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7.2.2 1ヶ月毎点検 
 通風口の清掃（空冷冷凍式の場合） 

フィンを変形させたり傷つけたりしないように、毛の長いブラシまたはエ
アガンを使用し、清掃して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 7-1  空冷コンデンサ清掃 

【ワンポイント】 

空冷コンデンサのフィン部が汚れて目詰まり状態になるような場所でご使用
の場合は、｢7.3 消耗部品｣に記載している防塵フィルタセット（別売付属品）
の取付けをお奨めします。 

 

 

毛ブラシによる凝縮器の清掃 エアガンによる凝縮器の清掃 

前面 前面 

空冷コンデンサのフィン部がホコリ・チリ等で目詰まりしますと、排熱不能となり、安全
装置が作動して運転が停止する場合があります。 
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 ストレーナの清掃（水冷冷凍式の場合） 

 

放熱水の供給を止め、Y型ストレーナのメッシュ部を取外し、メッシュ部を
変形させたり傷つけたりしないように、ブラシまたはエアガンを使用し、
清掃して下さい。 

 

【ワンポイント】 

Y型ストレーナの清掃を行いやすくするために、バルブ・圧力計の取付けを
お勧めします。バルブを取付け、全閉にすることにより、Y型ストレーナの
清掃の際、放熱水設備を停止する必要がなくなります。圧力系を取り付ける
ことにより、放熱水回路の圧力を確認でき、安全に作業が出来るようになり
ます。 

 

7.2.3 3ヶ月毎点検 
 循環液の入替え 

 タンクの清掃及び循環液(清水)の入替えを行ってください。 

 循環液は「表 7-1  清水（水道水）の水質基準」の範囲内のものを供給
してください。 

 

 放熱水設備の清掃（水冷冷凍式の場合） 

 放熱水設備の清掃及び放熱水の入替えを行なってください。 

 放熱水は「表 7-1  清水（水道水）の水質基準」の範囲内のものを供給
してください。 

Y型ストレーナのメッシュ部が藻等の異物で目詰まりしますと、排熱不能となり、安全装
置が作動して運転が停止する場合があります。 

ストレーナの清掃は、放熱水設備を停止、もしくは放熱水回路を遮断し、
残圧を開放した後に行ってください。 
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7.2.4 6ヶ月毎点検 
 ポンプからの水漏れ点検 

パネルを取外し、ポンプメカニカルシールから異常な漏れがあるかどうか
点検して下さい。漏れが確認された場合は、メカニカルシールの交換が必
要です。｢7.3 消耗部品｣に記載しているメカニカルシール（サービス部品）
をご注文下さい。 

 

7.2.5 冬季期間中の点検 
 循環液の凍結防止 

本製品は、冬期中或いは夜間、循環液の凍結を防ぐことができます。 
設置・使用環境（使用時期、気象など）の変化により、凍結の心配がある
場合は、事前に次の操作を行って下さい。 

 

 凍結防止機能（ポンプ自動運転機能）について 

 循環液温度が 3℃以下になるとポンプが自動的に運転します。 

 ポンプが運転すると、ポンプの動力により循環液が加熱されます。 
循環液温度が 5℃以上になると、ポンプが自動的に停止します。 

 結果、循環液温度が 3℃～5℃に保たれ、凍結を防止します。 

 本機能では放熱水回路（水冷冷凍式の場合）の凍結は防止できません。
放熱水回路は、お客様設備での対策をお願い致します。 

 

1. 電源を通電（POWERランプを点灯，RUNランプは消灯）したままにして下さい。 
 

2. お客様が配管したバルブや手動バイパスバルブなどを全開にし、ポンプが自動運転した場
合に循環液が循環できる状態にして下さい。 

 

 メカニカルシールの漏れについて 
メカニカルシールは構造上、漏れを完全に無くすことはできません。この漏れ量は JIS
では 3cc/hr以下（参考値）と記載しています。 

 メカニカルシールの定期的交換の目安としては 6000～8000時間です。 

 専門業者へご相談ください。 
厳寒冷の設置条件下では、凍結に対して完全に防止できない場合があり
ます。 
このようなご使用条件では、他の凍結保護機器（市販テープヒータなど）
の追加設置を専門業者へご相談ください。 
放熱水回路には凍結防止機能はありません。 
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7.3 消耗部品 
点検時の消耗状態に応じて交換して下さい。 

 
表 7-3 消耗部品 

品  番 名  称 個数 備  考 

HRGC-FL001 防塵フィルタセット 1セット
本製品通風空気入口に設置し、粉塵などの侵入
を防ぎます。（空冷冷凍式にのみ使用します。）
HRGC001-A※，HRGC002-A※用別売付属品 

HRGC-FL005 防塵フィルタセット 1セット
本製品通風空気入口に設置し、粉塵などの侵入
を防ぎます。（空冷冷凍式にのみ使用します。）
HRGC005-A※用別売付属品 

HRG-S0211 メカニカルシールセット 1セット
HRGC005-※用サービス部品 
高揚程ポンプオプション（オプション記号：T）
用サービス部品 

HRZ-S0084 温度ヒューズ 1セット ヒータ付オプション（オプション記号：H）用
サービス部品 

HRG-S0218 ヒータ 1セット ヒータ付オプション（オプション記号：H）用
サービス部品 
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7.4 長期間の停止 
長時間使用しない場合や冬季期間中凍結するおそれのある場合は、下記の
作業を行って下さい。 

1. 元電源（電源ブレーカ）を OFFして下さい。 
 

2. 本製品の循環液及び放熱水（水冷冷凍式の場合）を全て排出して下さい。 

 循環液及び放熱水の排出方法は、「7.4.1 循環液及び放熱水の排出」を参照して下さい。 

 

3. 循環液の排出後、製品をビニール等で覆い保管して下さい。 

 

7.4.1 循環液及び放熱水の排出 

 

放熱水の排出（水冷冷凍式の場合）は、放熱水設備を停止、もしくは放熱
水回路を遮断し、残圧を開放した後に行ってください。 

循環液の排出は、お客様設備を停止し、残圧を開放した後に行ってくださ
い。 
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 ドレン口及び放熱水出入口にバルブが接続されている場合 

1. ドレン口及び放熱水出口にドレンホースを接続し、ドレンホースの先端を容器または排水
ピットに差込みます。 
（ドレンホース（接続口径 Rc1/4）はお客様にて準備下さい。） 

図 7-2  循環液の排出 
 

2. タンクフタを外し、放熱水入口（水冷冷凍式の場合）のバルブをあけます。 
 

3. ドレン口及び放熱水出口（水冷冷凍式の場合）のバルブを開け、液を排出します。 
（バルブ（接続口径 Rc1/4）はお客様にて準備下さい。） 

 

4. 本製品、お客様設備及び配管から、循環液が十分排出されたことを確認した後、本製品の
循環液戻り口からエアパージを行ってください。 

 

5. タンク内部の循環液を抜出したらドレン口のバルブを閉め、タンクフタを取付けます。 

ドレン口 (Rc1/4) 

タンクフタ 
容器 

放熱水出口 

放熱水入口 

容器



HRX-OM-L012 
7章  管理と点検・清掃 

 

HRGC Series 7.4 長期間の停止 
 
 7-9

 

6. 図 7-3を参照し、本製品の配管にプラグを取付けます。 

図 7-3  プラグの取付 
 

 

タンクオーバーフロー 

プラグ 

放熱水入口 

放熱水出口 

プラグ 

循環液出口 

循環液戻り口 

ドレン口 

プラグ 
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 ドレン口及び放熱水出入口にバルブが接続されていない場合 

1. ドレン口及び放熱水出入口の先端に容器を置きます。 
（排出用の容器は、HRGC001,002で約 20L、HRGC005で約 30Lの容量が必要です。） 

図 7-4  循環液の排出 
 

2. タンクフタを外します。 
 

3. ドレン口のプラグ及び放熱水出入口の配管を少しずつ緩め、液を排出します。 
液が排出されにくくなったら、循環液のプラグ、放熱水出入口の配管を取り外します。 

 

4. 本製品、お客様設備及び配管から、循環液が十分排出されたことを確認した後、本製品の
循環液戻り口からエアパージを行ってください。 

 

5. タンク内部の循環液を抜出したらドレン口のバルブを閉め、タンクフタを取付けます。 
  

6. 図 7-3を参照し本製品の配管にプラグを取付けます。 

ドレン口 (Rc1/4) 

タンクフタ 
容器 放熱水出口 

放熱水入口 

容器
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8章 資料 
8.1 仕様一覧表 

表 8-1  仕様一覧表 

項目 HRGC001-※ HRGC002-※ HRGC005-※ 
定格周囲温度 32[℃]（範囲 5～40[℃]） 設置・ 

使用環境 湿度範囲 30～70[%RH]（但し、結露しないこと） 
使用流体 清水 

タンク定格容積 10[L] 20[L] 
電源電圧 単相  AC200-230[V] ±10%（50/60 [Hz]） 

推奨漏電ブレーカ容量 15[A]、20[A]※4 30[A] 
ブレーカ感度電流 30[mA] 
起動停止命令信号  
（遠隔操作信号） 接点信号閉により遠隔起動、接点信号開で遠隔停止 

入
力 

外部スイッチ信号入力※8 接点信号開により警告信号出力、[WARN]ランプ点灯、運転時は運転継続※8 
放熱水温度範囲 5～32℃ 
放熱水圧力範囲 0.3~0.5MPa 

 
 

放
熱
水 放熱水流量範囲 10/12 L/min（50/60Hz） 27/28 L/min（50/60Hz） 
※1 放熱水入口出口圧力差 0.3MPa（50/60Hz） 

循環液定格温度･精度 20±1.0[℃]又は、0.5[℃]  
設定温度範囲 5～35[℃] 
定格冷却能力 

「8.6 冷却能力」を参照下さい。 
4.5/4.8[kW] 

ヒータ出力※6 600W（200V）※6 

送水能力 10/10 L/min（at 0.13/0.18MPa） 
18/22 L/min（at 0.31/0.41MPa）※9 23/28 L/min（at 0.20/0.24MPa） 

運転信号 リレ－接点（接点容量 AC250[V]、1[A]、抵抗負荷） 
（運転時接点閉、停止時接点開、電源遮断時接点開） 

異常停止信号 リレ－接点（接点容量 AC250[V]、1[A]、抵抗負荷） 
（[FAULT]ランプ消灯時接点閉、[FAULT]ランプ点灯時接点開、電源遮断時接点閉） 

信
号
出
力 

警告信号 リレー接点（接点容量 AC250[V]、1[A]、抵抗負荷） 
（[WARN]ランプ消灯時接点閉、[WARN]ランプ点灯時接点開、電源遮断時接点閉） 

]

出
力 

外部スイッチ用電源※８ DC24V±10% 20W以下※11 15W以下※6 10W以下※12 5W以下※13 
ポンプ・冷凍機過負荷停止（過電流継電器付） 
タンク水位低下停止（タンクレベルスイッチ付） 
冷媒圧力上昇防止（高圧圧力スイッチ付） 

送水温度高温時停止（温調器設定温度 40℃） 
送水温度高温時停止（温調器設定温度 65℃※7） 

送水温度高温時停止（温調器設定温度 40℃） 

漏水停止（漏水センサ付）※5 

異常停止 

タンク水温高温（温度ヒューズ）※6 

保
護
機
能
（
機
器
等
） 

その他 ポンプ・冷凍機・ファンモータ※3過昇温防止（内蔵サーモスタット）、送水圧力上昇防止（手動バルブ付） 
外観パネル SGCC（マンセル 10Y8/0.5アーバンホワイト） 
操作パネル SGCC（DIC183ブルー） 
ベース SUS304 

接液部 
（循環液） 

SUS系（タンク、接続出入口、ホース継手等、ヒータ※6、 
ポンプインペラ※9、マニホールド※10、ポンプケーシング※15）、 
BC系（マニホールド）、 
真鍮（ポンプケーシング等※14）、 
PVC（内部送水配管ホース）、 
PPE（ポンプケーシング、インペラ）、 
銅ブレージング（熱交換器） 

SUS系（タンク、ポンプインペラ、 
ヒータ※6、ホース継手、接続出入口等、 
マニホールド※10、ポンプケーシング※10）、 
BC系（マニホールド、）、 
真鍮（ポンプケーシング等）、 
PVC（内部送水配管ホ－ス）、 
銅ブレージング（熱交換器） 

接液部※1 
（放熱水） 

SUS系（接続出入口など、ホース継手）、PVC（内部送水配管ホース）、真鍮（圧力制水弁） 
銅ブレージング（熱交換器） 

内部冷媒配管部 銅、真鍮、アルミ、銅ブレージング、SUS 

材
質
・
物
質 

使用冷媒 R407C（HFC）  
Y型ストレーナ 1個※1 アイボルト M12×4本、Y型ストレーナ 1個※2 

付属品 
（電源、信号ケーブルおよび接続端子等はお客様にてご用意願います。） 

質量 75kg、80kg※9 110kg 

※1 水冷冷凍式の場合 
※2 HRGC005-W※の場合 
※3 空冷冷凍式の場合 
※4 ヒータ付オプション（オプション記号：H）又は高揚程ポンプ 
オプション（オプション記号：T）のどちらか一方か、両方を含む場合 
※5 漏水センサ付オプション（オプション記号：E）の場合 
※6 ヒータ付オプション（オプション記号：H）の場合 
※7 ヒータ付オプション（オプション記号：H）を含み、循環液接液部ステン
レス仕様（オプション記号：M）又は DI制御キット付（オプション記号：Y）
のどちらも含まない場合 
※8 外部スイッチ取込付（オプション記号：K）の場合 
 

※9 高揚程ポンプオプション（オプション記号：T）の場合 
※10 循環液接液部ステンレス仕様（オプション記号：M）又は DI制御キッ
ト付（オプション記号：Y）の場合 
※11 ヒータ付オプション（オプション記号：H）、 DI制御キット付（オプシ
ョン記号：Y）のどちらも含まない場合 
※12  DI制御キット付（オプション記号：Y）を含む場合 
※13 ヒータ付オプション（オプション記号：H）及び DI制御キット付（オプ
ション記号：Y）の両方含む場合。 
※14 高揚程ポンプオプション（オプション記号：T）を含み、循環液接液部
ステンレス仕様又は DI制御キット付（オプション記号：Y）のどちらも含まな
い場合 
※15 高揚程ポンプオプション（オプション記号：T）を含み、循環液接液部
ステンレス仕様又はオプション Yのいずれかを含む場合 
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8.2  外形寸法図 
8.2.1 HRGC001-A※, HRGC002-A※  

図 8-1  外形寸法図（HRGC001-A※, HRGC002-A※） 

8.2.2 HRGC001-W※, HRGC002-W※ 

図 8-2  外形寸法図（HRGC001-W※, HRGC002-W※） 
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8.2.3 HRGC005-A※ 

 
図 8-3  外形寸法図（HRGC005-A※） 

 

8.2.4 HRGC005-W※ 

図 8-4  外形寸法図（HRGC005-W※） 
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8.3 電気回路図 
8.3.1 HRGC001-A※, HRGC002-A※, HRGC001-W※, HRGC002-W※ 

図 8-5  電気回路図（HRGC001-A※, HRGC002-A※, HRGC001-W※, HRGC002-W※） 
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HRGC Series 8.3 電気回路図 
 
 8-5

8.3.2 HRGC005-A※, HRGC005-W※ 

図 8-6  電気回路図（HRGC005-A※, HRGC005-W※） 
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8.4 フロー図（空冷冷凍式） HRGC Series 
 

 8-6  

8.4 フロー図（空冷冷凍式） 

図 8-7  フロー図（空冷冷凍式） 
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HRGC Series 8.5 フロー図（水冷冷凍式） 
 
 8-7

8.5 フロー図（水冷冷凍式） 

図 8-8  フロー図（水冷冷凍式） 
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8.6 冷却能力 HRGC Series 
 

 8-8  

8.6 冷却能力 
冷却能力は、オプションにより異なります。 
「1.4.1 型式銘板」を参照し、本製品の品番を確認した後、以下のフローに
従い該当する冷却能力のグラフをご確認下さい。 

 
図 8-9  冷却能力確認フロー 
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1. 循環液接液部ステンレス仕様（オプション記号：M）または、
　 DI制御キット付オプション（オプション記号：Y）を含む場合 「8.6.1 HRGC001-A,HRGC001-W,

HRGC001-A-M,HRGC001-W-Y」を参照
下さい

4. 1以外で高揚程ポンプ仕様（オプション記号：T）を含み、
　 ヒータ付オプション（オプション記号：H）を含まない場合

5. 1以外で ヒータ付オプション（オプション記号：H）及び、
　 高揚程ポンプ仕様（オプション記号：T）の両方を含む場合

2. 1以外でヒータ付オプション（オプション記号：H）及び
　 高揚程ポンプ仕様（オプション記号：T）を含まない場合

6. 高揚程ポンプ仕様（オプション記号：T）を含まない場合

7. 高揚程ポンプ仕様（オプション記号：T）を含む場合

HRGC002

A∗
W∗ 3. 1以外でヒータ付オプション（オプション記号：H）を含み、

　 高揚程ポンプ仕様（オプション記号：T）を含まない場合

A5∗
W5∗

1. 循環液接液部ステンレス仕様（オプション記号：M）または、
　 DI制御キット付オプション（オプション記号：Y）を含む場合

4. 1以外で高揚程ポンプ仕様（オプション記号：T）を含み、
　 ヒータ付オプション（オプション記号：H）を含まない場合

5. 1以外で ヒータ付オプション（オプション記号：H）及び、
　 高揚程ポンプ仕様（オプション記号：T）の両方を含む場合

2. 1以外でヒータ付オプション（オプション記号：H）及び
　 高揚程ポンプ仕様（オプション記号：T）を含まない場合

6. 高揚程ポンプ仕様（オプション記号：T）を含まない場合

7. 高揚程ポンプ仕様（オプション記号：T）を含む場合

HRGC005

A∗
W∗
A5∗
W5∗

「8.6.2 HRGC001-A-H,HRGC001-W-H」
を参照下さい

「8.6.3 HRGC001-A-T,HRGC001-W-T」
を参照下さい

「8.6.4 HRGC001-A-HT,HRGC001-W-HT」
を参照下さい

「8.6.1 HRGC001-A,HRGC001-W,
HRGC001-A-M,HRGC001-W-Y」
を参照下さい

「8.6.3 HRGC001-A-T,HRGC001-W-T」
を参照下さい

「8.6.5 HRGC002-A,HRGC002-W,
HRGC002-A-M,HRGC002-W-Y」
を参照下さい

「8.6.6 HRGC002-A-H,HRGC002-W-H」
を参照下さい

「8.6.7 HRGC002-A-T,HRGC002-W-T」
を参照下さい

「8.6.8 HRGC002-A-HT,HRGC002-W-HT」
を参照下さい

「8.6.5 HRGC002-A,HRGC002-W,
HRGC002-A-M,HRGC002-W-Y」
を参照下さい

「8.6.7 HRGC002-A-T,HRGC002-W-T」
を参照下さい

「8.6.9 HRGC005-A,HRGC005-W」
を参照下さい
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8.6.1 HRGC001-A,HRGC001-W,HRGC001-A-M,HRGC001-W-Y 
※ ヒータ付オプション（オプション記号：H）及び高揚程ポンプオプション（オプション記号：T）のどちらも 
含まない場合 

※ 循環液接液部ステンレス仕様（オプション記号：M）または DI 制御キット付オプション（オプション記号：Y）
のいずれかを含み、高揚程ポンプオプション（オプション記号：T）を含まない場合 
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図 8-10  冷却能力（HRGC001-A,HRGC001-W,HRGC001-A-M,HRGC001-W-Y） 

 

8.6.2 HRGC001-A-H,HRGC001-W-H  
※ ヒータ付オプション（オプション記号：H）を含み、循環液接液部ステンレス仕様（オプション記号：M）、 
高揚程ポンプオプション（オプション記号：T）、DI制御キット付オプション（オプション記号：Y）のいずれも 
含まない場合 
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図 8-11  冷却能力（HRGC001-A-H,HRGC001-W-H） 



HRX-OM-L012 
8章  資料 

 

8.6 冷却能力 HRGC Series 
 

 8-10  

8.6.3 HRGC001-A-T,HRGC001-W-T 
※ 高揚程ポンプオプション（オプション記号：T）を含み、ヒータ付オプション（オプション記号：H）を含まない
場合 

図 8-12  冷却能力（HRGC001-A-T,HRGC001-W-T） 
 

8.6.4 HRGC001-A-HT,HRGC001-W-HT 
※ ヒータ付オプション（オプション記号：H）及び高揚程ポンプオプション（オプション記号：T）を含み、循環液
接液部ステンレス仕様（オプション記号：M）または DI 制御キット付オプション（オプション記号：Y）のどち
らも含まない場合 

図 8-13  冷却能力（HRGC001-A-HT,HRGC001-W-HT） 

0.0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

0 5 10 15 20 25 30 35 40

循環液温度　℃

冷
却

能
力

　
kW

50/60[Hz]

0.0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

0 10 20 30 40 50 60 70

循環液温度　℃

冷
却

能
力

　
kW

50/60[Hz]



HRX-OM-L012 
8章  資料 

 

HRGC Series 8.6 冷却能力 
 
 8-11

8.6.5 HRGC002-A,HRGC002-W,HRGC002-A-HM,HRGC002-W-HY 
※ ヒータ付オプション（オプション記号：H）及び高揚程ポンプオプション（オプション記号：T）のどちらも 
含まない場合 

※ 循環液接液部ステンレス仕様（オプション記号：M）または DI 制御キット付オプション（オプション記号：Y）
のいずれかを含み、高揚程ポンプオプション（オプション記号：T）を含まない場合 

図 8-14  冷却能力（HRGC002-A,HRGC002-W,HRGC002-A-HM,HRGC002-W-HY） 
 

8.6.6 HRGC002-A-H,HRGC002-W-H 
※ ヒータ付オプション（オプション記号：H）を含み、循環液接液部ステンレス仕様（オプション記号：M）、 
高揚程ポンプオプション（オプション記号：T）、DI制御キット付オプション（オプション記号：Y）のいずれも 
含まない場合 

図 8-15  冷却能力（HRGC002-A-H,HRGC002-W-H） 
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8.6.7 HRGC002-A-T,HRGC002-W-T 
※ 高揚程ポンプオプション（オプション記号：T）を含み、ヒータ付オプション（オプション記号：H）を含まない
場合 

図 8-16  冷却能力（HRGC002-A-T,HRGC002-W-T） 

 

8.6.8 HRGC002-A-HT,HRGC002-W-HT 
※ ヒータ付オプション（オプション記号：H）及び高揚程ポンプオプション（オプション記号：T）を含み、循環液
接液部ステンレス仕様（オプション記号：M）または DI 制御キット付オプション（オプション記号：Y）のどち
らも含まない場合 

図 8-17  冷却能力（HRGC002-A-HT,HRGC002-W-HT） 
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8.6.9 HRGC005-A,HRGC005-W 

図 8-18  冷却能力（HRGC005-A,HRGC005-W） 
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8.7 ポンプ能力 
8.7.1 HRGC001,HRGC002 

※ 高揚程ポンプオプション（オプション記号：T）を含まない場合 

図 8-19  ポンプ能力（HRGC001,HRGC002） 
 

8.7.2 HRGC001-※-T,HRGC002-※-T 
※ 高揚程ポンプオプション（オプション記号：T）の場合 

図 8-20  ポンプ能力（HRGC001-※-T,HRGC002-※-T） 
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8.7.3 HRGC005-A,HRGC005-W 

図 8-21  ポンプ能力（HRGC005-A,HRGC005-W） 
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8.8 適合規格 
本製品は以下の規格に適合しています。 

 
表 8-2  適合規格 

EMC指令 2004/108/EC 
低電圧指令 2006/95/EC CEマーキング 
機械指令 2006/42/EC 

UL E229305 / UL1995 
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8.9 日常点検シート 
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9章 保証について 
 
1. 保証期間 

使用開始から 1年以内、もしくは納入後 1.5年以内です。 
 
2. 保証範囲 

保証期間内に当社の責により故障を生じた場合は、故障部品の交換を限度として保証させて頂きます。 
交換した部品は弊社の所有となります。 
なお、故障により誘発される損害は免責とさせて頂きます。 

 
3. 保証内容 

1. 取扱い説明書に準拠する適切な据付、保守管理が行われ、且つカタログに記載された仕様もしく
は別途、取り交わされた使用条件下で運転が正しく行われる場合、当社製品が正常に稼動するこ
とを保証致します。 

2. 当社製品を構成する部品に、材料欠陥や組立不良のないことを保証致します。 
3. 出荷された当社製品が当社外観寸法図に適合したものであることを保証致します。 
4. 次に示す場合は保証外となります。 

① 当社製品の据付や他の装置との連結について不適合がある場合。 
② 保守管理が不十分であり、正しい取扱いが行われていない場合。 
③ 仕様を外れる運転が行われた場合。 
④ 貴社が当社製品に改造や構造変更を行った場合 
⑤ 貴社の連結された装置の不具合により、当社製品に二次的な故障が発生した場合。 
⑥ 地震、台風、水害、落雷などの天災、事故および火災等の不可抗力が故障の原因となる場合 
⑦ 取扱説明書に示す取扱い方法と異なる使用および当社が示す仕様の範囲を超える運転が行わ
れた場合。 

⑧ 当社の指定する点検整備（日常点検、定期点検）が未実施の場合。 
⑨ 指定する循環液や放熱水以外を使用した場合。 
⑩ 時の経過で発生する不適合（塗装面、メッキ面などの自然退色等） 
⑪ 機能上影響のない感覚的現象（音、騒音、振動など） 
⑫ 取扱説明書に示す設置環境に起因する不適合 
⑬ 「6.お客様にお守りいただく事項」を守らなかったことに起因する不適合 

 
4. 協議 

その他、「2．保証範囲」「3．保証内容」に定められた事項に疑義が生じた場合は、貴社と当社で協議
して解決致します。 

 
5. 弊社免責事項 

① 日常点検、定期点検の費用 
② 販売店及び弊社指定業者以外での修理の費用 
③ 本製品の移動、設置及び取外しの費用 
④ 本製品以外の部品や液の交換補充の費用 
⑤ 本製品を使用できなかった事による損失及び不便さなど 
（電話代、休業補償、商業損失など） 

⑥ 「2.保証範囲」に示す以外の費用、補償など 
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6. お客様にお守りいただく事項 
本製品を安全にご使用いただくためには、お客様の正しい使用と点検が必要です。次のことを必ず守
って下さい。守られていない場合は、保証修理をお断りすることがありますので、ご承知下さい。 
（１） 取扱説明書に示す取扱い方法にしたがって使用すること 
（２） 取扱説明書に示す点検整備（日常点検、定期点検）を実施すること 
（３） 取扱説明書に示す日常点検シートに点検記録が記載されていること 

 
7. 保証修理の受け方 

保証修理をお受けになる場合は、お買い上げの販売店へご連絡下さい。 
これにより保証修理をいたします。 

 
上記にて明示した期間と条件のもとに無償修理をお約束するものです。したがって保証期間経過後に
発生した不適合の修理は原則として有料です。 
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